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ま え が き 

 

 わが国では古来より、集中豪雨・竜巻・台風・地震・火山噴火等による自然災害がしばしば発生し、多く

の被害を被ってきている。これらの自然災害を防止するとともに、被害の軽減を図り、安全・安心な社会を

実現することが、国としての重要かつ緊急の課題である。近年、都市部を中心に局地的大雨による被害が頻

発するなど、社会環境の変化に伴い発生する自然災害の様子も変化してきており、これまでよりもさらに高

度な情報が防災活動を行う上で不可欠となってきている。また、地球温暖化・オゾン層破壊・酸性雨・砂漠

化など、地球規模での気候変動をはじめとする環境問題の解決も人類共通の緊急の課題となっている。 
 気象庁の任務は、気象・地震・火山活動・海洋現象等を科学的に観測・監視・予測することにより、社会

の防災活動、経済活動等に必要な情報の発信や、地球温暖化などの地球環境問題に関する基盤的情報の提供

を行うことにある。このような任務を果たすためには、これらの現象の解明や予測精度の向上が極めて重要

であり、そのためには、新しい科学技術の活用や独自の技術開発を行い、技術の高度化を図る必要がある。 
 この気象庁の技術開発の多くの部分を担っているのが気象研究所であり、気象業務に関する技術について

研究を行う国の唯一の研究機関として、安全・安心な社会の実現、地球環境問題の解決に向けて、気象・地

象・水象に関する現象の解明及び予測の研究、ならびに関連技術の開発を行い、気象業務の技術基盤の構築

やひいては関連分野の科学技術の発展に積極的に貢献している。 
 気象研究所では、行政的な要望に早急に応える必要がある研究や中長期的な気象業務の発展に向けた研究

を、より一層効率的・効果的に推進するため、平成 22 年度から 4 年間で実施する研究内容を明確にした新

たな「気象研究所中期研究計画」を策定した。さらに、気象研究所が重点的に行うべき研究について、気象

研究所評議委員会による外部評価を受けるなど、効率的・効果的な研究・技術開発の推進に努めている。 
 また、気象研究所は、国内、国外の関係機関と連携・協力して研究活動を推進するという基本方針のもと、

世界気象機関（WMO）と国連環境計画（UNEP）による気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の活動や、

WMO などが推進する「世界気候研究計画（WCRP）」などの国際的な取り組みにも積極的に参画し、関連

する研究を積極的に推進しており、IPCC 第 5 次評価報告書への貢献を目指すとともに、国内の温暖化対策

のための基礎資料とすべく日本付近の地域気候変化予測も実施している。 
 さらに、研究活動のみならず開発途上国への支援の一環として、独立行政法人国際協力機構などと協力し

て、海外からの研修生に対しての研修実施などを引き続き行っている。近年は各地域ごとでの温暖化対策の

必要性が認識されてきており、その中で世界でも随一の高解像度の全球モデルで温暖化予測を行っている気

象研究所の研究結果が注目され、東南アジアのみならず中南米等の各国の研究者と連携が進んでいる。 
「気象研究所年報」には研究成果のほか、当該年度の研究所の活動のトピックス、研究所の概要、研究評

価活動、普及・広報活動、研究交流（外国出張、受入研究員）、職員の研究論文・講演の一覧、職員の国内外

における委員会活動等、気象研究所の研究活動を総合的に掲載している。気象研究所の研究活動によって得

られた多くの知見と成果が、気象業務はもとより国の施策や多くの関連する分野において広く活用されてい

ることをこの一冊でご覧頂くことができるように努めた。 
 あわせて、この年報を通じて、気象研究所の活動についてより深くご理解頂くとともに、今後の一層のご

支援をお願いする。 
 
 平成 22 年 8 月 

 
気 象 研 究 所 長 

 伊藤 秀美 
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新たな「気象研究所中期研究計画」の策定 

 
 気象研究所では、気象庁の施策を改善するために必要な実用的技術を着実に研究・開発

し提供できるよう、平成 22 年度から 4 年間で実施する研究内容を明確にした新たな「気

象研究所中期研究計画」を、平成 22 年 3 月に策定した。 
新しい研究計画では、今後気象研究所が推進する研究活動の方向性や内容を、以下のよ

うに定めている。 
 
基本方針 

気象庁が発表する気象や地震、気候等の各種情報の高度化等に資する研究を実施す

る。特に、各種防災情報の高度化や気象庁による一層精度の高い地球環境関連の情報

の提供に向けた実用的な研究を重点的に実施する。また、将来に向けた我が国の気象

業務の健全な発達を図るため、長期的に各種情報の高度化等を見据えた基礎的・基盤

的な研究についても、世界をリードする研究を実施する。 
 
１．安全・安心な生活の実現に向け重点的に実施すべき研究 

各種防災情報の高度化と一層精度の高い地球環境関連の情報の提供に向けて、台

風・集中豪雨等対策、地震・火山・津波対策及び気候変動・地球環境対策の強化に資

する実用的な研究を重点的に実施する。その際、当該研究課題に研究資金を重点的に

配分する。また、特に研究体制を整える等の特別な措置を講じて行うものについては

特別研究として実施する。 
 
２．気象業務の発展に資する基礎的・基盤的研究 

気象庁が発表する各種情報の高度化等気象業務への将来の実用化を見据えた世界を

リードする基礎的・基盤的な研究を効率的に推進する。また、研究の過程で得られた

成果を広く社会に還元することにより、気象業務に関する我が国の研究開発ポテンシ

ャルを高め、気象業務全般の発展に資する。 
 
３．地方共同研究 

気象業務の現場において取り組むべき研究課題については、気象研究所と気象官署

が共同し地方共同研究として実施する。地方共同研究により、気象業務の現場におけ

る潜在的なニーズを的確に捉え、気象研究所の研究方針や内容に適宜反映させること

によって、気象業務の高度化に貢献する。さらに、研究活動を通じて気象研究所と気

象官署の連携を強化し、気象官署における調査業務の支援を図るとともに、職員の資

質向上にも貢献する。 
 
４．機動的な研究 

地震、火山噴火、竜巻等をはじめとする異常な現象が発生した場合は、気象庁本庁、

管区・地方気象台等と連携し、現地調査を含む調査研究等を機動的に実施する。 
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温暖化による日本付近の詳細な気候変化予測 

 
 わが国における地球温暖化対策を推進する一環として、特に、水資源・河川管理、治山・

治水、防災、農業・水産業や、保健・衛生などの気候の変化に敏感で脆弱な分野における

気候変動適応策の策定に資する温暖化予測情報を提供するために必要な、日本付近の地域

気候変化予測を行うことを目的とした、特別研究課題「温暖化による日本付近の詳細な気

候変化予測に関する研究」を平成 17～21 年度の 5 年間にかけて実施した。 
この研究課題では、最新の知見に基づく高精度の気候変化予測を行うため、エーロゾル、

オゾン、炭素などの各種物質の循環を大気海洋結合気候モデルに取り込んだ「温暖化予測

地球システムモデル」と、その結果を利用して日本周辺で発生する局地的な気象現象を表

現することができる精緻な地域気候モデル「雲解像地域気候モデル」を開発した。 
 「温暖化予測地球システムモデル」で 1970 年から 21 世紀末までの気候変化の再現およ

び予測を行った結果、全球規模だけでなく日本付近の降水分布なども比較的よく再現でき

た。また、この予測結果を境界条件にして、「雲解像地域気候モデル」による日本の地域的

な気候変化予測を行った結果、与えられた大規模場の情報を取り込んで、期待される顕著

現象や詳細な地形効果などの再現が可能であることが明らかになった。今後、さらにモデ

ルの改良を進めることで、温暖化による日本全域の詳細な気候変化予測と、先に述べたよ

うな各分野における予測情報の活用が期待される。 

 
「温暖化予測地球システムモデル」の結果を境界条件に、

「雲解像地域気候モデル」により計算された約 40 年後に

おける 1月の月降水量変化予測（単位：mm/月）。 
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1. 気象研究所の概要                                      1.1. 業務概要 

１．気象研究所の概要 

 
１．１．業務概要 

 
 気象庁の施設等機関である気象研究所では、気象庁が発表する警報や情報の精度向上を通じて国民の

安全・安心に資するよう、集中豪雨・台風の機構解明、地震及び火山噴火の解析・予知、地球温暖化の

監視・予測等の気象・地象・水象に関する現象の研究、並びに広範な関連技術の研究を行っている。 
 甚大な被害をもたらすことがあり、国民の関心も高い台風や局地的な大雨について、気象研究所では、

雲の生成過程の表現も可能な高解像度で高品質な非静力学モデルの開発や、観測データを予測モデルに

順次取り込みながら予測を行うデータ同化手法の改良を進め、台風や局地的な大雨等の現象に対する予

測精度の向上を目指している。さらに、メソアンサンブル予報技術の開発により、局地的大雨等の顕著

な現象に対する予測結果の誤差や信頼度を定量的に見積もる研究等を実施している。その他、顕著な現

象の代表例としては竜巻や突風があげられる。気象研究所ではレーダーなどによるリモートセンシング

データから、竜巻や突風を伴う現象を検出するアルゴリズムの開発を行うなど、突風による被害軽減に

つながる研究を実施しており、これらを通じて、気象庁の発表する防災気象情報の質の向上を目指して

いる。 
 切迫性が高く甚大な被害が見込まれている東海地震、東南海・南海地震に対応するため、南海トラフ

とその周辺域を対象地域とした地震発生数値シミュレーションの実施や、地殻活動観測技術・解析手法

の向上を図る研究、海底地震計の緊急地震速報への利用技術の研究等を行っている。これらの研究にお

いて、地震発生前の地殻変動を明らかにするとともに地震発生に至るメカニズムの解明等を進め、東海

地震の地震予知情報の精度向上、巨大地震の監視・観測技術の向上、緊急地震速報の迅速化と精度向上、

津波警報の精度向上を目指している。 
 火山の地殻変動等の観測データや数値シミュレーション等により、火山体地下のマグマの動きを定量

的に把握あるいは評価することで火山活動の活発さをより的確に判断する手法に関する研究等を実施

し、火山噴火予知研究を推進するとともに、噴火警報の精度向上を目指している。 
 全球気候モデルの開発や地球温暖化による日本付近の詳細な気候変化予測を行うための地域気候モ

デルの開発を通じて、地球温暖化予測研究に取り組んでいる。温暖化予測では予測結果の不確実性の低

減が急務とされており、気候モデルの改良に加え、大気化学環境やエーロゾルが気候変動に与える影響

や予測結果の誤差の範囲等を見積もる研究、エーロゾルや温室効果気体の観測研究を実施している。ま

た、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の第 1 次評価報告書から気象研究所の研究成果が盛り込

まれるなど IPCC の活動に積極的に参画しており、次の第 5 次評価報告書にも貢献していく計画である。 
 国際的な研究活動の連携として、世界気象機関（WMO）の「世界気候研究計画（WCRP）」に参画し、

「全球エネルギー・水循環実験計画（GEWEX）」、「気候の変動性と予測可能性に関する研究計画

（CLIVAR）」や、「地球圏・生物圏国際共同研究計画（IGBP）」といった国際的な共同研究及び、「大

気科学委員会（CAS）」のワーキンググループの活動に参画している。さらに、WMO/CAS によって開

始された世界天気研究計画（WWRP）の重要な計画である、観測システム研究・予測可能性実験

（THORPEX）計画にアジアのリーダーとして参画している。 
 その他、関係機関との連携の下、外国からの研究員や研修員を受け入れ、気候変動予測・解析や気象

観測に関する技術指導を行い、国際的な気象業務の能力向上に貢献している。 
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1. 気象研究所の概要                               1.2. 沿革  1.3. 組織･定員 

１．２．沿革 

 
（前身）中央気象台に研究課を設置。（昭和１７．１） 
昭和２１． ２ 中央気象台分掌規程の改正に伴い、東京都杉並区において中央気象台研究部として再

発足（気象研究所創立）。 
  ２２． ４ 中央気象台気象研究所と改称。 
  ３１． ７ 運輸省設置法の改正により、中央気象台が気象庁に昇格したのに伴い、１課９研究部

で構成される気象庁気象研究所となる。 
  ３３．１０ 総務部を新設し、会計課と研究業務課を設置。 
  ３５． ４ 高層気象研究部を台風研究部に、地球電磁気研究部を高層物理研究部に改組。 
  ４６． ４ 気象測器研究部を気象衛星研究部に改組。 
  ４７． ５ 研究業務課を廃止し、総務部の外に企画室を設置。 
  ４９． ４ 地震研究部を地震火山研究部に改組。 
  ５５． ６ 筑波研究学園都市に移転。 
  ６２． ５ 高層物理研究部と気象衛星研究部を廃止し、気候研究部と気象衛星・観測システム研究部

を新設。 
平成 ９． ４ 応用気象研究部を環境・応用気象研究部に改組。 
  １３． １ 中央省庁の再編に伴って国土交通省が設置され、気象庁は同省の外局となる。 
 
１．３．組織・定員 

 
気象研究所は、「気象業務に関する技術の開発を行う（国土交通省組織令第 235 条）」ことを任務とし

て設置されている気象庁の施設等機関である。気象研究所の内部組織として、9 研究部が設置されてお

り、各研究部は 2～5 の研究室で構成されている。また、研究を側面から支援する部門として総務部と

企画室が設置されている。 
平成 21年度における気象研究所の定員は、指定職 1名、行政職 33名、研究職 140名の計 174名である。 

 
気象庁 

  気象研究所（施設等機関） 

    企画室 

総務部 

総務課 

会計課 

予報研究部        （3 研究室） 気象の予報に関する研究 
気候研究部        （5 研究室） 気候とその変動に関する研究 
台風研究部        （2 研究室） 台風及び台風に伴う諸現象に関する研究 
物理気象研究部      （3 研究室） 降水機巧、大気境界層及び高層大気、放射に関する研究 
環境・応用気象研究部   （4 研究室） 環境気象及び応用気象に関する研究 
気象衛星・観測システム研究部（4 研究室） 気象衛星及び気象観測システムに関する研究 
地震火山研究部      （4 研究室） 地震予知及び火山噴火予知技術に関する研究 
海洋研究部        （2 研究室） 海洋大循環とその変動に関する研究 
地球化学研究部      （2 研究室） 大気、海洋及び地殻の化学的研究 
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1. 気象研究所の概要                                      1.4. 職員一覧 

１．４．職員一覧 （平成21年度） 

 
所長： 佐藤信夫 
 
企画室 室   長： 矢野敏彦 
    研究評価官： 西宮隆仁 
    課 長 補 佐： 逆井幸久 
    調 査 官： 井上 卓、安達正樹 
    管 理 係： 秋葉喜代美（係長）、阿見隆之、平岡利明、青山大輔、福山由朗 
    評 価 係： 渡辺 剛（係長） 
    業 務 係： 櫻井孝雄（係長） 
 
総務部 部   長： 清水新樹 
 総務課 課  長： 高松 茂 
     課長補佐： 飯野 悟 
     調 査 官： 嶋貫秀明 
     庶 務 係： 平 秀美（係長）、遠藤智美 
     人 事 係： 吉田好作（係長）、甲斐功一郎、栁澤泰秀 

 
 会計課 課  長： 齋藤誠一郎 
     課長補佐： 鈴木 隆 
     調 査 官： 加藤 徹 
     主 計 係： 岡本ゆかり（係長）、市塚香苗 
     出 納 係： 北谷康幸（係長）、永井貴子 
     用 度 係： 岩田裕樹（係長）、大島悦子、岡田孝文、吉岡隆義 
     施 設 係： 綿井正典（係長） 
 
予報研究部 部 長： 露木 義 
第一研究室： 中村誠臣（室長）、山田芳則、吉村裕正、橋本明弘、林 修吾 
第二研究室： 齊藤和雄（室長）、青梨和正、原 昌弘、小司禎教、瀬古 弘、川畑拓矢 
第三研究室： 藤部文昭（室長）、清野直子、加藤輝之、永戸久喜、津口裕茂 
 
気候研究部 部 長： 鬼頭昭雄 
第一研究室： 楠 昌司（室長）、小畑 淳、吉村 純、村上茂教、上口賢治、遠藤洋和 
第二研究室： 尾瀬智昭（室長）、安田珠幾、仲江川敏之、籔 将吉 
第三研究室： 内山明博（室長）、山崎明宏、坂見智法、工藤 玲 
第四研究室： 行本誠史（室長）、保坂征宏、石井正好、足立恭将、新藤永樹 
第五研究室： 釜堀弘隆（室長）、田中 実、黒田友二、石原幸司、小林ちあき 
 
台風研究部 部 長： 上野 充 
第一研究室： 徳野正己（室長）、和田章義、國井 勝 
第二研究室： 中澤哲夫（室長）、北畠尚子、村田昭彦、別所康太郎、益子 渉、星野俊介 
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1. 気象研究所の概要                                      1.4. 職員一覧 

物理気象研究部 部 長： 平 隆介 
第一研究室： 村上正隆（室長）、折笠成宏、齋藤篤思、田尻拓也 
第二研究室： 三上正男（室長）、萩野谷成徳、毛利英明、小野木茂、北村祐二 
第三研究室： 青木輝夫（室長）、朽木勝幸、庭野匡思 
 
環境・応用気象研究部 部 長： 山﨑信雄 
第一研究室： 柴田清孝（室長）、眞木貴史、直江寛明、関山 剛、田中泰宙、出牛 真 
第二研究室： 高橋俊二（室長）、栗田 進、日谷道夫、青栁曉典 
第三研究室： 栗原和夫（室長）、佐々木秀孝、村崎万代 
第四研究室： 高薮 出（室長）、五十嵐康人、財前祐二、高橋 宙 
 
気象衛星・観測システム研究部 部 長： 石原正仁 
第一研究室： 増田一彦（室長）上清直隆、石元裕史 
第二研究室： 鈴木 修（室長）、楠 研一、中里真久、猪上華子 
第三研究室： 真野裕三（室長）、永井智広、酒井 哲 
第四研究室： 小林隆久（室長）、足立アホロ、山内 洋 
 
地震火山研究部 部 長： 吉川澄夫 
第一研究室： 前田憲二（室長）、平田賢治、山崎 明 1)、林 豊 
第二研究室： 勝間田明男（室長）、小林昭夫、吉田康宏、青木重樹、木村一洋 2)、弘瀬冬樹、 
第三研究室： 山里 平（室長）、福井敬一、高木朗充 3)、坂井孝行 1)、新堀敏基、安藤 忍、 

鬼澤真也 2) 
第四研究室： 干場充之（室長）、大竹和生、岩切一宏 
 
海洋研究部 部 長： 石崎 廣 
第一研究室： 本井達夫（室長）、山中吾郎、平原幹俊、辻野博之、中野英之 
第二研究室： 蒲地政文（室長）、碓氷典久、藤井陽介、松本 聡、鳥山暁人 
 
地球化学研究部 部 長： 佐藤信夫（事務取扱） 
第一研究室： 松枝秀和（室長）、青山道夫、馬淵和雄、澤 庸介、坪井一寛 
第二研究室： 緑川 貴（室長）、石井雅男、笹野大輔、小杉如央 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
――――――――――――― 

 1) 平成 21 年 9 月 30 日まで、2) 平成 21 年 10 月 1 日から、3) 平成 21 年 8 月 31 日まで 
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1. 気象研究所の概要                                        1.5. 予算 

１．５．予算 

 
平成 21 年度における気象研究所予算の総額は約 29 億円であり、このうち国土交通省予算によるもの

は約 24 億 6 千万円である。 

2,699 2,652 2,634 2,649
2,460

141 242 329 264

340

60 62
67 91

63

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

科研費補助金

他省庁等予算

（項）気象研究所

（単位：百万円）

 
研究経費の予算別内訳と最近 5 年間（平成 17 年度～21 年度）の推移 

 
平成 21 年度においては、他省庁予算として、文部科学省の放射能調査研究費（64 百万円）および科

学技術振興調整費（159 百万円）、環境省の地球環境保全等試験研究費（25 百万円）および地球環境研

究総合推進費（92 百万円）による研究を実施した。（下表：研究の区分参照） 
なお、平成 14 年度からは日本学術振興会の科学研究費補助金（平成 21 年度 63 百万円）の交付を受

けている。 
 

研究の区分 

 
重点研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０課題 
 
基礎的・基盤的研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８課題 
 
地方共同研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６課題 

 
他省庁予算による研究 

        文部科学省 
放射能調査研究費による研究・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２課題 
科学技術振興調整費による研究・・・・・・・・・・・・・・・・ ２課題 

 
        環境省 

地球環境保全等試験研究費による研究・・・・・・・・・・・・・ ３課題 
地球環境研究総合推進費による研究・・・・・・・・・・・・・・ ６課題 

 
共同研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３９課題 
公募型共同利用による研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４課題 
科学研究費補助金による研究（研究代表者として実施している分のみ）・・・・・・ １６課題 
特別研究員奨励費による研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １課題 
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2. 研究報告                                         2.1. 研究課題 

 

２．研究報告 

 
２．１．研究課題 

本節には、気象研究所が平成 21 年度に実施したすべての研究について、研究区分（または外部資

金）ごとに分類し、研究課題名を掲載している。 
 
安全・安心な生活の実現に向け重点的に実施すべき研究（重点研究） 

重点研究は、各種防災情報の高度化と一層精度の高い地球環境関連の情報の提供に向けて、台

風・集中豪雨等対策、地震・火山・津波対策及び気候変動・地球環境対策の強化に資する実用的な研

究で、気象研究所にて重点的に実施すべき研究である。また、特別研究は、重点研究の中でも特に研

究体制を整える等の特別な措置を講じて実施する研究である。 
平成 21 年度は、重点研究として次の 21 課題（うち特別研究 2 課題）を実施した。 

 
（1）台風・集中豪雨対策等の強化に関する研究 

・次世代非静力学気象予測モデルの開発に関する研究（H21～H25、代表研究部：予報研究部） 
・顕著現象の機構解明に関する解析的・統計的研究（H21～H25、代表研究部：予報研究部） 
・メソスケールデータ同化とアンサンブル予報に関する研究 

（H21～H25、代表研究部：予報研究部） 
・台風強度に影響する外的要因に関する研究（H21～H25、代表研究部：台風研究部） 
・衛星データの利用技術に関する研究 

（H21～H25、代表研究部：気象衛星・観測システム研究部） 
・シビア現象の監視及び危険度診断技術の高度化に関する研究 

（H21～H25、代表研究部：気象衛星・観測システム研究部） 
・全球及び日本近海を対象とした海洋データ同化システムの開発 

（H21～H25、代表研究部：海洋研究部） 
 

（2）地震・火山・津波対策の強化に関する研究 

・マグマ活動の定量的把握技術の開発とそれに基づく火山活動度判定の高度化に関する研究 
（特別研究、H18～H22、代表研究部：地震火山研究部） 

・緊急地震速報高度化のための震度等の予測の信頼性向上技術の開発 
（H21～H25、代表研究部：地震火山研究部） 

・東海地震予知技術と南海トラフ沿いの地殻活動監視技術の高度化に関する研究 
（H21～H25、代表研究部：地震火山研究部） 

・震源精度向上と地震活動情報の高度化に関する研究 
（H21～H25、代表研究部：地震火山研究部） 

・気象観測技術等を活用した火山監視・解析手法の高度化に関する研究 
（H21～H25、代表研究部：地震火山研究部） 

・沖合・沿岸津波観測等による津波の高精度予測に関する研究 
（H21～H25、代表研究部：地震火山研究部） 
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2. 研究報告                                         2.1. 研究課題 

 
（3）気候変動・地球環境対策の強化に関する研究 

・温暖化による日本付近の詳細な気候変化予測に関する研究 
（特別研究、H17~H21、代表研究部：気候研究部） 

・全球大気海洋結合モデルを用いた季節予測システムの開発 
（H21～H25、代表研究部：気候研究部） 

・異常気象・気候変動の実態とその要因解明に関する研究 
（H21～H25、代表研究部：気候研究部） 

・IPCC に関わる地球温暖化予測に関する研究（H21～H25、代表研究部：気候研究部） 
・大気環境の予測・同化技術の開発（H21～H25、代表研究部：環境・応用気象研究部） 
・海洋環境の予測技術の開発（H21～H25、代表研究部：海洋研究部） 
・大気化学環境変動とそのメカニズムの解明に関する研究 

（H21～H25、代表研究部：地球化学研究部） 
・海洋中炭素循環変動の実態把握とメカニズム解明に関する研究 

（H21～H25、代表研究部：地球化学研究部） 
 

気象業務の発展に資する基礎的・基盤的研究（基礎的・基盤的研究） 
基礎的・基盤的研究は、気象庁が発表する各種情報の高度化等、気象業務への将来の実用化を見

据えた世界をリードする基礎的・基盤的研究であり、研究の過程で得られた成果を広く社会に還元するこ

とにより、気象業務に関する我が国の研究開発ポテンシャルを高め、気象業務全般の発展に資する研究

である。 
平成 21 年度は、基礎的・基盤的研究として次の 8 課題を実施した。 
 

・地上観測による大気要素の放射収支への影響の実態解明に関する研究 
（H21～H25、代表研究部：気候研究部） 

・意図的・非意図的気象改変に関する研究（H21～H25、代表研究部：物理気象研究部） 
・大気境界層の乱流構造の統合的研究（H21～H25、代表研究部：物理気象研究部） 
・エーロゾル・雲・微量気体に関する衛星リモートセンシングの数値モデルへの活用のため

の基礎研究（H21～H25、代表研究部：気象衛星・観測システム研究部） 
・エーロゾルと雪氷面との相互作用、及びライダーによるエーロゾル・雲・微量気体観測技

術の高度化に関する研究（H21～H25、代表研究部：物理気象研究部） 
・都市気象モデルの開発（H21～H25、代表研究部：環境・応用気象研究部） 
・大気エーロゾル粒子の性状とその変動過程に関する研究 

（H21～H25、代表研究部：環境・応用気象研究部） 
・次世代リモートセンシングに関する研究 

（H21～H25、代表研究部：気象衛星・観測システム研究部） 
 
地方共同研究 

地方共同研究は、気象業務の現場において取り組むべき研究課題について、気象研究所と気象官署

が共同して行う研究である。地方共同研究により、気象業務の現場における潜在的なニーズを的確にと

らえ、気象研究所の研究方針や内容に適宜反映させることによって、気象業務の高度化に貢献する。ま

た、研究活動を通じて気象研究所と気象官署の連携を強化し、気象官署における調査業務の支援を図

るとともに、職員の資質向上にも貢献する。 
平成 21 年度は、地方共同研究として次の 6 課題を実施した。 
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2. 研究報告                                         2.1. 研究課題 

 
・都市域に強雨をもたらす降水系の構造と環境の調査（H20～H21、東京管区気象台） 
・北海道東方沖における震源決定のための走時計算法改良の検討 

（H20～H21、札幌管区気象台） 
・ウィンドプロファイラを用いた台風の立体構造に関する解析的研究 

（H20～H21、鹿児島地方気象台、沖縄気象台、南大東島地方気象台、宮古島地方気象台） 
・沖縄地方の固有的な地震に関する研究（H20～H21、気象庁地震火山部、沖縄気象台） 
・吾妻山における圧力源モデルに基づく監視手法の高度化 

（H21～H22、気象庁地震火山部、仙台管区気象台） 
・強雨の発生要因と構造の解明（H21～H22、大阪管区気象台、神戸海洋気象台） 
 
 

他省庁予算による研究 
他省庁予算による研究は、国土交通省以外の省庁などが運用する制度のもとで実施する研究である。 
平成 21 年度は、他省庁予算による研究として、次の 13 課題を実施した。 

 
（1）放射能調査研究費による研究（文部科学省） 

放射能・放射線に対する国民の安全を確保し、安心感を醸成するため、環境中の天然放射能、及

び核爆発実験、原子力施設、投棄された放射性廃棄物等からの人工放射能の環境放射能レベルに

関する調査研究を目的とする研究。 

 
・放射性降下物の長期変動と再浮遊に関する研究（H18～H22） 
・海洋環境における放射性核種の長期挙動に関する研究（H18～H22） 

 
（2）科学技術振興調整費による研究（文部科学省） 

科学技術振興調整費は、総合科学技術会議の方針に沿って科学技術の振興に必要な重要事項

の総合推進調整を行うための経費であり、“優れた成果の創出・活用のための科学技術システム改革”、

“将来性の見込まれる分野・領域への戦略的対応等”、“科学技術活動の国際化の推進”の施策であ

って、各府省の施策の先鞭となるもの、各府省毎の施策では対応できていない境界的なもの、複数機

関の協力により相乗効果が期待されるもの、機動的に取り組むべきもの等で、政府誘導効果が高いも

のに活用されるものである。 

 
・渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究（H18～H22） 
・東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究（H19～H21） 

 
（3）地球環境保全等試験研究費による研究（環境省） 

地球環境問題のうち、地球温暖化分野を対象として、各府省が中長期的視点から計画的かつ着実

に関係研究機関において実施すべき研究。 

 
・民間航空機を活用したアジア太平洋域上空における温室効果気体の観測に関する研究 

（H18～H22） 
・親生物気体の同時連続観測による生態系監視技術の開発（H20～H21） 
・吸収性エアロゾルが大気・雪氷面放射過程に与える影響のモニタリングに関する研究 

（H21～H25） 
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2. 研究報告                                         2.1. 研究課題 

 
（4）地球環境研究総合推進費による研究（環境省） 

研究活動による科学的知見の集積や科学的側面からの支援等を通じ、オゾン層の破壊や地球温

暖化など、数々の地球環境問題を解決に導くための政策に貢献・反映を図ることを目的とした研究。 

 
・アジアの水資源への温暖化影響評価のための日降水量グリッドデータの作成（H18～H22） 
・マルチ気候モデルにおける諸現象の再現性比較とその将来変化に関する研究（H19～H23） 
・温暖化影響評価のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケーリングの研究 

（H19～H23） 
・海洋酸性化の実態把握と微生物構造・機能への影響評価に関する研究（H20～H22） 
・大気環境に関する次世代実況監視及び排出量推定システムの開発（H21～H23） 
・風送ダストの飛来量把握に基づく予報モデルの精緻化と健康・植物影響評価に関する研究 

（H21～H23） 
 

 
共同研究 

共同研究は、気象研究所が、その所掌業務と密接に関連する事項について、気象庁以外の者

と共同して行う調査及び研究であり、平成 21 年度は、次の 39 課題を実施した。 
 
（1）戦略的創造研究推進制度による共同研究 

・ 全球雲解像モデルによる熱帯気象予測研究：衛星観測データによるシミュレーション結果 
の検証        （（独）科学技術振興機構） 

 
（2）21 世紀気候変動予測革新プログラムによる共同研究 

・ 超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の変化予測に関する研究 
（（財）地球科学技術総合推進機構） 

・ 海洋モデルの高精度化による気候変動予測の向上に関する研究 
（東京大学気候システム研究センター） 

・ モデル相互比較による温暖化予測不確実性の評価研究（（財）高度情報科学技術研究機構） 
 
（3）地球観測システム構築推進プランによる共同研究 

・ SKYNET 観測網によるエアロゾルの気候影響モニタリング 
（千葉大学環境リモートセンシング研究センター） 

 
（4）地球環境変動観測ミッション（GCOM）に関する共同研究 

（（独）宇宙航空研究開発機構） 

・ AMSR2 用のマイクロ波降水リトリーバルアルゴリズムの開発 
・ GCOM/SGLI による雪氷研究アルゴリズム開発及び衛星雪氷プロダクトの地上観測、気候

モデルによる相互検証に関する研究 
・ 気候モデルと衛星・リモートセンシングデータの相互作用による GCOM プロダクト利用技

術の高度化 
・ リモートセンシングアルゴリズム改良のための非球形エーロゾル粒子・雲粒子散乱データ

ベースの構築 
 
（5）熱帯降雨観測衛星（TRMM）解析研究プロジェクトに関する共同研究 

（（独）宇宙航空研究開発機構） 

・ TRMM データと気象庁予報データを使ったマダン＝ジュリアン振動の更なる理解に向けて 
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2. 研究報告                                         2.1. 研究課題 

 
・ 降水のマイクロ波特性の物理的検証 
・ TRMM 降雨レーダと可視・赤外放射計による降水と雲・エーロゾルの相互作用に関する研

究 
 
（6）運輸分野における基礎的研究推進制度による共同研究 

（（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構） 

・ 小型ドップラー気象レーダーによる鉄道安全運航のための突風探知システムの基礎的研究 
（気象じょう乱解明と突風アルゴリズム開発） 

 
（7）その他 

・ 雲生成チェンバーおよび詳細雲物理ボックスモデルを用いた吸湿性粒子シーディング実験 
（（独）海洋研究開発機構） 

・ 総合的水資源管理システムを用いた人工降雨・降雪の有効性評価      （東北大学） 
・ 渇水年天気パターン解析のアルゴリズム開発・改良            （富山大学） 
・ 四国地方における夏季降水雲に関する研究                （高知大学） 
・ 対流圏オゾンライダーと化学輸送モデルを用いた、対流圏オゾンの実態解明及びモデルの 

検証・高度化に関する研究                 （（独）海洋研究開発機構） 
・ 熱帯表面ブイ網データの同化および予測への有効性に関する研究 

・ （（独）海洋研究開発機構） 
・ 鉛直座標系の違いによる海洋データ同化解析の比較・改良に関する共同研究  

（（独）海洋研究開発機構） 
・ モンスーンの気候・水循環とその変動に係わる諸過程の研究        （筑波大学） 
・ オホーツク海の海氷変動に関する研究              （北海道大学大学院） 
・ 地域気候モデルによる温暖化予測結果の富山県領域へのダウンスケーリングに関する研究 

（富山県環境科学センター） 
・ 人工放射性核種の大気降下および大陸における広域的分布に関する調査 

（（独）農業環境技術研究所） 
・ 草地上の熱収支に関する研究                      （筑波大学） 
・ 緊急地震速報の高度化に関する研究 

（気象庁地震火山部、（独）防災科学技術研究所、（財）鉄道総合技術研究所） 
・ 海洋中の栄養塩の動態及び国際栄養塩スケールの推進に関する研究 

（（独）電力中央研究所） 
・ CO2濃度と風・気温の鉛直分布同時測定ライダーの受信系の開発    （首都大学東京） 
・ 高精度センシング技術を用いた、列車運行判断のための災害気象の監視・予測手法の開発 

（JR 東日本研究開発センター） 
・ 長期再解析 JRA-25 のダウンスケーリングデータを用いた過去の気象の電力事業への影響 

評価に関する研究                     （（独）電力中央研究所） 
・ 地形が大気境界層における拡散現象に及ぼす影響の研究          （龍谷大学） 
・ 局地的シビア現象のための将来型センシング技術及び探知・予測に関する研究 

（大阪大学） 
・ ３次元数値モデル及びリモートセンシングを応用した山岳域の降雪量分布と水資源管理手 

法等に関する研究                   （利根川ダム統合管理事務所） 
・ 熱帯インド洋・西太平洋域における雲解像モデルによる降水量の精度検証等に関する共同 

研究                          （（独）海洋開発研究機構） 
・ 沿岸海域の海況変動に与える外洋の影響に関する共同研究 

（京都大学、名古屋大学、気象庁地球環境・海洋部） 
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2. 研究報告                                         2.1. 研究課題 

 
・ 冬季の日本海沿岸地域における大気海塩粒子の空間分布及び雲生成に及ぼす影響解明に関 

する研究                         （（独）電力中央研究所） 
・ 東部亜熱帯前線構造の長期変動に関する研究               （東北大学） 
・ 構造物周辺の風況予測技術及び航空機の安全評価技術に関する研究 

（（独）宇宙航空研究開発機構） 
・ 地上／衛星リモートセンシングによる雲物理量・降水量推定に関する共同研究 

（（独）宇宙航空研究開発機構） 
 
 

公募型共同利用による研究 

大学及び研究機関の教官または研究者が研究代表者となり、他の研究機関の研究者とともに、

特定の研究課題について当該研究所の施設、設備、データ等を利用して共同で行う研究。 
 
東京大学地震研究所：特定共同研究（A） 
・地震活動度変化と応力変化との関連性に関する研究（H21） 
・応力変化による地震活動予測に関する研究（H21） 
・不確実性を含む地震活動履歴を用いた大地震発生ポテンシャル評価（H21） 
 
東京大学地震研究所：特定共同研究（B） 
・有限要素法を用いた火山地域における干渉 SAR データの高度解析（H21） 
 
東京大学気候システム研究センター：特定共同研究 
・CCSR/気象研究所の世界海洋大循環モデルのパフォーマンスの相互作用（H19～H21） 
 
東京大学海洋研究所：共同利用 
・台風内部における風分布の微細構造に関する研究（H21） 
 
国立極地研究所：一般共同研究 
・リーセルラルセン山地域ナピア岩体の放射年代測定、および岩石磁気・地球電磁気的研究 
（H20～H22） 
・地球観測衛星から推定されたエアロゾル・雲の比較検証研究（H21～H22） 
・両極異変が全球気候変動へ及ぼす遠隔作用についての観測的研究（H21～H23） 
 
国立極地研究所：プロジェクト研究 
・極域大気－海洋－雪氷圏における物質循環の解明（H16～H21） 
・氷床コアによる氷期サイクルの気候・環境変動の研究（H16～H21） 
・時系列観測による南極海の生物生産過程と地球温暖化ガス生成過程の研究（H16～H21） 
・極地の過去から「地球システム」のメカニズムに迫る（H20～H24） 
 
北海道大学低温科学研究所：特別共同研究 
・環オホーツク地域における気候変動・環境変動のモデリングと予測可能性の研究（H19～ 

H21） 
 
北海道大学低温科学研究所：一般共同研究 
・積雪アルベド陸面モデル改良のための積雪物理量及び熱収支に関する観測的研究（3） 
（H19～H21） 
・積雪および熱収支観測による吹雪モデルの検証手法に関する研究（3）（H19～H21） 
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2. 研究報告                                         2.1. 研究課題 

 
・日本独自の積雪変質モデルの開発と研究（H19～H21） 
・ドップラーレーダーデータの高次解析法の開発と雪雲への応用（H21） 
・台風に伴う突風をもたらす中小規模現象の研究（H21） 
 
 
京都大学防災研究所：一般共同研究 
・日本沿岸における海上竜巻の特性解析（H21） 
 
千葉大学環境リモートセンシング研究センター：プロジェクト研究 
・多波長マイクロ波放射計データを用いた水物質量リトリーバルの研究（H21） 
 
鳥取大学乾燥地研究センター：共同利用研究 
・乾燥地における大気・陸面相互作用に関する研究（H21） 
 
九州大学応用力学研究所：共同利用研究 
・海洋大循環の力学、とくに中深層循環に及ぼす海岸・海底地形の影響に関する研究（H21） 
 
総合地球環境研究所：一般共同研究 
・東アジア・オセアニア地域における農業・牧畜活動の大気環境影響の研究～宇宙からの人間

活動ウォッチング～（H21） 
 
 
科学研究費補助金による研究 

科学研究費補助金（科研費）は、人文・社会科学から自然科学まであらゆる分野で、独創的・

先駆的な研究を発展させることを目的として文部科学省、日本学術振興会により制度化されてい

る研究助成費。研究者が計画する学術研究に対して、ピア・レビュー（専門分野の近い複数の研

究者による審査）が行われ、重要と認められた計画に助成される「競争的研究資金」である。 
なお、科研費は個人としての研究者に交付されるものであるが、研究者が所属する研究機関

が、科研費について管理・諸手続を研究者に代わって行うことと定められている。 
 
【研究代表者として実施している研究課題】 
基盤研究（A） 
・ 航空機を用いた力学・熱力学場の直接観測による台風の予測可能性に関する研究（H19～

H21） 
・ 全球ダスト動態解明のための観測・解析・モデルインタラクション（H20～H22） 
・ 局地豪雨予測のための先端的データ同化と雲解像アンサンブル手法に関する研究（H21～

H25） 
 
基盤研究（B） 
・ 熱帯準二年振動が中高緯度の大気場・化学場の年々変動に及ぼす影響（H20～H23） 
・ 二酸化炭素の鉛直分布測定のための実用ライダー技術の開発（H20～H22） 
・ 太陽紫外線とオゾン変化の力学的上下結合と気候変動に果たす役割の解明（H20～H23） 
 
基盤研究（C） 
・北太平洋の溶存酸素時系列データによる物質循環変動の解析（H19～H21） 
・黄砂の変質による吸湿特性の変化と、その光散乱・雲生成への影響についての研究（H19～

H21） 
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2. 研究報告                                         2.1. 研究課題 

 
・大気結合モデルを用いた ENSO におけるバリアレイヤー振動モードの役割の解明（H19～

H21） 
・宇宙からの津波監視は可能か?-人工衛星観測による津波検出とその検知力評価-（H20～H22） 
・山岳・海峡地形がモンスーンと海洋環境変動に及ぼす影響のメカニズムの解明（H20～H22） 
・豪雨・豪雪をもたらす大気状態の統計的研究（H21～H23） 
・北太平洋長期淡水化の随伴逆探索による原因解明（H21～H23） 
 
若手研究（B） 
・高緯度データ同化システムの開発による大気微量成分の濃度予測可能性の検証（H20～H22） 
・数値実験と風洞観測の融合による新しい大気乱流パラメタリゼーションの提案（H20～H22） 
・データ同化による黒潮大蛇行の長期変動の実態解明（H21～H23） 
 
【研究分担者として実施している研究課題】 
新学術領域研究 
・ライダー及び地上モニタリングネットワークによるエアロゾル動態解明（H20～H24） 
・温室効果気体の発生・吸収源の高精度分離評価を目指した同位体連続観測手法の開発（H21
～H23） 

・雲と水の新しい観測科学（H21～H25） 
・衛星からの雲降水構造観測手法のための放射計算手法の開発（H21～H25） 
・中緯度の大規模海流がグローバルな気候の形成と変動に果たす役割（H21～H25） 
・黒潮・黒潮続流循環系の形成・変動のメカニズムと海洋上層構造及び大気場への影響（H21
～H25） 

・マルチライダーによる微量成分プロファイル・エネルギーフローの観測（H21～H25） 
・自律協調型レーダーネットワーキング～レーダーネットワーク総合観測（H21～H25） 
 
基盤研究(S) 
・世界の水資源の持続可能性評価のための総合型水循環モデルの構築（H19～H23） 
 
基盤研究（A） 
・気候変化における成層圏の影響の評価および力学的役割の解明（H20～H23） 
・最新の全球大気再解析データを活用した対流圏循環の形成と変動に関する総合的研究（H18
～H21） 

・地球規模気候変動に脆弱な半乾燥地における水資源開発管理政策シナリオの開発と評価に関

する研究（H21～H23） 
 
基盤研究(A) 海外学術調査 
・巨大積乱雲ヘクター理解のためのダーウィン総合観測網の構築（H18～H21） 
 
基盤研究（B） 
・西南日本背弧の下部地殻・マントルの電気伝導度構造の解明（H19～H21） 
・衛星搭載雲レーダー・ライダー・赤外サウンダーを用いた上層雲生成・消滅機構の研究（H19

～H21） 
・海洋腐植物質の動態とその海洋炭素循環における意義（H19～H21） 
・成層圏過程を通した太陽活動の地域気候への影響（H19～H21） 
・直接現場観測による黒潮続流前線－亜寒帯前線間海域の混合層形成過程の実態解明（H19～

H21） 
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2. 研究報告                                         2.1. 研究課題 

 
・イメージング・ウィンドプロファイラーの開発による下層大気乱流の超微細構造の研究（H19

～H21） 
・南極海の二酸化炭素吸収に関する研究（H20～H22） 
・金星大気のモデリングによるスーパーローテーションの解明（H20～H22） 
・巨大地震に対応した高精度リアルタイム地震動情報の伝達システムの構築（H19～H21） 
・北太平洋亜熱帯域のサブダクション過程およびその経年変動のメカニズム解明（H21～H23） 
・GPS 電波掩蔽による大気構造と擾乱現象の解明（H21～H23） 
・黄砂起源特定遺伝子の探索研究、浮遊塵試料に含まれる真核生物由来遺伝子の解析（H21～

H23） 
・成層圏極夜ジェット変動がもたらす対流圏循環変動の形成機構の解明（H21～H24） 
 
基盤研究（B）海外学術調査 
・タクラマカン砂漠上の局地循環と黄砂の発生機構の解明（H20～H22） 
・北極域の混合相雲の放射・微物理特性の解明研究（H21～H23） 
 
基盤研究（C） 
・海洋表層の短時間変動が大気に与える影響の解明（H19～H21） 
・力学系アプローチによる海洋大循環強流域の変動解明研究（H20～H22） 
・大自由度非線形系における時空間大スケール揺らぎの普遍性（H21～H23） 
 
特定領域研究 
・黒潮・続流域における表層炭酸系の時空間変動の解明（H19～H23） 
・亜熱帯モード水・季節密度躍層系の物理過程とその生物・化学的役割（H21～H22） 
・北太平洋西部海域における炭酸系の分布と変動に関する研究（H21～H22） 
 
挑戦的萌芽研究 
・石英の種々の物理特性を指標とした日本へ降下する風送ダストの大陸起源変動の解明（H20
～H22） 

・GPU コンピューティングによる津波予報技術の革新と制度設計（H21～H23） 
・海洋で不規則な渦から秩序ある平均流が発生してくる仕組みの包括的研究（H21～H23） 
 
 
特別研究員奨励費による研究 

特別研究員制度は、将来の学術研究を担う優れた若手研究者を養成・確保するため、日本学

術振興会が、昭和 60 年度から設けている競争的制度である。日本学術振興会特別研究員（外国

人特別研究員を含む）が行う研究に対し、日本学術振興会科学研究費委員会の審査を経て特別

研究員奨励費が交付される。 
 

・気候モデルの大気境界層過程の改良とその現在気候・将来気候予測へのインパクト（H21～
H23） 
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2. 研究報告                                        2.2. 研究年次報告 

 
２．２．研究年次報告 

本節には、気象研究所が平成 21 年度に実施した研究課題について、課題毎に当該年度の研究計画と

研究成果等を掲載した（下表）。ただし、平成 21 年度に終了した重点研究課題、地方共同研究課題につ

いては、2.3 節で研究期間全体について報告するので本節には掲載していない。 
 
２．２．１．重点研究 

・次世代非静力学気象予測モデルの開発に関する研究 ･･･････････････････････････････････ 22 
・顕著現象の機構解明に関する解析的・統計的研究 ･････････････････････････････････････ 24 
・メソスケールデータ同化とアンサンブル予報に関する研究 ･････････････････････････････ 27 
・台風強度に影響する外的要因に関する研究 ･･･････････････････････････････････････････ 30 
・衛星データの利用技術に関する研究 ･････････････････････････････････････････････････ 32 
・シビア現象の監視及び危険度診断技術の高度化に関する研究 ･･･････････････････････････ 33 
・全球及び日本近海を対象とした海洋データ同化システムの開発 ･････････････････････････ 36 
・マグマ活動の定量的把握技術の開発とそれに基づく火山活動度判定の高度化に関する研究･･ 38 
・緊急地震速報高度化のための震度等の予測の信頼性向上技術の開発 ･････････････････････ 40 
・東海地震予知技術と南海トラフ沿いの地殻活動監視技術の高度化に関する研究 ･･･････････ 42 
・震源精度向上と地震活動情報の高度化に関する研究 ･･･････････････････････････････････ 44 
・気象観測技術等を活用した火山監視・解析手法の高度化に関する研究 ･･･････････････････ 45 
・沖合・沿岸津波観測等による津波の高精度予測に関する研究 ･･･････････････････････････ 46 
・全球大気海洋結合モデルを用いた季節予報システムの開発 ･････････････････････････････ 48 
・異常気象・気候変動の実態とその要因解明に関する研究 ･･･････････････････････････････ 49 
・I P C Cに関わる地球温暖化予測に関する研究 ･････････････････････････････････････････ 51 
・大気環境の予測・同化技術の開発 ･･･････････････････････････････････････････････････ 53 
・海洋環境の予測技術の開発･･････････････････････････････････････････････････････････ 55 
・大気化学環境変動とそのメカニズムの解明に関する研究 ･･･････････････････････････････ 57 
・海洋中炭素循環変動の実態把握とメカニズム解明に関する研究 ･････････････････････････ 59 

 
２．２．２．基礎的・基盤的研究 

・地上観測による大気要素の放射収支への影響の実態解明 ･･･････････････････････････････ 61 
・意図的・非意図的気象改変に関する研究 ･････････････････････････････････････････････ 63 
・大気境界層の乱流構造の統合的研究 ･････････････････････････････････････････････････ 64 
・エーロゾル・雲・微量気体に関する衛星リモートセンシングの 

数値モデルへの活用のための基礎研究 ･････････････････････････････ 65 
・エーロゾルと雪氷面との相互作用、及びライダーによる 

エーロゾル・雲・微量気体観測技術の高度化に関する研究 ･･･････････ 66 
・都市気象モデルの開発 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 68 
・大気エーロゾル粒子の性状とその変動過程に関する研究 ･･･････････････････････････････ 70 
・次世代リモートセンシングに関する研究 ･････････････････････････････････････････････ 71 

 
２．２．３．地方共同研究 

・吾妻山における圧力源モデルに基づく監視手法の高度化 ･･･････････････････････････････ 72 
・強雨の発生要因と構造の解明 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 73 
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２．２．４．他省庁予算による研究 

放射能調査研究費による研究（文部科学省） 

・放射性降下物の長期変動と再浮遊に関する研究 ･･･････････････････････････････････････ 74 
・海洋環境における放射性核種の長期挙動に関する研究 ･････････････････････････････････ 75 
科学技術振興調整費による研究（文部科学省） 

・渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究 ･････････････････････････････････ 76 
・東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究 ･････････････････････････････････････････ 80 
地球環境保全等試験研究費による研究（環境省） 

・民間航空機を活用したアジア太平洋域上空における温室効果気体の観測に関する研究 ･････ 82 
・親生物気体の同時連続測定による生態系監視技術の開発 ･･･････････････････････････････ 83 
・吸収性エアロゾルが大気・雪氷面放射過程に与える影響のモニタリングに関する研究 ･････ 84 
地球環境研究総合推進費による研究（環境省） 

・アジアの水資源への温暖化影響評価のための日降水量グリッドデータの作成 ･････････････ 86 
・マルチ気候モデルにおける諸現象の再現性比較とその将来変化に関する研究 ･････････････ 87 
・温暖化影響評価のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケーリングの研究 ･････････ 89 
・海洋酸性化の実態把握と微生物構造・機能への影響評価に関する研究 ･･･････････････････ 90 
・大気環境に関する次世代実況監視及び排出量推定システムの開発 ･･･････････････････････ 91 
・風送ダストの飛来量把握に基づく予報モデルの精緻化と健康・植物影響評価に関する研究･･ 92 
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次世代非静力学気象予測モデルの開発に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 中村誠臣（予報研究部 第一研究室長） 
 
研究の目的 

集中豪雨、豪雪等の顕著現象を精度よく再現できる次世代の非静力学モデル（NHM）を開発し、気象

情報における各種量的予測精度を向上させる。また、海洋モデル、波浪モデルと結合させた非静力学モデ

ルを開発し、台風の強度予測精度を向上させる。 
さらに基礎的・基盤的研究として、全球非静力学モデルの実現に関わる技術的課題を明らかにして解決

し、プロトタイプモデルの構築を目指す。 
 

 
副課題１ 非静力学モデルの高度化 

 
副課題１の研究担当者 

中村誠臣、山田芳則、橋本明弘、林 修吾、加藤輝之、永戸久喜、斉藤和雄（予報研究部）、和田章義（台

風研究部）、碓氷典久（海洋研究部）、石田純一（気象庁予報部数値予報課）、高野洋雄（気象庁地球環境・

海洋部海洋気象課） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 250m, 1km と 5km 格子のNHM による梅雨期・夏季および冬季の再現実験を行い、格子サイズによ

る非断熱加熱分布、境界層の構造等について比較、検証を行い、現業モデルの改良点の検討を行う。 
② 梅雨期及び冬季の降水事例について、リモートセンシングデータを用いてNHM の予想した雲微物理

量の検証を行い、その特性を把握して、雲物理過程の改良や調整を行う。また、衛星搭載降雨レーダ

（TRMM/PR）の利用法を検討し開発する。 
③ NHM に雲核・氷晶核を含むエアロゾルに関連する諸過程を導入する。 
④ 非静力学大気波浪海洋結合モデルを開発し、波浪モデルの改善を行う。 
⑤ NHM による発雷シミュレーションモデルの結果を観測データを用いて検証し、発雷のメカニズムを

解明する。 
⑥ NHM の高度化と利用促進のために、様々な状況でのモデル計算に資するための力学過程・物理過程

の最適化、外部機関での利用を念頭に置いたツールの整備を行う。高解像度非静力学モデルの開発と

その結果を使った現業モデルの改良を行う。 
 

副課題１の本年度の成果 

① 実際には降水が観測されないにもかかわらず気象庁現業メソスケールモデルで暖候期にしばしば海岸

線に沿って降水域が予想されてしまう問題を、Kain-Fritsch スキームの発動条件を海陸別に与えるこ

とで改善できることを明らかにした。 
② モデルでの水平解像度の違い（5km→1km→500m→250m）および鉛直解像度の違い（最下層高度を

20m→ 10m）が降雪予測にどの程度影響するかについて調査を始めた。 
③ 水平分解能 5km と 1km のNHM で、SiB を用いた 2005 年度冬季の積雪量予想実験を行い、積雪量

の予想の精度を改善できることがわかった。また、5m を超える場合の積雪は過小評価となり、また

モデルでの融雪の再現結果が実際よりも進行が遅くなることも判明した。 
④ 2008 年夏季の関東域を対象に水平解像度 1km と 5km のNHM による降水の日変化の再現性を調べ

た。その結果、顕著な日変化が観測される地域において、モデルでは、午後の不安定降水および可降

水量の増大の表現が十分ではないこと、降水頻度の増大が実際に観測される場合より早い時間で頭打

ちになること、一方、可降水量のピークは観測に比べて２、３時間遅れることなどの問題を明らかに

した。 
⑤ 野外実験に基づく、晴天日の陸上での境界層の発達に関する理想実験を行い、境界層上端から浅い対

流雲が発生するような状況で、現業境界層スキームが、雲層で過度の混合を起こすとともに雲頂を低

く予想する傾向があること、一方、積雲対流スキームはエントレインメントが小さ過ぎるために雲頂

を高く評価し過ぎ、雲層にあたる層の鉛直プロファイルをうまく表現できないことがわかった。 
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⑥ 水平解像度 2km のモデル計算において、雲物理過程での雨の切片とあられ形成過程を変更したところ、

不自然な降水強度の出現が抑制されただけでなく、月ごとの降水強度の出現分布がアメダスによる観

測結果と近くなった。 
⑦ 2008 年 4 月 6 日に低気圧に伴い日本の南に発生した降水系について、TRMM/PR・TMI 観測との比

較により、NHM のバルク法雲微物理過程の検証を行った。NHM に従来から実装されていた 3-ice ス

キームを用いた実験では、これまでにも指摘されたレーダ反射強度や高周波数帯のマイクロ波輝度温

度低下に関しての過大評価が見られたが、新たに実装されて開発中の 4-ice スキームによる実験では過

大評価が大幅に軽減され、観測結果に近づいた。これは、4-ice スキームでは 3-ice スキームと比べて

固体降水粒子の数濃度が増加したことなどによって、平均粒径が小さく見積もられるようになったた

めであることがわかった。一方、4-ice スキームでは観測や 3-ice スキームと比べて雨のシグナルが弱

い傾向を示すことも明らかになり、スキームについて今後の改良や調整が必要なことも示唆された。 
⑧ NHM に雲核の混合比と数濃度を予報変数として移流・拡散・湿性沈着・核形成過程を導入してテス

トを行った。雲核特性（粒径・数濃度）に対する地上降水量の依存性を再現できることを確認できた。

氷晶核についても同様に移流・拡散・湿性沈着および核形成過程を導入した。 
⑨ 波浪モデル、海洋混合層モデル及び海洋表皮層水温スキームを結合した非静力学大気波浪海洋結合モ

デルの開発・動作確認・数値実験を実施した。スーパーコンピュータSR16000 上での波浪モデルのソ

ースコードの不具合を修正し、周波数の配列入れ替え等のモデル実行高速化に関係する作業を実施し

た。台風Hai-Tang(2005) の事例について数値シミュレーションを実施し、水平解像度 2km、72 時間

積分（主記憶メモリ 1.5TB）が実行可能であること、主記憶メモリ制限により、16 ノードを利用した

計算については、本計算が計算能力の上限となることを確認した。非静力学大気海洋結合モデルを用

いた、理想的な台風渦の時間発展に関する数値実験から、局所的な海面水温低下により、スパイラル

バンド上のメソ渦が弱まり、結果として台風発達が抑制されることを示した。 
⑩ モデルシミュレーション結果と観測結果の比較を行い、高解像度モデルによる霰量と観測された発雷

域の対応がよいことがわかった。放電開始点が特定できる雷観測測器について、これらのデータの処

理方法、雷モデルの検証方法の検討を行い、比較検証のためのツール類の整備を開始した。 
⑪ SR16000 向けにNHM の最適化・高速化と実行テストを行った。新地球シミュレータ計算機向けに

NHM の最適化・高速化と実行テストを行った。2009 年 4 月の JNoVA4D-VAR のルーチン化以降の

メソ解析を初期値・境界値としたNHM の連続実行ツールを作成した。また、NHM の前処理におい

てSST変化に対応させた。極をのぞく地球上の任意の領域でNHMが実行可能になるように改良した。 
 
 

副課題２ 全球非静力学モデルの開発 

 
副課題２の研究担当者 

吉村裕正、林 修吾（予報研究部）、新藤永樹（気候研究部） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 全球スペクトルモデルに非静力学のオプションを導入する形で全球非静力学モデルの開発を行う。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 二重フーリエ級数展開法を、昨年度末に本庁から移植したリデュースドグリッドモデル（GSAM）に

導入した。更にモニタ出力プログラム等の整備を行った。GSAM に非静力オプションを導入する開発

に着手した。 

- 22 - - 22 -- 23 -

研
究
報
告



2.2. 研究年次報告                                     2.2.1. 重点研究 

顕著現象の機構解明に関する解析的・統計的研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 加藤輝之（予報研究部 第三研究室 主任研究官） 

 
研究の目的 

集中豪雨、豪雪等の顕著現象を精度よく再現できる次世代非静力学モデルを用いた再現実験により、こ

れらの現象の機構解明に関する研究等の取り組み、過去に発生した顕著現象の要因に関する解説資料を作

成する。さらに、基礎的・基盤的研究として、突発性豪雨などの都市域で頻発する顕著現象に対して都市

効果が及ぼす影響を評価する。 
 

 
副課題１ 顕著現象の実態把握・機構解明 

 
副課題１の研究担当者 

加藤輝之、清野直子、永戸久喜、津口裕茂（予報研究部）、猪上華子（気象衛星・観測システム研究部）、

益子 渉（台風研究部） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 特に顕著な現象が発生した場合、速やかに各種観測データ・雲解像モデルの実行結果からその原因を

調査する。 
② 2008 年夏期に発生した一連の豪雨の発生要因を調査する。 
③ 2006～2007 年度に発生した突風（2006 年延岡、佐呂間の竜巻など）の事例解析と機構解明を行う。 
④ 冬季日本海側の大雪について事例解析と発生機構の解明を行う。 
⑤ 暖候期九州・四国地方および冬季新潟・北陸地方を対象とした雲解像モデルの結果を用いて豪雨・豪

雪をもたらす大気状態を統計的に調査する。 
⑥ 気象庁の業務研修や各官署に出向き、最新の顕著現象に関わる研究成果を用いて指導する。 
 

副課題１の本年度の成果 

① 2009 年 7 月山口・福岡豪雨、8 月 8～10 日四国・岡山・兵庫での豪雨の発生要因を調査した。両事例

とも下層に相当温位が約 360K の暖湿気が流入し、上空の低温化により大気状態が不安定になって発

生したことがわかった。また低温化は、前者は気圧の谷前面の上昇流による断熱冷却、後者は太平洋

上を西進していた上空の寒冷渦にともなって発生していたことがわかった。 
② 2009 年 7 月 27 日に群馬県館林市で発生した竜巻の親雲について、レーダーデータを中心にした解析

結果と、水平分解能 250m の雲解像モデルで再現された結果を比較し、発生過程、構造について調査

した。親雲が典型的なスーパーセルとは異なること、竜巻の形成、維持にガストフロントが重要であ

ったことが示唆された。 
③ 2008 年 7 月 28 日に兵庫県南部で発生した大雨（神戸市灘区の都賀川で鉄砲水が発生して 5 名が亡く

なった大雨事例）を対象とした調査を行った結果、大雨をもたらした降水系の形成や組織化にとって、

下層の水蒸気の流入や既存の降水系からの冷気外出流が重要であることがわかった。 
④ 2006 年台風第 13 号の接近に伴い宮崎県で発生した竜巻に関して、竜巻をもたらした積乱雲の構造と

竜巻の発生機構を明らかにするために数値シミュレーションを行ったところ、竜巻をもたらした積乱

雲はミニスーパーセルであり、トラジェクトリー解析や渦度収支解析から、竜巻の発生にはフック状

の降水物質に分布に対応した２次的なRear-flank Downdraft（RFD）のサージが重要であることがわ

かった。また、降水物質の荷重の効果がRFD の振る舞いに大きな影響を与え、それが竜巻発生にとっ

て重要であることが運動方程式の診断や感度実験によって確かめられた。 
⑤ 2001 年 1 月 14 日に観測された帯状雲について、水平分解能 1km の NHM での実験結果を基に、帯

状雲内の直交型筋状雲の構造と発生機構について調べた結果、直交型筋状雲は混合層内の鉛直シアー

ベクトルの方向に平行な軸を持つロール状循環に付随していたことがわかった。運動エネルギー収支

解析の結果、ロール状循環は基本場の鉛直シアーと浮力によって駆動されていることがわかった。 
⑥ 暖候期九州・四国地方を対象とした雲解像モデルの結果を用いて、発達した積乱雲の雲底高度および

その高度での相当温位について統計的に調査した結果、発達した積乱雲の雲底高度は海上で 200～ 
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300m、陸上で 500m 付近に出現ピークが存在し、7・8 月の雲底高度での相当温位は 355K 以上であ

ったことがわかった。 
⑦ 2007年11月11～12日に青森県で発生した大雨について、水平分解能5kmのNHMを用いて調査し、

三陸沖で形成したメソ渦とそれにともなう下層高相当温位気塊の流入で引き起こされていることがわ

かった。また、そのメソ渦のエネルギー収支解析を行い、水平シア不安定により形成したことがわか

った。実際には降水が観測されないにもかかわらず気象庁現業メソスケールモデルで暖候期にしばし

ば海岸線に沿って降水域が予想されてしまう問題を、Kain-Fritsch スキームの発動条件を海陸別に与

えることで改善できることを明らかにした。 
⑧ 気象大学校での予報業務研修、大阪管区・高松地台・広島地台・福岡管区・新潟地台・鹿児島地台・

沖縄気象台・名古屋地台で講演等を行い、研究成果の現場への還元を行った。 
 
 

副課題２ 顕著現象の要因に関する解説資料の作成 

 
副課題２の研究担当者 

加藤輝之、清野直子、永戸久喜、津口裕茂（予報研究部）、猪上華子（気象衛星・観測システム研究部） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 解析雨量データ（1995 年以降存在）およびアメダスデータを用いた豪雨事例の抽出法を確立し、1995
～2009 年の期間を対象に約 150 の豪雨事例を抽出する。 

② 客観解析データ（気象庁全球再解析データ、領域解析データ、メソ解析データ）を用いて暖候期（5
月～10 月）の日本付近で豪雨をもたらす大気状態が出現する頻度等を統計的かつ客観的に調査する。 

③ 統計的な調査結果から豪雨事例調査で着目すべき気象要素（例えば、500hPa の気温、925hPa の相当

温位、凝結高度、自由対流高度など）を決定する。 
 

副課題２の本年度の成果 

① 解析雨量データ（期間：1995～2009 年の 4～11 月の暖候期）を用いて、降水についてある閾値（例 : 
50mm/1hour、100mm/3hour）を超える降水の頻度や地域特性に基づく科学的に根拠を持った“豪雨”

の定義を決め、この定義に従って豪雨事例を抽出するツールを作成した。 
② メソ解析データおよび高層観測データを用いて、850hPa の水蒸気場が下層水蒸気場を表現できてい

るかを検証した結果、850hPa は下層水蒸気場を表現できていないだけでなく、梅雨期では対流活動

の結果を表現しているものであったことがわかった。また、950hPa でも下層水蒸気場を十二分に表

現することができていないこともわかった。 
③ メソ解析データおよび高層観測データを用いて、850hPa の水蒸気場が下層水蒸気場を表現できてい

るかを検証した結果、全く表現できていないことがわかった。 
 
 

副課題３ 都市効果が顕著現象に及ぼす影響の評価 

 
副課題３の研究担当者 

加藤輝之、清野直子、藤部文昭（予報研究部）、高橋俊二、青栁曉典（環境・応用気象研究部） 
  
副課題３の本年度の計画 

① 過去 10 年程度の大都市圏での高温および強雨事例の発生環境を調査する。 
② SiB を併用した都市気象モデル（水平解像度 1km）の結果と観測データを比較してモデル性能を調査

する。 
③ メソ解析データを用いて関東のメソスケール環境場の特性（風系出現特性）を調査する。 

 

副課題３の本年度の成果 

① 大都市圏における顕著現象の特徴を調べることを目的に、過去 10 年間の東京都における 1977 年以降

の高温および強雨の 18 事例の発生環境を調査した結果、4 例は日本付近への台風または熱帯低気圧が

接近時であり、それ以外のほとんどの例では日本海から東北地方に前線が解析され、暖気移流の影響 
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が大きかったことがうかがえるものであることがわかった。なお、関東以外で強い雨が観測された例

も散見された。 
② 東京都内の 10 地点（島嶼部を除く）の日最大１時間降水量のデータから、同様に 1977 年～2009 年

の顕著な短時間強雨発生日を抽出したところ、このうち約半数は 2000 年以降の 38 日に発現していた

ことがわかった。顕著な高温日の出現頻度が年によって大きく変動するのに対し、年による違いは比

較的少なく、38 事例の半数は台風の上陸あるいは日本への接近時にあたっていた。その他の事例は前

線の影響を受け広い範囲で局地的な強雨が発現していたものがほとんどであった。 
③ 都市域とその周辺における強雨の発生に都市が及ぼす影響を調べることを目的として、近年の東京に

おける強雨事例について、単層都市キャノピースキームを導入した NHM（水平解像度 2～4km）に

よる数値実験を行い、モデル性能を調査した結果、2007 年および 2008 年夏期の事例に対する計算に

おいて、都市キャノピースキームの導入によって都市の高温域が表現されることが確認された。単層

都市キャノピースキームを用いた計算において降水量の増加が見られたケースもあった。地上気温の

観測値と比べると、都心部において従来スキームでは気温を低めに、都市キャノピースキームでは高

めに評価する傾向が見られたため、今後さらに詳しく検討する必要がある。SiB と都市キャノピース

キームの併用ができるよう改良したNHM についてもモデル性能を調査した。 
④ 2001～2007 年のメソ解析データを用いて夏期の関東における風系出現特性を調査した。地上および

850hPa 付近の風配図から熊谷における高温出現時には東南東風の頻度が高く、850hPa 付近では北西

風がより出現しやすいことなどがわかった。  
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メソスケールデータ同化とアンサンブル予報に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 齊藤和雄（予報研究部 第二研究室長） 

 
研究の目的 

非静力学数値予報モデル（NHM）の初期値改善を通じて、市町村単位での降水の短時間の予測の精度

を向上させるとともに、予測に信頼度や確率情報を付加する技術を開発する。 
 

 
副課題１ メソデータ同化技術の高度化 

 
副課題１の研究担当者 

齊藤和雄、青梨和正、瀬古 弘、川畑拓矢、露木 義（予報研究部）、國井 勝（台風研究部）、本田有機

（気象庁予報部数値予報課） 
 
副課題１の本年度の計画 

① NHM-4DVAR の開発 
・ インクリメント法導入のインパクトを調査する。NHM-4DVAR の並列化を行う。 
② アンサンブル予報を用いた変分法的データ同化法の開発 
・ 周辺のアンサンブル予報を用いた変分法的データ同化法の開発を行う。 
③ 局所アンサンブル変換カルマンフィルタの開発 
・ 局所アンサンブル変換カルマンフィルタによる実データ同化実験を行い、局地豪雨に適用する。境界摂

動の有無による解析精度の違いを調べる。 
④ 台風初期値の改善と熱帯域同化実験 
・ 静力学変分法データ同化システムを熱帯域に適用するための制御変数の検討を行う。 

 

副課題１の本年度の成果 

① NHM-4DVAR の開発 
・ インクリメント法のテストを行った結果、非線形性の高い状況下においては有効でないことがわかった。 
② アンサンブル予報を用いた変分法的データ同化法の開発 
・ アンサンブル予報の位置ずれ誤差の補正スキムとアンサンブルに基づく変分法的データ同化スキムで

構成されるMWI TB の JMANHM への同化法を開発した。この同化法を沖縄付近の台風の事例に適用

したところ、降水予測の精度が改善した。 
③ 局所アンサンブル変換カルマンフィルタの開発 
・ 局所アンサンブル変換カルマンフィルタを 2008 年 9 月 5 日の堺の雷雨、2009 年 8 月 9 日の兵庫県住

用町の豪雨などの事例に適用した。局地的な豪雨では、3DVAR などによる補正が必要な場合があるこ

とがわかった。 
・ 北京域を対象として、局所アンサンブル変換カルマンフィルタの解析同化サイクルに境界摂動を入れた

場合と入れない場合の解析精度の違いを調べ、解析同化サイクルに境界摂動を入れる方が良いことを確

認した。 
④ 台風初期値の改善と熱帯域同化実験 
・ NMC 法に基づき、赤道付近での地衡風バランスの崩れを考慮した制御変数を構築した。サイクロン

Nargis に関する同化実験を行い、その有効性を確認した。 
・ 気象庁より提供された JNoVA 実験環境を気象研究所のスーパーコンピュータに移植し、伊勢湾台風に

ついての領域再解析実験を行った。ドロップゾンデデータ及び航空機観測データの同化実験を行った結

果、実況に近い強度・進路を再現することができた。 
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副課題２ 観測データ利用手法の高度化 

 
副課題２の研究担当者 

齊藤和雄、青梨和正、瀬古 弘、小司禎教、川畑拓矢、露木 義（予報研究部）、國井 勝（台風研究部）、

石元裕史（気象衛星・観測システム研究部） 
 
副課題２の本年度の計画 

① マイクロ波放射計データ同化手法の開発 
・ 固体降水粒子に対する雲解像モデルの観測演算子（放射伝達モデル、降水物理量パラメータ等）を高度

化する。 
② GPS データ同化手法の開発 
・ 国外GPS 点、海洋ブイ搭載GPS データの解析手法の開発を行う。GPS 視線遅延量、GPS 掩蔽データ

のメソモデルへの同化手法の開発を行う。地上設置マイクロ波放射計から推定した気温・湿度を併用し

た場合の同化実験を行う。 
③ NHM-4DVAR への同化実験 
・ レーダー反射強度データの同化手法を確立する。RASS による仮温度データ同化手法、ライダー動径風

同化手法を検討する。 
④ 局所アンサンブル変換カルマンフィルタへの同化実験 
・ 局所アンサンブル変換カルマンフィルタによるGPS データの同化に着手する。 
 

副課題２の本年度の成果 

① マイクロ波放射計データ同化手法の開発 
・ 精巧なマイクロ波放射伝達計算で求めた現実的な固体降水粒子形状のモデルのバルク的なマイクロ波

特性を近似できるよう、高速なRTM を改良した。これによって、マイクロ波放射計データの観測演算

子で使う高速なRTM に非球形固体粒子のマイクロ波特性を導入した。 
・ 地上設置型マイクロ波放射計について、雲水のバイアスを補正して温度／水蒸気プロファイルを求める

解析手法を開発し、暖候期と寒候期それぞれ 2 週間程度の期間において 1kmNHM を用いた 1DVAR
解析を実施した。 

② GPS データ同化手法の開発 
・ メソ 4 次元変分法を用いて GPS 可降水量、視線水蒸気量、GPS 掩蔽データを一緒に同化した場合の

インパクトについて調べ、両者を同時に同化することで最も良い結果が得られることを確認した。 
・ 国外 GPS 点の解析手法を開発し、インドネシア・ベンガル湾周辺の GPS 解析から得られた可降水量

を 2008 年のサイクロンNagris に同化する実験を行った。また、2009 年 7 月 21 日の山口豪雨に関連

し、韓国のGPS 点の解析を行い、同化実験を実施した。 
・ 四国沖の海洋ブイ搭載GPS データを入手し、2008 年 8 月について解析に着手した。 
・ 2008 年 8 月 5 日の雑司ヶ谷豪雨についてGPS 視線遅延量を解析し、豪雨との関連を調査した。 
・ GPS 掩蔽データの対流圏下層における特性を調査し、境界層上端検出の可能性を考察した。 
・ 地上設置マイクロ波放射計の気温・湿度について、精度調査に着手した。 
・ GPS 視線遅延量同化について、観測演算子の非線形性のため、可降水量と比べた有効性を確認できな

かった。 
③ NHM-4DVAR への同化実験 
・ これまで開発してきた反射強度データの同化法は、開発に用いた事例と異なる場合でも同様に有効であ

ることを確認した。 
・ RASS データについては、新しい事例についてデータ作成を京都大学、（独）情報通信研究機構（NICT）

に依頼した。ライダーについては検討できなかった。 
④ 局所アンサンブル変換カルマンフィルタへの同化実験 
・ 簡易的なGPS データの同化手法について、気象研技術報告にまとめると共に、数値予報課藤田氏の開

発した新しい手法の移植を開始した。 
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副課題３ メソアンサンブル予報技術の開発 

 
副課題３の研究担当者 

齊藤和雄、原 昌弘、瀬古 弘、露木 義（予報研究部）、國井 勝（台風研究部）、藤田 匡（気象庁予

報部数値予報課） 
  
副課題３の本年度の計画 

① 各種摂動手法の比較と改良 
・ 各種特異ベクトル法、BGM 法、アンサンブルカルマンフィルタなど初期値摂動手法の比較と改良を進

める。境界値摂動手法を確立する。 
② 物理過程摂動手法の開発 
・ 確率的物理過程摂動手法の検討を行う。 
③ 予測信頼度の評価や確率予報の検証 
・ 日本域でのアンサンブル予報実験を試行する。豪雨にアンサンブル予報を適用した結果などから、豪雨

の解析を行う。 
④ 熱帯域・台風アンサンブル実験 
・ 熱帯域や台風を対象とするアンサンブル予報の手法を検討する。 

 

副課題３の本年度の成果 

① 各種摂動手法の比較と改良 
・ メソ特異ベクトルと全球特異ベクトルとの結合手法に関する調査を行い、降水確率予測が改善すること

を確認した。また、新スパコンにメソアンサンブル予報実験システムを構築し、気象庁全球アンサンブ

ル予報の初期・境界摂動を用いた日本域アンサンブル予報実験を試行した。 
・ GSV 法において水蒸気エネルギーが下層に集中するように改良を行い、2008 北京オリンピックの期間

に適用して降水予報が改善することを示した。 
・ 局所アンサンブル変換カルマンフィルタ、メソ SV 法、WEP 法を 2008 年 9 月 5 日の堺の雷雨の事例

に適用し、豪雨の再現を比較した。 
・ 北京プロジェクトの事例について、BGM 法とアンサンブルカルマンフィルタ法のバグを修正して、摂

動手法の比較を行った。BGM 法では直交性を維持するのに境界摂動が重要であることがわかった。 
・ 週間EPS の予報値ファイルからメソモデル用の初期・境界摂動を振幅調整して作成するツールを開発

し、数値予報課に提供した。 
② 物理過程摂動手法の開発 
・ 文献調査と手法の検討を行った。 
③ 予測信頼度の評価や確率予報の検証 
・ 平成 21 年九州北部・中国豪雨に改良した GSV 法を適用し、豪雨の再現が可能であることを示した。

豪雨を再現したメンバーを解析することにより、高度 1km 以下の相当温位の初期摂動が強い潜在不安

定を作り出し豪雨発生に寄与していることがわかった。 
・ 局地的な豪雨である 2008 年 9 月 5 日の堺の雷雨の事例について、局所アンサンブル変換カルマンフィ

ルタとメソ SV 法による調査を行った。3DVAR などによる補正やターゲット域などの工夫が必要なこ

とが分かった。 
④ 熱帯域・台風アンサンブル実験 
・ ベンガル湾に発生したサイクロンNargis についてのメソアンサンブル予報実験を行い、単独予報より

も精度が向上すること、境界摂動を付与することにより現実的なスプレッドが得られることを確認した。 
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台風強度に影響する外的要因に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 中澤哲夫（台風研究部 第二研究室長） 

 
研究の目的 

衛星データなどを用いた台風強度推定法の開発に関する研究等に取り組み、台風の強度予測を向上させ

るとともに、台風の強度についてより高精度で的確な防災情報を国民に提供することができるように、台

風の最適観測法に関する研究や台風の強雨・強風構造の実態解明を進めることを目的とする。 
 
 

副課題１ 衛星データを用いた台風強度推定に関する研究 

 
副課題１の研究担当者 

別所康太郎、星野俊介、中澤哲夫（台風研究部） 
 
副課題１の本年度の計画 

① TMI やAMSR-E などのマイクロ波データを用いた台風強度推定法の検証・改良を行う。 
② AMSU 探査計データを用いて、台風の暖気核分布を求め、その分布から台風強度を推定する手法を開

発する。 
③ QuikSCAT 散乱計データを用いて、台風周辺の風速分布の特性を調査する。 

 

副課題１の本年度の成果 

① T0813 およびT0815 について、これまでに開発したマイクロ波放射計を用いた台風強度推定法を適用

し、ベストトラックおよびマイクロ波散乱計データとの比較を行った。発達・衰弱の傾向については

ベストトラックや QuikSCAT による最大風速の変化傾向に沿う結果が得られ、また、最大風速の

RMSE はTMI を用いた場合に 6.5m/s 程度、AMSR-E を用いた場合に 5m/s 程度となり、開発時と同

等の精度で最大風速を推定できることが確認された。 
② AMSU 輝度温度データを 2001～2008 年まで整備し、AMSU で求めた台風の暖気核分布から台風強

度を推定する手法を開発した。また、AMSU データから気温を算出し、台風発生時の温暖核の気温偏

差に上限があること、また日変化をしていることがわかった。 
③ QuikSCAT散乱計データから得られた台風の強風分布の特徴が台風移動と眼の壁雲域の対流活動の偏

りからある程度説明できることがわかった。 
 
 

副課題２ 台風の最適観測法に関する研究 

 
副課題２の研究担当者 

中澤哲夫、星野俊介、別所康太郎（台風研究部） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 2008 年の台風の特別観測実験（T-PARC）期間中の観測のデータ（主として、航空機、高層観測、衛

星観測）を用いて、台風周辺で誤差成長が早いモード上位5個の高感度領域の特性について調査する。 
② 現業的に用いられているアンサンブル予報情報（週間アンサンブル、台風アンサンブル、１か月予報

アンサンブル）から、その平均値やスプレッドの分布の特長を調査する。 
③ 2008 年の T-PARC 期間中に行われた短時間小領域観測データから得られた詳細風データを用いて、

期間中に発生した台風の事例解析を行い、その品質評価を行う。 

 

副課題２の本年度の成果 

① T-PARC 期間中のデータを用いて、台風周辺での特異ベクトル法による高感度領域の特性を調査した。

その結果、高感度領域が台風の東側に存在するケースが多いこと、高感度領域が、数日間は持続して

おり安定的に求まっていること、同じ特異ベクトル法でもその領域が異なっている場合のあること、 
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鉛直積分エネルギーノルムではなく、それぞれの物理量（風や気温、湿度など）の鉛直分布を調べる

必要のあることなどがわかった。 
② T-PARC 期間中のアンサンブル予報情報を用いて、その平均値やスプレッドの分布の特徴を調査した。

その結果、T0813 やT0815 などの急な転向のあった台風ではスプレッドが大きく、進路に大きな不確

定性が存在していたこと、平均値を使うと、大きく進路が二つ以上のグループに別れる場合があるた

め注意が必要であることなどがわかった。 
③ T-PARC 期間中に行われた短時間小領域観測による詳細大気追跡風データについて、ゾンデおよびド

ロップゾンデ観測のデータを用いて品質評価を行った。その結果、8～10m/s 程度の精度で算出してい

ることがわかった。一方で、風が高さ方向に急変するような場合には、高度指定の精度が風の誤差に

大きな影響を及ぼすことがわかった。 
 

 

副課題３ 台風の強雨・強風構造の実態解明に関する研究 

 
副課題３の研究担当者 

北畠尚子、村田昭彦、益子 渉（台風研究部）、楠 研一（気象衛星・観測システム研究部） 
 
副課題３の本年度の計画 

① 日本に接近する台風を対象として可搬型レーダー等による特別観測を行うと同時に、現業観測データ

等を収集し、台風の詳細構造に関する初期解析を行う。 
② 客観解析データ等を用いて台風構造の非対称性と環境場の変化の関係に関する基礎調査を行う。 
③ 全球客観解析を初期値、境界値にして、非静力学モデルを用いた台風の５日程度の長期積分に適した

実行環境を整備する。 

 

副課題３の本年度の成果 

① 関東地方に接近した T0911 および T0918 についてゾンデ観測を行い、前者については台風の西側に

流入する中緯度の下層寒気とそれに伴う逆転層に関するデータが、後者については局地的な突風の発

生前後の大気の状態に関するデータが、それぞれ得られた。また 2007 年の可搬型レーダー特別観測

によって得られたデータから、関東地方に接近または上陸した T0704 と T0709 についてデータベー

スを作成し、それぞれ、山岳の影響を受けた気流構造と、山岳地形で強化されたアウターバンドの構

造が抽出された。T0704 については非静力学モデルによる数値シミュレーションを行った結果、九州

南東部における大雨が再現されていることがわかった。 
② 26 年分（1979～2004 年）の長期再解析データを用いて中緯度における台風の構造変化の基礎調査を

行い、客観的に判定された温帯低気圧化の時刻が気象庁ベストトラックより平均 3 時間程度早かった

ことや、全体の 91％は両者の時刻の差が 24 時間以内であったことなどがわかった。 
③ シミュレーション結果の統計処理が行えるように、実行環境と解析ツールを整備し、T0813、T0814、

T0815（計 12 初期値）に対して熱帯域から 5 日積分を実施し、予備解析を行った。大きな進路誤差を

生じた T0813 号 9 月 11 日 12UTC 初期値のものに対して、台風コア域の解析を行い、初期値の顕著

な非軸対称構造が進路誤差を生じさせていることが示された。 
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衛星データの利用技術に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 増田一彦（気象衛星・観測システム研究部 第一研究室長） 

 
研究の目的 

近年運用が開始された多波長サウンダデータを全球数値予報モデルの初期値作成に導入し、その予報精

度を改善させることを目的とする。 
 
 

副課題１ 衛星サウンダの数値予報モデルでの利用技術に関する研究 

 
副課題１の研究担当者 

増田一彦、石元裕史、上清直隆、真野裕三（気象衛星・観測システム研究部） 
 
副課題１の本年度の計画 

① チャネル選択プログラム改良：放射伝達モデルをRTTOV8 からRTTOV9 に移行し、また、誤差行列

の非対角成分に対応できるようにプログラムを改良する。 
② データ利用領域の拡大：雲域データ利用法についての文献調査・概念設計を行う。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 数値モデルで使用するハイパースペクトル赤外サウンダの最適チャネルを選択するプログラムの放射

伝達モデルをRTTOV8から最新のRTTOV9に移行することにより放射輝度の計算精度を向上させた。

放射輝度値が両者で 1K 程度の大きな差があるチャネルも存在していたが、選択されたチャネルには

大きな変化はなかった。併せて、観測誤差行列の非対角成分が扱えるようにプログラムを改良し、観

測誤差行列の性質が最適チャネル選択に与える影響の見積もりを可能にした。 
② ハイパースペクトル赤外サウンダの雲域でのデータ利用法について、欧米の数値予報センターでの状

況を調査し、関連する文献のレビューを行った。雲域については、雲に影響されないチャネルだけを

使って、雲頂より上層の気温・水蒸気を推定する手法が主流であるが、雲のパラメータも同時に推定

する手法の研究も始まっている。 
 
 

副課題２ 衛星サウンダ利用の基盤技術に関する研究 

 
副課題２の研究担当者 

増田一彦、石元裕史、上清直隆、真野裕三（気象衛星・観測システム研究部） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 放射伝達モデル開発：放射伝達モデルに取り入れる雲と雪の散乱モデルを構築する。 
② 衛星データ事例解析・地上実験との比較検証：IASI などの衛星データの収集を行う。 
③ 衛星サウンダの高度利用技術：チャネル合成手法、複合利用手法などについての研究を行う。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 放射伝達モデルにおける粒子の散乱・吸収計算を精緻化するために、雲・雪粒子の形状のフラクタル

構造を使ったモデル化を行い、散乱分布関数の計算を行った。その結果、衛星マイクロ波サウンダの

放射モデルの精緻化が可能になった。 
② ハイパースペクトル赤外サウンダAqua/AIRS の模擬データを使って、主成分を利用したチャネル合

成手法の有効性を示した。同手法の実データによる有効性を調査するために日本周辺におけるAqua/ 
AIRS データを収集、データ利用環境を整え事例解析を開始した。 

③ ハイパースペクトル赤外サウンダのチャネル間の透過率の相関関係を調べた。その結果、サウンディ

ングに使用しているチャネルの約 3 割は他チャネルから透過率を推定可能で、高速放射モデルの計算

効率改善に利用できることがわかった。 
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シビア現象の監視及び危険度診断技術の高度化に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 鈴木 修（気象衛星・観測システム研究部 第二研究室長） 

 
研究の目的 

近年、特に社会的要請が高まっている突風・大雨・落雷などのシビア現象に対する防災気象情報

の高度化や交通の安全運行等への貢献のため、シビア現象の監視技術の高度化、及び直前予測のた

めの技術の開発を行うとともに、それらによる観測からシビア現象の構造・メカニズムを解析し、

シビア現象の早期探知や高度予測技術を実現するための知見・技術を得る。 
 
 

副課題１ シビア現象に関する気象レーダー観測技術の高精度化に関する研究 

 
副課題１の研究担当者 

鈴木 修、中里真久、山内 洋、猪上華子、楠 研一（気象衛星・観測システム研究部）、林 修

吾（予報研究部）、益子 渉、別所康太郎、星野俊介（台風研究部）、高谷美正（気象衛星・観測シ

ステム研究部 客員研究員） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 時間・空間的なサンプリングの制約（離散的、距離・地形依存性など）を軽減する降水強度推定

手法の検討。 
② 速度変化が大きくノイズの多いシビア現象付近のデータにも適用可能なドップラー速度折返し

補正アルゴリズムの改良。 
③ 新たなセルトラッキング・アルゴリズムの開発。 
④ 気象研Ｃバンドドップラーレーダー（固体素子二重偏波ドップラーレーダー）、GPS ゾンデ観測

等によるシビア現象の観測と顕著事例の解析。 
⑤ 関東域で顕著なシビア現象発生の際の現地調査（気象庁の実施する竜巻等突風の調査への支援を

含む）。 

 

副課題１の本年度の成果 

① ドップラー速度、強度データの品質低下をもたらす二次エコー（観測範囲外のエコーが、観測範

囲に混入した誤データ）を、速度幅・反射強度の空間分布の特徴を利用して軽減するアルゴリズ

ムを作成した。また、速度変化が大きいために自動の折返し補正が困難であるシビア現象付近で

のアルゴリズムの性能の改良に資するため、手動で比較的容易に補正するツールを作成した。 
② 新たなセルトラッキング・アルゴリズムの開発のため、以下の検討や開発を行った。 

・ 単純なパターン認識技術を元にした従来型のセルトラッキングアルゴリズムの問題点である、

トラッキングの失敗、導出されるパラメータの解釈の困難さ、予測情報としての価値の少なさ、

などを克服するために、副課題２で得られた積乱雲のタイプや鉛直速度の統計分布の推定の結

果を利用して、対流セルのレーダー反射強度分布を解釈し、トラッキングに利用するアルゴリ

ズムを考案した。 
・ 同じ領域内でも複数の移動速度を持つエコーの存在が無視できないことから、そのことを確認

するためのセミラグランジュ的なエコー移流プログラムの作成に着手した。 
③ 2009 年の暖候期を中心に、ドップラーレーダー観測を実施した。特に、F1 以上の竜巻が発生し

た 7 月 27 日、10 月 8 日は、親雲のライフサイクルの観測に成功した。 
④ 2009 年 7 月 27 日、10 月 8 日の事例について、気象庁と共同で現地調査を実施した。また、気

象庁が現地調査等を実施したほとんどの竜巻等突風事例で、技術支援を行った。 
・ 2009 年 7 月 27 日に群馬県館林市で発生した竜巻について、速やかに現地調査を行った。環境

場の特徴について調べるとともに、気象庁東京レーダーや気象研 C バンドドップラーレーダー

データ等を用いて親雲の構造について解析を行った。典型的なスーパーセルとは異なった環境

場で発生したこと、親雲の構造も典型的なスーパーセルとは異なり、ガストフロントが竜巻の

発生、維持に重要な役割を果たしていたことが示唆された。 
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2.2. 研究年次報告                                     2.2.1. 重点研究 

・ 2009 年 10 月 8 日の台風 18 号に伴い発生した茨城県土浦市、龍ヶ崎市等の竜巻事例について、

現地調査を実施し、ドップラーレーダー等のデータを用いて解析を行った。5km の至近距離で

観測された土浦市の竜巻は、局地的なシアライン上に発生しており、親雲はスーパーセル的で

はなかったが、竜巻に対応するほぼ同じスケールの渦がレーダーで解析された。また、30 分ほ

ど前に、千葉県山武郡・山武市で発生した竜巻事例も併せて解析を行ったところ、千葉と茨城

の竜巻は異なる親雲であり、千葉県の竜巻親雲はスーパーセル的であったこと、３つの竜巻の

発生した時間帯は、大気環境は不安定で鉛直シアも大きく、過去の竜巻のケースと類似してい

たことがわかった。 
 
 

副課題２ シビア現象の監視・直前予測技術に関する研究 

 
副課題２の研究担当者 

中里真久、鈴木 修、山内 洋（気象衛星・観測システム研究部） 
 
副課題２の本年度の計画 

① レーダーによるメソサイクロン・ダウンバースト等の監視・直前予知アルゴリズムの高精度化。 
② メソサイクロン・ダウンバースト等の監視・予測アルゴリズムにセルトラッキングを取り入れた

改良を行い、事例により検証に着手。 
③ 竜巻等突風のポテンシャル予測のためのパラメータの開発、及び実況監視観測データを組みあわ

せた危険度診断手法の開発。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 竜巻に関連して以下を行った。 
・ メソサイクロン検出アルゴリズムについて、竜巻やその親雲の反射強度の特有のパターン（円

弧や螺旋状のパターンなど）を検出、追跡するためのアルゴリズムを既存の検出アルゴリズム

に追加した。 
・ 竜巻渦内の速度場として剛体渦モデルを仮定し、前年度までに開発した竜巻の風速・直径の推

定手法を用いて、竜巻渦内速度分布、竜巻渦の中で突風を受け続ける時間、竜巻渦の通過に伴

う風向・風速の変化、及び飛散物の飛散方向の度数分布を推定する方法を開発した。最近発生

した比較的顕著な竜巻８事例の現地調査結果とレーダー及び地上観測データを使用し、推定結

果と比較したところ、４事例で F スケールが一致、４事例で被害幅が一致する結果となった。

F スケールや被害幅が一致しない事例でも近い値を示した（F スケールの不一致は最大でも 1、
被害幅の不一致は 2009 年 7 月 19 日美作竜巻（F2、被害幅 200m）において 270m と計算され

たものが最大）。飛散方向の推定度数分布は、現地調査で得られた度数分布と似た形状になるこ

とも確認した。 
② メソサイクロン・ダウンバースト等の監視・予測アルゴリズムへのセルトラッキングの取り込み

は、未着手である。 
③ ポテンシャル予測のためのパラメータ開発については以下のとおり。 

・ 日本を含む世界各国の竜巻強度分布が速度の二乗を変数とする指数分布になる理由を説明しう

る、統計力学を用いた物理モデルを作った。この物理モデルを用いると、ラジオゾンデや数値

モデル出力データから、竜巻の強度分布を推定することができる。これを用いることにより、

F スケール毎に竜巻の発生数の期待値を推定することができるため、予測パラメータの１つと

して利用できる可能性がある。気候学的竜巻強度分布を用いた検証を行った結果、日本の竜巻

強度分布は極めて良く再現されたが、米国の分布では、分布の傾きが実際よりも小さく計算さ

れた。米国の分布で差が生じた理由は、エネルギー源として CAPE のみを仮定して計算したこ

とによると考えている。なお、米国において１つの気象擾乱の下で数十～百個程度の竜巻が発

生した事例を抽出し、竜巻発生地近傍のラジオゾンデのデータを使って竜巻強度分布を計算し

た結果、両者はよく一致した。 
・ 積乱雲中の最大鉛直速度を推定するための物理モデルを作った。この物理モデルを用いると、

個々の積乱雲の最大鉛直速度は、竜巻の速度分布と同じような統計分布を示し、その平均値及

び最頻値は、それぞれパーセル法による計算値の約 70%、58%になることが示唆された。この
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値は、鉛直速度とバルクリチャードソン数との関係を示した Weisman and Klemp（1982, 
1984）による数値実験の結果とほぼ一致する。鉛直速度がバルクリチャードソン数によって変

化する理由は、対流有効位置エネルギーが鉛直運動エネルギーのみでなく回転運動エネルギー

にも変換され、両者のエネルギー配分がバルクリチャードソン数によって変化するためである。

この結果は、シビア現象を発生させる孤立積乱雲のタイプ判別法を精密化する手段になると考

えられる。 
 

 

副課題３ 局地的シビア現象を対象とした高精度センシング技術に関する研究 

 

副課題３の研究担当者 

楠 研一、中里真久、山内 洋、猪上華子（気象衛星・観測システム研究部）、林 修吾（予報研究

部）、益子 渉（台風研究部） 
 
副課題３の本年度の計画 

① 共同研究の結果に基づき、突風を発生させる降水システム（親雲）および大気環境の基礎的な調

査。 

 

副課題３の本年度の成果 

① 2007-8 年および 2008-9 年の冬季突風について、以下の結果が得られた。 
 秋田の高層データから突風の発生する大気環境として冬型初期の対流の深い状況が最も多い。 
 突風を発生させる降水システム（親雲）としては寒冷前線が最も多く、その他は T モード雲、

L モード雲、寒冷渦など様々であることがわかった。 
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全球及び日本近海を対象とした海洋データ同化システムの開発 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 蒲地政文（海洋研究部 第二研究室長） 

 
研究の目的 

気象庁の海洋関連業務（海況予報業務・エルニーニョ予報業務）に使用される海洋データ同化シ

ステムの開発を継続・発展させる。 
 

副課題１ 変分法同化技術の高度化 

 

副課題１の研究担当者 

藤井陽介、蒲地政文、碓氷典久、鳥山暁人、松本 聡(海洋研究部)、石崎士郎（気象庁地球環境・海

洋部海洋気象課）、曽我太三（気象庁地球環境・海洋部気候情報課） 

 

副課題１の本年度の計画 

① 地球システムモデルに使用されている海洋大循環モデル（解像度 1 度、一般化座標）への同化シ

ステム（3 次元変分法）の開発を開始する。まず、一般化座標系での同化スキームの開発を行う。

スキームは 3 次元変分法で、誤差共分散行列の要素は、一般化座標での鉛直水温塩分結合 EOF
分解と水平ガウス分布を変換するスキームを開発する（既存の同化手法：北極域がなく、緯度・

経度を座標とする全球海洋モデルへの 3 次元変分法。誤差共分散行列の鉛直は水温塩分結合 EOF
分解、水平は緯度経度固定のガウス分布）。 

② 新しい観測データの同化技術を開発する。(1)海氷同化スキーム等の開発を開始する。まず、海氷

の密接度の観測データを同化するナッジング法を開発し、オホーツク海での再現実験を行う（海

氷の同化スキームはこれまで開発されていない）。(2)海面塩分観測衛星 Aquarius の同化スキー

ムの開発を開始する。まず、Aquarius データの精度検証を行う。 
③ 4 次元変分法スキームの開発を開始する。既存の 3 次元変分法の誤差共分散行列を用いて、アジ

ョイントモデルの作成を開始する。 
 

副課題１の本年度の成果 

① 地球システムモデルに使用されている海洋大循環モデル（解像度 1 度、一般化座標）への同化シ

ステム（3 次元変分法）の開発を開始する予定であった。このモデルは、季節予報に関する重点

研究で用いられるモデルであり、その解像度の決定が今年度いっぱいかかるため、このモデルの

一般化座標系に合わせた同化スキームの開発は次年度に行うことにした。今年度は、一般化座標

と極座標の変換スキーム及び極座標系での全球解析スキームは開発した。また、次年度以降精度

検証を行うための超音波流速計と曳航式 CTD を用いた観測を、気象庁地球環境・海洋部及び神戸

海洋気象台と共同で日本南方及び熱帯で実施し、その観測結果の解析を行った。南太平洋起源の

高塩分水の挙動等が明らかになってきたので、論文にまとめて投稿した。 
② (1)海氷同化スキームの開発を開始した。まず、海氷の密接度の観測データを同化するナッジング

法を開発し、オホーツク海での再現実験を行った。再現性がモデルに比べて向上したため、次年

度本庁納入を目指す。 (2)海面塩分観測衛星 Aquarius のデータがまだ入手されないため本課題は

次年度開始する。 
③ 4 次元変分法スキームの開発を開始した。既存の 3 次元変分法の背景誤差共分散行列を用いて、

アジョイントコードの作成を開始した。 
 
 
副課題２ 日本近海の海況監視・予測技術の開発 

 

副課題２の研究担当者 

蒲地政文、碓氷典久、松本 聡、辻野博之、中野英之（海洋研究部）、和田章義（台風研究部）、石

崎士郎、高野洋雄（気象庁地球環境・海洋部海洋気象課） 
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副課題２の本年度の計画 

① 新総合海洋解析システムを高度化する。特に亜寒帯域での低温バイアスを低減するスキームの開

発に着手する。既存の 3 次元変分法の同化システムに、負の水温を避ける制約条件、非ガウス型

の誤差共分散行列等の導入を図る。また、次年度精度検証を行うための観測を東北水研と共同で、

東北沖で実施する。 

② 浅海波浪スキーム及び天文潮を導入した高潮モデルの開発（本庁と共同研究）を行う。既存の波

浪モデルは沖合の波浪用であり、浅海での効果を考慮するスキームの導入を図る。既存の高潮モ

デルは天文潮からの偏差のみを扱うので、それに天文潮を計算して足し込む技術を導入する。（潮

汐は主として月・太陽の起潮力によって起こされる規則的な海面水位変化である。それを天文潮

と呼ぶ。その他に、気温・水温の変化、気圧の変化等によっても水位が変化し、その中で一定の

周期をもって規則的に起こるものは、潮汐の分潮の中に含めて扱い、気象潮と呼び高潮モデルで

計算する。） 

③ 大気・海洋再解析データを用いた大気海洋相互作用の研究を行う。まず、既存の大気再解析デー

タ及び海洋再解析データを用いた解析、特に海洋の貯熱量と台風活動の解析に着手する。また、

非静力学大気波浪海洋結合モデルによる台風・顕著現象の再現に対する海洋同化データの影響評

価を開始する。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 亜寒帯域での低温バイアスを低減するスキームの開発に着手した。既存の 3 次元変分法の同化シ

ステムに、負の水温を避ける制約条件の導入を行い、観測をよく再現した。次年度以降このスキ

ームを本庁海洋気象情報室に納入予定である。また、次年度精度検証を行うための係留計観測を、

東北水研と共同で、東北沖で実施した。解析は次年度に行う。 
② 浅海波浪スキーム及び天文潮を導入した高潮モデルの開発（本庁と共同研究）を行って浅海での

効果を考慮するスキームを導入した。高潮モデルに天文潮を計算して足し込む技術を導入し本庁

で現業化する段階である。 
③ 既存の大気再解析データ及び海洋再解析データを用いた解析、特に海洋の貯熱量と台風活動の解

析に着手した。2005 年の台風 Hai-Tang の通過に伴う海洋応答の海洋初期場依存性について、日

別海洋再解析データを用いてそれぞれ初期値を作成し、数値シミュレーションを実施した。台風

通過海域における海洋混合層の深さによって、エクマン輸送と鉛直乱流混合による冷たい海水の

海面水温低下への影響が異なることを示した。非静力学大気波浪海洋結合モデルによる台風 Hai- 
Tang 発達期における台風強度予測実験結果から、海洋初期場が台風強度予測に与える影響は、

Hai-Tang の移動により形成される海面水温低下による影響と比較すると小さいもののその影響

は有意であること、及び海洋初期場の違いは Hai-Tang 発達期におけるスパイラルレインバンド

の形成に影響していたことを示した。1958～2007 年までの MOVE による全球月別海洋再解析デ

ータを用いて、海洋貯熱量データセットも作成した。 
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マグマ活動の定量的把握技術の開発とそれに基づく火山活動度判定の高度

化に関する研究（特別研究） 
 
研 究 年 次： 4 年目（平成 18 年度～平成 22 年度） 
研究代表者： 吉川澄夫（地震火山研究部長） 
 
研究の目的 

地殻変動をより効果的に検知する観測手法を導入し、それによって得られる観測データにこれま

でに開発した有限要素法による数値シミュレーション手法を適用することにより、地殻変動を物理

的に評価し、地下のマグマの動きを定量的に把握することで、噴火警戒レベルの判断に資する火山

活動度の判定（注）の高度化を図り、防災に貢献する。 
 
（注）火山活動の評価を定量的に行うこと。 
 

 
副課題１ 地殻変動に基づく火山活動度判定手法の開発 

 
副課題１の研究担当者 

吉川澄夫、高木朗充、福井敬一、鬼澤真也、坂井孝行、山里 平、安藤 忍、新堀敏基（地震火山

研究部）、平松秀行（気象庁地震火山部火山課） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 伊豆大島にて地殻変動観測（GPS、光波測距、傾斜）、重力観測、地震観測を行う。 
② 浅間山にて地殻変動観測（GPS、光波測距）を行う。 
③ 全国の活火山を対象に、SAR による地殻変動解析を行う。 
④ 伊豆大島におけるマグマ供給系モデルの精密化を行う。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 伊豆大島の静穏期の地殻変動の詳細を知るため、GPS、傾斜及び光波測距（EDM）の連続観測に

加え、GPS、光波、精密重力の繰り返し観測を実施し、データを蓄積した。 
② 伊豆大島の精密重力の繰り返し観測結果を解析して、系統的な時間変化を検出し、その原因がカ

ルデラ北部直下にある圧力源である可能性があることを推定した。さらに、EDM においても変

動源を推定できた。 
③ 浅間山の地殻変動観測（EDM、GPS）を実施し、これまで知られていた山体北西部地下だけでな

く、火口直下にも圧力源があり、それが火山活動の推移とともに膨張と収縮を繰り返しているこ

とを明らかにした。 
④ 全国の火山を対象に、陸域観測技術衛星「だいち」の SAR データを用いた干渉画像解析を行い、

新たにいくつかの火山において火山性地殻変動をとらえた。 
⑤ 伊豆大島で臨時の地震観測を継続して行った。 
 
 

副課題２ マグマ上昇シナリオに基づく火山活動評価手法の開発 

 
副課題２の研究担当者 

吉川澄夫、山里 平、坂井孝行、福井敬一、高木朗充、鬼澤真也、安藤 忍、新堀敏基（地震火山

研究部）、平松秀行（気象庁地震火山部火山課） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 理論的なマグマ上昇機構の検討を行う。 
② 様々な火山におけるマグマ上昇に伴う地殻変動等の資料収集・整理を行う。 
③ 霧島山において、重力探査結果を踏まえた地下構造推定を行う。 
④ 地殻変動時系列解析のためのマグマ動態解析ソフトの作成を行う。 
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副課題２の本年度の成果 

① 国内で観測された火山性地殻変動の圧力源モデルについて整理し、地震活動等との関係について

調査した。 
② 理論的なマグマ上昇モデルについて引き続き検討を継続するとともに、地下の圧力源の位置が浅

くなっていく場合に、それに伴いどのような地殻変動が現れるかについて、GPS、傾斜等観測項

目ごとに検討を行い、その特徴を調査した。 
③ 霧島山において重力探査を継続し、重力探査結果から地下構造の推定に着手した。 
④ 火山用地殻活動解析支援ソフトウェアに光波測距データ、干渉 SAR データを解析する機能、変

動源の時間変化を解析する機能を付加した。 
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緊急地震速報高度化のための震度等の予測の信頼性向上技術の開発 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 干場充之（地震火山研究部 第四研究室長） 

 
研究の目的 

緊急地震速報における震源及びマグニチュードの推定、震度の予測の精度を向上させることで、

処理の高度化に結び付く技術開発を行う。 
 
 

副課題１ 緊急地震速報のための余震・群発活動・連発地震に対応した処理手法の開発 

 
副課題１の研究担当者 

大竹和生、干場充之、岩切一宏（地震火山研究部）、下山利浩（気象庁地震火山部地震津波監視課） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 気象庁や他機関の過去の地震波形の収集および手法開発のための標準データセットの作成。 
② 作成した標準データセットを用いて、地震多発時にも震源決定を行なうことができる処理手法の

開発に着手（従来手法の調査と評価）。 
③ 研究対象となる地震が発生した場合には、地域を限定せずに様々な機関の地震波形収集に努める。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 気象庁・他機関からの地震波形データの収集とデータセットの作成に着手した。特に、内陸の大

地震（およびその余震）・群発地震等の連続波形記録を収集することを目標に、気象庁地震火山部

から「平成 16 年（2004 年）新潟県中越地震」等の強震波形の提供を受けた。また、2009 年 12
月に発生した伊豆半島東方沖の群発地震の連続波形収集を行った。 

② 震源決定の自動処理・地震波形の信号処理・地震の相判別等に関する文献調査を行い、従来手法

の調査と評価を開始した。 
 
 

副課題２ 震源・マグニチュードの即時推定精度および震度の予測精度の向上に関する研究 

 
副課題２の研究担当者 

干場充之、大竹和生、岩切一宏（地震火山研究部）、下山利浩（気象庁地震火山部地震津波監視課） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 海底地震計に関して気象庁・他機関データ等の資料の調査と解析と、現在の手法への適用につい

ての吟味。 
② 現在の震度推定手法における観測点補正値の改良と業務化導入のための資料提供。 
③ 震度の推定手法の改良の検討（震度の距離減衰式等の導入と、震度の観測点補正値を用いた震度

予測手法の検討等）及びマグニチュードの推定手法の改良の検討。 
④ 既往の震源域推定手法の調査と緊急地震速報への適用の検討。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 東南海沖に設置したケーブル式海底地震計データを緊急地震速報に適用するにあたり、海底地震

計の記録について吟味した。東南海沖に設置したケーブル式海底地震計は、設置したばかり（平

成 20 年 7 月設置）でデータが少ないため、他の海域における気象庁・他機関データ等の資料の

調査と解析を行い、１観測点で震源距離を求める現在の手法における適用の可否について調べた。

その結果、現在のパラメータでも概ね適用可能であることがわかった。 
② 震度の予測精度向上の一環として、現在の震度推定手法における観測点補正値の改良の検討を行

った。具体的には、震度観測の実測に基づく補正値を推定した。これにより、従来の微地形区分

に基づく補正値を用いる方法よりも、約２割の精度向上が期待できることがわかった。さらに、

- 40 - - 40 -- 41 -



2.2. 研究年次報告                                     2.2.1. 重点研究 

現在の最大速度の距離減衰式から震度推定を行う方法と、直接、震度の距離減衰式を用いる方法

を比べ、精度の検証を行った。 
③ 緊急地震速報に用いるマグニチュードを推定する手法について検討した。P 波部分から求めるマ

グニチュードについて、緊急地震速報評価・改善検討会技術部会で、従来（S-P 時間の 0.7 倍）

よりももっと短い時間長（S-P 時間の 0.5 倍）にする案が取り上げられたが、その影響を調査し

たところ、マグニチュードの過小評価に繋がり易いことがわかった。（その結果、短い時間長（S-P
時間の 0.5 倍）でマグニチュードを推定することは全国的には行わず、南西諸島のみで行うこと

となった）。 
④ 震源域推定手法の調査を行った。震度分布からおおよその震源域を推定する手法を考察した。 
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東海地震予知技術と南海トラフ沿いの地殻活動監視技術の高度化に関する

研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 勝間田明男（地震火山研究部 第二研究室長） 

 
研究の目的 

東海地震予知技術の精度向上及び東南海・南海地震等の海溝型巨大地震発生サイクルの把握のた

め、海溝型巨大地震発生シミュレーションモデルの高度化、地震波速度場変化及び地殻変動の監

視・解析技術の高度化に関する研究等に取り組み、東海地震、東南海・南海地震の発生シナリオの

改善及びプレート境界面における状態変化モニター手法を開発する。 
 
 

副課題１ 監視・解析技術の高度化 

 
副課題１の研究担当者 

勝間田明男、小林昭夫、吉田康宏、青木重樹、岩切一宏、木村一洋（地震火山研究部）、大西星司

（気象庁地震火山部地震予知情報課）、小山卓三（気象庁地震火山部地震津波監視課） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 精密制御震源を用いた監視技術に関する研究 

 時間分解能向上：森町送信点からの信号を解析し、ノイズレベルを軽減する手法を開発する。 
 波群分解能向上：波群特定のための理論的解析手法の開発を行う。 

② 震動データを用いた監視技術に関する研究 
 低周波微動等の検知・解析技術を改良する。 

③ 地殻変動データを用いた監視技術に関する研究 

 レーザー式変位計による観測と長期的スロースリップ等の異常地殻変動検知技術開発として、レ

ーザー式変位計データの気象庁データ転送技術開発を行う。 

 歪計等データによるスロースリップ等の異常地殻変動検出手法の改良のため、長期的スロースリ

ップ現象の再解析と降水影響に関する経験的モデル改良を行う。 

 数十年以上にわたる長期的地殻変動の特徴を把握するため、測量・潮位データを調査する。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 精密制御震源を用いた監視技術に関する研究 
 信号とノイズレベルの関係を調査し、地震波速度の時間変化を調査する上での最適なスタッキン

グ時間を求めた。また、その結果を活用し、広域の観測点における走時時間変化を求め、その特

徴把握を進めた。 
 精密制御震源装置からの信号について、臨時観測結果を解析し、最新のプレート形状を取り入れ

た理論走時解析と比較し、プレート境界面からの反射波を判定した。 
 愛知県東部の定常観測点近傍において臨時アレイ観測を行い、定常観測点において認められる波

群について地下深部からのものと地下浅部からのものを識別した。 
② 震動データを用いた監視技術に関する研究 
 深部低周波地震の活動間隔に注目した解析をし、東海地域で発生している短期的スロースリップ

において、観測されている地殻変動に先行して、深部低周波地震活動間隔に変化が見られる事例

を見出した。 
③ 地殻変動データを用いた監視技術に関する研究 
 レーザー式変位計データの気象庁データ転送に関する開発をすすめた。 
 地震波応答に関して調査を行い、地震波応答と潮汐応答の理論値に対する比がともに約 0.5 であ

ることを明らかにした。 
 GPS データの詳細な解析により、2005 年に小規模な長期的スロースリップが四国西部で発生し

ていたことを見出した。 
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 敦賀・今津の多成分歪計について水位・降水応答を補正し、東海の長期的スロースリップと同時

期に歪変化が見られることを指摘した。 
 水準および潮位の過去データを用い、豊後水道における長期的スロースリップ現象が過去から繰

り返し発生していたことを見出した。 
 

副課題２ 地震発生シミュレーション技術の高度化 

 
副課題２の研究担当者 

前田憲二、青木重樹、弘瀬冬樹、木村一洋（地震火山研究部） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 東海地震発生に先行する地殻変動等の予測のための、広域応力場を反映させた基礎モデル構築と

試験を行う。 
② 東南海・南海地震発生に先行する地殻変動等の予測のための、広域応力場を反映させた基礎モデ

ル構築と試験を行う。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 東海地震、東南海地震、南海地震の想定震源域を含んだ計算領域である南海トラフ沿いの広域の

シミュレーションモデルのメッシュサイズをこれまでの 10km から 7km に高精度化するととも

に、東海地域の計算領域でのスロースリップの再現に成功したモデルを組み入れることにより、

広域の応力場の影響を考慮した東海地域のスロースリップのモデル化を行った。その結果、南海

トラフ沿いの巨大地震の発生と東海地域のスロースリップの発生を同時にシミュレーションする

ことが可能となった。 
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震源精度向上と地震活動情報の高度化に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 勝間田明男（地震火山研究部 第二研究室長） 

研究担当者： 吉川澄夫、前田憲二、勝間田明男、青木重樹、弘瀬冬樹、山崎 明、平田賢治、林

豊（地震火山研究部）、岡田正実（地震火山研究部 客員研究員） 
 
研究の目的 

高精度な震源決定手法の開発、地震活動の評価解析手法の開発に関する研究等に取り組み、震源

精度の向上及び地震活動等に関する情報の高度化を目指す。 
 

本年度の計画 

① ３次元地震波速度構造を用いた震源の高精度決定手法の開発 

 高速震源計算法を開発する。 

 東海沖で自己浮上式海底地震計による観測を実施し、ケーブル式海底地震計の震源決定能力の評

価を行う。 

② 地震活動の特徴抽出による地震活動度および地震発生確率の評価 

 全国の a 値および b 値の空間分布を求める。 

 応力と地震活動変化の関連性評価のための事例調査を行う。 

 相似地震について基本的統計モデルを作成する。 

 

本年度の成果 

① ３次元地震波速度構造を用いた震源の高精度決定手法の開発 
 推定速度構造を元にして、観測点毎の 3 次元走時表の作成を行った。 
 波線追跡法に加えて、波線追跡法の欠点を補うために、波面追跡走時計算法を開発した。 
 海底地震観測により、東南海ケーブル式海底地震計設置域におけるより正確な震源位置を把握し

た。 
② 地震活動の特徴抽出による地震活動度および地震発生確率の評価 
 地震の規模別頻度分布を Gutenberg-Richter（G-R）式および改良 G-R 式で近似する手法を基に、

日本の深さ 30 km 以浅で M5.0 以上の地震が発生する確率を算出するモデルを試作し、地震発生

予測検証実験（日本版 CSEP）に参加した。 
 静岡県西部で発生した群発地震活動について、潮汐による応力変化と地震活動度変化の関連性に

ついて調査した。 
 相似地震について基本的統計モデルを開発し、事前予測と観測データによる検証を開始した。 
 相似地震と同様に繰り返し地震である活断層帯で発生する大地震について、地震発生履歴情報に

不確実性がある場合にも、繰り返し間隔のばらつきの統計モデルを用いて、地震発生頻度・確率

等のポテンシャルを推定できる手法を開発した。 
 応力場を反映しているメカニズム解分布の変化の統計的検出手法を開発した。また、自動メカニ

ズム解の評価も行った。 

- 44 - - 44 -- 45 -



2.2. 研究年次報告                                     2.2.1. 重点研究 

気象観測技術等を活用した火山監視・解析手法の高度化に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 山里 平（地震火山研究部 第三研究室長） 

 
研究の目的 

気象レーダー等を用いた噴煙観測等新たな観測手法の開発、移流拡散モデルによる降灰予測及び

火山灰拡散予測手法の高度化に資する研究、地殻変動等の火山観測データのノイズ除去手法の開発

等による火山監視手法の研究に取り組み、噴火等の様々な火山現象をより迅速・正確に把握するた

めの監視・データ解析技術を開発する。 
 
 

副課題１ 噴火現象の定量的監視技術の開発 

 

副課題１の研究担当者 

福井敬一、新堀敏基、安藤 忍、鬼澤真也、坂井孝行、高木朗充、山里 平（地震火山研究部）、楠 

研一（気象衛星・観測システム研究部）、橋本明弘（予報研究部） 

 

副課題１の本年度の計画 

① 既存の気象レーダーによる噴煙検知力の評価を行う（鹿児島空港気象ドップラーレーダーによる

桜島噴火、及び過去の事象を対象）。 

② 非静力学モデルを基礎とする噴煙の力学的予測モデルのプロトタイプを開発する。 

③ 空振アレイ観測システムの基本設計を行う。 

④ 空振及び震動データから噴火の規模推定を行う手法を開発する。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 降灰予測に用いているメソ版移流拡散モデルにおいて、降灰量の換算方法を高分解能化して、過

去事例で検証した。 
② 長野レーダーによる浅間山の噴煙エコーを解析し、エコー頂高度を利用した降灰量の予測を検証

した。 
③ 種子島および鹿児島空港レーダーによる桜島の噴煙エコーを解析した。 
④ 非静力学モデルによる Sarychev Peak 火山の噴煙シミュレーションを実行した。 
⑤ ALOS/PRISM データによって全国の噴気活動の規模評価を行った。 
⑥ 桜島において空振比較観測を開始した。 
⑦ 過去の様々な火山における噴火に伴うデータを整理し、空振と地震動規模から噴火規模を推定す

る手法を開発した。 
 
副課題２ 火山観測データ処理技術の高度化に関する研究 

 

副課題２の研究担当者 

新堀敏基、坂井孝行、山里 平、福井敬一、高木朗充、鬼澤真也、安藤 忍（地震火山研究部）、小

司禎教、橋本明弘（予報研究部）、平松秀行（気象庁地震火山部火山課） 

 

副課題２の本年度の計画 

① 干渉 SAR データのノイズのうち、標高差に起因する水蒸気ノイズの補正処理（１次補正処理）

を開発する。 

② 火山性震動の客観的分類手法の開発を行う。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 干渉 SAR の水蒸気ノイズ補正処理方法を検討し、補正処理に必要な高解像度非静力学モデルに

よる数値予報 GPV の作成環境を構築した。 
② 火山性地震のスペクトル的性質からその波形タイプを客観的に分類する手法を開発した。 
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沖合・沿岸津波観測等による津波の高精度予測に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 前田憲二（地震火山研究部 第一研究室長） 

 
研究の目的 

沿岸へ到達する前に津波を予測するためには、津波波源の推定、津波伝播の再現および予測誤差

提言のための沖合津波データ活用が必要である。本研究では、津波予測の精度向上に資するため、

これら津波予測の３要素に関する研究を行うことを目的とする。 
 
 

副課題１ 地震津波の発生・伝播メカニズムに関する研究 

 

副課題１の研究担当者 

平田賢治、山崎 明、林 豊、前田憲二（地震火山研究部）、中田健嗣（気象庁地震火山部地震津波

監視課） 

 

副課題１の本年度の計画 

① 自己浮上式海底地震計を用いた東海沖周辺の地震活動評価（東海沖ケーブル式海底地震観測シス

テムの震源決定能力の評価を含む）。 

② 日本周辺および国外の地震津波の発生メカニズムの調査研究。 

③ 遠地津波について、検潮所での津波観測波形のデジタル化と減衰特性の抽出。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 紀伊半島熊野灘沖の東南海ケーブル式海底地震計の周囲に自己浮上式海底地震計 12 台を設置し、

微小地震観測を実施した。 
② 2004 年 12 月インド洋大津波の発生メカニズムを調べるためにスマトラ北西沖の海域で精密海底

地形調査を実施し、巨大津波の発生に寄与したと考えられる分岐断層である可能性がある海底表

層のリニアメントを特定した。 
③ 移動自乗平均振幅、津波コーダ、無次元化津波振幅の三つの新尺度を導入することにより、長時

間の時系列水位データから津波の減衰過程を定量的に解析する手法を開発した。 
④ 津波の減衰過程において、移動自乗平均振幅の 3 倍以上の半振幅の波が出現することが稀だとい

う性質があることを見出し、これを津波警報の解除・継続の判断に活用しうることを示した。 
⑤ 気象庁の検潮所の観測値がデジタル化された 1997 年以降の津波の減衰過程の特性を系統的に解

析した。 
⑥ 波源・伝播経路・観測点近傍の各段階の時間関数で表現する、簡略化した津波エネルギーの伝播

モデルを設定した。 
 
 
副課題２ 沖合津波観測データ等を用いた津波予測手法に関する研究 

 

副課題２の研究担当者 

林 豊、吉田康宏、山崎 明、平田賢治、前田憲二（地震火山研究部）、中田健嗣（気象庁地震火山

部地震津波監視課） 

 

副課題２の本年度の計画 

① 津波予報の精度評価手法の開発。 

② 観測波形データの収集と波源域（震源域）即時推定手法の開発。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 海岸の潮位観測施設と国土交通省湾岸局の全国港湾海洋波浪観測網（NOWPHAS）等の沖合波浪

観測施設との両方で津波の記録が得られた観測例を収集し、両者での津波第一波振幅と最大振幅
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について、それぞれ関係式を導いた。 
② 津波警報の発表の有無のような二者択一の予報について、予報の価値との関係が明確なスコア付

け方法を、効用理論を用いて導出した。 
③ 観測波形のデータ収集に着手するとともに、断層面の拡がりを準リアルタイムで把握するために

必要な、従来の解析手法の改善点についての検討を行った。 
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全球大気海洋結合モデルを用いた季節予測システムの開発に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 尾瀬智昭（気候研究部 第二研究室長） 

研究担当者： 安田珠幾、仲江川敏之、籔 将吉、行本誠史、足立恭将、釜堀弘隆（気候研究部）、

蒲地政文、山中吾郎、藤井陽介、鳥山暁人（海洋研究部） 

 
研究の目的 

高分解能全球大気海洋結合モデルおよびその初期値作成に関する研究等に取り組み、次世代の季

節予測システムの開発を行い、気象庁が発表する季節予報の精度向上を目指す。 
 

本年度の計画 

① 結合モデルのプロトタイプを作成する。 

② 準結合同化システムと結合ブリーディング法の技術開発を行う。 

③ 現予測システムを検討し、問題整理する。 

 

本年度の成果 

① 地球システムモデルに使用する海洋モデルを用いて、JRA-25 海上気象要素を駆動力とする歴史

実験を行った。 
② 地球システムモデルに使用する海洋モデルをベースとして、季節予報モデルに使用するための水

平及び鉛直解像度を修正した実験を実施し、次期モデルの格子間隔を、緯度方向約 0.5 度・経度

方向 1 度・鉛直 53 層とすることに決めた。 
③ 地球システムモデルに使用する海洋モデルと結合カップラーに、気象庁１か月予報大気モデルを

組み込む作業を実施した。結合モデルのプロトタイプとなる見込みである。 
④ 全球大気モデルの長波放射スキームに関して、従来よりも高速でかつ散乱過程を考慮できる、多

方向近似スキームを開発している。今年度は２方向吸収近似版の鉛直１次元モデルと、大気吸収

のｋ－分布パラメータの作成等を行い、標準大気プロファイルに対する計算精度が妥当であるこ

とを、ラインバイライン計算の結果との比較により確認した。計算量についても、同じく吸収近

似をしている従来のスキームに比較して１／４程度に削減できることを確認した。 
⑤ 昨年度から引き続き準結合同化システムを用いた再解析を行い、一応の成果を得たため、準結合

同化システム技術の開発段階を終了し、論文にまとめて出版した。準結合同化システムの開発と

まとめに予定より時間がかかり、また、計算機更新にともない、新計算機用のチューニングアッ

プを行ったため、結合ブリーディング法の開発は着手できていない。次年度より開始する。 
⑥ 大気海洋結合モデルによる季節予測実験結果を解析し、台風の発生個数や位置の気候値再現性につ

いて調査した。6～10 月の北西太平洋における発生数は、18.5 個で観測気候値とよく合っている。

しかし、観測では 8 月をピークとする発生数の最大値は、モデルでは 9 月に現れる。発生数の年々

変動予測については、1987～2001 年の期間については相関係数 0.78 で観測とよく一致しているも

のの、1979～2006 年では 0.23 であった。これは、他のモデル予測でも見られる傾向である。 
⑦ さらに、台風活動の活発な 6～10 月の期間における台風の平均発生位置の予報可能性とその物理

的機構について調べた。平均発生緯度の予測は気候学的な系統誤差も小さく、年々変動の予測精

度も高かった。一方、経度は気候学的な系統誤差が約 5 度あるものの、年々変動予測は良くでき

ていた。このような全般的な発生位置の予測精度が高い理由は、基本的には、ENSO に伴う西部

北太平洋域大気循環場の年々変動が精度よく予測されているからである。 
⑧ 昨年度に引き続き、大気海洋結合モデルによる季節予測実験結果を用いて、エルニーニョ現象後

の春から夏にかけてのインド洋海面水温の昇温の解析を行った。 
⑨ 現予測システムを用いて 2006 年エルニーニョの事例解析を行った。その結果、2006 年エルニー

ニョの衰退過程においては、インド洋と太平洋との相互作用が重要な役割を担っていることがわ

かった。特に、東部インド洋赤道域は、季節にフェーズロックしたインド洋の大気海洋相互作用

の鍵となる海域であり、この海域のフラックス修正量を低減することが、より高精度の予測に効

果的であると考えられる。 
⑩ 12～2 月の Nino3 海面水温変動とこれに続く 6～8 月の熱帯西太平洋の降水量変動の関係につい

て高い再現性を示すモデルの特徴を、マルチモデルデータを利用して解析し、まとめた。 
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異常気象・気候変動の実態とその要因解明に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 釜堀弘隆（気候研究部 第五研究室長） 

 
研究の目的 

異常気象・気候変動の実態とその要因解明に関する解析的研究等に取り組み、異常気象・気候変

化の要因に関する解説資料の作成を通じて、異常気象や気候変動についての国民や関係機関の理解

促進を目指す。 
 
 

副課題１ 異常気象の実態とその要因解明 

 

副課題１の研究担当者 

釜堀弘隆（気候研究部）、藤部文昭、清野直子（予報研究部） 

 

副課題１の本年度の計画 

① 極値統計手法による異常気象の定量的評価手法を検討する。また、過去の異常気象時における大

気循環場の特徴を整理する（各種インデックスや類似年など）。 

② JRA-25 に表現される熱帯低気圧場を環境場と分離し、熱帯低気圧場のコンポジットを行う。各

海域別のコンポジット場の比較を行い、環境場とコンポジット場の比較を行う。 

③ 南シナ海モンスーンおよび北西太平洋モンスーンの、大気大循環・海洋大循環場との関係を調べ

る。 

④ 気象学的・社会的に重要性の高い異常気象が発現した場合には、すみやかに各種データを収集・

解析し、その実態と要因の解明を進める。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 顕著事象の再現期間に関し、その評価精度と用いる関数との関連を検討するとともに、精度評価

の方法についての検討を始めた。極値統計手法を検討するための資料として、1896 年彦根豪雨に

ついての資料を収集した。異常気象時の大気循環場の特徴整理については未着手。 
② JRA-25 に表現される熱帯低気圧場を、月平均値で定義した環境場と分離し、コンポジットを行

った。降水量のコンポジット結果を海域別に見た結果、北西太平洋においてピーク値が最も大き

く、また空間的な大きさも最も大きいことが分かった。 
③ 南シナ海〜南西諸島における夏期降水量の変動を調べた結果、太平洋高気圧の変動と連動した 10

年規模振動が見出された。 
④ 社会的に重要性の高い異常気象の過去事例として、伊勢湾台風の予報可能性を調べるため、他研

究課題（台風の強度に影響する外的要因に関する研究、メソスケールデータ同化とアンサンブル

予報に関する研究）と合同で再現実験を行った。当時行われた米軍の飛行機観測データを同化す

ることにより、進路・強度・高潮がすべて非常に精度よく予報できることが分かった。気象学会、

各種研究会、気象庁広報資料等でその成果を発表した。 
 
 
副課題２ 気候変動の実態とその機構解明 

 

副課題２の研究担当者 

藤部文昭（予報研究部）、田中 実、黒田友二、石原幸司、小林ちあき、行本誠史、遠藤洋和（気候

研究部） 

 

副課題２の本年度の計画 

① 過去 100 年間の国内外（特に日本の異常気象に関連の深いアジア地域）の気候データの整備を進

める。また、より信頼度の高い世界の平均気温監視を行うため、これまで用いられてこなかった

CLIMAT 報の遅延報や、World Weather Records などの新たなデータを収集する。 
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② 日本の気温データについて、都市化や観測点周囲のミクロな環境変化に伴う微気候的な影響を評

価する。 

③ 日本及びアジア地域の四季の気温、気圧変動の長期変動を解析する。 

④ 中層大気変動の気候への影響を調べるため、オゾンデータ等の観測データや再解析データを収集

整理する。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 新しい全球平均気温算出に向けたデータセットの整備を開始した。地域頻度解析を都道府県別に

適用することで各アメダス地点における年最大日降水量の 30 年確率値を算出した。さらに、こ

の地域頻度解析を地域気候モデル（MRI-RCM20）の出力結果に適用することで、鹿児島県にお

ける年最大日降水量の 30 年確率値の将来変化を評価した。 
② 都市化や微気候的変化に伴う気温の長期変動について、過去の研究をレビューした。気温の観測

値に与える人工排熱の影響を、その曜日依存性に基づいて調べ、中小都市でも若干の影響がある

ことを示した。格子点気温データ (CRU, GISS 等) と気温の実測データの長期変動を比べ、CRU
に若干の都市バイアスが含まれる可能性を見出した。 

③ 東アジアの 20 世紀の冬季気温には、アリューシャン低気圧の強弱の十年規模振動と並行して

1925, 1948, 1977, 1987 年の 4 回のレジームシフトがあることが分かった。1901～2008 年の夏

季の国内日降水量データの長期変化を調べた結果、南西諸島を除く地域では梅雨末期に降水量が

増加する長期変化が見られた。また南西諸島と西日本太平洋側を除く地域では、梅雨期の降水が

相対的に梅雨期後半に集中する長期変化が見られた。これらは、20 世紀の梅雨の季節進行が長期

的に変化したことを示唆する。 
④ ERA-40 をもとにオゾン同化データの整備を行った。TOMS, SAGEII, Randel-Wu などのオゾン

観測データの収集を行った。さらに、入手可能な衛星データ、ゾンデデータについて調査中。 
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IPCC に関わる地球温暖化予測に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 楠 昌司（気候研究部 第一研究室長） 

研究担当者： 楠 昌司、小畑 淳、吉村 純、上口賢治、遠藤洋和、鬼頭昭雄、村上茂教、石原幸

司、保坂征宏（気候研究部）、本井達夫（海洋研究部）、新保明彦（気象庁地球・環

境海洋部気候情報課） 

 
研究の目的 

地球が温暖化したときの地球全体に関する予測情報を提供するだけでなく、国内外の地球温暖化

の影響評価研究に資する予測データを提供することを通じて「気候変動に関する政府間パネル」

（IPCC）の評価報告に貢献する。 
 

本年度の計画 

① IPCC 将来実験に必要な強制力データ（温室効果気体、エアロゾル、オゾン、土地利用）を整備。 

② IPCC 近未来実験などの将来実験を開始。 

③ 領域モデルに提供する側面境界値データの切り出しツールを開発。 

④ 領域モデル用に 21 世紀末側面境界値データの提供開始。 

⑤ 地球システムモデル(大気 120km 格子)による完新世中期及び最終氷期最盛期の古気候再現実験

に必要な強制力データ（海陸マスク・氷床・植生分布）を整備し、実験を開始。 

 

 

本年度の成果 

① IPCC 将来実験に必要な強制力データ（温室効果気体、エアロゾル、オゾン、土地利用）の整備

を開始した。 
② 太陽天頂角の計算に地球軌道要素の長期変動（氷期間氷期スケール）を反映させるプログラムの

大気モデル GSMUV への組み込みを行った。 
③ PMIP3-CMIP5 古気候実験のうち、過去千年紀実験に関する強制力データとして、温室効果気体

濃度変動、太陽放射照度変動、火山性エアロゾル変動、オゾン濃度変動に関するデータを整備し

た。最終氷期最盛期実験に関する氷床・海陸分布、河川流路データについては、提供側の問題に

より未整備。 
④ MIROC3.2 モデルによる最終氷期最盛期実験の６時間毎出力を用いて局所的な運動エネルギー

収支の解析を行ったところ、氷期最盛期においては大西洋域で定常擾乱を通じた有効位置エネル

ギーから運動エネルギーへの変換が強化されるのに対し、太平洋域では定常・非定常共に擾乱へ

のエネルギー変換率が若干弱まっていることがわかった。これは氷期最盛期においては北米大陸

氷床の影響で定在波の活動が増す事、及び大西洋域下層では傾圧性が増すものの対流圏上層では

両領域共に傾圧性が弱まることと関連している。 
⑤ MRI-CGCM2.3 による完新世中期実験の海洋データを解析した結果、完新世中期ではモンスーン

の強化と関連して北太平洋亜熱帯循環が強化し等密度面傾度が増し、これが亜熱帯 500m 深付近

に高温偏差をもたらしていることがわかった。これは Woods Hole 海洋研究所の Delia Oppo ら

が採集しているマカッサル海峡 500m深の古海洋データにみられる完新世初期から現在にかけて

の低温化傾向と整合的である。 
⑥ 陸域生態系の炭素循環について植物の生理（酵素や気孔の働きによる光合成等）や動的植生を表

現する世界水準へ高度化したモデル（陸域生態系炭素循環モデル）を気象研究所地球システムモ

デル（MRI-ESM（CGCM3））へ整備した。 
⑦ 陸域生態系炭素循環モデルに対して地球システムモデルの予め計算された気候場を与えた非結

合実験を行い、モデルの植生分布や炭素循環の各要素（純一次生産、植生・土壌の炭素量等）が

ほぼ再現されることを確認した。 
⑧ 陸域（高度化版）及び海洋の炭素循環モデルを従来の気象研大気海洋結合大循環モデル

（MRI-CGCM2）へ組み込んだ気候炭素循環モデルを用いて、古気候の事例（暁-始新世高温期）

に関連した大気メタン急激増加時の実験を行い気候炭素循環系の応答を解析した。その結果、メ

タンの激しい温室効果による高温化（全球で 6℃上昇）が再現され、その高温障害により低緯度
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を中心として陸域生態系が急激に衰退する（全球で 3 割減）等、従来の 21 世紀温暖化予測を凌

駕する環境激変であることが明らかになった。 
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大気環境の予測・同化技術の開発 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 柴田清孝（環境・応用気象研究部 第一研究室長） 

 
研究の目的 

全球規模の予測精度及び対流圏、成層圏を対象とした全球のオゾン化学モデル、エーロゾルモデ

ルと同化技術の研究、局地規模（メソスケール）の予測精度向上のため、メソスケールのオゾン化

学モデル、エーロゾルモデルの同化技術の研究等に取り組み、全球規模及び局地規模でのオゾン、

黄砂を含むエーロゾル、紫外線、広域大気汚染物質等の環境予測精度の向上を図る。 
 
 

副課題１ オゾン化学モデルの高度化 

 

副課題１の研究担当者 

眞木貴史、直江寛明、関山 剛、田中泰宙、出牛 真（環境・応用気象研究部） 

 

副課題１の本年度の計画 

① モデル高度化：境界層スキーム、対流拡散スキーム等の高度化を行い、モデルの精度の検証を行

う。 

② 同化技術導入：衛星観測データ、地上観測データを用いて成層圏・対流圏大気微量気体の同化シ

ステムの基本的なアルゴリズムを導入する。 

③ 成層圏オゾン化学モデル長期ラン：化学－気候モデル検証活動（CCMVal）用の長期ランを行う。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 化学・輸送過程の高度化：短寿命の化学種の予測精度を向上するためより安定で精度の良い EBI
法と呼ばれる化学反応における数値計算法を導入し、短寿命種の予測精度を向上した。幾つかの

対流拡散スキームを用いた対流輸送計算の感度実験を行い、対流圏上部での輸送計算精度の改善

を図った。10 年間程度の数値積分を行い、その実験結果を観測値と比較することでモデル予測精

度を検証した。力学モジュール（大気大循環モデル）の更新を行った。 
② 同化技術導入１：局所アンサンブルカルマンフィルター（LETKF）手法を用いた、対流圏オゾン

関連化学種の同化システムを構築し、理想実験を行った。また、衛星観測オゾン全量のデータ同

化システムのプロトタイプを開発し、精度評価を行った。 
③ 成層圏オゾン化学モデル長期ラン：化学－気候モデル検証活動（CCMVal）用の長期ランを行い、

その結果を用いて成層圏における物質輸送特性の長期変動の解析を行った。 
 
 
副課題２ エーロゾルモデルの高度化 

 

副課題２の研究担当者 

眞木貴史、直江寛明、関山 剛、田中泰宙、出牛 真（環境・応用気象研究部） 

 

副課題２の本年度の計画 

① モデル高度化：自然起源エーロゾル放出過程スキームを高度化するとともに、微物理過程スキー

ム「ボックスモデル」のプロトタイプを作成する。 

② 同化技術導入：衛星ライダー観測データ、地上ライダー観測データを用いて既存のエーロゾルの

同化システムの改良を行う。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 不均質反応（気相の微量気体と液体であるエーロゾル相との間の反応）のモデル化を行った。液

相反応は pH が重要な役割を果たすので、ある代表径において pH を詳細に計算できるようにし

た。 
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② 生成したばかりの海塩粒子による SO2 の取込み過程は、pH が 6 以上の場合、液相内での酸化

反応が卓越する。しかし、系全体の反応速度は SO2 の律速段階となり、気相からエーロゾル相

へ SO2 の輸送率で決定されることがわかった。 
③ 自然起源エーロゾル放出過程スキームの高度化のため、まず鉱物ダストエーロゾルの発生過程を

全球モデルから分離・モジュール化し、様々な条件における鉱物ダスト放出量の検証や、スキー

ム変更等を行いやすくなるように変更を行った。 
④ 全球エーロゾルモデルをカップラーライブラリによって領域計算に対応できるようにモデルを改

造中である。これにより領域エーロゾルモデル開発への対応と、領域並列化計算による高速化が

可能になる。 
⑤ 気象庁本庁で運用している二酸化炭素輸送モデル（CDTM）を気象研究所及び本庁で開発された

全球モデル（MJ-98）と結合させた（MJ98-CDTM）。この MJ98-CDTM を用いて東大（CCSR）、

海洋研究開発機構（JAMSTEC）が主催する輸送モデル相互比較実験（CONTRAIL TMI）に参

画し、従来の CDTM よりも成層圏界面の表現などでより現実大気に近いシミュレーションがで

きることを示した。 
⑥ 気象庁数値予報課より最新の現業版全球モデル（GSAMv2）を入手し、気象研究所のスーパーコ

ンピュータや linux マシンに移植し、実行環境を整えた。 
⑦ 衛星ライダー観測のデータ同化システムの開発を進め、東アジア域ダストエーロゾルの解析精度

が著しく向上することを確認した。 
⑧ 地上ライダー観測のデータ同化システムを開発し、精度評価を行った。 
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海洋環境の予測技術の開発 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 山中吾郎（海洋研究部 第一研究室 主任研究官） 

 
研究の目的 

海洋環境モデル（海洋・海氷結合モデル、物質循環・海洋生態系モデル）の研究並びに海洋環境

モデルや観測データ等を用いた海洋環境変動機構の解明の研究に取り組み、海洋における 3 次元炭

素分布を作成することにより、海洋環境情報の高度化を図る。また、高波や高潮等を精度よく予測

できる日本近海監視・予測システムのアルゴリズムを開発する。 
 
 

副課題１ 海洋環境モデルの開発 

 

副課題１の研究担当者 

山中吾郎、石崎 廣、平原幹俊、辻野博之、中野英之、本井達夫（海洋研究部)、安田珠幾、小畑 淳

（気候研究部)、青山道夫（地球化学研究部）、石川一郎（気象庁地球環境・海洋部気候情報課）、

中野俊也（気象庁地球環境・海洋部海洋気象課） 

 

副課題１の本年度の計画 

① 従来の海洋・海氷結合モデル（MRI.COM）に海洋物質循環過程を組み込んだ海洋環境モデルを

作成する。主として、炭素に関する物質循環過程、海氷過程、トレーサ移流過程についてのスキ

ームの開発・改良を行う。 

② 海洋環境モデルを国際標準実験（CORE,OCMIP）に基づいた外力で駆動した実験を行う。 
 CORE-I：CLIVAR/WGOMD による標準データを用いた 500 年程度の現在海洋再現実験 
 OCMIP：歴史的大気 CO2濃度を与えた海洋での炭素循環再現実験 

③ 新大型計算機に最適な計算スキームを検討する。 

 

副課題１の本年度の成果 

① スキームの開発・改良 
・ 炭素に関する物質循環過程のモデルの改良として、簡易生態系モデル（NPZD モデル）におけ

る栄養塩や光に対する植物プランクトンの光合成に関してパラメータチューニングを中心とし

た改良を行った。これにより以前のバージョンに比べて、とくにアフリカ西岸やオレゴン沖な

どの沿岸湧昇の大きなところでの基礎生産量の再現性が向上した。 
・ より高度な海洋生態系モデルとして、北海道大学の山中康裕准教授のグループから提供された

nNEMURO（仮名称）を MRI.COM に導入するための予備的な調査を行った。nNEMURO は
植物プランクトンは２種、動物プランクトンは３種あり、種の間の季節毎の世代交代等、NPZD
モデルよりも詳細な現象を表現できる。また、植物プランクトンの重要な制限要素である鉄が

入っており、特に鉄が枯渇している高緯度域の表現が改善することが期待される。 
・ CLIVAR/WGOMD による標準データを用いた 500 年程度の現在海洋再現実験（CORE-I）で得

られた物理場と整合した計算を海洋物質循環過程においても行うために、オフラインモデルを

改良し、流速場だけでなく水温・塩分場も読み込んだデータを使うようにした。このことによ

り、物理モデルとの整合性が増したのみならず、計算の高速化がなされた。 
・ 非等方的粘性スキームを導入することにより、赤道潜流の再現性が向上した。 
・ 厚さによるカテゴリー分けと移流スキームの改良を行った海氷モデルのパラメータ調整を行い、

より確実な再現性を得られるようになった。 
・ 海洋内部の短波放射の取り扱いを精緻化し、クロロフィル分布を介して物理場と生物場の相互

作用を表現できるようになった。 
・ モデル開発を効率化するために、予報変数等の出力機能を拡充した。 

② 国際標準実験の実施 
・ CLIVAR/WGOMDによる標準データを用いた 500年程度の現在海洋再現実験を行った。まず、

月別気候値を用いた長期積分実験を進め、準定常状態を得た。次に、大気海洋結合モデル実験
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や 6 時間平均外力実験を行って確認されたモデルドリフトの問題を解消するために、この結果

を初期値として、海面風応力の与え方・拡散パラメータ・対流調節スキームに変更を加え、月

別気候値を用いた長期積分実験を行った。その結果、海洋大循環の各種流量（北大西洋深層水、

南極周極流等）に関して、良好な再現性を得た。 
・ 生態系モデルの解析において、これまでの研究では、栄養塩が深層に豊富にあり表層では比較

的枯渇していることから、下からの栄養塩供給に焦点が当てられてきた。しかしながら、水平

勾配が大きなモード水形成領域においては、モード水形成時における対流による深層水の高栄

養塩の取り込みに加えて、それがどのように亜熱帯循環によって運ばれていくかが、下流の栄

養塩および生物生産に重要であることがわかった。 
・ 海洋環境モデルの実験結果を評価するための検証用データとして、気象庁 137E 定線観測デー

タ（化学成分、栄養塩等）を基準層に線型内挿した断面データ（1994 年から 2008 年までの 29
航海分）を作成した。 

③ 新大型計算機に最適な計算スキームの検討 
・ 新大型計算機への対応として、並列計算における、計算領域２次元分割を新たに導入し、通信

効率を向上させた。また、新型の大型計算機においてはメモリへのデータの転送がボトルネッ

クになることが多いため、一部のルーチンにおいては一度読み込んだデータを有効利用するた

めに計算順序を変更した。その結果、従来の南北方向の１次元分割時よりも高速な計算が実施

可能となった。 
 
 
副課題２ 日本近海の海洋環境変動の予測可能性に関する研究 

 

副課題２の研究担当者 

山中吾郎、石崎 廣、辻野博之、本井達夫（海洋研究部） 

 

副課題２の本年度の計画 

① 高解像度日本近海モデルを開発する。特に、日本近海の黒潮流路、海氷分布および水塊分布の再

現性を向上するために、水平粘性過程、海氷過程、千島列島付近の潮汐混合過程等の改良を行う。 
② 高解像度日本近海モデルを国際標準実験（CORE-II）に基づいた外力で駆動した実験を行う。 
③ 新大型計算機に最適な計算スキームを検討する。 
④ 双方向ネスティングコードを開発・改良する。 

 

副課題２の本年度の成果 

① スキームの開発・改良：高解像度日本近海モデルを作成した。日本近海の黒潮流路の再現性を向

上させるために、水平粘性過程の改良を行い、日本南岸における安定な黒潮流路と現実的な黒潮

流量を得ることができた。 
② 国際標準実験の実施：高解像度日本近海モデルを国際標準実験（CORE-II）に基づいた外力で駆

動した実験を行い、今後の改良の指針とするための基準データを得た。 
③ 新大型計算機に最適な計算スキームの検討：新大型計算機への対応として、並列計算における、

計算領域２次元分割を新たに導入し、通信効率を向上させた。また、新型の大型計算機において

はメモリへのデータの転送がボトルネックになることが多いため、一部のルーチンにおいては一

度読み込んだデータを有効利用するために計算順序を変更した。その結果、従来の南北方向の１

次元分割時よりも高速な計算が実施可能となった。 
④ 双方向ネスティングコードの開発：ネスティング計算における、低解像度モデルと高解像度モデ

ルのデータ通信を効率的に行うことが可能なモデルカップラーの導入を行い、モデルカップラー

を用いて双方向ネスティングコードを開発した。 
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大気化学環境変動とそのメカニズムの解明に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 松枝秀和（地球化学研究部 第一研究室長） 

 
研究の目的 

温室効果ガスの大気増加・海洋吸収の変動評価およびその人為的・機構的要因の診断解析手法を

開発し、地球温暖化の監視技術の高度化を図る。 
 
 

副課題１ 温室効果ガスの時空間変動の実態把握に関する観測研究 

 
副課題１の研究担当者 

坪井一寛、澤 庸介、松枝秀和、馬淵和雄（地球化学研究部）、和田 晃（気象大学校） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 定期航空機と気象研究所露場における温室効果ガスの観測を継続して測定データを収集し、デー

タベース化を図る。 
② 綾里・与那国島・南鳥島の大気観測所におけるラドン濃度の観測を継続して測定データを収集し、

データベース化を図る。 
③ 気象庁と標準ガス比較検定実験を実施し、情報を提供する。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 定期航空機を利用した二酸化炭素連続観測とフラスコサンプリングによる毎月 2 回の観測を継続

し、それらの温室効果ガス測定値をデータベースとして作成した。また、気象研究所露場及び鉄

塔を利用して、４つの高度（1.5m、25ｍ、100ｍ、200ｍ）別に温室効果ガス濃度の連続観測を

年を通して継続し、それらの観測値をデータベースとして作成した。 
② 綾里・与那国島・南鳥島の大気観測所におけるラドン濃度の連続観測を実施し、年を通した 1 時

間平均測定データが取得され、それらをデータベースとして作成した。 
③ 気象庁と標準ガス比較検定実験を予定通り 2 回実施し、情報交換を行った。その結果、この一年

間に大きな濃度変化は起こっていないことが確認できた。 
 

 

副課題２ 温室効果ガスの変動メカニズムの解明に関する解析研究 

 
副課題２の研究担当者 

澤 庸介、坪井一寛、松枝秀和、馬淵和雄（地球化学研究部） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 観測で得られた高分解能のデータベースを利用して、温室効果ガス濃度の時系列解析を行い、濃

度変動の特徴を把握する。 
② 気象庁再解析気象データを利用した物質輸送メカニズムの解析手法を確立する。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 定期航空機による二酸化炭素連続測定のデータを利用して、観測頻度の多い欧州と北米路線の観

測で得られた圏界面付近の濃度変動を解析した。その結果、上部対流圏から下部成層圏にわたる

長期的な濃度上昇が継続していること及び、最近の季節変動の特徴はこれまでの解析結果と良く

一致していることがわかった。 
② 対流圏内の二酸化炭素濃度の高度別時間変動を解析するために、気象庁再解析データ（JCDAS）

を用いた境界層（PBL）の上下層を分別する手法を検討した。その結果、JCDAS から計算され

るバルクリチャードソン数=0.25 である高度を PBL 上端とし、さらに PBL 上端より温位+10K
までを遷移領域として区分する解析手法が有効であることがわかった。一方、オセアニア路線に
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大気化学環境変動とそのメカニズムの解明に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 松枝秀和（地球化学研究部 第一研究室長） 

 
研究の目的 

温室効果ガスの大気増加・海洋吸収の変動評価およびその人為的・機構的要因の診断解析手法を

開発し、地球温暖化の監視技術の高度化を図る。 
 
 

副課題１ 温室効果ガスの時空間変動の実態把握に関する観測研究 

 
副課題１の研究担当者 

坪井一寛、澤 庸介、松枝秀和、馬淵和雄（地球化学研究部）、和田 晃（気象大学校） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 定期航空機と気象研究所露場における温室効果ガスの観測を継続して測定データを収集し、デー

タベース化を図る。 
② 綾里・与那国島・南鳥島の大気観測所におけるラドン濃度の観測を継続して測定データを収集し、

データベース化を図る。 
③ 気象庁と標準ガス比較検定実験を実施し、情報を提供する。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 定期航空機を利用した二酸化炭素連続観測とフラスコサンプリングによる毎月 2 回の観測を継続

し、それらの温室効果ガス測定値をデータベースとして作成した。また、気象研究所露場及び鉄

塔を利用して、４つの高度（1.5m、25ｍ、100ｍ、200ｍ）別に温室効果ガス濃度の連続観測を

年を通して継続し、それらの観測値をデータベースとして作成した。 
② 綾里・与那国島・南鳥島の大気観測所におけるラドン濃度の連続観測を実施し、年を通した 1 時

間平均測定データが取得され、それらをデータベースとして作成した。 
③ 気象庁と標準ガス比較検定実験を予定通り 2 回実施し、情報交換を行った。その結果、この一年

間に大きな濃度変化は起こっていないことが確認できた。 
 

 

副課題２ 温室効果ガスの変動メカニズムの解明に関する解析研究 

 
副課題２の研究担当者 

澤 庸介、坪井一寛、松枝秀和、馬淵和雄（地球化学研究部） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 観測で得られた高分解能のデータベースを利用して、温室効果ガス濃度の時系列解析を行い、濃

度変動の特徴を把握する。 
② 気象庁再解析気象データを利用した物質輸送メカニズムの解析手法を確立する。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 定期航空機による二酸化炭素連続測定のデータを利用して、観測頻度の多い欧州と北米路線の観

測で得られた圏界面付近の濃度変動を解析した。その結果、上部対流圏から下部成層圏にわたる

長期的な濃度上昇が継続していること及び、最近の季節変動の特徴はこれまでの解析結果と良く

一致していることがわかった。 
② 対流圏内の二酸化炭素濃度の高度別時間変動を解析するために、気象庁再解析データ（JCDAS）

を用いた境界層（PBL）の上下層を分別する手法を検討した。その結果、JCDAS から計算され

るバルクリチャードソン数=0.25 である高度を PBL 上端とし、さらに PBL 上端より温位+10K
までを遷移領域として区分する解析手法が有効であることがわかった。一方、オセアニア路線に
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おける上部対流圏の二酸化炭素濃度データについて、最近 17 年間の南北分布の変動を解析した

結果、徐々に南北の濃度勾配が大きくなってきていることがわかった。これは、化石燃料燃焼に

よる放出が毎年上昇を続けていることに起因しており、北半球大気への二酸化炭素の偏在化が

徐々に起こっていることを強く示唆した。 
 

 

副課題３ 高度化陸域生態系過程を導入した気候モデルによる大気―陸面相互作用に関するモデル 

研究 

 

副課題３の研究担当者 

馬淵和雄、澤 庸介、松枝秀和、坪井一寛（地球化学研究部） 
 
副課題３の本年度の計画 

① 現存の陸域生態系モデルに、動的植生変動過程等を新たに導入してモデルの高度化を図る。 

 

副課題３の本年度の成果 

① 現存の陸域生態系モデルの物理・生物過程に関して、植生変動インパクト数値実験による結果か

ら、大気―陸域生態過程相互作用における諸要素の因果関係の解析を行った。それにより、モデ

ルシミュレーション結果への動的植生変動過程導入時のインパクトについての検証を行い、動的

植生変動過程導入の効果と有効性について検討できるデータを取得した。また、陸域炭素循環へ

の海氷変動インパクトに関する数値実験を開始した。 
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海洋中炭素循環変動の実態把握とメカニズム解明に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 緑川 貴（地球化学研究部 第二研究室長） 

 
研究の目的 

温室効果ガスの大気増加・海洋吸収の変動評価およびその人為的・機構的要因の診断解析手法を

開発し、地球温暖化の監視技術の高度化を図る。 
 
 

副課題１ 長期変化傾向を検出するための観測・品質管理手法の開発 

 
副課題１の研究担当者 

石井雅男、笹野大輔、小杉如央、青山道夫、緑川 貴（地球化学研究部） 
 
副課題１の本年度の計画 

① pH 測定装置の性能試験を行って、高精度化に向けたソフト・ハードウェアの改良を実施する。 
② 全アルカリ度測定装置の改造を行って、高精度化を図る。 
③ 酸素センサーの実用化に向けたアルゴリズム開発を行う。 
④ 栄養塩標準の確立や分析マニュアル作成を行うための国際的な枠組み作りをユネスコなどの協力

の下で進める。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 海水前処理装置の動作を調整し、精度±0.001 の pH 測定を実現した。本庁における業務運用な

どを踏まえ、作業マニュアルを作成した。 
② 酸素センサーによる観測結果から、応答速度や経時変化等の性能を評価した。その観測結果に基

づいてアルゴリズムを開発し、採水による分析値との差が約±1µmol/kg 以内の補正を可能にした。

その詳細について英文で原稿を作成した。 
③ ユネスコ政府間海洋学委員会（IOC）の総会において、栄養塩標準の研究グループ発足を提案し

承認された。また国際海洋探査委員会（ICES）の 2009 年年次総会にも同様の提案を行い承認さ

れた。その結果、The Joint IOC-ICES Study Group on Nutrient Standards が発足し、青山が

議長に就任した。新しい海水中栄養塩分析マニュアルは、関係者の査読意見を集めて原稿の改訂

を行い、出版する準備に取り掛かった。 
④ 全アルカリ度測定装置については、新型滴定光学セルを作製し、光量の調整とフィルターの取り

付けを行って、再現性の高い測定系を構築することができた。 
 

 

副課題２ 温室効果ガスの海洋蓄積の実態把握 

 
副課題２の研究担当者 

石井雅男、笹野大輔、小杉如央、緑川 貴（地球化学研究部）、増田真次、平石直孝（気象庁地球環

境・海洋部海洋気象課） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 気象庁と協力して、北太平洋の東経 137 度、165 度、赤道域等の航海にて各層採水を行い、全炭

酸濃度、pH、全アルカリ度等の炭酸系パラメータを高精度で観測する。センサーによる溶存酸素

の鉛直高密度観測を併せて行う。 
② データ品質をチェックした後、データセットを作成して WMO 温室効果ガス世界資料センター

（WDCGG）から公開する。 
③ 他機関で取得された炭酸系データを収集し、深海のデータや標準物質の分析情報などに基づいて、

データセット間の系統誤差を補正することにより、広域の時系列データセットを作成する。 
④ 東経 137 度、165 度における炭酸系や溶存酸素濃度の長期トレンドを評価する。 
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副課題２の本年度の成果 

① 計画通りに各層採水を行い、分析を進めた。 
② 2008 年 4 月までのデータについて一次品質管理作業を終え、北太平洋海洋科学機構（PICES）

の統合データ”PACIFICA”に加えた。 
③ PACIFICA のデータセットの系統誤差評価を開始した。 
④ 東経137度の各点・各層における全炭酸濃度と溶存酸素濃度の1994年以降のトレンドを解析し、

この海域の海洋内部における人為起源 CO2の蓄積や酸性化の動向を解明した。 
⑤ 東経 165 度の各点・各層における溶存酸素濃度の 1980 年代以降の長期トレンドを解析し、亜熱

帯域～亜寒帯域の中層の酸素極小層より上部などにおいて有意な変動があることを明らかにした。

その原因についても解析を進めた。 
⑥ 2009 年秋季航海までに採取した試料の分析については、予定通り終了した。 

 

 

副課題３ 海洋中炭素循環変動メカニズムの解明 

 

副課題３の研究担当者 

石井雅男、笹野大輔、小杉如央、青山道夫、緑川 貴（地球化学研究部）、本井達夫、中野英之（海

洋研究部）、和田章義（台風研究部） 
 
副課題３の本年度の計画 

① 観測データとの比較検証を行って、内部輸送過程や生物地球化学的過程の精緻化などに重点を置

いて海洋物質循環モデルを改良する。 
② 台風研究部で開発中の数値モデルを利用して、台風通過に伴う海洋表層炭酸系の変動の再現を検

討する。 
③ 栄養塩標準を使った南太平洋での観測航海を行うと共に、過去の全球の栄養塩データの解析を行

い、窒素／リン比の変動について検討する。 

 

副課題３の本年度の成果 

① モデル検証に必要な初期値（海洋データ：東経 165 度等航海、WOCE、WOA05）、境界条件（気

象データ：JRA, CORE 等）、検証データ（海洋データ）といった観測データを整備して、海洋有

光層・混合層内の各種プロセス（光合成、再無機化等の生物地球化学的過程や沈降等の内部輸送

過程）に特に注目したモデル検証実験を行うことで、観測とモデルの比較検証を行った。 
② 物質の内部輸送過程と生物地球化学的過程パラメータを調整してモデルの改良を行い、海面二酸

化炭素フラックスや海洋中炭素蓄積量の季節変化・経年変動の要因について感度実験を行って検

討した。 
③ 東シナ海ブイで 1997 年台風 11 号、13 号の通過時に観測された CO2フラックスの突発的な増加

に伴う物理過程を詳細に見るために、海洋混合層モデルにより作成した大気外力を元に、海洋大

循環モデル (MRI.COM) により数値シミュレーションを行った。CO2 フラックスの突発的な増

加量が台風 11 号、13 号の両事例とも同程度であったにも関わらず、台風 11 号についてはエク

マン輸送が卓越する一方、台風 13 号では鉛直乱流混合による海洋混合層の深まりが顕著であっ

た。 
④ 南太平洋南緯 17 度線に沿う横断航海において、全点で栄養塩標準を使い明示的にコンパラビリ

ティを確保した栄養塩データセットを作成した。過去の栄養塩データの解析を 1980 年代以降に

ついてほぼ終了した。これらの結果からわかったことは、1000m 以深の中深層での栄養塩の水平

方向の変動の大きさがこれまで理解されていたものよりはるかに小さいということである。北太

平洋中央部では、硝酸塩とリン酸塩の比は 3000m 以深では 14.3 程度の値であるのに対し、1980
年から 1990 年にかけての過去のデータは 14.3 から 15.5 程度の広い範囲を示している。この違

いは化学分析精度の不足に起因すると結論できた。また、栄養塩標準を使って得られた硝酸塩と

リン酸塩の比の変動は、これまで理解されていたものよりはるかに小さいものであることがわか

った。1990 年以降の全海洋の硝酸塩とリン酸塩の比は暫定値として 14.26 程度である。 
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地上観測による大気要素の放射収支への影響の実態解明 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 内山明博（気候研究部 第三研究室長） 
 
研究の目的 

気候変動、大気環境の監視技術を高度化する要請に応え、雲やエーロゾルの影響を精密に把握す

るためには、気象現業機関で実施されている放射観測を高度化する必要がある。そのために必要な

基盤技術の開発を行うとともに、雲・エーロゾルの放射影響の実態を把握する。 
 

 
副課題１ 雲・エーロゾルの監視と放射影響の実態解明に関する研究 

 
副課題１の研究担当者 

内山明博、山崎明宏、坂見智法、工藤 玲（気候研究部） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 観測精度向上のための研究 
 雲の特性を測定するため、気象研究所内の他のグループの協力を得て、マイクロ波放射計、シー

ロメーターを導入し連続観測をできるようにする。 
 防塩用フードを開発し、南鳥島で直達日射量の連続観測を可能にする。 
 スカイラジオメーターの温度特性を調べる。 
 太陽周辺光の分布画像を撮る手法の開発に着手する。 

② 測定データの解析ソフトウェアの開発・改良 
 スカイラジオメーターのデータ解析法に、非球形効果を考慮する解析法を開発し、その影響を評

価する。 
 スカイラジオメーターの近赤外チャンネルを利用したエーロゾル・雲特性の推定法について検討

する。 
 全波長の全天日射計、直達日射計のデータからエーロゾルの特性を推定する方法を開発する。 
 エーロゾルの散乱係数、吸収係数の測定データから、一次散乱アルベドを補正する方法を開発す

る。 
③ 雲・エーロゾル特性、放射影響の変動特性の実態把握 
 スカイラジオメーターの過去データを再解析するために整備する。 
 宮古島の全波長および近赤外波長の全天日射計、直達日射計のデータを解析するためにデータの

整備を行う。 
 長期間の全波長の全天日射計、直達日射計のデータの解析のため、長期観測データがある地点の

データの収集を始める。 
 

副課題１の本年度の成果 

① 観測精度向上のための研究 
 つくばにおいて、定常的に行っている各種観測データ（放射、サンプリング観測）を定期的に図

化し、WEB 上で閲覧するシステムを構築した。 
 雲特性測定のために、物理気象研究部の協力を得て、シーロメータの観測データを上記 WEB シ

ステムで閲覧できるようにした。 
 気象庁環境気象管理官が精密日射観測を行うのに合わせ、直達日射計用防塩装置の作成に協力し

た。 
 気象測器検定試験センターの恒温槽を利用してスカイラジオメーターの温度特性（-20℃から

40℃）を調べた結果、最大で 10%程度の影響が出る可能性があることが分かった。温度依存を考

慮して検定定数の季節変化を調べたが、その影響は小さかった。 
② 測定データの解析ソフトウェアの開発・改良 
 非球形粒子の効果を考慮したスカイラジオメーターの解析法の結果をまとめ、論文として投稿し

た。 
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 スカイラジオメーターの観測値による雲情報の推定に関して、過去の研究をレビューし、最尤法

を用いる推定、カルマンフィルターを用いる推定といった複数の推定手法について検討し、開発

を行った。 
 数十年の長期的なエーロゾルの変動と放射への影響を調べるために、全波長の全天日射計、直達

日射計のデータからエーロゾルの光学特性を推定する手法を開発した。推定精度は、光学的厚さ

が 0.03、一次散乱アルベドが 0.05 程度であり、十分に実用可能な精度であった。 
 TSI model 3563 と PSAP（３波長）を想定して、エーロゾルの散乱係数、吸収係数の測定デー

タから、一次散乱アルベドを補正する方法を改良した。OPAC のモデルでシミュレーションによ

り誤差評価を行ったところ、安定して誤差 0.005 以下で推定できた。 
 気象研究所に設置しているスカイラジオメーターの準器からの検定定数の転写結果の見直し、再

計算を開始した。 
③ 雲・エーロゾル特性、放射影響の変動特性の実態把握 
 宮古島の過去データは GEOSS/SKYNET として公開できるようにした。 
 1970 年代から気象庁が行ってきた国内 14 地点の全波長の全天日射計、直達日射計のデータを収

集した。また、放射計算に必要なゾンデ、オゾン、二酸化炭素のデータを同期間分収集した。館

野のデータは、②で開発した推定法による解析を開始した。 
 
 

副課題２ エーロゾルの光学特性の測定とモデル化に関する研究 

 
副課題の研究担当者 

内山明博、山崎明宏、坂見智法、工藤 玲（気候研究部）五十嵐康人、財前祐二、高橋 宙（環

境・応用気象研究部）、増田一彦、石元裕史（気象衛星・観測システム研究部） 
 
副課題の本年度の計画 

① エーロゾル光学特性測定法の改良 
 ネフェロメーター（エコテック社製の M9003）の光源の改造を行い、赤色波長（700nm）の S/N

比を上げる。 
 散乱係数の湿度依存の計測の自動化するために、システムの検討と実験を行う。 

② エーロゾルの基礎物理・化学量の測定と実態把握 
 つくばで秋季から冬季に試験的に電子顕微鏡用資料を採取し、採取したエーロゾルの大きさ、形

態、混合状態、組成の分析を行う。 
③ エーロゾル光学特性の観測値と計算値に比較によるモデル化 
 理論計算のための粒子のモデル化と試験的に一次散乱量の計算を行う。 

 

副課題の本年度の成果 

① エーロゾル光学特性測定法の改良 
 M9003 の光源を改良して光量の増加を図り S/N を上げた。湿度特性の測定は、システムの検討

を行った結果、除湿には乾燥空気作成のため冷却装置が必要であり加湿試験のみ行い、除湿試験

を行わなかった。 
② エーロゾルの基礎物理・化学量の測定と実態把握 
 過去データ（2009 年 3,4 月の福岡での観測データ）から黄砂が飛来している日のデータについて

分析を行い、黄砂粒子の形状モデル作成のためのデータを提供した。また、個々の粒子の組成分

析、粒径を調べた結果、黄砂粒子は主に直径１μm 以上であり、主要元素が珪素の粒子とカルシ

ウムの粒子の 2 種類が存在すること、また珪素の粒子は不規則形状、カルシウム粒子は液滴また

は表面が細かい結晶になっているものが多いことがわかった。 
③ エーロゾル光学特性の観測値と計算値に比較によるモデル化 
 電顕画像とモンテカルロシミュレーションをもとにしたエーロゾル粒子形状モデルの作成手法

を開発した。鉱物性粒子について、この手法を用いて粒子形状モデルを作成した。決定した粒子

形状モデルに基づき光散乱特性のデータベース作成を開始した。 
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意図的・非意図的気象改変に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 村上正隆（物理気象研究部 第一研究室長） 
研究担当者： 村上正隆、折笠成宏、斉藤篤思、田尻拓也（物理気象研究部）、橋本明弘（予報研究

部）、永井智広、酒井 哲、中里真久、石元裕史（気象衛星・観測システム研究部）、

財前祐二（環境・応用気象研究部） 

 

研究の目的 

人工降雨で代表される意図的気象改変技術の確立および雲・降水の数値予報精度の向上や気候変

動に影響を及ぼすエーロゾルの間接効果（非意図的気象改変）の解明を目的とする。 
 
 

本年度の計画 

① 直接観測によるエアロゾルのキャラクタリゼーション、雲核（CCN）・氷晶核（IN）の活性化ス

ペクトル、雲・降水粒子の時空間分布の測定技術の開発・改良を行う。 
② 雲生成チェンバーや雲核計・氷晶核計、各種エアロゾル測定装置等を用い、エアロゾルの物理化

学特性、CCN・IN の活性化スペクトルに関するモニタリング観測を実施する。 
③ 雲生成チェンバーや雲核計・氷晶核計等を用い、色々な大気環境（気温・上昇流）の下で、ダス

トエーロゾルの物理化学特性と CCN・IN としての活性化特性に関する実験を行い定式化する。 
④ その結果に基づき詳細雲物理ボックスモデルを改良する。 
⑤ 多波長ドップラーレーダ・２波長偏光ライダー・多波長マイクロ波放射計などの遠隔測定手法を

用いたエーロゾル・雲・降水のモニタリング技術の開発・改良を行う。 
 

本年度の成果 

① SMPS、OPC、雲核計、氷晶核計、電顕サンプラー装置を用いたエーロゾル観測システムを開発

し、雲・降水観測システムと組み合わせることにより航空機観測システムも構築した。 
② 大気エーロゾルのモニタリング観測を断続的に行い、つくば付近における平均的なエーロゾル粒

子数濃度（D>10nm）として 3,000-8,000#/cc を計測、約半数（-4,000#/cc）が CCN（SS=0.4%）

として働くことが示唆された。 
③ 氷晶核測定装置の調整を完了し、標準ダスト粒子として ATD を使用し活性化スペクトルの計測

性能を確認した。今後、モニタリング観測を実施・継続する。 
④ 初期露点や上昇速度を変えた初期雲生成（感度）実験を行い、ATD が-18C から IN として働く

ことを実証した。SMPSおよびCCN計を用いてダスト粒子の吸湿度を計測し、ダスト粒子がCCN
としても働き得ることを示した。その結果に基づき詳細雲物理ボックスモデルを改良中である。 

⑤ ２波長レーダー用雲微物理量導出プログラムを開発した。ライダー後方散乱係数（波長 532 nm）

と、エーロゾル数濃度（直径 0.3μm 以上）に良い相関があることがわかった。 
⑥ 多波長マイクロ波放射計のアングルスキャン計測が降雨時での雲水量推定誤差を軽減するのに

有効であることを確認した。 
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大気境界層の乱流構造の統合的研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 毛利英明（物理気象研究部 第二研究室 主任研究官） 
研究代表者： 栗原和夫（環境・応用気象研究部）、三上正男、萩野谷成徳、小野木茂、北村祐二（物

理気象研究部） 
 
研究の目的 

次世代数値モデルにおける大気境界層乱流パラメタリゼーションの高度化を図る。 
 
 

本年度の計画 

① 気象研究所非静力学モデル（気象研 NHM）のサブグリッド乱流過程に関し感度実験を行う。 
② Large Eddy Simulation（LES）に基づく境界層乱流の数値計算プログラムを作成する。 
③ 風洞において境界層乱流の大局的構造に関する実験を行う。 
④ 風洞において粒子画像風速測定（PIV）の開発を行う。 
⑤ 野外観測手法の検討・開発および気象研究所露場における予備観測を行う。 

 

本年度の成果 

① 気象研 NHM のサブグリッド乱流過程に関する感度実験について、実験を行う空間領域や積分時

間さらに対象とするパラメータについて検討を行い、計算を開始した。 
② LES に基づく数値計算プログラムを、並列化性能を考慮したうえで作成した。大型計算機におい

て、当初の想定どおりの空間解像度で問題なく数値実験が可能であることを確認した。 
③ 風洞において境界層乱流を生成し、その平均風速や運動量輸送量の鉛直分布を測定した。得られ

た結果に基づき、風洞実験との比較検証用の LES 数値計算の設定の検討を開始した。 
④ 風洞において性能試験を行いつつ、PIV 撮影装置の製作および画像処理プログラムの作成を行っ

た。PIV 測定に必要な良質の乱流可視化画像が取得できることを確認した。 
⑤ ウィンドプロファイラで平均風の鉛直分布を取得する際に観測精度を高める手法を考案した。さ

らに接地気象観測装置について前年度に整備した新型のボーエン比測定装置と旧型装置とで比

較観測を実施し、データの連続性に問題が無いことを確認した。 
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エーロゾル・雲・微量気体に関する衛星リモートセンシングの数値モデルへ

の活用のための基礎研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 真野裕三（気象衛星・観測システム研究部 第三研究室長） 
研究担当者： 真野裕三、増田一彦、上清直隆、石元裕史（気象衛星・観測システム研究部） 
 
研究の目的 

数値予報・環境・気候に関わる物質監視のために、性能向上が進みつつある地球観測衛星・極軌

道気象衛星・静止気象衛星を用いた雲・エーロゾル・微量気体に関する衛星データ利用技術を高度

化し、数値モデル等における衛星データの利用拡大を図る。 
 
 

本年度の計画 

① 陸域エーロゾル用の複素屈折率と陸面反射率の調整を行う。  
② 衛星データ収集保存の体制の整備を行う。  
③ 非球形粒子散乱モデルの改良を行う。 

 

本年度の成果 

① 気象衛星センターのエーロゾルプロダクト業務プログラムを当方のワークステーション上に移

植し、また同センターで受信した NOAA 衛星の一年分のデータを入手した。これにより、エー

ロゾルプロダクトの改良・検証を当方で行える体制を整えた。 
② 中国大陸上における顕著な黄砂発生事例をピックアップし、地上の AERONET 観測地点での光

学的厚さと上記プロダクトの光学的厚さが最もよく一致するような黄砂の複素屈折率を確定し

た。この複素屈折率を用いたルックアップテーブル（LUT）により、NOAA 衛星からの黄砂の

光学的厚さは AERONET の実測値とよく一致するようになった。 
③ 中国大陸上のエーロゾルとして Gray haze は黄砂以上に発生頻度が高い。しかも Gray haze は

黄砂と光学特性が全く異なるため、黄砂と Gray haze を識別した上で Gray haze 用の LUT を用

意しなければならない。今年度はその準備として、紫外～近赤外における黄砂と Gray haze の反

射スペクトルの違い、および熱赤外のスプリットウィンドーの輝度温度差を統計的に調べた。黄

砂と Gray haze の識別に関しては後者の方がシグナルが明確であった。 
④ 陸面反射率の調整については、AERONET 観測点が都市域にあることから都市域と都市域以外

で最低反射率の分布に違いがあるかどうかの調査を行った。砂漠と緑地帯の違いは明瞭であるが

都市域と都市域外に大きな違いは見られなかった。都市域の範囲をどう定義するかも問題である。 
⑤ 非球形粒子の散乱モデルを改良するために、フラクタル形状やボロノイ形状などモンテカルロ・

シミュレーションで作成した仮想粒子と実測で得られた画像情報などを組み合わせて、凝集体構

造を持つスス粒子や雪片、複雑な結晶構造をもつ氷晶や鉱物性エーロゾルなどの不規則形状粒子

をモデル化する手法を開発した。FDTD 法や応用幾何光学近似を用いてそれらモデル粒子につい

ての散乱特性計算を開始した。 
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エーロゾルと雪氷面との相互作用、及びライダーによるエーロゾル・雲・微

量気体観測技術の高度化に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 青木輝夫（物理気象研究部 第三研究室長） 
 
研究の目的 

光を吸収する性質の吸収性エーロゾル（主にすすとダスト）は雪氷面に沈着し、アルベドを低下

させることにより温暖化を加速させる性質を持っている。その効果を定量的に明らかにするため、

雪氷・放射観測、放射過程のモデル化等の手法を用い気候に与える効果を明らかにするとともに、

衛星観測により積雪物理量と雪氷面アルベドの変化を監視する。 
また、ライダーによるエーロゾルや雲・微量気体成分の観測は、全球エーロゾル輸送モデルや化

学輸送モデルの検証、データ同化による予測精度向上を図るうえで重要な役割を期待されているた

め、ライダーシステムとそのデータ処理技術の開発・改良を行い、エーロゾルや巻雲の光学・微物

理特性の解明やオゾン等の微量気体成分の観測精度向上を図る。 
 
 

副課題１ エーロゾル－雪氷相互作用に関する研究 

 
副課題１の研究担当者 

青木輝夫、朽木勝幸、庭野匡思（物理気象研究部）、内山明博（気候研究部）、田中泰宙（環境・応

用気象研究部） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 札幌にて放射収支等観測の実施、積雪アルベド物理モデルの不純物過程を改良。 
② 湿度依存性を考慮したエーロゾル光学モデルを全球エーロゾル輸送モデルに組み込む。 
③ 衛星リモートセンシングの雪氷面反射率モデルを改良。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 札幌にて放射収支等観測の実施し、積雪アルベド物理モデルの不純物過程を改良すると共に、積

雪を多層モデル化、短波加熱率計算等追加した。このモデルを過去３冬期間の札幌における積

雪・放射データによって検証した結果、短波長域アルベドの精度は二乗平均平方根誤差 0.066、
相関係数（R2）0.777 と比較的高精度であることが確認された。また、不純物が大気‐積雪相互

作用へ与えるインパクトを調べるために、積雪アルベド物理モデルに加えて雪面熱収支、雪中熱

伝導、水分移動、融解・再凍結、圧密などといった代表的な積雪物理過程を考慮した鉛直一次元

の積雪モデルを開発し、アルベドモデルと合わせて積雪変態・アルベドプロセス（Snow 
Metamorphism and Albedo Process：SMAP）モデルを構築した。札幌における観測データを入

力して一冬季間の積雪状態、および大気との相互作用の様子の変化を再現できるようになった。 
② 大気及び積雪中の吸収性エーロゾルの湿度依存性を考慮したエーロゾル光学モデルの改良を行

った。特に、黒色炭素とダストは最近の複数の文献を元に、複素屈折率、粒径分布、混合形態、

湿度依存性を見直し、コア・シェル型の内部混合を仮定し、波長別及び広波長帯域の一次散乱特

性のデータセットを再計算した。 
③ 積雪不純物濃度を黒色炭素とダストに分離して抽出するアルゴリズムを作成し、北海道における

波長別アルベド観測値に適用してその精度を検証した。その結果、不純物濃度が鉛直方向に不均

一な場合や不純物濃度が小さい場合に誤差が大きくなることがわかった。 
 
 

副課題２ ライダーによるエーロゾル・雲・微量気体観測技術の高度化に関する研究 

 
副課題２の研究担当者 

永井智広、酒井 哲、中里真久（気象衛星・観測システム研究部） 
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副課題２の本年度の計画 

① エーロゾルチェンバーを用いたエーロゾル光学特性（ライダー）と微物理特性（直接測定）の同

時測定と、両者の関係の調査。 
② 対流圏オゾンの準定常的なライダー観測。 
③ 二酸化窒素と二酸化硫黄の観測について、必要な波長の検討と事前精度評価。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 人工的に生成した硫酸塩粒子や海塩粒子、砂漠地帯で採取した鉱物粒子を用い、チェンバー内に

エーロゾルを含んだ大気環境を再現し、ライダー観測で得られる偏光解消度と直接測定で得られ

る粒径分布や形状とを比較した。その結果、鉱物粒子の偏光解消度は、半径１µm 以上が卓越す

る場合 23～28％、1µm 以下が卓越する場合 12～15％、半径 1µm 以下が卓越する硫酸塩・海塩

粒子の偏光解消度は液滴の場合 1％、固体結晶の場合 4～8％であることがわかった。 
② これまでの観測でデータ量が少ない月（12 月など）に対流圏オゾンライダーを用いた準定常的な

連続観測を行い、観測データを取得した。対流圏オゾンの高度分布観測手法の比較と精度検証を

行うために、高層気象台で行われたECC型オゾンゾンデとKC96型オゾンゾンデの連結観測と、

対流圏オゾンライダーとの同時観測を４回実施した。この中の１回では、茨城大学で開発された

将来の大気化学観測静止衛星への搭載を目指すオゾン分光器（テスト機）を使った観測も、筑波

山で行われた。この時は、曇天のため、高度 4km 程度以下の比較データのみが得られた。 
③ 二酸化硫黄及び二酸化窒素のライダー観測に関する事前精度評価のために、差分吸収法の精度評

価に使用されているスペクトル因子を計算した。二酸化硫黄について、本計算結果と前年度の調

査結果から、現代の日本における環境レベルの濃度測定は困難であるが、火山より放出された二

酸化硫黄のように濃度が十分高い場合は、現行の対流圏オゾンライダー観測データを用いて、オ

ゾンと二酸化硫黄濃度の同時導出が理論的に可能であるとの結論を得た。二酸化硫黄の最小測定

感度はおよそ 3×1017m-3程度であると見積もられた。この結果に基づき、気象研究所の３波長対

流圏オゾンライダー観測データ（三宅島の二酸化硫黄放出量が比較的大きかった 2005～2006 年

のデータ）を用いて、オゾンと二酸化硫黄の濃度の導出を試みた。その結果、2006 年 3 月 5 日

の観測データにおいて、高度 1～1.5km 付近に 3×1018m-3程度の二酸化硫黄が解析された。南風

でないときは、三宅島からの二酸化硫黄放出量が高いときでも、観測値は高くならなかった（例

えば 2005 年 4 月 5 日）。2005 年 2 月 2 日は、西風であったが高濃度の二酸化硫黄が高度 1km 付

近に観測された。この二酸化硫黄は、浅間山から放出されたものであると考えられる（気象庁の

観測で、この頃、浅間山から 3000～4000 トン/日の二酸化硫黄が放出されていたことがわかって

いる）。 
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都市気象モデルの開発 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 高橋俊二（環境・応用気象研究部 第二研究室長） 
 
研究の目的 

都市気象を精度よく再現、予測可能な都市気象モデルを開発し、都市気象メカニズムの解明と都

市気象に伴う極端現象の解析・予測を通じた気象庁の情報発信の高度化に資することを目的とする。 
 
 

副課題１ 都市気象全般を表現可能な都市気象モデルの開発 

 

副課題１の研究担当者 

高橋俊二、栗田 進、日谷道夫、青栁曉典（環境・応用気象研究部）、清野直子（予報研究部）、萱

場亙起（気象庁地球環境・海洋部 気候情報課） 

 

副課題１の本年度の計画 

① １層都市モデルに降水、降雪の水文過程を導入。 
② 開発したモデルによる事例検証と精度確認。 
③ NHM のサブモデルとしてプロトタイプの気象庁への提供。 
④ 多層モデル化に向けた表面摩擦係数、乱流スケール等のモデルパラメータの検討。 
⑤ １次元の多層モデルの開発と中立大気中の観測・実験データとの比較実験。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 前年度に導入したビル面からの潜熱輸送過程を含んだ 1 層都市モデルについて、夏季降水日にお

ける動作試験を実施した。降水イベント後、ビル面からキャニオン大気に向かう潜熱輸送量は、

パラメータとして与える最大貯水量に依存する。いくつかの感度実験を行い、最大貯水量は

1mm@屋上面、0.1mm@壁面（降水終了後の日中、表面が乾燥するまでに、屋上で 6 時間程度、

壁面で 3 時間程度かかる設定）をデフォルト値として設定した。これら、潜熱輸送過程を含む 1
層都市モデルの概要とその特性について、第 7回国際都市気候会議で発表した。降雪については、

他の地表面スキームでの取り扱い方について調査を実施した。 
② 都市域（住宅街）における熱収支観測のデータ（Moriwaki and Kanda 2004）が公開されている

2005 年 8 月について、関東地域における 1 ヶ月間のタイムスライス実験を行った。その結果、

熱収支においては、日没以降、顕熱フラックスが長く持続し、住宅街での熱収支の観測結果と符

合することを確認した。また、アメダス地点における地上気温のバイアスも検証し、平板スキー

ムにおける都心での夜間負バイアスの改善効果があることが示された。また、１層都市モデルの

検証データの収集・整備を行い、地上気温についてモデルとの比較を行った。１層都市モデルで

表現される地上気温は都市の建物パラメータに大きく依存し、地上気温の再現性を向上させるた

めには、都心と郊外の土地利用の違いをモデルの入力パラメータに反映させる必要があることが

わかった。気象庁屋上において都市域における放射収支データを取得し、モデルとの比較検討を

行った。観測から、都市における放射量のうち、特に赤外放射は、つくばにおける放射量と差が

あることが示された。 
③ 潜熱輸送過程を導入した 1 層モデルを NHM に導入を行い、気象庁本庁および東京管区気象台へ

提供した。本モデルを適用した NHM による降水場再現実験が東京管区気象台・名古屋地方気象

台との地方共同研究「都市域に強雨をもたらす降水系の構造と環境の調査」の中で実施された。 
④ 多層化した都市キャノピー層内部の運動量、熱に対する２階連立微分方程式を安定に解く解法を

テストし、考えられる境界層内の大きな気温、風速変動に対し安定な計算を行うことを確認した。

運動量方程式のパラメータとして、都市キャノピー層内の乱流スケールと各層の摩擦係数につい

て理論的考察を行い各パラメータを決定した。多層化した壁面への短波長放射、長波長放射の配

分を計算するモジュールを開発した。放射平衡状態における壁面表面温度の鉛直プロファイルの

導出など、多層放射スキームの動作確認を実施した。また本スキームを用い、都市ブロック群の

立体構造に起因する表面温度の上昇について調査した。その結果、立体構造が深くなるにつれて、
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放射平衡状態での平均的な放射輝度温度が高くなること、単層のスキームではその放射輝度温度

を過大評価する可能性があることがわかった。 
⑤ ④で決定した都市スキームについて、都市を模したブロック障害物で行われた風洞実験および

Large Eddy Simulation（LES）、モデルによる風速鉛直分布、運動量輸送量のデータを再現する

ことを確認した。 
 
副課題２ LES による都市気象モデルの検証と微気象 LES モデルの開発 

 
副課題２の研究担当者 

栗田 進、高橋俊二、青栁曉典（環境・応用気象研究部） 

 
副課題２の本年度の計画 

① 都市大気境界層に適合した LES モデルの開発 
 
副課題２の本年度の成果 

① 複雑な都市の例として行った列状の都市キャノピー群を用いた風洞実験の解析を進め、都市の

neighborhood scale（1-2km）に特有な境界層構造を得、論文として発表した。この結果を用い

て、LES モデルによる再現実験を行い、LES モデルの検証を行った。その結果から、LES モデ

ルの改良すべき点として分解能の向上・境界条件等の改良すべき課題が得られた。 
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大気エーロゾル粒子の性状とその変動過程に関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 五十嵐康人（環境・応用気象研究部 第四研究室 主任研究官） 
研究担当者： 五十嵐康人、財前祐二、高橋 宙、直江寛明（環境・応用気象研究部） 
 
研究の目的 

大気エーロゾルの移流・変質にかかる素過程（発生・輸送・変質・沈着過程）の高度化による予

測スキームの改善に必要なパラメータの設定などのため、大気エーロゾル粒子の混合状態、生成過

程、吸湿特性、ダスト沈着量などについて実験・観測により現象の解明を行い、予測技術の高度化

に資することを目的とする。 
 

本年度の計画 

① 【組成・混合】榛名山においてインパクターを用いて大気エーロゾル粒子のサンプル採取・分析

を開始。すすの粒径分布、形態、混合状態について測定方法を確立する。 
② 【２次粒子生成】エーロゾル生成過程について模擬する実験装置や SMPS などの観測機器を整備

し、つくばにて観測を開始する。 
③ 【湿度特性】湿度コントロール、粒子発生等の実験装置を整備して大気エーロゾルの湿度特性を

調べる実験を開始する。 
④ 【沈着量】つくばにおいてダストの湿性・乾性沈着量観測を Wet/Dry サンプラーを用いて行う。 

 

本年度の成果 

① 【組成・混合】春季に石川県宝達山、福岡、つくばで採取した黄砂イベント時の個別エーロゾル

粒子を分析した。黄砂には、シリケイトが主成分の粒子とカルシウムが主成分の粒子があること、

カルシウム主成分の黄砂は水溶性成分を多く含んでいることが示唆された。冬季の乾燥した大気

中で採取された硫酸塩粒子の多くは固体であり、すすとの内部混合形態は、すすが硫酸塩の表面

に付着する形態であることが示唆された。冬季（12 月）に、新穂高（高度 2156m）において、

サンプルを採取し、現在分析中である。1 月に榛名山頂に自動インパクターを設置し、1 日毎の

サンプル採取を開始した。 
② 【２次粒子生成】SMPS（粒径分布測定装置）、UCPC（超微粒子用 CPC）、SO2計、サルフェー

トモニター等による前駆気体および粒径別粒子個数濃度の連続測定のための準備を行った。また、

黄砂時のナノ粒子及び硝酸ガスの濃度低下が都市部で見いだされた。なお、粗大粒子による微小

粒子の除去が起きているのかどうか、検討を進めている。 
③ 【湿度特性】塩化ナトリウム、硫酸アンモニウム、炭酸カルシウム、標準黄砂、ブラックカーボ

ンの各粒子を発生させる室内での実験を行った。また、湿度を変化させるシステムを整備したが、

湿度特性の測定は準備中である。さらに、硫酸塩の吸湿膨張と鉱物粒子の疎水性について、気象

研究所で採取した黄砂時の実サンプルを環境 SEM（走査型電子顕微鏡）で観察し、湿度特性に

関する発表を行った。 
④ 【沈着量】2007 年春季のつくばでの乾性・湿性降下物の観測データを解析した結果から、水溶

性化学物質の乾性・湿性降下量の時間変動の支配要因は、主に気団の発生地域・水蒸気混合比・

および黄砂イベントであることを明らかにした。つくばで風速が大きいときに、局所的なダスト

が乾性降下物に占める割合が大きかった。湿った気団での水溶性化学物質の乾性降下量は、乾い

た気団での場合より大きかった。2007 年 4 月のダストの総降下量は 4220mg で、水溶性化学物

質は 10-636 mg/月の範囲に及んだ。ダストの総降下量のうち 72%を湿性降下物が占め、水溶性

化学物質の湿性降下量は 72-96％を占めた。 特に、最大の湿性降下量は 4 月 3 日の黄砂事象で

発生した。このイベントは月間ダスト降下量の 23%（950 mg）を占め、水溶性化学物質の月間

降下量の 2-28%（0.43-51mg）を占めた。この結果は、1 回のダストイベントであっても規模が

非常に大であれば、東アジアの陸海の生態系に広範囲に影響を起こし得ることを示唆する。 
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次世代リモートセンシングに関する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 小林隆久（気象衛星・観測システム研究部 第四研究室長） 
研究代表者： 足立アホロ、山内 洋、鈴木 修、猪上華子（気象衛星・観測システム研究部）、小

野木茂（物理気象研究部） 
 
研究の目的 

偏波機能、多周波観測、高速スキャンなど今後大きな発展が期待されている地上・衛星搭載レー

ダーやウィンドプロファイラーにおいて雲・降水観測精度の向上とデータ利用の高度化を図り、防

災気象や気候研究に不可欠な雲・降水メカニズムの解明、今後の気象観測システム構築に資するの

が目的である。 
 

本年度の計画 

① 固体化レーダーデータ処理・解析システムを開発するとともに固体化レーダー検証観測の準備を

行う。 
② レーダーシミュレータの開発。 
③ 衛星搭載レーダー等新しいリモートセンシングのデータ解析および利用手法の問題点の検討。 

 

本年度の成果 

① 固体化レーダーデータ処理・解析システムを開発すると共に、固体化レーダーで推定される雨滴

の粒径分布や雨量強度を地上観測で検証するための準備として以下のことを行った。粒径分布や

雨量強度を地上で観測する装置を高層気象台の露場に設置し、高層気象台の雨量計と同時観測を

行い精度を検証した。精度の確認の後、国土交通省江戸川河川事務所の関宿雨量観測所と熊谷地

方気象台にそれぞれ移設し、現地での観測を開始した。観測データは順調に取得できている。 
② レーダーシミュレータを開発し、初期結果として偏波パラメータの波長依存性や非静力学モデル

で出力される降雨強度と偏波レーダーから推定される降雨強度との比較結果などが得られた。ま

た C-band レーダーでは、観測される偏波パラメータへの気温の影響が無視できない程度に大き

い可能性があることが示唆された。この影響については今後、詳細に研究する予定である。 
③ 1.3GHz ウィンドプロファイラのノイズ低減手法およびこれを用いた雨滴の粒径分布抽出手法に

関する検討を行った。 
④ 台風に伴う局所的な強風についての事例解析を行い、これまで行われてこなかった 1.3GHz ウィ

ンドプロファイラによる降雨時の大気の鉛直流を推定する方法について検討と応用を行った。 
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吾妻山における圧力源モデルに基づく監視手法の高度化 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 22 年度） 
研究代表者： 関根一男（仙台管区気象台技術部地震火山課） 

研究担当者： 山里 平、高木朗充、福井敬一、安藤 忍、鬼澤真也（地震火山研究部）、庄司哲

也、近江克也、舟越 実、西田 誠（仙台管区気象台技術部地震火山課火山監視・

情報センター）、山崎伸行(気象庁地震火山部地震津波監視課) 

 
研究の目的 

吾妻山の圧力源の精密なモデルをもとに、リアルタイムかつ定量的な火山活動評価のための最適

な監視項目や観測点配置、監視手法を検討して、吾妻山の火山活動監視体制の強化に資する。 
 
本年度の計画 

① 過去の GPS 連続観測・繰り返し観測データの大気補正。 
② 過去の地震活動データの精査。 
③ GPS、地震活動データに基づく圧力源モデルの推定。 
④ その他のデータ（地磁気、噴気、熱映像等）を用いた圧力源モデルの検証。 

 

本年度の成果 

① 過去の GPS 繰り返し観測データ（一部の連続観測データも含む）の電離層、対流圏補正を行っ

た。その結果、標高差の大きな観測点間のデータの一部に季節変動が除去される改善がみられた。 
② 補正後の GPS データを用いて、等方圧力源モデル（茂木モデル）による近似を行い、圧力源を

推定した結果、水平成分のみを用いたモデル推定では、これまでのモデルよりやや深めに圧力源

が推定されることがわかった。 
③ 補正前のデータでは上下成分を含めた３成分を使うと安定したモデル推定ができなかったが、補

正後のデータでは 2003 年～2004 年の膨張時と 2004 年～2006 年にかけての収縮時の変動を、

３成分を使った推定を行うことができた。その結果、水平成分だけの近似よりもさらに深めに圧

力源が推定されることがわかった。 
④ しかしながら、変動源近傍の観測点で沈降成分が見られるため、単純な茂木モデルでは説明が難

しい可能性があることがわかった。 
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強雨の発生要因と構造の解明 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 22 年度） 
研究代表者： 家藤敦章（大阪管区気象台技術部気候・調査課 調査官） 

研究担当者： 瀬古 弘（予報研究部）、大阪管区気象台技術部気候・調査課、大阪管区気象台技

術部予報課、神戸海洋気象台観測予報課、松江地方気象台技術課、広島地方気象台

観測予報課、高松地方気象台観測予報課、高知地方気象台技術課 

 
研究の目的 

大阪管区内で観測された大雨･強雨の事例について、観測データによる解析や、非静力学モデル

を用いた再現実験による解析を行い、大雨・強雨発生の要因や構造を明らかにし、知見を深めるこ

とにより、今後、同様な事例が発生した場合の注･警報作業が円滑に行えるようにする。 
 
本年度の計画 

① これまでに観測された強雨の事例から、解析する事例を選ぶ。 
② 地上観測、アメダス、高層観測、ドップラーレーダ、ウインドプロファイラ、GPS 可降水量など

の観測データを収集する。 
③ 地上観測、アメダス、高層観測、ドップラーレーダ、ウインドプロファイラなどの観測データを

用いて実況を多角的に調査し、発生要因及び構造を解析する。 
④ 非静力学モデルにより再現実験を行う。 
⑤ 再現実験においては、観測データによる解析をもとに、パラメータの設定や地形の編集を検討する。 
⑥ 各事例について、局所アンサンブル変換カルマンフィルター（LETKF）等のメソアンサンブル手

法を用いて作成した摂動を解析値に与えて 20 個程度の初期値を作成し、それから非静力学モデ

ルによる再現実験を行い、その中で現象が再現できているものがあるか調べるとともに、GPS 可

降水量等の観測データを同化して得た解析値を初期値にした再現実験を行うことも試みる。 
⑦ 現在の予報システムで初期値が残っていない過去の現象については、JRA-25 を用いて非静力学

モデルによる再現実験を試みる。 
 

本年度の成果 

① 参加各官署で、１～４事例を選び、解析を開始した。 
② 各官署ともそれぞれの事例で、地上観測、アメダス、高層観測、ドップラーレーダ、ウインドプ

ロファイラ、GPS 可降水量などの観測データを収集して、その観測データを用いて実況を多角的

に調査し、発生要因及び構造を解析した。 
③ 実況解析の結果を基に、非静力学モデルにおける着目すべきパラメータの設定や地形編集を行い

再現実験を行った。 
④ その再現実験の結果を解析することにより、実況解析による発生要因及び構造の解析結果を確認

するとともに、さらに詳細な発生要因及び構造を調査した。 
⑤ 気象研究所が、局所アンサンブル変換カルマンフィルター（LETKF）のメソアンサンブルデータ

を利用して作成した 20 個の初期値から計算した非静力学モデルによる再現実験を行い、そのデ

ータを各参加官署で解析した。 
⑥ 一部官署では、気象研究所が作成したメソアンサンブルデータによる初期値を使用して、20 個の

メンバーの再現実験を行い解析を行った。 
⑦ 一部官署では、現在の予報システムで初期値が残っていない過去の現象について、JRA-25 を初

期値として非静力学モデルによる再現実験を行った。 
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2.2. 研究年次報告                           2.2.4. 他省庁予算（放射能調査研究費） 

放射性降下物の長期変動と再浮遊に関する研究 
 
研 究 年 次： 4 年目（平成 18 年度～平成 22 年度） 
研究代表者： 五十嵐康人（環境・応用気象研究部 第四研究室 主任研究官） 

研究担当者： 青山道夫（地球化学研究部）、高橋 宙、財前祐二（環境・応用気象研究部） 

 
研究の目的 

大気中に放出された放射能は、人間環境に直接・間接に影響を及ぼすことが予想される。そこで、

大気中の放射能レベルを把握するため、国内の複数地点において降下物の人工放射能を測定し、こ

の測定結果をもとに、大気環境における放射性物質の長期的動態の把握と、近年主要なプロセスと

なっている再浮遊について解明する。 
 
本年度の計画 

① 引き続き、粒子状中長半減期人工放射性核種（90Sr、137Cs、（Pu 同位体））の降下量を精密観測

し、バックグラウンドレベルとなるベースラインデータを求める。 
② 引き続き、パーティクルカウンタによる粒子個数の観測をつくばと山岳地点（榛名山）で行う。 
③ 引き続き、表土試料を空気力学的に分粒して核種分析を行う。 
④ 引き続き、大陸表土試料の入手を行い核種分析を行う。 

 

本年度の成果 

① 平地のつくば市および山岳地点の榛名山において人工放射性核種、天然放射性核種等についての

月間降下量の精密観測を継続した。2009 年 5 月末に北朝鮮による地下核実験が行われたが、そ

れに起因した降下物等に含まれる人工放射能に特段の異常は認められなかった。引き続き観測を

継続してデータの蓄積を図り、特に再浮遊に着目しながら、90Sr，137Cs 降下量の変動要因につい

てさらに調査研究を進める。 
② 一昨年度、長距離輸送される再浮遊成分（風送ダスト）の発生源情報を得るため、農業環境技術

研究所とモンゴル水文気象研究所の協力を得て、発生地域である大陸での表土試料サンプリング

を行った。その放射能分析を今年度継続して実施した。試料は 53μm メッシュの篩を通した後、

放射能分析に供した。その結果、90Sr，137Cs ともにわが国の農耕地に比べ濃度（比放射能）が全

般に高い傾向を示し、137Cs では 100 mBq/g 乾土に達する例もあった。地域差も見られ、現地降

水量と人工放射能の濃度との関連が証明できた。降水量が多く、そのため 137Cs が多く降下した

地域では、90Sr/137Cs 放射能比が高くなる傾向を示し、降水量の多い地域で両核種の土壌カラム

での分別が進んでいることが実証できた。我が国の降下物に含まれる核種の特徴から、長距離輸

送成分の大陸での発生地域を推定する重要な材料を得ることが出来た。現在、④に示す分粒器に

より長距離輸送される微小粒径画分を分離して、その放射能の分析を進めつつある。 
③ つくば市および榛名山にエアロゾル観測機器を設置し、粒径別個数濃度の観測を継続実施してい

る。榛名山での粒径別個数濃度の観測から、大気境界層上端付近の高度では海面高度に近い平地

に比較して、春季の風送ダスト輸送の影響を受け易いこと、つくばでの観測との比較により平地

にダスト雲が到達するには、日中の大気境界層の発達が必要なことが明らかとなった。 
④ バルク量を要する放射化学分析に供するため、表層土試料の粒径分離を目的として乾式かつ簡便

な装置を作成し、その分離能力をテストした。分粒器は、発塵部及び、連続した二器のサイクロ

ン（10μm と 1μm 用）とバックアップフィルタで構成された分離部よりなる。発塵部は、圧縮空

気の流れと毎分数百回以上の上下動により物理的に土壌粒子が浮揚するように工夫した。表土試

料は、この装置で数段階のサイズ別に分離した画分に出来、最小粒子画分の中央径は実測で 2.3
～6.0μm となった。本装置によって分離されたダスト粒子は、実際の風送ダスト粒子の粒径

（10μm 以下）に対応し、簡単な手順で必要な表土粒子の粒径画分を 0.5ｇ程度、一度の操作で

得ることが可能となった。 
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2.2. 研究年次報告                           2.2.4. 他省庁予算（放射能調査研究費） 

海洋環境における放射性核種の長期挙動に関する研究 
 
研 究 年 次： 4 年目（平成 18 年度～平成 22 年度） 
研究代表者： 青山道夫（地球化学研究部 第一研究室 主任研究官） 

研究担当者： 五十嵐康人（環境・応用気象研究部）、本井達夫、中野英之(海洋研究部) 

 
研究の目的 

太平洋の海水中の人工放射性核種の分布を立体的に調査すると共に、それらの時間変動を調べ、

海洋環境における人工放射能の実態の把握を行うとともに内部輸送過程についての知見を得る。こ

の中で、特に 1960 年代の大規模核実験に由来する人工放射能が海洋表面に降下したのち、50 年間

にどのような挙動をしたかを知る。 
人工及び天然の放射性核種を指標として用い、海水中の放射性核種の物理的・生物地球化学的挙

動の解明を行う。 
 
本年度の計画 

① 北太平洋で採取した試料の前処理と測定を完了させる。 
② 採取した深層水の極低バックグラウンドでの精密測定を完了させる。 
③ 最新データセットを完成させる。 
④ 1945 年からの時空間変動の再解析（モデル計算の結果の取り込み）。 

 

本年度の成果 

① 太平洋海水試料 350 検体を処理し、計測を行った。 
② 上記の試料のうち 150 検体について精密測定を行い、深層での 137Cs 濃度を従来より一桁高い精

度で決定できた。その結果、太平洋のベーリング海から南太平洋に至る広い範囲で深層 1500ｍか

ら 6000ｍでは、137Cs 濃度は一立方メートルあたり-5.5±7.3 ミリベクレルから 24.9±15.02 ミリ

ベクレルの範囲にあることを世界で初めて明らかにした。 
③ 東経 165 度線に沿う 137Cs の断面で見られた濃度極大の特徴（Aoyama et al., 2008, GRL）およ

び北緯 24 度線に沿う 137Cs の鉛直分布の特徴はすでに報告している。それは、北緯 24 度線上で

は日付変更線西側の西部北太平洋、深さにして 400～600m、密度にして σθ=26.0～26.5 付近に

濃度の極大が見出され、これらの極大は、東経 165 度線での北緯 20 度付近の深さ 400～500m に

見られる極大とつながっており、中央モード水による 137Cs の海洋内部の輸送経路を明瞭に捉え

ることができた。また、日本周辺海域や黒潮域での表層では 1990 年代に入ってから 137Cs の濃

度が減少しない現象が見出されたことをすでに報告している。その原因は、海洋表面に降下した

のち海洋内部へ南向きに輸送された 137Cs の一部が、亜熱帯循環に乗って再び日本周辺に輸送さ

れてきたためとすれば解釈できることを示した。1960 年代初期に北太平洋中緯度に降下量の極大

を持つ 137Cs の南向き輸送の検討を行ってきた結果、東経 165 度と北緯 24 度線に加えて、2003
年航海の南緯 30 度、2005 年航海の東経 149 度戦および 2007 年航海の東経 179 度等のデータを

加えて、太平洋の広い範囲での 3 次元分布を得ることができた。 
④ OGCM として気象研究所共用海洋モデル（MRI.COM）と粒子追跡法を用いて太平洋域での 137Cs

の挙動を解析した。特に、北太平洋中緯度から南太平洋への輸送ルートについて解析した結果、

上記の二つの極大は赤道に沿って西経 100 度程度まで東進し、赤道を南に超えた後、西進し東経

179 度に至る。さらに、南緯 30 度線上のタスマン海での 137Cs の極大は、この輸送ルートにつな

がっていると判断された。 
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2.2. 研究年次報告                          2.2.4. 他省庁予算（科学技術振興調整費） 

渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究 
 
研 究 年 次： 4 年目（平成 18 年度～平成 22 年度） 
研究代表者： 村上正隆（物理気象研究部 第一研究室長） 

 

研究の目的 

国連は 2025 年までに世界の 2／3 の人口が水不足に直面すると指摘している。日本でも人口集中

域では潜在的な水不足の状態にある。地球温暖化が進むと、少雨・渇水や豪雨・洪水などの異常気

象が頻発することも指摘されている。今後予想される渇水等の災害軽減対策を早急に講じる必要が

ある。本研究では、安定的水資源確保や即効的渇水対策のための人工降雨・降雪技術を確立する。 
 
 
副課題１ 人工降雨・降雪による水資源確保・渇水被害軽減の可能性評価に関する研究 

 

副課題１の研究担当者 

藤部文昭（予報研究部）、釜堀弘隆、仲江川敏之（気候研究部）、高橋清利（気象庁地球環境・海洋

部気候情報課） 

 

副課題１の本年度の計画 

① 2008 年夏季の四国地方および沖縄地方の渇水の要因およびその特徴を継続し、他の渇水年との比

較を行い、2008 年夏季渇水の特徴を明らかにする。 
② 2006/2007 冬の暖冬少雪と総観場との関係を明らかにする。 
③ 冬季降水・降雪をもたらす総観規模擾乱活動とアジアモンスーンとの相互作用について研究を実

施する（富山大の協力による）。 
④ 季節予測実験結果を基にコストロスモデルによる解析を，他流域に適用する他，予測実験結果を

統計補正したものにコストロスモデルを適用するなどの研究を実施する。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 渇水をもたらす大規模循環パターンの解析 
・ 2008 年夏季の沖縄地方の渇水要因を調べた。その結果、沖縄地方の渇水には太平洋高気圧が西

へ張り出す全国渇水と、沖縄地方が低圧場となり北風偏差のため低相当温位気塊の移流による

渇水の 2 つのモードがあり、2008 年夏季は後者のモードによるものであることが分かった。 
・ 西日本の夏季異常少雨をもたらすテレコネクション（WJ パターン） の励起・持続プロセスに

ついて、気象庁１か月アンサンブル予報ハインドキャストデータを用いて調査した。記録的猛

暑・少雨となった 1994 年夏季の事例では、WJ パターンは概ね１週間程度予測可能であること

がわかった。また、ヨーロッパ地域のブロッキングならびにインドモンスーン活動の両者が

WJ パターンの励起・持続に大きな影響を与えていることが見出された。 
② 渇水対策への季節予報の利用可能性について検討 
・ 世界のいくつかの河川流域を対象にして、季節予測実験結果を基にコストロスモデルによる解

析の準備を進めている。熱帯河川における降水量の予測に関しては、非常に良い結果が得られ

ることが示された。現在、渇水発生年の情報を収集中であり、集まり次第、コストロスモデル

解析を実施する。 
・ 新たな予測実験結果に対して統計補正したものにコストロスモデルを適用し、既往の結果と比

較して、損失軽減率の改善率を求める研究を進めている。現在統計補正したデータの整備に着

手した。 
 
 
副課題２ リモートセンシング技術を用いた人工降雨・降雪に関する研究 

 
副課題２の研究担当者 

石原正仁、増田一彦、真野裕三、石元裕史、永井智広、酒井 哲、山内 洋、中里真久、足立アホロ、

猪上華子（気象衛星・観測システム研究部） 

2.2. 研究年次報告                          2.2.4. 他省庁予算（科学技術振興調整費） 

副課題２の本年度の計画 

① 暖候期にモニタリング観測と 3 週間程度の集中観測を実施し、人工降雨に適する有効雲の出現頻

度の把握、有効雲の選定方法の知見を蓄積する。シーディング時の観測を行い、シーディング効

果の検出手法の検証を行う。 
② 寒候期にモニタリング観測と 3 週間程度の集中観測を実施する。 
③ 地上からのシーディング実験時の観測を行い、シーディング効果の評価に資する。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 暖候期に、X バンドレーダ、Ka バンドレーダ、多波長マイクロ波放射計、マイクロレインレーダ、

２波長ライダーを用いて 3 週間の集中観測及び、この期間を含んだ約 3 ヶ月間のモニタリング観

測を実施した。 
② 寒候期に、X バンドレーダ、Ka バンドレーダ、多波長マイクロ波放射計、マイクロレインレーダ

を用いた 3 週間程度の集中観測及び、この期間を含んだ約 4 ヶ月間のモニタリング観測を実施し

た。 
③ 走査型 X バンドレーダについては、暖候期のシーディング実験時に観測を実施し、シーディング

位置におけるエコーの発生有無を調査した。また寒候期には走査型 Ka-W バンドレーダー、航空

機と同期した降雪雲の観測を行った。 
④ 天頂観測用 X バンドレーダ及び FMCW 型 Ka バンドレーダについては、4 種類の雲微物理量導

出アルゴリズムを用いて、有効半径、数密度、雲水量などが解析可能となり、アルゴリズム間又

は他測器との相互比較が可能となった。Ka バンドレーダについて、雨滴落下速度 10.6m/s まで

のドップラー速度の導出が可能となった。 
⑤ 多波長マイクロ波放射計については暖候期の集中観測時の数値モデルプロファイルを用いた

1DVar 解析を行った。またゾンデ観測結果と比較することにより温度・水蒸気プロファイル推定

の有効性を検証した。 
⑥ ２波長ライダーについては、航空機による直接観測データとの比較を行いエーロゾル濃度の算出

方法を検討するとともに、雲底高度などを他測器との比較を行った。 
⑦ 上記観測データと衛星データなどを総合的に使用し、シーディング効果検出手法や有効雲検出ア

ルゴリズムの開発を行った。 
 
 
副課題３ 航空機等の直接観測手法を用いた人工降雨・降雪に関する研究 

 
副課題３の研究担当者 

村上正隆、折笠成宏、斉藤篤思（物理気象研究部）、大竹秀明（物理気象研究部 客員研究員） 

 

副課題３の本年度の計画 

① 5 月から 7 月の観測期間中に、吸湿性粒子・ドライアイスを用いた航空機による準実スケールの

シーディング実験と航空機・地上からの雲・降水の直接観測も含めた 3 週間程度の集中観測を実

施する。 
② 降水量決定因子を用いた、S/N 比の高い統計的手法によるシーディング効果の評価法を開発する。 
③ 集中観測の対象を初冬または晩冬に出現する雲を対象に地上からのシーディング実験を行い、航

空機やリモセンを用いてシーディング効果を評価する。 

 

副課題３の本年度の成果 

① 5 月から 7 月までの一夏を通した観測期間中に、6 月の 3 週間、早明浦ダム周辺で地上からのリ

モセン観測・ゾンデ観測等と同期した航空機による吸湿性粒子シーディング実験および雲の直接

観測を含めた集中観測を実施した。 
② 12 月から 3 月までの一冬を通した観測期間中、副課題２と同期して、矢木沢ダム周辺で航空機に

よるドライアイスシーディング実験および雲の直接観測を含めた集中観測を 12 月と 3 月に計 3
週間程度実施した。今回は観測用航空機とシーディング用航空機との 2 機体制でシーディング実

験を行った。 
③ 降水量及び降水の微物理に関する地上観測も併せて実施し、副課題２のリモセン観測から得られ
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副課題２の本年度の計画 

① 暖候期にモニタリング観測と 3 週間程度の集中観測を実施し、人工降雨に適する有効雲の出現頻

度の把握、有効雲の選定方法の知見を蓄積する。シーディング時の観測を行い、シーディング効

果の検出手法の検証を行う。 
② 寒候期にモニタリング観測と 3 週間程度の集中観測を実施する。 
③ 地上からのシーディング実験時の観測を行い、シーディング効果の評価に資する。 

 

副課題２の本年度の成果 

① 暖候期に、X バンドレーダ、Ka バンドレーダ、多波長マイクロ波放射計、マイクロレインレーダ、

２波長ライダーを用いて 3 週間の集中観測及び、この期間を含んだ約 3 ヶ月間のモニタリング観

測を実施した。 
② 寒候期に、X バンドレーダ、Ka バンドレーダ、多波長マイクロ波放射計、マイクロレインレーダ

を用いた 3 週間程度の集中観測及び、この期間を含んだ約 4 ヶ月間のモニタリング観測を実施し

た。 
③ 走査型 X バンドレーダについては、暖候期のシーディング実験時に観測を実施し、シーディング

位置におけるエコーの発生有無を調査した。また寒候期には走査型 Ka-W バンドレーダー、航空

機と同期した降雪雲の観測を行った。 
④ 天頂観測用 X バンドレーダ及び FMCW 型 Ka バンドレーダについては、4 種類の雲微物理量導

出アルゴリズムを用いて、有効半径、数密度、雲水量などが解析可能となり、アルゴリズム間又

は他測器との相互比較が可能となった。Ka バンドレーダについて、雨滴落下速度 10.6m/s まで

のドップラー速度の導出が可能となった。 
⑤ 多波長マイクロ波放射計については暖候期の集中観測時の数値モデルプロファイルを用いた

1DVar 解析を行った。またゾンデ観測結果と比較することにより温度・水蒸気プロファイル推定

の有効性を検証した。 
⑥ ２波長ライダーについては、航空機による直接観測データとの比較を行いエーロゾル濃度の算出

方法を検討するとともに、雲底高度などを他測器との比較を行った。 
⑦ 上記観測データと衛星データなどを総合的に使用し、シーディング効果検出手法や有効雲検出ア

ルゴリズムの開発を行った。 
 
 
副課題３ 航空機等の直接観測手法を用いた人工降雨・降雪に関する研究 

 
副課題３の研究担当者 

村上正隆、折笠成宏、斉藤篤思（物理気象研究部）、大竹秀明（物理気象研究部 客員研究員） 

 

副課題３の本年度の計画 

① 5 月から 7 月の観測期間中に、吸湿性粒子・ドライアイスを用いた航空機による準実スケールの

シーディング実験と航空機・地上からの雲・降水の直接観測も含めた 3 週間程度の集中観測を実

施する。 
② 降水量決定因子を用いた、S/N 比の高い統計的手法によるシーディング効果の評価法を開発する。 
③ 集中観測の対象を初冬または晩冬に出現する雲を対象に地上からのシーディング実験を行い、航

空機やリモセンを用いてシーディング効果を評価する。 

 

副課題３の本年度の成果 

① 5 月から 7 月までの一夏を通した観測期間中に、6 月の 3 週間、早明浦ダム周辺で地上からのリ

モセン観測・ゾンデ観測等と同期した航空機による吸湿性粒子シーディング実験および雲の直接

観測を含めた集中観測を実施した。 
② 12 月から 3 月までの一冬を通した観測期間中、副課題２と同期して、矢木沢ダム周辺で航空機に

よるドライアイスシーディング実験および雲の直接観測を含めた集中観測を 12 月と 3 月に計 3
週間程度実施した。今回は観測用航空機とシーディング用航空機との 2 機体制でシーディング実

験を行った。 
③ 降水量及び降水の微物理に関する地上観測も併せて実施し、副課題２のリモセン観測から得られ
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る一般気象要素・雲物理要素の鉛直プロファイル等の各種データも用いて、S/N 比の高いシーデ

ィング効果の統計的評価法開発に必要な降水量決定因子に関する解析を引き続き行った。 
④ シーディング前後の航空機観測データとリモセン観測データとの比較事例を蓄積し、シーディン

グ効果の定量的評価の改良を行った。 
 
 
副課題４ 数値モデルを用いた人工降雨・降雪に関する研究 

 
副課題４の研究担当者 

加藤輝之、永戸久喜、林 修吾、橋本明弘（予報研究部）、田尻拓也（物理気象研究部）、財前祐二

（環境・応用気象研究部）、山下克也（物理気象研究部客員研究員） 

 

副課題４の本年度の計画 

① 非静力学モデルを用いた人工降雨・降雪実験に関する研究 
 観測データとの相互比較のために、暖候期に四国・九州地方を予想領域として寒候期に北陸・新

潟地方を予想領域として 1km 分解能の非静力学モデル 1km-NHM を実行する。 
 1km 分解能の非静力学モデル（1km-NHM）を用いたドライアイスシーディング実験における最

適シーディング法を改良する。 
 観測支援として、観測域（人工降雨：四国地方、人工降雪：新潟地方）を対象に 1km-NHM を準

ルーティン的に実行する。 
 昨年度に NHM に組み込んだビン法雲物理モデル改良し、予備的なシーディング実験を行い、そ

の結果を用いてバルク法雲物理モデルによる吸湿性シーディングの取り扱いを検討する。 
② 雲生成チェンバーおよび詳細雲物理ボックスモデルを用いた吸湿性粒子シーディング実験に関する

研究 
 雲生成チェンバーや詳細雲物理ボックスモデルを用いて、いろいろな大気中エアロゾルの分布状

態における最も有効なシーディング物質（粒子）の物理化学的特性を同定し、野外実験へ適用性

を評価する。 

 

副課題４の本年度の成果 

① 非静力学モデルを用いた人工降雨・降雪実験に関する研究 
 人工降雨に関しては、四国・九州地方を予想領域として 4 月～8 月の期間で、人工降雪に関して

は、北陸・新潟地方を予想領域として、4 月～5 月、10 月～3 月の期間を対象に 1km-NHM を実

行した。副課題３の観測を支援するために、観測域（人工降雨：四国地方、人工降雪：新潟地方）

を対象としたシーディング効果も含めた 1km 分解能の非静力学モデル 1km-NHM を準ルーティ

ン的に実行して提供した。 
 前年度までに検討を行っていた 1km 分解能の非静力学モデル 1km-NHM を用いたドライアイス

シーディング実験における最適シーディング法の改良を行った。 
 昨年度に NHM に組み込んだ吸湿性エアロゾル（雲核）から雲粒子・降水粒子までをカバーする

ビン法雲物理モデルが正常に動作するように改良した。ビン法を用いているパーセルモデルにバ

ルク法も組み込み、バルク法雲物理モデルによる吸湿性シーディングの取り扱いを検討するため

の準備を行った。 
② 雲生成チェンバーおよび詳細雲物理ボックスモデルを用いた吸湿性粒子シーディング実験に関する

研究 
 雲生成チェンバーを用いた吸湿性粒子シーディング実験、雲物理ボックスモデルによる室内実験

の評価実験および詳細雲物理モデルを組み込んだ 2 次元モデルによる理想化シーディング実験を

並行して実施した。 
 多湿な環境下で実施する夏季野外実験において、シーディング前の吸湿性粒子の凝集を防ぐため

固結防止剤の添加を検討し、その凝結核能を計測、2 年目の野外実験に使用するシーディング物

質を決定した。野外実験終了後には、航空機観測から得たシーディング後の大気中浮遊粒子の粒

径分布と室内実験から得た吸湿性粒子の粒径分布との相互比較を行った。室内実験から得たシー

ディング物質の凝結核能を吸湿度により評価し、雲物理ボックスモデルへ適用することを試みて

いる。 
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 ハイブリッド雲微物理モデルを用いて多数例計算した巨大凝結核撒布による雲・降水過程への影

響評価実験の結果をとりまとめた。 
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東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究（実用モデル開発・応用実験） 
 
研 究 年 次 ： 3 年目（平成 19 年度～平成 21 年度） 
参画機関研究代表者： 齊藤和雄（予報研究部 第二研究室長） 

 
研究の目的 

近年、東南アジア域においても、地球規模の気候変動との関連や経済活動高度化に伴う社会の脆

弱化によって、熱帯低気圧やスコールラインなどに伴う暴風雨災害が増加しつつあり、このような

社会的経済的に 影響の大きい気象災害の予測・低減が急務となっている。 
本研究では、東南アジア地域での高分解能なダウンスケール数値天気予報実験を国際的連携の下

に継続実施して、気象災害、特に集中豪雨災害の軽減に資する対策判断支援システムを構築するこ

と、及び東南アジア諸国における我々の大気科学研究の協力・連携を強化し、東南アジアの気象災

害軽減に資するための「東南アジア地域気象災害軽減国際共同研究推進ネットワーク」の立上げを

行うことを目的とする。 
 
 
副課題１ 気象庁メソモデルの精緻化と検証予報実験 

 
副課題１の研究担当者 

林 修吾、齊藤和雄、瀬古 弘（予報研究部）、黒田 徹（予報研究部 客員研究員） 
 
副課題１の本年度の計画 

① 解像度 5km による熱帯域検証予報実験の実行。 
② ビン法雲物理を用いた予報実験を行う。 
③ 2008 年のサイクロン Nargis についてのアンサンブル予報実験を継続し、境界条件などの影響や

高潮アンサンブル実験を追加。 
④ 研究成果のとりまとめ。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 昨年度実行した 20km 解像度実験の結果を初期値・境界値として、5km 解像度 NHM を用いた１

ヶ月間（2008 年 1 月）の予報実験を東南アジア域を対象として行い、その結果を同一条件で実行

した WRF や衛星降水データ（CMORPH）、地上観測データと比較した。 
② 熱帯域の積雲対流の発生発達の要因を理解するために、2008 年と 2009 年の 2 月を対象に、東南

アジア域を対象として数日間の予報実験を行った。 
③ ビンモデル実験は、他の研究計画における開発の遅れから着手できなかった。 
④ 2008 年 5 月にミャンマーを襲ったサイクロン Nargis について、発達要因への物理過程や海面水

温の影響を調べるとともに、副課題２で開発した熱帯域メソアンサンブルツールを用いて解像度

10km のメソアンサンブル予報を行い、アンサンブルスプレッドや予報精度への側面境界摂動の

影響についての実験や高潮アンサンブル実験を追加した。 
⑤ 上記、Nargis と高潮の予報実験・アンサンブル実験について 2 編の論文を気象集誌に投稿し受理

された。 
 
 

副課題２ メソモデル国際共同研究のための環境整備 

 
副課題２の研究担当者 

林 修吾、齊藤和雄、瀬古 弘（予報研究部）、黒田 徹（予報研究部 客員研究員） 
 
副課題２の本年度の計画 

① 英文ドキュメントを完成させる。 

② モデル実行ツールを国際共同研究で使えるようにし，モデルの技術情報を交換できるような体制

をつくる。 
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副課題２の本年度の成果 

① NHM ドキュメントの英訳を進めた。シミュレーション実行に関する章について 75％の英訳を終

えたが、一部未訳部分が残った。 
② NHM の前処理において SST 可変化に対応させた。極を除く地球上の任意の領域で NHM が実行

可能になるように改良した。今年度から開始した JNoVA4DVAR 導入以降の MANAL を初期値・

境界値とした NHM の実行ツールを整備した。また、気象庁全球解析を初期値とし、高分解能全

球モデル予報値を境界値に用いて、週間アンサンブル予報の摂動を初期摂動と境界摂動に用いる

メソアンサンブル予報実験のツールを開発した。 
③ 2009 年 10 月にベトナムを訪問し、ベトナム国家大学ハノイ校で講演を行うとともに、国家水文

気象予測センター、資源環境省気象水文気候変動局、ベトナム気象水文環境研究所の研究者・職

員と研究協力に関する意見交換を行った。 
 
 

副課題３ メソモデル用データ同化システムを用いた熱帯域同化実験 

 
副課題３の研究担当者 

林 修吾、齊藤和雄、瀬古 弘（予報研究部）、黒田 徹（予報研究部 客員研究員） 
 
副課題３の本年度の計画 

① 東南アジア域における地上 GPS 準リアルタイム解析手法を確立する。 
② 台風ボーガスパラメータに関する感度実験を実施する。 
③ ムンバイ豪雨などの東南・南アジアの事例について、NHM 局所アンサンブル変換カルマンフィ

ルタを用いた同化実験を行う。 

④ 研究成果のとりまとめを行う。 

 

副課題３の本年度の成果 

① 2008 年のサイクロン Nargis の事例について、ベンガル湾周辺の GPS から得られた可降水量の

同化実験を行い、同化時間が長いほど強度や進路予報に対する正のインパクトが大きくなる結果

を得た。 
② 台風ボーガス作成時の強風半径パラメータに関する感度実験を行い、特に予報進路に対してイン

パクトがあることを確認した。この結果を踏まえ、強風半径を最大風速から統計的に推定する手

法から、QuikSCAT データを基に決定する手法へ改良を行った。サイクロン Nargis の事例で上

記の手法を試したところ、進路予報での北偏バイアスが軽減されることを確認した。ベストトラ

ックデータは RSMC データを使用するようにし、これにより北西太平洋以外でもリアルタイムで

実行可能なメソ解析環境を構築することができた。また、GPS 掩蔽データの同化実験も行い、強

度予報に正のインパクトがあることを確認した。 
③ 2005 年 7 月にインド、ムンバイで発生した記録的豪雨について、局所アンサンブル変換カルマン

フィルタ（LETKF）を用いてアンサンブル予報を行った。 
④ サイクロン Nargis について、LETKF を用いた衛星散乱計による海上風データの同化テストを行

いサイクロンの強度解析への有効性を確認した。 
⑤ サイクロン Nargis の事例について、台風ボーガスと GPS 可降水量についての熱帯域データ同化

に関する論文２編を気象集誌に投稿した（1 編受理、1 編改稿中）。 
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2.2. 研究年次報告                       2.2.4. 他省庁予算（地球環境保全等試験研究費） 

民間航空機を活用したアジア太平洋域上空における温室効果気体の観測に関

する研究 
 
研 究 年 次： 4 年目（平成 18 年度～平成 22 年度） 
研究担当者： 松枝秀和、澤 庸介、坪井一寛（地球化学研究部） 

 

研究の目的 

民間航空機を利用したアジア太平洋域上空を中心とする高頻度と広領域にわたる温室効果気体の時

間・空間分布観測を実施して、大量のデータを収集する。収集された観測データのデータベース化を

通して、全球の炭素循環の解析的研究に利用すると同時に、インバースモデルや温室効果気体観測衛

星の精度向上に役立てる。 
 

本年度の計画 

① 日本航空（JAL）所有の 5 機に観測機器 CME（航空機搭載型二酸化炭素連続観測装置）と ASE
（航空機搭載型大気自動フラスコサンプリング装置）を搭載して観測を実施する。 

② 前年度に確立されたデータベース化手法を適応して、高品質のデータベースを作成する。 
③ データベースを利用して濃度分布とその変動の気候値解析を行う。 

 

本年度の成果 

① JAL 所有の B747-400 型機と B777-200ER 型機に CME を搭載した CO2の連続観測は、今年度

も計画通り継続でき、アジア・欧州・北米路線で膨大な CO2濃度の観測データを取得した。一方、

B747-400 型機は運航変更に伴い、これまで長期に継続してきたオセアニア航路での ASE 観測が

実施できなくなったために、B777-200ER 型機による手動観測に切り替えるために、新たに装置

の開発を行った。これを利用して、オセアニア航路における観測データの継続的な収集を維持す

ることができた。 
② 前年度に確立されたデータの品質評価を行う自動処理ソフトウエアを適応して、2005 年 11 月か

ら 2008 年 11 月までの 3000 フライトを超える約 200 万個の CME で得られた CO2濃度測定値に

対して、精度ランク付けによるデータ選別を実施し、データベースを作成した。但し、自動処理

が困難な若干のデータに関しては手動による識別を丹念に行い、データベースの高精度化を図っ

た。 
③ CME-CO2のデータベースを利用して、上部対流圏から下部成層圏にかけての CO2濃度の分布と

変動の気候値解析を行った。解析に当たっては、気象庁の再解析データ（JCDAS）を利用して

観測場に適した気象パラメータ（渦位・温位・境界層高度・等価緯度等）を計算し、これらを基

準とした濃度分布とその時間変動を求めた。欧州・北米路線の解析結果では、上部対流圏と下部

成層圏では位相が逆となる季節変動があり、特に、夏季には下部成層圏が相対的に高い濃度にな

ることがわかった。また、等価緯度を基準とした気候値では、欧州と北米路線での変動がほぼ一

致していることが確認された。一方、アジア・オセアニア路線の解析結果では、4 月から 6 月に

かけて北半球の高濃度 CO2 が、上部対流圏を通して南半球へと広がり、10 月頃の南半球の濃度

上昇ピークを形成していることがわかった。 
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親生物気体の同時連続測定による生態系監視技術の開発 
 
研 究 年 次： 2 年目（平成 20 年度～平成 21 年度） 
研究担当者： 松枝秀和、澤 庸介、坪井一寛、馬淵和雄（地球化学研究部） 

 

研究の目的 

環境汚染や森林破壊等の人間活動により陸域生態系が受ける影響を監視するために、生態系内の大

気・植生・土壌の間で循環する親生物気体（二酸化炭素やメタン等）の動態変化を監視する技術を開

発し、それを指標とした新たな生態系診断のための評価手法の確立を目的とする。 
 

本年度の計画 

① 開発された分析計本体に加え、実大気測定に必要とされる周辺機器部も含んだ自動測定可能な測

定システムを構築する。 
② 既存の従来型個別成分連続測定器と比較して精度の評価を行い、改良を進める。 
③ 生態系内の親生物気体成分の濃度変動範囲の情報を収集するため、高山（岐阜県）の森林観測サ

イトにおいて、空気試料の採取と分析による予備的調査を行う。 
 

本年度の成果 

① 実大気測定において必要となる空気試料の導入とその前処理を行うために、ポンプによる加圧導

入と試料流量調整及び除湿装置を一体化した空気採取・処理システムの設計と製作を行った。一

方、得られた測定値を濃度に換算するためのスペクトル解析ソフトの開発を進めた。これらを分

析計本体の試作器に接続し、良好に機能することが確認できた。 
② 分析計本体の試作器について、既存の従来型個別成分連続測定器と比較して分析能力の評価を行

い、さらに精度の向上のための改良が必要であることが認められた。このため、光源をパッケー

ジ内がアルゴンで充填されたタイプの赤外発光ダイオード（LED）に交換し、性能の確認を行っ

た。また、微量成分に対して高感度測定が可能なように、試料・基準セルに新しい中空ファイバ

を利用する試みを行った。さらに、多成分を同時に測定可能なように検出器にマルチアレイ構造

を持つ赤外検出器を採用した分析部の改良を行い、試作器の精度向上を図ることができた。 
③ 高山森林観測サイトにおける予備的調査の結果、CO2 は初夏～初秋の活発な光合成による CO2

吸収を反映して日中平均濃度は低い値を示し、光合成活動が弱い冬～初春に高い値を示した。

CH4については、日中と全日平均の差は年間を通して小さく、夏季に光化学反応あるいは土壌に

よる CH4 酸化により、濃度が急激に低下していた。N2O は、日中と全日平均の差は年間を通し

て小さく、夏季に高濃度になる傾向が見られた。これらの結果から、新生物気体の森林大気中濃

度および森林土壌空気中濃度の季節変動に関する情報を得ることができた。 
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吸収性エアロゾルが大気・雪氷面放射過程に与える影響のモニタリングに関

する研究 
 
研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 25 年度） 
研究代表者： 内山明博（気候研究部 第三研究室長） 

 

研究の目的 

気候変動に影響を与えるエアロゾルの物理・化学特性の観測や気候変動に脆弱な雪氷圏等の地域で

の温暖化影響の観測の必要性が指摘されており、本研究はこれに応える監視システム構築のために行

うための研究である。また、大気中の吸収性エアロゾル量や雪氷圏における積雪汚染とアルベドの実

態把握のために中長期的な観測を行い、吸収性エアロゾルによる積雪アルベド低下の気候変動への影

響を明らかにするため、雪氷面アルベドの物理的モデルを気候モデルに組み込み、シミュレーション

によって定量的にこの効果を評価する。 
 

 

副課題１ 東アジア域における大気中のエアロゾルの地上観測によるモニタリング 

 

副課題１の研究担当者 

内山明博、山崎明宏、坂見智法、工藤 玲（気候研究部） 
 

副課題１の本年度の計画 

① 観測点の測器を連続観測ができるように保守を行う。 
② 重点観測点を決め（北京の予定）、光学特性測定装置を設置する。 
③ 基準放射計、観測点放射計の校正を行う。 
④ 放射計データの解析法の改良を行う。 

 

副課題１の本年度の成果 

① 国内観測点（宮古島、南鳥島、福岡、つくば）及び中国（北京、青島）の放射計の保守を行った。

国内各観測点に設置の放射計は、気象研究所に返送し、比較検定を行い再設置した。国外観測点

は、準器を現地に送り、比較観測を行った。 
② 重点観測点を北京とし、中国科学院大気物理研究所と共同観測（日中科学技術委員会で承認）を

行うこととした。設置する機器の動作確認、比較観測を気象研究所構内で実施した。ネフェロメ

ーターは、校正頻度を確認するため検定定数を変えずに連続観測を行い測器の安定度を調べたが、

2 ヶ月間ほとんど変化がなかった。光学式パーティクルカウンター（OPC）は、オーバーホール

を行った。機器の設置は放射計の比較観測と合わせて 3 月に行った。 
③ 直達分光観測の基準となる直達分光日射計とスカイラジオメーターをマウナ・ロア観測所で校正

用のデータを取得して行った。本課題で準器とする直達日射計を気象庁の絶対放射計（WMO 地

区準器）と比較して校正を行った。各観測点のスカイラジオメーター、全天日射計、直達日射計、

赤外放射計の比較検定は気象研究所構内で実施した。 
④ スカイラジオメーターの解析プログラムに非球形粒子の効果を考慮した方法の結果を取りまとめ

た。また、全波長の全天日射計、直達日射計のデータからエアロゾルの光学特性を推定する手法

を開発した。 
 
 
副課題２ 積雪不純物濃度及びアルベドの地上観測及び衛星リモートセンシングによるモニタリング 

 

副課題２の研究担当者 

青木輝夫、朽木勝幸、庭野匡思（物理気象研究部） 
 

副課題２の本年度の計画 

① 札幌と帯広の積雪面上における観測から積雪中のダスト、黒色炭素、有機炭素濃度の監視を開始
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する。 
② 現状の積雪アルベド物理モデルを改良し、全球エアロゾル輸送モデルに実装する。 
③ 積雪不純物濃度と雪氷面アルベド抽出のための衛星リモートセンシングアルゴリズムを MODIS

データに適応するためシステム構築を行う。 
 

副課題２の本年度の成果 

① 2007/2009 年冬期間の札幌の積雪サンプルを融解・濾過し、カーボン分析及びフィルター重量測

定からダスト、元素状炭素、有機炭素を求めた。また、銀メンブレンフィルターと石英フィルタ

ーそれぞれを用いて積雪不純物の分析を行い、濾過フィルターの違いを比較検証した。石英フィ

ルターは銀メンブレンフィルターに比べて総不純物濃度が過小評価であったが、カーボン分析に

おける炭化補正の不確実性は小さかった。一方、過去に分析した 2004～2008 年の積雪不純物測

定結果も合わせて再解析し、測定誤算の原因となるサンプリング容器やダストからの炭素成分の

補正法を考案し、これら積雪不純物の 5 年間の変化を求めた結果、年による違いは小さいことが

分かった。また、札幌の積雪中黒色炭素（=元素状炭素と仮定）濃度は北極域に比べ約 2 桁高濃

度であることが分かった。 
② 積雪アルベド物理モデルに積雪粒径計算過程を加えて、地球システムモデル MRI-ESM1 のコン

ポーネントの一つである気象研陸面モデル HAL へ移植した。札幌での気象観測データと上述の

積雪不純物データを入力データとして HAL をオフラインで実行できるようにした。 
③ 既存の積雪粒径、不純物濃度抽出アルゴリズムと今年度開発した積雪アルベド物理モデルを組み

合わせて、積雪アルベド抽出アルゴリズムを開発した。2001～2005 年の MODIS 及び GLI デー

タと地上同期観測データによって精度評価を行ったところ、二乗平均平方根誤差は 0.1 であった。

その他、MODIS データの過去 9 年分の全球 0.25 度グリッドデータ収集を行った。また、過去に

行った積雪不純物濃度の地上検証用の積雪不純物試料を再分析し、黒色炭素濃度を求め、衛星観

測と比較した結果、衛星観測値がやや過大評価となった。 
 
 
副課題３ 全球エアロゾル輸送モデルによる吸収性エアロゾルと雪氷面アルベド変動のシミュレーシ

ョン 

 

副課題３の研究担当者 

田中泰宙（環境・応用気象研究部） 
 

副課題３の本年度の計画 

① 現状の全球エアロゾル輸送モデルMASINGARに組み込まれた積雪アルベドモデルをもとにして、

副課題２と連携して 積雪アルベドモデルの開発を開始する。 
② 積雪アルベドモデルを全球モデルに実装し、吸収性エアロゾルの沈着量、積雪量、積雪の総数、

沈着したエアロゾルの 扱いなどのパラメータに関して感度実験を行う。 
 

副課題３の本年度の成果 

① MASINGAR に組み込まれた積雪アルベドモデルを発展させ、積雪中の吸収エアロゾル混合比お

よび積雪有効粒径の計算を２層に拡張し、積雪の表現を向上させた。 
② 全球モデルによって計算される積雪アルベドの変化分、不純物濃度、大気上端および地表におけ

る放射収支の変化を出力させるようにモニタを改良し、衛星リトリーバルとの比較を可能にする

と共に吸収性エアロゾルの効果をより定量的に解析することを可能とした。 
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アジアの水資源への温暖化影響評価のための日降水量グリッドデータの作成 
 

副課題２ 高解像度気候モデルの検証、及びそのための観測降水グリッドデータ内挿手法の改良に関す

る研究 

 
研 究 年 次： 4 年目（平成 18 年度～平成 22 年度） 
研究代表者： 鬼頭昭雄（気候研究部長） 

研究担当者： 上口賢治（気候研究部） 

 
研究の目的 

アジア地域の水資源・水循環への温暖化影響評価のためには、空間解像度が高くかつ地形を考慮

した日降水量グリッドデータが必要であり、本研究では、雨量計や衛星の各データを組み合わせる

ことで、地形効果を反映した新たな高解像度降水グリッドデータを作成することを目的とする。さ

らに、アジア各国のデータ提供機関との関係維持によるデータおよび品質情報の入手・更新、作成

したプロダクトの精度評価、温暖化影響評価研究への当該課題成果プロダクトの利用推進、内挿手

法の開発などを行うことを目的とする。 
 
本年度の計画 

① データの領域を全球に拡大するために雨量計データを追加し、降水極端現象の解析に使うために、

より高度な品質管理手法と内挿手法を開発する。 
② 21 世紀気候変動予測革新プログラムの全球気候モデルの降水検証を行う。 
③ 雨量計の捕捉率補正スキームを入れた、日本の高解像度日降水データを作成し、気象研究所領域

モデルの開発チームに提供する。革新プログラムによる現在ランと温暖化ランを比較し、温暖化

による降水の変化を解析する。 
 

本年度の成果 

① 公式プロダクト APHRO_PR_V0902（1961 年以降の 0.25 度日降水量）を作成し、総合地球環境

学研究所のサーバで公開した。平成 22 年度はじめに公開する予定の次期プロダクトのために、グ

リッド化手法の改良を行った。 
② 固体降水に対する雨量計の過小評価特性を補正するスキームを開発した。これによって高緯度の

降水量の推定値が著しく改善される見込みである。試作データは、現在外部研究機関に評価を依

頼しており、次期プロダクトに導入される予定である。 
③ 気象研究所全球 20km モデルを用いて、入力に用いる雨量計の場所と数がグリッド降水推定値に

与える誤差幅を客観的に評価した。この信頼性情報についても、次期プロダクトに追加される見

込みである。 
④ 日本域については、1900 年以降の長期高解像度日降水プロダクトを作成し、これを用いて極端降

水のトレンドや、梅雨期間の経年変動などの解析を行った。 
⑤ 革新プログラムの全球気候モデルのデータを用いて、標高と降水量の関係を APHRO_PR_V09 

02 と比較した。 
⑥ 温暖化ランを用いた解析によって、チベット高原を含む低緯度高標高帯では、積雪面積の減少と

それに伴うアルベドの増加およびそれらに付随して起こる地表面水循環の活発化によって、将来

起こることが予想される現在よりも温暖化した気候において、標高と降水の関係が現在と大きく

変わる可能性があることを示した。 
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マルチ気候モデルにおける諸現象の再現性比較とその将来変化に関する研究 
 
副課題３ 季節予測に係わる短期気候変動の再現性とその将来予測 

 

研 究 年 次： 3 年目（平成 19 年度～平成 23 年度） 
研究代表者： 尾瀬智昭（気候研究部 第二研究室長） 

研究担当者： 鬼頭昭雄、楠 昌司、保坂征宏、足立恭将、安田珠幾、行本誠史、遠藤洋和、石原

幸司（気候研究部）、柴田清孝（環境・応用気象研究部） 
 

研究の目的 

気候変動シナリオに関し、将来気候に関する重要な現象をできる限りカバーするように個別現象

について課題を設定し、PCMDI に集約されている気候モデルの現在気候再現性および将来予測を

比較評価する。そのために、焦点を当てる各現象に対して豊富な知見を持つ研究者によって課題を

分担する。 
副課題３においては、20 世紀結合実験における、地上気温の時間的空間的変動およびその季節予

測に係わるエルニーニョ南方振動・夏冬モンスーン・北半球環状モード・雪氷などの短期気候変動

の再現性を、観測データ・再解析データを用いて比較・評価することにより、その将来変化の不確

実性・信頼性に関する知見を得る。 
 
本年度の計画 

① 前年度作成した指標および解析ツールを基に、(1)地上気温、(2)積雪・海氷、(3)夏冬モンスーン、

(4) エルニーニョ南方振動・北半球環状モードの変動特性について、マルチモデルによる将来予

測実験を解析し将来変化を調べる。 
② また、将来予測結果がモデル現在気候の再現性とどのように関係しているかを調べる。 
③ それらの結果をとりまとめて検討し、論文にまとめる 

 

本年度の成果 

① （地上気温）CMIP3 マルチ気候モデルによる 20 世紀再現実験（20C3M）から、全球平均気温、

帯状平均気温について、JRA-25 と比較することでその再現性を評価した。その結果、全球平均

気温はやや低めに再現されているモデルが多いが、近年の上昇傾向や帯状平均気温の気候値はよ

く再現されていることがわかった。また、ENSO と全球気温とのラグ相関は多くのモデルで再現

されており、ENSO の変動が大きいモデルほど、全球気温の変動が大きくなっていることもわか

った。 
② （夏季モンスーン）6～7 月の梅雨期の降水強度の将来変化を CMIP3 モデルによって調べた。温

室効果ガス排出シナリオは A1B である。16 個の CMIP3 モデルについて、1991～2000 年の現在

気候実験の再現性を Taylor（2001）による方法で評価し、上位 5 つのモデルを選択した。上位 5
つのモデルによるアンサンブル平均では、2091～2100 年における降水強度は、東アジアほぼ全

域で増加する。2051～2060 年でも同様の傾向があるが、2091～2100 年の方が、増加率が大き

い。 
③ （夏季モンスーン）5～8 月を対象に CMIP3 の 18 の大気海洋結合モデルデータセットを用いて

ヤマセ頻度の再現性評価および将来変化予測を行った。18 モデル（MME18）平均のヤマセ頻度

は少ないバイアスがあったが、季節変化（6 月下旬に頻度の極大）は適切に再現されていた。個々

のモデルのヤマセ頻度の再現性は、北西太平洋の平均海面気圧（MSLP）分布の再現性と強い相

関関係が見られた。将来変化については、ヤマセは 5 月に減少して 8 月に増加する傾向を多くの

モデルが示した。また再現性能の高い 9 モデル群（MME9）を用いると、将来変化傾向のモデル

間一致率はさらに高かった。これらは地球温暖化によりヤマセの季節が現在よりも遅れる可能性

を示唆する。8 月に多くのモデルでヤマセが増加する理由を考察した。海面気圧の赤道東西傾度

（EQ-SOI）が将来低下するモデルほど日本東海上の MSLP が低下する傾向にあり、ヤマセ増加

につながっていた。MME9 では 8 モデルが EQ-SOI の低下を予測していた。 
④ （エルニーニョ南方振動）地球全体が温暖化している中で、エルニーニョ的な海面水温変化によ

り地域的にどのような気候変化が生じるのか調査したところ、現在気候におけるエルニーニョ時
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の降水量偏差に対応する差が、多くの熱帯地域で温暖化時の降水量変化の差として現れているこ

とがわかった。さらに、エルニーニョに対する熱帯西太平洋降水応答のモデル再現性の違いが、

地域的な温暖化予測にどの程度の影響をもたらすのか調査した。東南アジア・オーストラリア北

部・熱帯南米で少雨傾向を強調する差が見られた。 
⑤ （エルニーニョ南方振動）CMIP3 の大気海洋結合モデルの現在海洋気候場の再現性の総合評価

を行った。また、現在気候における熱帯太平洋海洋平均構造の再現性と ENSO 特性の再現性の

関係を調べた。20 世紀再現実験における熱帯太平洋の再現性の指標（メトリック）を作成した海

洋熱帯気候場の再現性が高いモデルは ENSO の振幅及び周期の再現性が高いことから、海洋熱

帯気候場を再現することの重要性が明らかとなった。CMIP3 の大気海洋結合モデルにおける海

洋の第一傾圧変形半径の将来変化を調べた。その結果、すべての気候モデルにおいて、ほとんど

の緯度で第一傾圧変形半径は増加することが確認されたが、その大きさはモデルによって異なっ

ていた。また、緯度 15 度から 45 度においては、下層大気の昇温が大きい気候モデルほど第一傾

圧変形半径の増加が大きくなる傾向があった。一方、緯度 45 度から 60 度においては、大気の昇

温より降水の増加が第一傾圧変形半径の増加に寄与することが明らかとなった。 
⑥ （成層圏）CMIP3 に参加している 22 個のモデルについて中層大気における ENSO のシグナル

と対流圏の ENSO シグナルの関係を調べた。解析はマルチプル･リニア･リグレッションの手法を

用い、メンバー数の違いが統計的有意性に与える影響を定量的に評価するためすべてのメンバー

を用いた。観測データ（ERA40）によると、エルニーニョ・南方振動（ENSO）のシグナルは対

流圏の中高緯度では PNA（太平洋北米）の EOF パターンではなく TNH（熱帯北半球）の EOF
パターンで現れて、ロッキー山脈をはさんで符号が逆転しており、負のピークがアラスカ沖の太

平洋上、正のピークがハドソン湾付近にある。この TNH は対流圏では順圧的な構造をしている。

これが成層圏に伝搬していき（位相は西に傾いている）波数２タイプのパターンになり北極は正

の偏差になり昇温し、気候値の冷たい極渦を壊す構造になる。成層圏の表現が必ずしも充分でな

い CMIP3 参加モデルの ENSO シグナルは対流圏では、ある程度、再現されているように見える

が、成層圏 ENSO シグナルは対流圏での微小な誤差が増幅されるので、成層圏 ENSO シグナル

の再現は難しい。現実を再現していると言えるのは 1 つのモデルのみで、他は振幅や位相が大き

く異なり、極渦が強化するなど現実とは逆の結果を出しているモデルも少なからずあった。 
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温暖化影響評価のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケーリングの

研究 
 
研 究 年 次： 3 年目（平成 19 年度～平成 23 年度） 
研究代表者： 高薮 出（環境・応用気象研究部 第四研究室長） 

研究担当者： 栗原和夫、佐々木秀孝、村崎万代、清野直子、青栁曉典（環境・応用気象研究部）

仲江川敏之、石原幸司（気候研究部） 
 

研究の目的 

将来気候予測モデルの結果を影響評価研究へ繋ぐために、まずマルチモデルアンサンブルにより

信頼性の高い日本域の 20km 格子の将来気候予測シナリオを作成する。次にこれを更にダウンスケ

ールし、日本域の詳細な影響評価モデルに載せるデータを不確実性の幅をもって提供できるように

することを目指す。また、このプロセスの中で地域気候モデルの精度向上、地域気候モデルのマル

チモデルアンサンブル手法の開発、精度の高いダウンスケーリング手法の開発を行う。そして国内

の地方・県レベルでの流域での検証を通じて手法の高度化を行い、広くアジア域への適用を目指す。 
 
本年度の計画 

① IPCC 第４次評価報告書において計算された AOGCM を境界に 20kmRCM を積分する。 
② 都市気候モデルによる関東域将来予測実験を行う。 
③ マルチモデルアンサンブル手法を改良し、20kmRCM 将来予測実験の結果に適用する。 
④ 研究の中間とりまとめを行う。 

 

本年度の成果 

① IPCC 第 4 次評価報告書において計算された AOGCM を境界に 20kmRCM の積分を行った。将

来予測と現在再現合わせて 20 年分の計算を年度末までに達成予定であり、現在 12 年分終了して

いる。計算結果に対しては初期的な解析を行い、気候再現性を確認した。モデルの気候学的な地

点代表性について調査を行い、従来の気候区分と類似することを突き止めた。 
② 都市気候モデルのパラメータ策定とそれを用いた再現実験を行った。 
③ マルチモデルアンサンブル手法を改良し、20kmRCM 将来予測実験の結果に適用する予定であっ

たが、他機関の計算が未了なため、全球モデル結果を用いた手法改良の研究を続行した。その成

果は学術論文としてまとめた。 
④ 海外の類似プロジェクト関係者を招聘して、国際ワークショップを開催した。ワークショップで

は、本プロジェクトの成果を報告し今後の研究へ向けての議論を行い、有益な情報を多く得る事

ができた。 

- 88 - - 88 -- 89 -

研
究
報
告



2.2. 研究年次報告                        2.2.4. 他省庁予算（地球環境研究総合推進費） 

海洋酸性化の実態把握と微生物構造・機能への影響評価に関する研究 
 

副課題１ 太平洋における海洋pHの高精度各層観測による酸性化の実測 

 

研 究 年 次： 2 年目（平成 20 年度～平成 22 年度） 
研究代表者： 緑川 貴（地球化学研究部 第二研究室長） 

研究担当者： 緑川 貴、石井雅男、笹野大輔、小杉如央、松枝秀和、澤 庸介、馬淵和雄、坪井

一寛（地球化学研究部）、本井達夫、中野英之（海洋研究部） 
 

研究の目的 

本研究では、化石燃料の消費による二酸化炭素（CO2）の排出に起因して起こる海洋酸性化の実態

を把握し、酸性化が海洋生態系に及ぼす影響予測に資するため、酸性化に伴う微生物群集の構造や機

能の変化に関する知見を得ることを目的とする。 
 

本年度の計画 

① 初年度製作した pH 測定装置の性能試験を行い、装置の最適動作条件の確立、分析時間の短縮化、

測定精度の向上を図る。 
② 「第 8 回国際 CO2会議」及び「第 18 回北太平洋海洋科学機構（PICES） 年次総会」に参加し、

西部北太平洋における海洋 CO2増加・酸性化の動向に関する研究成果を発表するとともに、太平

洋の海洋内 CO2データ統合活動を推進し、財団法人日本水路協会海洋情報研究センターが担当し

ている「副課題２：海洋炭酸系データの統合に基づく海洋酸性化の実態評価に関する研究」のデ

ータ収集に協力する。 
③ 副課題２と協力して、収集した北太平洋の炭酸系データについて系統誤差補正の方法を検討する。 
④ 筑波大が担当している「副課題３：海洋酸性化が微生物群集構造と機能に及ぼす影響」の培養実

験に参加し、pH や CO2濃度等の測定・解析等を行う。 
 

 

本年度の成果 

① 初年度製作した pH 測定装置の分光光度計の調整や測定セルの形状の改良などを行って、装置の

最適動作条件を検討すると共に、分析時間の短縮化を図った。 
② pH 測定装置を観測船に搭載し、本州南方海域における実海域試験を行って、高精度のデータを

取得できた。 
③ 国内外の炭酸系観測データを収集して、西部北太平洋亜熱帯域における海洋酸性化の進行状況を

評価し、国際 CO2会議や日本海洋学会等において報告した。 
④ 西部北太平洋の炭酸系観測データから見積った pH は、北緯 3～33 度の全緯度において -0.0015

～-0.0021 yr-1 の有意な長期的低下傾向を示し、広域にわたって海洋酸性化が進行している実態

が確認できた。 
⑤ データ統合の作業を本格的に稼動させて効率的な活動を組織化するため、副課題２と協力して、

PICES の第 18 回年次総会（2009 年 10 月 23-24 日、韓国・済州島）において「Carbon data 
synthesis workshop」を開催し、そのコンビナーを務めた。この会合やメール会合を通して、系

統誤差の補正法を検討し、実データへの適用に着手した。 
⑥ 副課題３の微生物培養実験に参加し、pH や CO2濃度等の条件設定に協力して酸性化実験を成功

させることができた。また、pH や CO2濃度、全炭酸濃度の測定・解析を行った。 
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大気環境に関する次世代実況監視及び排出量推定システムの開発 
 
副課題２ 二酸化炭素およびエーロゾル地表面フラックス推定に関する研究 

 

研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 23 年度） 
研究代表者： 柴田清孝（環境・応用気象研究部 第一研究室長） 

研究担当者： 眞木貴史、関山 剛、出牛 真（環境・応用気象研究部）、小林ちあき（気候研究

部） 
 

研究の目的 

本研究課題では、アンサンブルカルマンフィルターを利用して大気微量成分の４次元データ同化

システム（二酸化炭素、エーロゾル、オゾン）を構築し、全球および東アジアの大気環境の実験的

再解析および二酸化炭素とエーロゾルの地表面フラックス推定を行う。 
 

本年度の計画 

① エーロゾルおよび二酸化炭素の地表面フラックス推定技術を開発する。 

② エーロゾルの光学特性を含む観測演算子を開発し、CALIPSO 衛星搭載のライダーによる観測デ

ータを利用してデータ同化を実施する。 

③ オゾンデータ同化システムを用いて観測システムシミュレーション実験を行う。 

 

本年度の成果 

① ダストエーロゾルの地表面フラックス推定技術としてアンサンブルカルマンフィルタによるデ

ータ同化システムの開発を行った。そのシステム開発を進める上で、エーロゾルの光学特性を含

む観測演算子を開発し、CALIPSO 衛星搭載のライダーによる観測を利用してデータ同化実験を

実施した。 
② 二酸化炭素に関しても、気象研究所で開発されたアンサンブルカルマンフィルタ（EnKF）を用

いたデータ同化システムを二酸化炭素用として移植した。この際、対象要素の性質を加味して実

験条件等の調整を行った。また、データ同化に必要な各種観測データ（地上連続観測、地上フラ

スコ観測、航空機観測、衛星観測）の収集を行い、品質管理プログラムのプロトタイプを作成す

るとともに、観測システムシミュレーション実験に必要な疑似観測データの作成を行った。 
③ エーロゾルに関しては、WMO や環境省が主催するアジア域における黄砂共同研究会合に出席し、

気象庁・気象研究所の研究成果を紹介すると共に、データ同化に必要な観測データ入手に向けた

調整を行った。 
④ オゾンモデルに EnKF データ同化システムを移植した。このシステムを用いて観測システムシミ

ュレーション実験を行い、最適な同化システムの構築を図った。また、データ同化に必要な衛星

データの収集を行った。 
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2.2. 研究年次報告                        2.2.4. 他省庁予算（地球環境研究総合推進費） 

風送ダストの飛来量把握に基づく予報モデルの精緻化と健康・植物影響評価

に関する研究 
 
副課題２ 黄砂予報モデルの精緻化に関する研究 

 

研 究 年 次： 1 年目（平成 21 年度～平成 23 年度） 
研究代表者： 三上正男（物理気象研究部） 

研究担当者： 田中泰宙、関山 剛（環境・応用気象研究部） 

 

研究の目的 

本研究では、事前研究プロジェクトで確立した黄砂モニタリングネットワークのデータをさらに

高精度化にすることを試みる。高精度化したデータを用い、黄砂の発生・輸送・沈着量の定量や黄

砂予測モデルの精緻化を行う。一方、黄砂による健康や植生物への影響を評価するための動物実験

や疫学調査、黄砂に付着する菌種の同定や DNA 情報集積も行う。モデル推定情報と基礎医学的・

生物学的情報を統合することによって予報モデルの付加価値を高める。 
 
本年度の計画 

① ダスト発生モデル検証のための観測システムを開発すると共に、既有データを用いて全球エアロ

ゾル輸送モデル（MASINGAR）のダスト発生モデルスキームの検証用デーセットをまとめる。 
② （独）国立環境研究所（NIES）ライダー網の観測値とアンサンブルカルマンフィルタ（EnKF）

を用いて MASINGAR のモデル誤差情報を推定するシステムを構築する。 

 

本年度の成果 

① オーストラリア現地観測データを解析し、MASINGAR ダスト発生モデルの検証用に飛砂フラッ

クスデータセットを作成した。ダストフラックス検証データ取得のための観測システムを整備開

発した。 
② NIES ライダー観測データを用いた MASINGAR へのアンサンブルカルマンフィルター法の適用

に成功した。 
③ 黄砂予報モデルの精度検証のためのスレットスコア評価システムを開発した。 
④ 既有の黄砂予報システムに NIES ライダー観測データを用いたデータ同化手法を適用することに

より、同モデルの黄砂予報精度を向上させる技術的な目処をつけることが出来た。 
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2. 研究報告                                        2.3. 研究終了報告 

 
２．３．研究終了報告 

 
本節には、気象研究所が実施し、平成 21 年度に終了した研究課題のうち気象研究所予算による下記

課題について、課題毎に計画と研究成果等を掲載した。 
 
２．３．１．重点研究 

・温暖化による日本付近の詳細な気候変化予測に関する研究（特別研究）･･･････････････  94 
 

２．３．２．地方共同研究 

・都市域に強雨をもたらす降水系の構造と環境の調査 ････････････････････････････････ 108 
・北海道東方沖における震源決定のための走時計算法改良の検討 ･･････････････････････ 113 
・ウィンドプロファイラを用いた台風の立体構造に関する解析的研究 ･･････････････････ 115 
・沖縄地方の固有的な地震に関する研究 ････････････････････････････････････････････ 118 
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2.3. 研究終了報告                                     2.3.1. 重点研究 

 

温暖化による日本付近の詳細な気候変化予測に関する研究（特別研究） 
 
研 究 期 間： 平成 17 年度～平成 21 年度 
研究代表者： 野田彰 1)、鬼頭昭雄 2)（気候研究部長） 
 
課題構成及び研究担当者： 
副課題１ 温暖化予測地球システムモデルの開発 
鬼頭昭雄、行本誠史、楠 昌司、尾瀬智昭 2)、吉村 純、小畑 淳 3)、内山貴雄 4)、馬淵和雄 5)、保

坂征宏、足立恭将 2)、遠藤洋和 2)、坂見智法 2)（気候研究部）、柴田清孝、直江寛明 6)、田中泰宙 7)、

出牛 真 7)（環境・応用気象研究部）、石崎 廣、本井達夫 7)、平原幹俊、辻野博之、中野英之 2)（海

洋研究部）、井上豊志郎 1)（気象衛星･観測システム研究部）、諸岡浩子 8)、及川義教 9)、吉松和義 10)、

大野浩史 6)（気象庁地球環境･海洋部気候情報課） 
副課題２ 精緻な地域気候モデルの開発 
栗原和夫、佐々木秀孝、高薮 出、村崎万代、内山貴雄 11)（環境・応用気象研究部）、石崎 廣、本

井達夫 7)、平原幹俊、辻野博之（海洋研究部）、齋藤仁美 9)、北島俊行 6)（気象庁地球環境・海洋部

気候情報課） 
 

研究の背景・目的 
わが国における地球温暖化対策を推進するため、特に、水資源・河川管理、治山・治水、防災、

農業、水産業や、保健・衛生などの分野など気候の変化に敏感で脆弱な分野を考慮した温暖化予測

情報を提供できるよう、地域的温暖化予測を総合的に行う数値モデルを開発し、日本付近の地域気

候変化予測を行う。 
 
研究の到達目標 

別研究課題により開発している炭素循環モデル、エーロゾル化学輸送モデル、オゾン化学輸送モ

デルなどの各種物質輸送モデルを大気海洋結合モデルに取り込んだ「温暖化予測地球システムモデ

ル」（以下「地球システムモデル」）を開発する。また、わが国特有の局地的な現象を表現できる分

解能を持った精緻な地域気候モデル（雲解像地域気候モデル）を開発して予測の不確実性を低減し、

各種施策の検討に必要となる空間的にきめ細かな予測を行う。 
 

主な研究成果 
（課題全体の研究成果の概要） 

地球システムモデルを開発した。また、精緻な 4km メッシュ非静力学地域気候モデル（NHRCM）

を開発した。地球システムモデルを用いた温暖化予測実験を行い、その実験結果を境界値とし、4km
メッシュ NHRCM により空間的にきめ細かな予測を行った。 

 

（副課題ごとの研究成果） 

副課題１ 温暖化予測地球システムモデルの開発 

新しい大気海洋結合モデル MRI-CGCM3 を開発し、それに炭素循環モデル、エーロゾル化学輸

送モデル、大気化学気候モデル（オゾン化学輸送モデル）を組込んだ地球システムモデルを開発し

た。これにより、地球の気候システムを構成する気候要素（大気、海洋、陸面、雪氷、生態）間の

物質交換と輸送を取り扱うことができるようになり、温室効果気体やエーロゾルの排出シナリオか

ら直接温暖化予測を行うことが可能となった。このモデルを用いて、温室効果気体やエーロゾルの

排出量を与えた温暖化予測実験を行い、モデルの精度評価と予測結果の解析を行った。モデル開発

の詳細は以下のとおり。 
モデル統合 
・ IPCC 第 5 次評価報告書への寄与をも考慮し、世界トップレベルの性能を目指すべく、大気

      
1) 平成 17～18 年度、2) 平成 19～21 年度、3) 平成 17～18 年度は環境・応用気象研究部所属、4) 平成 17 年度、
5) 平成 18 年度、6) 平成 20～21 年度、7) 平成 18～21 年度、8) 平成 17～20 年度、9) 平成 18～19 年度、 
10) 平成 21 年度、11) 平成 18～20 年度 
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モデルの水平解像度を TL159（約 110km）、海洋モデルを 1º×0.5º の３極（tripolar）座標と

した。最新の精緻化されたエーロゾル化学輸送モデル、大気化学気候モデルは計算コストが

大きいが、開発したカップラーScup によって異なる解像度で結合可能とし、地球システムモ

デルとして効率的に動作するように開発した。これを用いた基準実験では気候および各種物

質循環についてほぼ満足すべき現在気候の表現性能が確認された。 
・ 気候モデルにおいて、取り扱う物質の厳密な保存性が重要である。そこでまず水収支を常時

監視する仕組みを組み込み、大気、海洋、陸面（河川、氷床含む）で厳密な保存性の確認と

移動量の把握ができるようになった。この仕組みは将来、他の物質についても拡張可能とな

っている。 
大気モデル関連 
・ 地球システムモデルの基本となるコンポーネントである大気モデル（GSMUV）について、

新スキームの導入、様々な改良を行った。 
・ 新積雲対流スキームの導入 

新しいマスフラックス型積雲対流スキームの開発を行い、大気モデルに組込んだ。このス

キームでは、最大および最小のエントレインメント率を持つ二つの積雲プリュームを精緻に

計算し、その中間のエントレインメント率を持つ積雲アンサンブルの効果も補間的に計算し

て表現している。積雲上昇流（アップドラフト）では組織的エントレインメント・組織的デ

トレインメント・乱流エントレインメント・乱流デトレインメントを考慮している。積雲の

背の高さ別に CAPE の大きさを求めマスフラックスを決定するクロージャー仮定を用いて

いる。また、積雲下降流（ダウンドラフト）の表現、積雲による水平運動量輸送の気圧傾度

力なども精緻に取り扱っている。鉛直輸送に保存性のあるセミラグランジュ法を使用するな

ど各所に独自性を備えている。 
エーロゾルモデル・オゾンモデルとの結合への対応として、積雲による輸送計算に必要な

エントレインメント・デトレインメント等の情報を Scup 経由で渡すようになっている。ま

た、新しい雲スキームへの対応として、積雲スキームの中で雲水と雲氷を独立した予報変数

にするオプションを用意した。 
・ ２モーメントバルク雲スキームの導入 

エーロゾル–雲相互作用を表現し、エーロゾルの直接効果・間接効果を精緻に表現するため、

雲粒数・雲粒の有効半径に依存する雲スキーム・雲放射スキームを新たに導入した。同種で

あっても異なる半径のエーロゾルが核となる雲粒の数を正確に評価するためのビン法を開発

し、ダストと海塩が核となる雲粒に対して導入した。雲粒の有効半径に関しては Takemura 
（2005）層積雲用から拡張した Liu（2006）を組み込んだ。エーロゾルの数密度の湿度依存

性に関して Chin（2001）による方法（エーロゾルが溶解しない仮定）と Kohler 理論にもと

づく方法（エーロゾルが完全に溶解すると仮定）と２種類組み込んで比較した。以上のスキ

ーム開発により、エーロゾル自身による放射強制力およびエーロゾルを核とする温かい雲に

よる放射強制力・エーロゾルに依存する雲水-降水変換率を定量的に評価できるようになった。 
この雲スキームを用いて雲および放射分布と雲の温暖化へのインパクトを解析した。大気

上端の放射収支は全球平均・帯状平均で見た場合、よく再現されている。乱流風速の小さい

自由大気中ではエーロゾルの活性化が弱いため、従来のモデルに比べて雲量が少なくなる傾

向があることがわかった。 
・ 新陸面モデルの開発・導入 

陸面モデルは、これまで simple biosphere（SiB, Sellers et al. 1986; Sato et al. 1989）に

土壌 3 層化などの改良をした SiB0109 を用いてきたが、積雪と土壌について任意の層数をと

ることを可能とし、さらに格子内の複数植生（モザイク植生）を取り扱い可能とする新しい

モデル HAL（Hosaka, in preparation）を開発し導入した。 
・ 海面過程の改良 

大気モデル海面過程にスラブ海洋モデルを組み込み、気候感度の評価等が容易に計算可能

とした。海氷過程に簡易的な海氷厚分布（格子内での海氷厚の不均一性）を考慮することに

より、大気海洋結合モデルにおいて海氷分布の再現性、長期積分におけるドリフトをある程
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度制御できるようになった。また、海面スキン（表皮）層を簡易な方法で導入し、日変化等

の短い時間スケールの海面表皮温度の変化と積雲対流等との相互作用が表現可能となった。 
・ 大気化学気候モデルとの結合に適合するように大気モデルの鉛直レベルの検討を行い、新し

い鉛直構造を選定した。鉛直層の数を 48、モデルトップを 0.01hPa として、上部成層圏まで

十分に表現可能とした。 
・ 大気モデルの解像度によらない河川モデル、ならびに湖スキームを導入することにより水循

環表現の高度化を行った。 
・ 大気境界層過程の改良 

境界層スキームは、Mellor and Yamada（1974,1982）（MY）で提唱された乱流モデルで

あり、２次クロージャーモデルである。これに Nakanishi（2001）, Nakanishi and Niino
（2004, 2006）（MYNN）を参考に、クロージャー定数と混合長の評価を変更した。MYNN
は、Large Eddy Simulation（LES）の結果を用いてクロージャー定数の見直しを行い、MY
では無視していた浮力の効果を表す項と風速シアーの効果を表す項を導入した。 

海洋モデル関連 
・ 全球海洋モデルにおいて地理座標をモデル座標とした場合の北極点での特異性を回避するた

めに、まず、モデルの極を(75N, 40W)と(75S, 140E)に移動した球座標系による全球海洋モデ

ルを開発した。しかしながら、極移動した球座標系による全球海洋モデルには、①極付近の

格子点集中による計算効率の低下、②モデル赤道と地理赤道の不一致、という問題がある。

そのため、ジューコフスキー（Joukowski）変換によって生成される座標系を用いた全球海

洋モデルを開発した。このジューコフスキー（Joukowski）変換によって生成される座標系

は、①全領域で比較的一様な解像度を実現できる、②モデル赤道と地理的赤道とのずれが小

さい、③地理座標に変換せず物理量の分布を概観できる、などの点で極移動した球座標系に

比べて優れている。最後に、３極（Tripolar）座標を使用した全球海洋モデルを開発した。

この座標系のモデルにより、北極点での特異性を回避し、かつジューコフスキー変換によっ

て生成される座標系の 1.2 倍程度の計算コストで北極海の数倍の高解像度化が可能であるこ

とを確認した。また、３極座標ではベーリング海峡以南は地理座標と一致するため、ジュー

コフスキー変換によって生成される座標系と比較して取り扱いが容易である。以上のことか

ら、地球システムモデルでは、海洋モデルに３極座標を用いることとした。 
・ 水平解像度に関しては、水平分解能 1×1 度、低緯度で緯度 0.3 度としてテストランを行い、

海氷も含めて順調な結果が得られた。次に、1×0.3 度の格子で海洋単体ランを行った結果、

黒潮の日本海への流入を抑制でき、低解像度（1 度以上）版で生ずる日本海の昇温バイアス

は改善された。一方、黒潮が房総沖で離岸せず低解像度における結果よりも高速で北上する

ため、三陸沖の昇温バイアスはむしろ増大することがわかった。このことから、地球システ

ムモデルで用いる海洋モデルの解像度は 1×0.5 度が適当であると判断し、これを採用するこ

ととした。 
・ 海洋モデル（MRI.COM）に任意の個数の受動的トレーサを置き、各瞬間の３次元的な流速

場に乗って移流拡散させることが可能となった。任意の初期状態の設定も可能である。移流

過程・拡散過程の標準形式及びオプションは能動的トレーサ（水温・塩分）とまったく同じ

である。生成・消滅項は各トレーサごとに別々に与えなければならないが、種々の化学物質

などの移流拡散過程を一括して扱えるようになった。 
・ 海洋モデルにおける物質拡散・粘性スキームを改良し、渦拡散パラメタリゼーションにおけ

る非等方性を表現することを可能にした。 
・ その他、従来は陸面モデルで湖とされていた黒海を海洋モデルで扱うようにした。また領域

別海面フラックス等の診断ツールを整備した。 
・ 気候の変動性と予測可能性に関する研究（CLIVAR）のモデルパネルである海洋モデル開発

ワーキンググループ（WGOMD）で、温暖化実験で用いられる海洋モデルには実行すること

が国際的に推奨されている CORE（Coordinated Ocean Reference Experiments; Griffies et 
al., 2009）に準拠した実験を行った。適切な外力を与えるとき、北大西洋子午面循環や南極

周極流などの主要な海洋循環を現実的な範囲で再現可能であることを確認した。また、予備
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的に行われた結合実験の結果と比較したところ、結合モデルの海洋では亜熱帯循環・亜寒帯

循環境界が低緯度側へシフトする傾向が見られた。海洋にとっての外力である海面西風応力

の位置が現実よりも南偏していることがこの原因と考えられる。 
エーロゾルモデル 
・ 改良版エーロゾルモデルMASINGAR-mk2を大気モデルGSMUVとカップラーScupによっ

て結合することができるよう開発した。また、オゾンモデル（MRI-CCM）との間も Scup に

よりオンラインで結合することが出来るよう開発し、エーロゾル―微量気体の相互作用を含

む数値実験も実行可能となった。 
大気化学モデル 
・ 気象研究所成層圏オゾン化学気候モデル（MRI-CCM）に、カップラーScup を組み込み、最

新の大気モデル（GSMUV）と MRI-CCM が Scup を用いて相互作用を伴い結合できるよう

にする開発を行った。計算機資源節約のため MRI-CCM と大気モデル GSMUV 間の結合を空

間解像度が異なる場合でも対応できるようにした。また、MRI-CCM の高速化も行った。 
・ さらに、大気化学気候モデルにおいて詳細な対流圏化学反応過程の導入を行うことで、オゾ

ンのみならずメタンの詳細な化学過程を取り入れ、対流圏オゾンの予測を可能とした。 
・ 新たに組み込んだ対流圏大気化学過程の再現性を評価するために、現在気候の再現実験を行

いさまざまな観測値との比較を行った。その結果、モデルで再現された対流圏オゾン濃度は

高緯度域において若干のバイアスがあるほかは全球的に観測と良い一致を示し、その季節変

動も現実的なものであることがわかった。また、21 世紀後半まで行った長期シミュレーショ

ンにおいては、オゾンホールが 1980 年代のレベルに回復する時期が約 2060 年ごろであると

いう結果となっており、他の世界的な研究機関において示された予測時期と整合的な結果と

なった。 
陸域炭素循環モデル 
・ 陸域炭素循環モデルの感度実験として、大気二酸化炭素増加による光合成促進効果（施肥効

果）を除去した場合、21 世紀の大気二酸化炭素増加と温暖化は従来の 3 割増しとなり、陸域

生態系の表現の不確かさが温暖化予測に大きな影響を与えることが明らかになった。 
・ 気候炭素循環モデルを用いて、氷期終了以降の環境激変（北大西洋への氷床融水流入）に対

する気候炭素循環系の応答の解析を行った。その結果、北大西洋熱塩循環の弱まりによる北

半球の寒冷化で陸域生態系が衰退し、これが古気候記録に見られる大気二酸化炭素微少増加

（10ppm 未満）の原因であることが明らかになった。 
・ 気候炭素循環モデルを用いて、北大西洋への淡水流入実験を将来の化石燃料炭素排出実験を

行った。その結果、北大西洋熱塩循環停止による寒冷化は、高濃度の大気二酸化炭素による

温室効果で実験開始 200 年後にはほぼ解消された。炭素循環については、陸域生態系の衰退

よりも、海洋の深層への輸送の弱まりによる炭素吸収の減少が顕著となり、大気二酸化炭素

は淡水流入無しの標準実験に比べて増加した。これら一連の淡水流入実験により、通常は相

関の良い気温と大気二酸化炭素濃度が時として逆相関（寒冷化と二酸化炭素増加）を示す仕

組みが明らかになった。 
・ 陸域生態系炭素循環過程モデルの高度化を行った。気候変動に対する陸域生態系の応答をよ

り正確に表現することを目的として、特に純一次生産（植物による正味の大気からの二酸化

炭素吸収）に関する部分について、観測経験式により簡略に表現していた従来の方法を一新

し、生物化学の見地から葉の光合成における酵素、光、気孔のはたらきを考慮した精緻なモ

デルを開発した。予備的実験としてこのモデルを従来の気候モデル（MRI-CGCM2）に組み

込み、純一次生産や葉面積指数を全球規模でほぼ再現することを確認した。これにより、気

温が大きく上昇した気候において、植物の光合成より呼吸の増大が卓越し炭素吸収が抑制さ

れる効果が表現できるようになった。 
・ 陸域生態系の炭素循環について植物の生理（酵素や気孔の働きによる光合成等）や動的植生

を表現する世界水準へ高度化したモデル（陸域生態系炭素循環モデル）を地球システムモデ

ル（MRI-ESM, MRI-CGCM3）へ組み込んだ。 
・ 陸域生態系炭素循環モデルに対して地球システムモデルの予め計算された気候場を与えた非
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結合実験を行い、モデルの植生分布や炭素循環の各要素（純一次生産、植生・土壌の炭素量

等）がほぼ再現されることを確認した。 
・ 陸域（高度化版）及び海洋の炭素循環モデルを MRI-CGCM2 へ組み込んだ気候炭素循環モデ

ルを用いて、古気候の事例（暁-始新世高温期）に関連した大気メタン急激増加時の実験を行

い気候炭素循環系の応答を解析した。その結果、メタンの激しい温室効果による高温化（全

球で 6℃上昇）が再現され、その高温障害により低緯度を中心として陸域生態系が急激に衰

退する（全球で 3 割減）等、従来の 21 世紀温暖化予測を凌駕する環境激変であることが明ら

かになった。 
海洋炭素循環 
・ 生物化学過程をモジュール化して海洋モデル（MRI.COM）に組み込み、海洋炭素循環モデ

ルを構築した。海面フラックス駆動の海洋単体モデルで物理場をスピンアップした後、一様

な化学トレーサ場を初期値として 100 年間の炭素循環シミュレーションを行い、おおむね妥

当な結果を得た。 
氷床モデル 
・ グリーンランド氷床モデルを作成した。氷床は気候モデルが扱う現象と時間スケールが大き

く異なるため、地球システムモデルへの組込みはオンラインの結合でなく、境界値ファイル

を介して行うこととした。 
カップラー 
・ 地球システムモデルの複数のコンポーネントモデルを結合する目的で汎用カップラーScup

（Simple coupler）の開発を行い完成した。Scup は、地球システムモデルの複数のコンポー

ネントモデルを結合する目的で開発された汎用カップラーである。「大気モデル（GSMUV）」

と「海洋モデル（MRI.COM）」、「大気化学気候モデル（MRI-CCM）」、「エアロゾルモデル

（MASINGAR）」を柔軟かつ効率的に結合することができる。欧州では汎用カップラー

OASIS3, OASIS4 が開発されているが、高機能であるが故に極めて複雑な構造となっている。

Scup は OASIS3, OASIS4 を参考としつつも、気象研究所のモデル群とスーパーコンピュー

タシステムに良く適合し、簡潔で使い易い機能を目指した。所内 WEB サイトを開設し、最

新情報の共有化を容易にした。 
・ カップラーScup にコンポーネントの機能を追加し、モデル内の複数のコンポーネント（例え

ば大気と河川）がそれぞれ別の時間ループ・タイムステップを持つ場合に対応可能にした。 

 

副課題２ 精緻な地域気候モデルの開発 

わが国特有の局地的な現象を表現できる精緻な 4km メッシュ NHRCM を開発した。4km メッ

シュ NHRCM の下部・側面境界条件に用いる領域大気海洋結合モデルの高度化を行った。温暖化

予測地球システムモデルを用いた温暖化予測実験の結果を境界値として、雲解像地域気候モデル

により、関東甲信越地方を対象に空間的にきめ細かな予測実験を行い、モデルの精度評価と予測

結果の解析を行った。その詳細を以下にまとめる。 
精緻な地域気候モデルの開発 
・ 気象庁で開発・運用されている非静力学モデルをベースに、長期積分が可能な 4km メッシュ

の地域気候モデル（雲解像地域気候モデル）を開発した。領域は関東甲信越地方に設定した。 
・ モデルには雲物理過程が組み込まれ、陸面過程には植物圏モデル（SiB）を用い、地表面付近

の大気状況の表現の改善が見込まれるとともに積雪・土壌水分量などの予測も可能である。 
・ 4km メッシュ雲解像地域気候モデルの精度評価のために、客観解析を境界条件とした長期積

分を 2001 年 8 月から 2006 年 9 月までを対象に行い、結果を解析した。月降水量、平均、最

高、最低気温などは年間を通じてよい再現がされること、降水 3 時間降水強度の頻度も、よ

く再現されることが確認された。 
・ 4kmメッシュ雲解像地域気候モデルの計算結果および国土交通省の観測データを比較しなが

ら解析し、観測データから山岳における夏季の降水が標高とともに増加する傾向があること、

雲解像地域気候モデルはこの特性をよく再現していることを明らかにした。 
・ 4km メッシュ雲解像地域気候モデルを地球システムモデルにネスティングし、現在気候再現
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計算、温暖化予測計算を行うシステムを整備した。 
・ 4km メッシュ雲解像地域気候モデルで、全球気候モデルにネスティングした現在気候再現実

験を実施し、結果の解析を行った。その結果、冬季については、ほぼよい結果が得られたが、

夏季については降水量が過大であった。また気温についても低温傾向が見られた。このよう

なバイアスは地球システムモデルのバイアスを引き継いでおり、この改善のためには地球シ

ステムモデルを含めたシステム全体の検討が必要であることがわかった。 
・ 4km メッシュ雲解像地域気候モデルを全球気候モデルにネスティングし、約 30 年後を対象

に、関東甲信越地方について温暖化予測を行い、温暖化による気候変化の検討を行った。 
領域大気海洋結合モデルの高度化 
・ 境界からのノイズが北海道・関東地方に影響を与える問題を解決するために、計算領域の拡

大を行った。この結果、ノイズが日本の陸地にかかることは無くなり、計算精度が向上した。 
・ 冬型が系統的に弱く計算される問題に対応するために、20km メッシュ大気モデルの外側境

界条件を与える 60km メッシュ大気モデルの計算領域を広域化した。 
・ 大気モデルの領域の広域化とともに、スペクトル境界結合（SBC 法）のチューニングを行い、

全球気候モデルの結果が、より強く反映されるようにした。これにより大規模場については

全球気候モデルの結果が以前より忠実に再現されるようになった。 
・ 従来のモデルでは雲を多めに診断しているため、地上気温の日較差が観測よりも小さく、ま

た海面水温にも影響している可能性が考えられる。そのため、雲量換算のチューニングを行

った。また、地上気温のバイアスを補正するために、陸面過程モデルの改良を行った。 
・ 日本海北部における海面水温の高温バイアス解消のため、熱フラックスバルク式で、海面水

温が海上気温より高い場合に風速を増すことにより、海洋から大気への潜熱・顕熱フラック

スを増加させた。これは、重力不安定による対流が起こったときに、風の収束が起きること

を模したものである。これにより、3 月の日本海北部における海面水温は最大 3℃程度低下し

た。 
・ 領域大気海洋結合モデルの並列化性能を改善し、計算速度を向上させた。 
・ 領域大気海洋結合モデルの海洋部分については、日本周辺を 0.1 度（緯度・経度）に高解像

度化した海洋モデルを開発し、海洋モデル単体で JRA-25 を大気強制として再現実験を行っ

たところ、黒潮大蛇行の発生のタイミングなどは観測と必ずしも一致しないものの、黒潮流

路などに改善が見られることを確認した。また日本海の SST の年々変動も観測とよく一致し

ている。 
・ 日本周辺を 0.1 度（緯度・経度）に高解像度化した海洋モデルによる海面水温を用いて、20km

メッシュの地域気候モデル（RCM20）による 1985 年～2004 年までの 20 年間の連続積分を

行い、高解像度の海面水温が日本周辺の気候に与える影響を調べた。その結果、黒潮の大蛇

行、非大蛇行期の海上と日本列島沿岸部での大気場の対流活動の違いが明確に現れ、黒潮上

での対流活動は強化されることが確認された。また、対馬暖流が日本列島の日本海側の降水

に影響を及ぼしていることも示唆された。 
・ 地球システムモデルの結果と高解像度の海面水温を用いて、約 30 年後を対象に、RCM20 に

より温暖化予測を行い、温暖化による気候変化の検討を行った。疑似温暖化手法を用いた場

合、疑似温暖化時には強い雨の頻度が増加する傾向があることが示された。RCM20 の結果

を、4km メッシュ雲解像地域気候モデルを用いてダウンスケーリングし、温暖化時の結果の

検討を行った。4km モデル結果では現在気候実験で降水量が過大に見積もられるなど、まだ

改良の余地が残っているものの、気候場の細かい地形の影響などがより明瞭に現れた。 
 

成果の他の研究等への波及状況 
本研究で得られた成果は、21 世紀気候変動予測革新プログラムの「超高解像度大気モデルによる将

来の極端現象の変化予測に関する研究」に対して有益な知見を与え、同研究の推進に寄与した。また

地球環境研究総合推進費による「温暖化影響評価のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケー

リングの研究」の推進にも寄与している。なお、RCM20 は地球環境研究総合推進費 S-4「温暖化影

響総合予測プロジェクト」において広く利用された。また、それ以外にも日本域の各種影響評価研究
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に、登場時本邦唯一の 20km ダウンスケーリングデータとして活用された。 
 
今後に残された課題 

地域気候モデルの結果は、境界値として用いる地球システムモデル（特に全球大気モデル）にお

ける対象領域の気候再現性に大きく影響されることがわかった。本研究で開発された地球システム

モデルは、日本付近の特に夏季における気候再現性において、今後改良すべき点が見いだされた。

モデルを高解像度化するとともに、積雲対流、雲・放射過程、大気境界層過程などの各種物理過程

を高度化し改良して、梅雨や台風などアジア太平洋域に特徴的な現象を現実的に表現し、日本付近

における気候再現性を向上させることが今後の課題である。 
 

研究成果及びその活用に関する意見（事後評価の総合所見） 
平成 22 年度に気象研究所評議委員会にて、事後評価を実施予定。 
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都市域に強雨をもたらす降水系の構造と環境の調査 
 
研 究 期 間： 平成 20 年度～平成 21 年度 
研究代表者： 金子法史（東京管区気象台 気候・調査課 調査官） 
研究担当者： 東京管区気象台、名古屋地方気象台、藤部文昭（予報研究部 第三研究室長） 
 
研究の背景・目的 

近年都市域での豪雨が増える傾向があり、社会的関心がますます高まっている。また、豪雨の継

続時間が長くなる傾向があり、それに伴って被害も増大している。このため、地方共同研究により

平成 18 年度～19 年度の 2 カ年計画で、大都市域に強雨をもたらす降水系の内部構造や環境場の特

徴、および短時間強雨の経年変化の調査を目的に、「大都市域に強雨をもたらす降水系に関する研

究」を実施した。この研究では、都市の高温域に対応した低圧部の形成が対流を発生させやすくし

豪雨をもたらしていることや、都市では短時間強雨の再現期間が最近は短縮しているなど、関東地

方での都市域の強雨に関する知見を得ることが出来た。しかし、予報現業作業において特に有用な

豪雨発生の前兆現象の把握や降水量の予測までは至っていない。またヒートアイランドの範囲や強

さに対応した豪雨の定量的な特徴も十分に把握できていない。さらに、関東地方以外でも都市域の

豪雨が発生しているが、研究が少なく解明は不十分である。 
そこで、本研究では、都市域における豪雨の発生過程や内部構造・環境場を調査し、あわせて数

値予報モデルにより再現実験・感度実験を行い、降水系の内部構造と環境場の相互作用を把握する。

また、GPS 可降水量から豪雨の発生や継続時間の予測可能性を調査する。これらから、防災上注目

すべき要素を抽出して、予報現業作業における実況把握や予報のシナリオ作成に資することを目的

とする。 
 
研究の到達目標 
 東京管区気象台が平成 19 年度から 2 年計画で実施した「ドップラーレーダーを用いたメソ対流

系に関する調査研究」の初年度の成果である、ドップラーレーダーデータから風の三次元分布を

得るシステムを使った解析を中心に、ウインドプロファイラデータや部外データも使って、降水

系の内部構造と環境場の相互作用を把握する。あわせて GPS 可降水量と雨量との関係把握、およ

び数値予報モデルを用いた再現実験や感度実験を行い、降水系の発生過程やヒートアイランドな

どの都市気象が都市域の強雨に及ぼす影響を調査する。これにより、豪雨発生の前兆現象や継続

時間、雨域移動など防災上注目すべき要素などを抽出し、防災気象情報の精度向上に資する。 
 関東地方以外については、東海地域を対象にドップラーレーダーによる三次元解析や「極値統計

手法」を用いた強雨再現期間の検証を行い関東地方との共通点・相違点を把握し、東海地方の防

災気象情報精度向上に資する。 
 

主な研究成果・目標の達成状況 
（１）ドップラーレーダーデータを用いた三次元事例解析 
 都市域に発生した短時間強雨の発生過程や強雨をもたらす降水系の内部構造と環境場との相互作

用を把握するため、ドップラーレーダーデータを用いた三次元解析を中心とする事例解析を行っ

た。 
 2008 年 7 月 29 日夜、都心部に局地的強雨をもたらした降水系を対象に解析した結果、都心部に

ヒートアイランドと見られる高温域が存在しており、下層では高温域に吹き込むように複数の気

流が収束していたことがわかった。都心部での高温による静的安定度の減少及び気圧低下による

下層風の収束強化が強雨の一因となった可能性が考えられる。強エコー域では、降水系下層に水

蒸気を供給する東京湾からの南東風と、その上を滑昇する相模湾からの南西風が降水系北側の冷

たい気流と収束する内部構造が確認できた。 2008 年 9 月 6 日夜に東京都心に短時間強雨をもた

らした降水系の解析では、降水系は都心の高温域の西側で発生し、都心の周辺を反時計回りに移

動した。降水系の下層で南東風が卓越した領域は、都心から北西方向に広がる高温域の位置に対

応しており、この高温域により下層の乱流エネルギーが増加すれば、通常夜間に起こる混合層の

衰弱を抑制し、南東風を相対的に強化されることが考えられることから、都市の存在が南東風及
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び収束の強化の一因となり、降水系を強化した可能性が示唆された。また、2007 年 8 月 20 日夜

間に名古屋市周辺で雷雲が再発達した事例では、三重県北部からの一般風を含む陸風(西風)と濃

尾平野に吹き込む海風（南風）による収束が発達のトリガーとなったことがわかった。ウインド

プロファイラやデュアルドップラー解析などから、濃尾平野に流れ込む海風は上空 1.0～1.5km
付近にまで達しており、収束をより強化したと考えられた。 2009 年 6 月 18 日に名古屋市で短

時間強雨をもたらした降水系では、海陸風による日変化の南風が都市域に進入することで下層シ

アーによる収束場が形成され、この収束場で強い上昇気流を伴って急速に発達した構造が解析さ

れている。 
 これらの降水系の発達には海風などのその地方特有な複数の風系が大きく寄与しており、これら

の風系が収束することによって上昇流が強化され、降水系が発達していることが確認できた。ま

た、都心部での高温域がこれらの風系を変化させたり、収束を強化し降水系の発達を助長する可

能性や、降水系の発生位置に寄与する可能性が示唆された。 
（２）GPS 気象学による可降水量と雨量との関係把握 
 関東平野における GPS 可降水量と夏季の降水との関係について統計的な調査を行った。2 時間積

算降水量が 50 ㎜以上の場合の多くは可降水量が 50 ㎜以上、60 ㎜以上では可降水量が 55mm 以

上となるなど、可降水量の値が高いほど降水の頻度・量が増加することが確認できた。しかし、

2008 年 6 月のデータからは、月の前半と後半で可降水量の絶対量が大きく異なり、可降水量に

15mm 近い差があったにもかかわらず、同程度の雨量が観測された。これは梅雨前線の位置の差

によるものであると考えられるが、このように可降水量の絶対量は気団によって値が大きく異な

るものでもあることから、可降水量の値のみでは有効な指標となり得ないことがわかる。可降水

量の増減量と降水量の関係では、可降水量が増加した場合、その増加量が大きいほど降水の量・

頻度が増加し、逆に、減少した場合、減少量が大きいほど降水の量・頻度が増加する傾向がある

ことが示された。 
 さらに、GPS 可降水量が都市域における強雨発生を予測する上での指標と成り得るかを検討する

ため、東京都および周辺県と愛知県において短時間強雨をもたらした事例について、強雨発生前

後の水蒸気変動について調査した。2008 年 7 月 29 日夜、都心部を中心に発生した局地的短時間

強雨の事例では、降水現象に先行して、地上風の水平収束に対応する領域で可降水量の増加が見

られ、降水が発生する領域では、可降水量の極大域に向かう大気遅延量の勾配パラメータが見ら

れたことから、GPS 気象観測から得られる可降水量及び勾配パラメータが短時間強雨の先行指標

として有効であることを確認できた。2009 年 6 月 18 日に名古屋市付近で発生した短時間強雨の

事例においても、この可能性を確認している。また、2008 年 7 月 4 日や 2008 年 8 月 31 日の事

例においては、GPS 可降水量や可降水量 FLUX※を監視することが、メソ対流系の発達・衰弱や

雨量の予測に有効であることが示唆された。 
※ 可降水量 FLUX：地上の風ベクトルと GPS 可降水量を掛けたもので、水蒸気の収束・発散域を把握するもの。 

（３）数値実験による再現実験・感度実験 
 都市の存在が都市とその周辺で発生する強雨に与える影響を調べるために、気象研究所環境・応

用気象研究部で開発中の気象庁非静力学モデル用都市キャノピースキームを用いた感度実験を行

った。 
 2008年8月5日の日中に東京都心部で発生した局地的大雨の事例へ都市キャノピースキームを適

用した実験では、これを適用していない気象庁非静力学モデルの結果と比較し、都心付近で気温

の上昇、下層の乱流エネルギーの増加、地上風速の増加がみられた。また、予想された地上風の

収束線および降水系の位置が、実況で局地的大雨が発生した豊島区の位置に近づいており、さら

に、最大 1 時間降水量が増加して実況に近づくなど、都市キャノピースキームの適用による予測

精度向上の可能性が認められた。 
 都市のヒートアイランドが顕著となる夜間の降水現象の調査として、東京都心で夜間に短時間強

雨が発生した 2008 年 9 月 6 日の事例についても感度実験を行った。都市キャノピースキームを

適用した実験では、都心から北西方向に広がる高温域が、実況に近い分布で表現された。降水の

再現性は十分ではなく、都心の西側の収束線で降水系が発達する様子は再現されなかった。しか

し、都心から北西方向に広がる高温域で下層の乱流エネルギーが増加し、地上風速が増加する様
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子は再現された。このことにより、事例解析で指摘された都市の降水系への関与の可能性が数値

モデルでも示唆された。 
（４）極値統計手法を用いた東海地方の強雨再現期間の把握 
 東海地方を対象に、水文統計解析により、確率雨量、再現期間を推定し、およそ 30 年毎にその

変化を調べ、都市化による影響について考察を行った。使用データは名古屋および周辺の観測地

点から 5 地点（名古屋、津、岐阜、高山、浜松）を選択し、夏期と秋期の日最大 1 時間降水量の

年毎の極値とした。なお、使用データは全てデジタルデータの品質管理を実施している。気象庁

が異常気象リスクマップで用いた方法に倣い、再現期間は、各々の地点、各期間のデータを元に、

それぞれが最もよく当てはまる確率分布を検討し、最適な確率分布から降水量最大値とその再現

期間のグラフを作成した。 
 その結果、夏期の再現期間は、ヒートアイランドの影響が大きいと考えられる名古屋や岐阜では、

近年に向かって再現期間が短くなる傾向は見られず、反対に長くなる傾向が見られた。一方、周

辺都市では浜松や高山で再現期間の短縮が見られるが、津では長くなっており、ヒートアイラン

ドや地球温暖化により短時間強雨が増加しているとは言えない結果となった。また、秋期は、岐

阜を除き、名古屋、津、浜松、高山で再現期間が短くなっており、特に近年は短くなる傾向が明

瞭である。一方、岐阜は近年で再現期間が大幅に長くなっている。秋期はヒートアイランドや地

球温暖化の影響も考えられるが、東海地方でヒートアイランドの影響が大きいと見られる名古屋

と岐阜で再現期間の傾向が異なる結果となった。 
 
今後に残された課題 

都市キャノピースキームを適用した感度実験については、研究 2 年度目となる今年度（平成 21
年度）、気象研究所環境・応用気象研究部の青栁研究官ならびに予報研究部の清野主任研究官のご尽

力により管区での実験環境の構築が完了し、実事例についての実験に着手できた。調査結果として

は都市域の存在が地上風速に影響を与え、降水を強化させた可能性が示唆されるなど、貴重な成果

が得られた反面、事例によりその影響の仕方も様々であることが考えられることから、今後は事例

の蓄積が望まれる。 
また、GPS 可降水量に関する調査では、GPS 可降水量及び勾配パラメータの短時間強雨の先行

指標としての有効性や、GPS 可降水量と可降水量 FLUX の収束・発散域の監視がメソ対流系の発

達・衰弱や雨量の予測に有効であるなど基本的な性質に関する成果が得られた。これらの結果を都

市域で発生する豪雨や短時間強雨の予測精度向上に結び付けるための調査手順について、更なる検

討が必要である。 
ドップラーレーダーデータによる三次元事例解析においても、降水系の内部構造に関する知見な

ど有益な成果が得られている。今後は、引き続き知見の蓄積を行うとともに、他のテーマで得られ

た成果を踏まえた調査の方向性を探る必要がある。さらに、今回の取り組みでは、予報現業作業に

おいて有用となる豪雨や短時間強雨の前兆現象の把握、その継続時間、雨域の移動方向や降水量の

予測に関する知見を得るまでには至らなかったことから、これらの取り組みも今後の課題となる。 
 

研究成果及びその活用に関する意見（事後評価の総合所見） 
（目標の達成度） 

到達目標のうち「防災上注目すべき要素などを抽出し、防災気象情報の精度向上に資する」とこ

ろまでは到達しなかったものの、「降水系の内部構造と環境場の相互作用を把握する」の目標につい

ては内部構造の把握と相互作用に係る示唆、「都市気象が都市域の強雨に及ぼす影響を調査する」の

目標については調査の実施、「東海地域を対象に強雨再現期間の検証を行い、関東地方との共通点・

相違点を把握」については東海地域内ではあるが共通点・相違点を把握、と概ね目標は達成してい

る。 
（成果） 

都市域の強雨に着目して事例解析を行って強雨現象の内部構造を明らかにしていること、GPS 可

降水量の値のみでは有効な指標とはならず可降水量の勾配パラメータを組み合わせることで短時間

強雨の先行指標としての有効性を示していること、など今後の調査研究に役立つ知見が得られてい

る。 
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（実施手法・体制の妥当性） 

多くの目標設定の中、気象台と気象研究所が協力して行わなければならないところ、これだけ多

くの成果を得ており、協力体制は妥当であったと考える。実施手法については専門的な見地からみ

て一層の工夫の余地があったように思われる。 
（まとめ） 

多くの知見が得られており、優れた研究であったと評価する。ただし、これらの知見を堅実に活

かす調査等を引き続き行う場合には、例えば都市化やヒートアイランド等関連する知識や数値モデ

ル技術の現状を十分理解した上で実施手順や手法を吟味するなど、より専門的な知見や技術が必要

になってきている点に留意が必要であろう。 
 
成果発表状況 

・印刷発表件数 2 件 
・口頭発表件数 14 件 

 
成果発表一覧 
（１）査読論文 

 なし 
 

（２）査読論文以外の著作物（翻訳、著書、解説） 

1． 山根彩子, 2009: 2008 年 7 月 29 日東京都 23 区西部に局地的短時間強雨をもたらした降水系

に関する事例解析, 天気, 56, 664-668． 
2． 村規子, 2009: 2008 年 8 月 5 日に東京都で発生した局地的な大雨についての事例解析と

JMANHM による再現実験, 天気, 56, 933-938． 
 

（３）口頭発表 

1. 山根彩子, 都心部に局地的強雨をもたらした降水系に関するデュアルドップラー解析 －

2008 年 7 月 29 日の事例－, 東京管区気象台, 平成 20 年度東京管区調査研究会, 平成

20 年 12 月. 
2. 山根彩子, 都心部での局地的短時間強雨発生時における水蒸気変動に関する解析 －2008

年 7 月 29 日の事例－, 東京管区気象台, 平成 20 年度東京管区調査研究会, 平成 20 年

12 月. 
3. 木下信好, 2008 年 8 月 31 日に東京都で短時間強雨をもたらした大雨事例について, 東京管

区気象台, 平成 20 年度東京管区調査研究会, 平成 20 年 12 月. 
4. 中村直治, 東京都内で急速に衰弱したメソ対流系の事例解析 ―2008 年 7 月 4 日の事例―, 

東京管区気象台, 平成 20 年度東京管区調査研究会, 平成 20 年 12 月. 
5. 村規子, 山根彩子, 2008 年 8 月 5 日に東京都で発生した大雨について －事例解析と GPS

可降水量を用いた調査－, 東京管区気象台, 平成 20 年度東京管区調査研究会, 平成 20
年 12 月. 

6. 渡邉進, 山田卓, 岸伸恵, 林真由, 地方共同研究「都市域に強雨をもたらす降水系の構造と環

境の調査」統計的手法を用いた都市域における強雨特性の変化, 名古屋地方気象台, 平
成 20 年度東京管区調査研究会, 平成 20 年 12 月. 

7. 近田忠宏, 武野康弘, 肆矢朗久, 高瀬真治, 谷善典, 吉村香, 岡野潔, 松浪岳司, 地方共同研

究「都市域に強雨をもたらす降水系に関する研究」都市域周辺で再発達した雷雲につ

いて, 名古屋地方気象台, 平成 20 年度東京管区調査研究会, 平成 20 年 12 月. 
8. 村規子, 都心に短時間強雨をもたらした降水系に関するデュアルドップラー解析 －2008

年 9 月 6 日の事例－, 東京管区気象台, 平成 21 年度東京管区調査研究会, 平成 21 年

12 月. 
9. 藤原宏章, 山根彩子, 関東平野における夏季の降水と GPS 可降水量の統計調査, 東京管区

気象台, 平成 21 年度東京管区調査研究会, 平成 21 年 12 月. 
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10. 村規子, 都市が降水系に与える影響についての感度実験 －2008 年 8 月 5 日の事例－, 東京

管区気象台, 平成 21 年度東京管区調査研究会, 平成 21 年 12 月. 
11. 村規子, 都市が降水系に与える影響についての感度実験 －2008 年 9 月 6 日の事例－, 東京

管区気象台, 平成 21 年度東京管区調査研究会, 平成 21 年 12 月. 
12. 木下信好, 2008 年 8 月 31 日に東京都で短時間強雨をもたらした大雨事例について －デュ

アルドップラー解析－, 東京管区気象台, 平成 21 年度東京管区調査研究会, 平成 21 年

12 月. 
13. 近田忠宏, 武野康弘, 松浪岳司, 肆矢朗久, 高瀬真治, 谷善典, 太田弘彦, 吉村香, 岡野潔, 

都市域に強雨をもたらす降水系の構造と環境の調査 2009 年 6 月 18 日名古屋市で発

生した短時間強雨の解析について, 名古屋地方気象台, 平成 21 年度東京管区調査研究

会, 平成 21 年 12 月. 
14. 竹内孝夫, 渕上隆雄, 滝沢勝彦, 岸信恵, 林真由, 地方共同研究「都市域に強雨をもたらす降

水系の構造と環境の調査」統計的手法を用いた都市域における強雨特性の変化, 名古屋

地方気象台, 平成 21 年度東京管区調査研究会, 平成 21 年 12 月. 
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北海道東方沖における震源決定のための走時計算法改良の検討 
 
研 究 期 間： 平成 20 年度～平成 21 年度 
研究代表者： 勝間田明男（地震火山研究部 第二研究室長） 
研究担当者： 札幌管区気象台、網走地方気象台 
 
研究の背景・目的 

気象庁では全国一律の一次元速度構造の走時表を用いて震源決定を行っているが、北海道東方沖で

発生する地震に関しては、太平洋プレートのもぐりこみなどによる地震波速度構造の異方性により、

観測点によっては標準の走時とは大きく異なるため、標準の走時表の他に同地域専用の走時表を併用

したり、一部の観測点を震源計算から除外したりすることで震源決定を行っている。しかし、地域専

用の走時表は作成された時期も古く、標準の走時表に比べ精度や分解能が劣るため、震源決定精度(特

に深さの精度)が悪いうえ、走時表の切り替えが発生する領域の境界付近は震源の位置が不連続にな

るなどの問題がある。 

北海道東方沖では、津波を伴う海溝型巨大地震が繰り返し発生しており、その切迫性が指摘されて

いる。これらの地震発生時に迅速・的確に津波予報を発表するためには、迅速に精度の高い震源を求

める必要があり、震源決定手法の改良が急務となっている。 

北海道東方沖における地震波速度構造の異方性を考慮した走時計算手法を用いた震源決定手法を開

発し、同地域に発生する地震に対して新手法による震源決定精度および処理速度について検証を行い、

改善点や問題点を明らかにする。 

 
研究の到達目標 
 北海道東方沖における地震波速度構造の異方性を考慮した走時計算手法を用いた震源決定手法を

開発し、その有効性を示すことにより、津波予報作業への同手法の導入の可能性を探る。 
 過去の地震について、新手法により震源の再計算を行い、同領域の地震活動の詳細を明らかにする。 

 
主な研究成果・目標の達成状況 
 3 次元速度構造推定プログラムを改良し、北海道周辺地域の 3 次元速度構造を改良した。 
 3 次元速度構造を用いることにより、通常走時表と地域専用走時表を合わせて用いることなく、北

海道東方から千島域の震央の偏差の少ない震源を求めることが可能であることを確認した。 
 千島列島で発生した 2006 年 11 月 15 日の地震（M7.9）及び 2007 年 1 月 13 日の地震（M8.2）は、

前者が沈み込むプレート境界の地震、後者がアウターライズ（海溝軸から沖側）の地震であるため、

それらの余震の震央分布は異なることが期待されるが、通常計算の震央分布では両者が全く混じり

合っていて分離できていない。3 次元速度構造を用いて再計算した震央分布では、明瞭に分離して

いないものの後者の余震分布がやや沖合に寄り、相対的な震源決定精度の向上に若干の効果が認め

られた。 
 2004 年 12 月 14 日に発生した留萌支庁南部の地震（M6.1）の余震を対象とし、余震域を含む北海

道北部地域の 3 次元速度構造の推定、並びに、その構造に基づく震源再決定を行った。 
 得られた速度構造には、分厚い堆積層を反映しているとみられる表層付近の低速度域、日本海東縁

ひずみ集中帯と関係する可能性のある深さ 10km 付近で南北方向に広がる低速度域と高速度域の

交互分布などの不均質構造の特徴が見いだされた。 
 震源再決定の結果、通常計算の震源では深さ 0km 及び 5km より深い部分の二つの塊に分離してい

たものが、再決定震源では東に傾き下がる一つの塊にまとまった。この東に傾き下がる分布は、北

海道大学が臨時観測点を設置して解析した震源分布や、本震の CMT 解の一方の節面の傾きと調和

的である。このことから今回求めた 3 次元速度構造によって震源分布がかなり改善することが確か

められた。 
 
当初計画からの変更点（研究手法の変更点等） 
地震波速度の異方性を考慮するよう開発した震源決定手法について、その震源決定精度を評価するた

めに実施する震源の再計算には、北海道内陸の地殻内地震も対象に含めることにした。 
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成果の他の研究等への波及状況 
気象研究所における重点研究「震源精度向上と地震活動情報の高度化に関する研究」の速度構造検

討に、この研究成果が寄与した。 

 
今後に残された課題 

不均質構造の有効性は確認されたが、改善の余地は認められた。また、震源精度向上には観測点

分布や P・S 相以外の活用などの課題がある。 
 

研究成果及びその活用に関する意見（事後評価の総合所見） 
（目標の達成度） 

到達目標のうち「北海道東方沖における地震波速度構造の異方性を考慮した走時計算手法を用い

た震源決定手法を開発し、その有効性を示す」という本研究の基本を成す部分については達成した

ものと評価する。ただし、その後に続く「津波予報への同手法の導入の可能性を探る」ことや「地

震活動の詳細を明らかにする」という点は達成していないと評価する。 
（成果） 

現在、気象庁の現業業務で用いられている震源決定手法よりも精度のよい震源決定が行える技術

が得られていることは成果である。 
（実施手法・体制の妥当性） 

手法の検証を、そもそも正確な震源の位置が不明な北海道東方沖で行うことに無理があり、内陸

の地震を研究対象に加える変更を行ったのは妥当である。 
しかし、津波予報への導入可能性等気象庁の業務に活用するための研究実施手順は不明瞭なまま

であり、実際にどのように行われたか曖昧なままである点は残念である。 
（まとめ） 

気象業務に活用していくに必要となる、精度向上についての定量的な整理に至っていない点はあ

るが、現業業務で用いられている震源決定手法よりも震源の位置の決定精度を改善する技術が得ら

れている点や北海道とその周辺の地殻等の構造についての新たな知見が得られている点を評価する。 
 
成果発表状況 

・印刷発表件数 なし  
・口頭発表件数 4 件 

 
成果発表一覧 
（１）査読論文 

なし 
 

（２）査読論文以外の著作物（翻訳、著書、解説） 

なし 
 

（３）口頭発表 

1. 勝間田明男, 山本剛靖, 松山輝雄, 平山達也, 新山亮二, 塩谷栄吉, 山崎一郎, 佐鯉央教, 
笹部忠司, 小木曽仁, 菅ノ又淳一, 山本麦，2009: 北海道東方・千島列島域における

地震の震源決定のための走時計算法の検討, 日本地震学会 2009 年秋季大会. 
2. 小木曽仁, 菅ノ又淳一, 山本麦，2009: 走時残差分布から推定される北海道地方の 3 次元

速度構造, 平成 21 年度道央地区気象研究会. 
3. 笹部忠司, 佐鯉央教, 小木曽仁, 2009: 3 次元速度構造を用いた北海道の地殻内地震の震源

再決定, 平成 21 年度道央地区気象研究会. 
4. 笹部忠司, 佐鯉央教, 小木曽仁, 2009: 3 次元速度構造を用いた北海道の地殻内地震の震源

再決定, 平成 21 年度札幌管区気象研究会. 
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ウインドプロファイラを用いた台風の立体構造に関する解析的研究 
 
研 究 期 間： 平成 20 年度～平成 21 年度 
研究代表者： 楠 研一（気象衛星・観測システム研究部 第二研究室 主任研究官） 
研究担当者： 鹿児島地方気象台、沖縄気象台、南大東島地方気象台、宮古島地方気象台 
 
研究の背景・目的 

ウインドプロファイラ（WPR）は、ドップラー気象レーダーのようにターゲットとなる雨滴や雪

片などの降水粒子が存在する必要がなく降水の有無によらず風を測定できるうえに、風に乗って水

平方向に流されるゾンデと異なり飛揚地点真上の風を測定するという大きな特徴を持っている。ま

たドップラー気象レーダーやゾンデよりも高い時間空間分解能をもつため、細かな風速変動を詳細

に観測することができる。気象庁が展開する現業ウインドプロファイラ（局地的気象監視システム：

ウィンダス）は 2001 年４月から観測を開始し、2003 年には 31 台に増設され、今後も多くの台風

事例を観測するものと期待される。本地方共同研究は、ウインドプロファイラの周辺を通過した台

風について、大掛かりなデータベースを作成しそれを解析することで、ウインドプロファイラによ

って初めて詳細に把握できる台風の特性を調査する。さらに現業への波及という観点から、2004
年に現業化され 2006 年から 5km メッシュで運用されている非静力学モデル（NHM）に着目する。

NHM により再現された台風について、その構造を観測データと系統的に比較した調査はこれまで

にはない。本地方共同研究では、台風の接近頻度の多い管内の特徴を生かしてこれに着手し、将来

の台風予報の精度向上に資することを目指す。 
 
研究の到達目標 
 ウインドプロファイラによる台風の立体構造の把握 
 現業 NHM のプロダクトとウィンドプロファイラによる台風の立体構造の把握との比較によるモ

デルの問題点抽出 
 

主な研究成果・目標の達成状況 
（１）台風事例の選定とデータベースの構築（H20 年度） 
 事例を選定のうえデータベースを構築し 1)、ウインドプロファイラを中心とした解析を行なった。 

1)  WPR データ、高層観測データ、地上気象観測原簿・地上気象観測 1 分値データ、衛星画像、現業レーダー画

像、空港気象ドップラーレーダーデータ 
（２）ウインドプロファイラによる台風の立体構造の把握（H20-21 年度） 
 2007 年台風 5 号：延岡 WPR データから、台風接近時は高度 1km 付近に風速の極大（49m/s:中
心から 70km）、離反時には高度 4.5km 付近に極大（37m/s:中心から 15km）が見られた。また約

100～400km の高度 2～4km 付近にも弱い極大域（約 20m/s）があった。また台風前面の下層で

は吹き込みの風が強く中上層で吹き出しの風がみられた一方、後面では中層付近の吹き出しの風

が比較的顕著であった。この違いは RSM もほぼ示唆していたが、より定量的な比較と、後面で

の比較的顕著な吹き出しの風と上陸後の衰弱との関連性を、さらに多くの事例解析を行なって明

らかにしていく予定である。 
 2008 年台風 13 号：屋久島 WPR データから、台風接近時は高度 4km 付近に風速の極大（49m/s:
中心から 30km）、離反時には高度 4km 付近に極大（46m/s:中心から 30km）が見られ、種子島

ドップラーレーダーでも観測された。また台風前面の下層では吹き込みの風が強く中上層で吹き

出しの風がみられた一方、後面ではほとんど吹き込みの風となっており、この違いは GSM、MSM
もほぼ示唆していた。より定量的な比較と、屋久島付近の中上層で卓越していた亜熱帯高気圧縁

辺の西寄りの風との関連性を、今後さらに多くの事例解析を行って明らかにしていく予定である。 
 2007 年台風 4 号：（独）情報通信研究機構（NICT）のウインドプロファイラから、台風の最接

近時（13 日 12 時頃）に高度 1km 以下に風速 60m/s 以上の強風核と思われる風の分布が確認で

きた。また、高度 4km 以下で風速 45m/s 以上の風が約 30 分周期で出現しており、名護特別地域

観測所の観測値で得られた風速偏差の周期解析で 32 分のピークと合う結果となった。今後 MSM
や他の調査研究の成果との比較を行い本事例の特徴について考察していく必要がある。 
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 2007 年台風 20 号：南大東島 WPR の風速時系列図から強風核が高度 1km 付近に存在し、その時

間変化に周期性が見られた。しかし明瞭な眼を持たない台風であること、最接近時でも南大東島

から 100km 程度は離れていたため、地上データの周期解析との関係を議論することはできなか

った。 
 2009 年台風 8 号、18 号、20 号：T0908 は与那国島 WPR、T0918 と T0920 は、南大東島 WPR
の観測データを用い、台風に相対的な動径風と接線風に変換し立体的な気流構造を初期解析した。

気流の最大風速軸は台風の中心から外側に傾斜、風速の最大値は地表から 1km 付近の層に存在す

るという結果が得られた。 
 2007 年台風 11 号：那覇の空港気象ドップラーレーダーデータにより台風内部における風速分布

推定を試みた。プロファイラデータは用いなかったが、今後推定法を高度化して行くことで、台

風の最大風速のモデルとの比較など、当該共同研究に役立つプロダクトが得られるものと思われ

る。 
（３）NHM のプロダクトと観測結果の比較によるモデル問題点の抽出（H21 年度） 
 モデルの問題点を系統的・定量的に抽出するためには、単純にパターンの差異に着目するのでな

く、NHM への実践的な理解の裏づけが前提と考えた。そのため予備的な作業としてまず現業

NHM のプロダクトを用いるのではなく官署において独自に NHM モデル実験を試みた。 
 モデル実験は、台風の実験にはかなり狭いものの水平解像度 5km、格子数 140×140×50、その

他パラメータは現業 NHM と設定を同じにした。対象とした台風は 2007 年 20 号と 2009 年 18
号の 2 事例で、うち 2007 年台風 20 号は再現に失敗した。2009 年台風 18 号は台風の経路や勢力

とその維持については実況と比較的よく合っていることを確認した。台風の移動に相対的なプロ

ダクトとして、接線風の強度と分布や壁雲付近の上昇流のモデル結果における分布を求めた。こ

れからモデルで再現された上昇流から壁雲の水平スケールを見積もりどの程度再現できているの

かスケールなどに着目し評価する。さらに今年度末までに本庁ルーチンの NHM 予報値データを

用いた本調査を行う。 
 
今後に残された課題 

NHM のプロダクトと観測結果の比較によるモデルの問題点の抽出について、今後は本庁ルーチ

ンの NHM 予報値データを用いて進める。具体的には強度予報の精度に大きなインパクトを与える

台風中心に着目し、ウインドプロファイラによる観測で台風中心部が捉えられている事例について

当該管内の領域で検証する。 
 

研究成果及びその活用に関する意見（事後評価の総合所見） 
（目標の達成度） 

「ウィンドプロファイラによる台風の立体構造の把握」という到達目標は概ね達成したと考えら

れるが、「現業 NHM のプロダクトと把握した台風の立体構造の比較によるモデルの問題点抽出」

の目標は達成していないと評価する。 
（成果） 

今後の調査研究にも利用しうる台風事例のデータベースが構築されている。台風の事例解析から、

解析を行った台風の強風分布の立体構造などの知見が得られている。 
（実施手法・体制の妥当性） 

研究手法を変更することなく、しかし結果として現業 NHM の問題点抽出に至らなかったことか

ら、効率良く研究が行われたとは言えないのではないか。また、気象台で独自に NHM モデル実験

を試み、それと解析結果の比較を行うなど、到達目標に向けた研究手順としては疑問が残る部分も

ある。さらに、到達目標が２つであるところ、３つの成果でもって達成としている等、研究の実施

手順には少なからず混乱があり、最後まで軌道修正がなされずに終了に至ったものと推察する。意

欲的な研究であっただけに残念である。 
（まとめ） 

台風事例のデータベースの構築等一定の成果をあげている点を評価する。 
結果として、気象台職員のウィンドプロファイラのデータや NHM の取り扱いのスキルアップが
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図られており、本研究は地方共同研究として意義の高いものであると評価する。 
 
成果発表状況 

・印刷発表件数 なし  
・口頭発表件数 11 件 

 
成果発表一覧 
（１）査読論文 

 なし 
 

（２）査読論文以外の著作物（翻訳、著書、解説） 

 なし 
 

（３）口頭発表 

1. 平山久貴, 木下仁, 西郷雅典, 濱邊和人, 仮屋﨑純, 金澤健一郎, 長門信也, 2008: 台風 0705
号の九州通過時における構造の変化について,平成 20 年度鹿児島県気象研究会. 

2. 平山久貴, 木下仁, 西郷雅典, 濱邊和人, 仮屋崎純, 金澤健一郎, 長門信也, 2008: 台風 0813
号の九州通過時における構造の変化について,平成 20 年度鹿児島県気象研究会. 

3. 平山久貴, 木下仁, 西郷雅典, 濱邊和人, 仮屋﨑純, 金澤健一郎, 長門信也, 2009: 台風 0705
号の九州通過時における構造の変化について,平成 20 年度九州南部気象研究会. 

4. 平山久貴, 木下仁, 西郷雅典, 濱邊和人, 仮屋﨑純, 金澤健一郎, 長門信也, 2009: 台風 0813
号の九州通過時における構造の変化について,日本気象学会九州支部発表会. 

5. 新屋盛進, 金城盛男, 山田崇, 久保直紀, 2008: ウィンドプロファイラを用いた台風の立体

構造に関する解析的研究（2007 年台風第 4 号）, 平成 20 年度沖縄管内研究会. 
6. 川門義治, 嶺井幸雄, 大城隆, 大城正巳, 出原幸志郎, 2008: ウィンドプロファイラを用いた

台風の立体構造に関する解析的研究(2007 年台風第 20 号）, 平成 20 年度沖縄管内研究

会. 
7. 岩間陽介, 島袋秀樹, 友利健, 比嘉良守, 阿波連正, 2008: ドップラーレーダーを用いた台風

の立体構造に関する解析的研究～ 2007 年台風第 11 号の事例～）, 平成 20 年度沖縄管

内研究会. 
8. 大塩健志, 川門義治, 崎濱秀晴, 大城隆, 2009: ウインドプロファイラを用いた台風の立体

構造に関する研究, 平成 21 年度沖縄管内研究会. 
9. 岩間陽介, 島袋秀樹, 渡口治, 阿波連正, 友利健, 2009: ドップラーレーダーを用いた台風の

立体構造に関する解析的研究 (2007 年台風第 11 号その 1), 平成 21 年度沖縄管内研究

会. 
10. 友利健, 岩間陽介, 島袋秀樹, 渡口治, 阿波連正, 2009: ドップラーレーダーを用いた台風の

立体構造に関する解析的研究（2007 年台風第 11 号その 2）, 平成 21 年度沖縄管内研

究会. 
11. 栽吉信, 山田崇, 親富祖努, 崎原富好, 仲島用尚, 森田穣, 堀川英春, 中川勝之, 2009: ウィ

ンドプロファイラを用いた T0908, T0918, T0920 の立体構造の解析, 平成 21 年度沖

縄管内研究会. 
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図られており、本研究は地方共同研究として意義の高いものであると評価する。 
 
成果発表状況 

・印刷発表件数 なし  
・口頭発表件数 11 件 

 
成果発表一覧 
（１）査読論文 

 なし 
 

（２）査読論文以外の著作物（翻訳、著書、解説） 

 なし 
 

（３）口頭発表 

1. 平山久貴, 木下仁, 西郷雅典, 濱邊和人, 仮屋﨑純, 金澤健一郎, 長門信也, 2008: 台風 0705
号の九州通過時における構造の変化について,平成 20 年度鹿児島県気象研究会. 

2. 平山久貴, 木下仁, 西郷雅典, 濱邊和人, 仮屋崎純, 金澤健一郎, 長門信也, 2008: 台風 0813
号の九州通過時における構造の変化について,平成 20 年度鹿児島県気象研究会. 

3. 平山久貴, 木下仁, 西郷雅典, 濱邊和人, 仮屋﨑純, 金澤健一郎, 長門信也, 2009: 台風 0705
号の九州通過時における構造の変化について,平成 20 年度九州南部気象研究会. 

4. 平山久貴, 木下仁, 西郷雅典, 濱邊和人, 仮屋﨑純, 金澤健一郎, 長門信也, 2009: 台風 0813
号の九州通過時における構造の変化について,日本気象学会九州支部発表会. 

5. 新屋盛進, 金城盛男, 山田崇, 久保直紀, 2008: ウィンドプロファイラを用いた台風の立体

構造に関する解析的研究（2007 年台風第 4 号）, 平成 20 年度沖縄管内研究会. 
6. 川門義治, 嶺井幸雄, 大城隆, 大城正巳, 出原幸志郎, 2008: ウィンドプロファイラを用いた

台風の立体構造に関する解析的研究(2007 年台風第 20 号）, 平成 20 年度沖縄管内研究

会. 
7. 岩間陽介, 島袋秀樹, 友利健, 比嘉良守, 阿波連正, 2008: ドップラーレーダーを用いた台風

の立体構造に関する解析的研究～ 2007 年台風第 11 号の事例～）, 平成 20 年度沖縄管

内研究会. 
8. 大塩健志, 川門義治, 崎濱秀晴, 大城隆, 2009: ウインドプロファイラを用いた台風の立体

構造に関する研究, 平成 21 年度沖縄管内研究会. 
9. 岩間陽介, 島袋秀樹, 渡口治, 阿波連正, 友利健, 2009: ドップラーレーダーを用いた台風の

立体構造に関する解析的研究 (2007 年台風第 11 号その 1), 平成 21 年度沖縄管内研究

会. 
10. 友利健, 岩間陽介, 島袋秀樹, 渡口治, 阿波連正, 2009: ドップラーレーダーを用いた台風の

立体構造に関する解析的研究（2007 年台風第 11 号その 2）, 平成 21 年度沖縄管内研

究会. 
11. 栽吉信, 山田崇, 親富祖努, 崎原富好, 仲島用尚, 森田穣, 堀川英春, 中川勝之, 2009: ウィ

ンドプロファイラを用いた T0908, T0918, T0920 の立体構造の解析, 平成 21 年度沖

縄管内研究会. 
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沖縄地方の固有的な地震に関する研究 
 
研 究 期 間： 平成 21 年度 
研究代表者： 上地清市（沖縄気象台地震火山課長） 
研究担当者： 沖縄気象台、地震火山部地震予知情報課、前田憲二（地震火山研究部） 
 
研究の背景・目的 

固有地震は、震源、規模、波形がほぼ同一な地震を指しており、同一のアスペリティにおいて同

じ大きさの歪解放を繰り返し発生すると考えられている。また、発生周期の規則性から今のところ

数少ない長期的予測が可能な地震と見られる。これまでに岩手県釜石沖、福島県沖など、主に東北

地方でマグニチュード（Ｍ）５クラスの固有地震が知られており、昨年宮古島地方でも新たにＭ５

クラスの固有地震が見つかった。しかしながら、調査が不十分であり全国の固有地震の実態の解明

には至っていない。Ｍ５クラス以上の地震は沖縄気象台管内で年間 20～30 個、全国で年間 100～200

個発生しており、これらを系統的に調査し、固有地震活動を短期間に把握するためには、関係官署

と研究機関の協力が重要である。 

科学技術・学術審議会による「地震予知のための新たな観測研究計画(第 2 次)」(平成 16～20 年

度)の中で、東北地方の固有地震について研究の必要性が謳われると共に、関東・東海地域でも同様

の現象が報告されるようになり、ここ数年における固有地震の研究の進展が著しい。気象庁として

も地震活動の監視業務を進めている中で固有地震の発生は見過ごせない状況となっている。気象研

究所では、融合型経常研究の一環として固有地震の発生予測の評価研究を進めており、現在は東北

大学の協力を得ながら東北地方の固有地震（Ｍ2.5～4.0 の相似地震）を対象とした調査を行ってい

る。一方、Ｍ４～７クラスの固有地震の発生状況の調査については未着手である。こうした状況で

沖縄地方でも固有地震が発見されたことから、同地域の探索は緊急の課題である。 

そこで、本研究では、沖縄気象台と地震火山部地震予知情報課および気象研究所が協力し、沖縄

気象台管内の地震について固有地震の探索調査を進め、発生機構を解明し確率予測の事例を積み重

ねることを目的とする。 
 
研究の到達目標 
 沖縄地方の新たな固有地震を系統的に探索調査する。 
 発見された固有地震を用いてプレート運動との関連を考察し、次の地震の発生確率評価を行う。 

 
主な研究成果・目標の達成状況 
（１）固有地震の探索結果 
 宮古島東方沖、宮古島南方沖、沖縄本島近海（国頭村東方沖）、沖永良部島西方沖の４つの領域で、

プレート境界で発生する中～大規模（Ｍ４～６クラス）の固有地震活動を見出した。 
 2009 年 8 月 5 日に宮古島南方沖で発生したＭ6.5 の地震（最大震度４）の強震波形を過去の記象

紙と比較し、固有地震が約 22 年間隔で繰り返し発生していることを見出した。 
 宮古島東方沖や沖縄本島近海（国頭村東方沖）の事例では、Ｍ４～５クラスの固有地震の近傍で

ありながら、規模がひと回り小さい固有地震が準周期的に発生していることを見出した。 
 宮古島東方沖の事例では、規模の小さな固有地震に連動して規模の大きな固有地震が発生する場

合があることから、規模の小さな固有地震をモニタすることの有用性を確認した。 
 沖永良部島西方沖の事例では、Ｍ５クラスの固有地震を引き起こすふたつのアスペリティが極め

て隣接しているにもかかわらず、これまで同時に発生した事例は観測されていないことを明らか

にした。また、片方の発生周期だけが乱された事例が観測された。 
（２）固有地震の解釈 
 抽出された固有地震群を震源再計算することにより、同一のアスペリティの破壊によって固有地

震が引き起こされていることを確認した。 
 抽出された固有地震群のすべり量から、プレート間相対速度の推定を行うことができた。 

（３）固有地震の発生確率 
 規則的に発生している固有地震群について、次の地震の発生確率を計算した。その結果、小標本
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論対数正規分布モデルを用いた場合、研究期間中に発生した５例のうち４例が 70％の信頼区間内

で発生したことが分かった。 
 
今後に残された課題 
（統一した基準を用いた網羅的な相似地震解析） 

今回の調査ではいくつかの固有的な地震活動を見出したものの、利用できる波形データや震源精

度の時間的・空間的な不均質性が大きいため、沖縄地方の固有地震を網羅したとまではいえない。

新たな固有地震の発見のためには、領域ごとのデータ精度に応じた、さらに細かな調査を行う必要

がある。また、バンドパスフィルタや相似地震として抽出する基準によって、抽出される相似地震

のグループが異なる場合があるため、グルーピングをする際にはＭに応じて客観的な指標を検討す

る必要がある。このような調査を行うには、容易にデジタル波形にアクセスできる環境を構築する

ことも重要である。 
（発生確率の検証） 

研究期間中に発生確率の計算を行っていた固有地震は５事例であったが、このような少ない事例

では確率密度関数の選択やパラメータの推定手法の妥当性について十分な議論を行うことは難しい。

今後更なる事例の収集、検証を行う必要がある。 
（プレート運動との関連性） 

繰り返し地震からプレート間相対速度を大まかに見積もることはできたものの、プレート運動の

加速、減速といった小さな変化を捉えるためには、さらに小さな規模の地震について繰り返し地震

を抽出する必要がある。 
 

研究成果及びその活用に関する意見（事後評価の総合所見） 
（目標の達成度） 

到達目標は、分かり易く言えば「沖縄地方での固有地震の発生の有無を明らかにする」、「固有地

震からプレート運動に関する情報を抽出するとともに、次の固有地震の発生確率評価を行う」であ

り、目標を十分達成していると評価する。 
（成果） 

沖縄地方の地震活動という、あまり調査がなされていない現象を対象としながら、沖縄地方の新

たな固有地震を発見する、海域が多い沖縄地方において推定が困難なプレート間相対速度を固有地

震から推定する、それら固有地震の地震発生確率を算出する、といった新たな知見が得られている。 
（実施手法・体制の妥当性） 

沖縄地方の地震活動という、あまり調査がなされていない現象を対象としながら、１年間という

比較的短い期間でこれだけの成果をあげており、効率良く手順を踏んで研究が行われたものと推察

する。 
（まとめ） 

学術的に意義の大きな研究であった。 
また、１年間の地方共同研究であるということを考えれば、成果を学会で発表、査読付き論文に

投稿している点を高く評価する。 
施策への成果の活用に関し、固有地震発生時に次の地震の発生確率等を解説資料に記載すること

が防災情報としての役割を果たすかについては吟味が必要と思われるものの、成果を地方における

気象業務の中で速やかに活用しようとしており、本研究は地方共同研究の有効性を示す特筆すべき

成功例であると評価する。 
 
成果発表状況 

・印刷発表件数 4 件 
・口頭発表件数 3 件 

 
成果発表一覧 
（１）査読論文 

1. 溜渕功史, 山田安之, 石垣祐三, 高木康伸, 中村雅基, 前田憲二, 岡田正実, 2010: 宮古島近海
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における固有地震活動, 地震 2, 62, 193-207. 
 

（２）査読論文以外の著作物（翻訳、著書、解説） 

1． 溜渕功史, 山田安之, 石垣祐三, 高木康伸, 中村雅基, 前田憲二, 岡田正実, 冨士井啓光, 
2009: 沖縄本島近海（国頭村東方沖・沖永良部島西方沖）の固有地震（繰り返し地震）, 
地震予知連絡会会報, 82, 417-422. 

2． 中村雅基, 今村翔太, 溜渕功史, 高木康伸, 山田安之, 石垣祐三, 前田憲二, 岡田正実, 2010: 
中～大規模の繰り返し地震についての規則性と不規則性, 地震予知連絡会会報, 83, 
613-632. 

3． 溜渕功史, 仰木淳平, 谷晃, 上地清市, 山田安之, 中村雅基, 前田憲二, 岡田正実, 高木康伸, 
石垣祐三, 2010: 沖縄地方の固有的な地震に関する研究, 沖縄技術ノート, 72, 1-6. 

 

（３）口頭発表 

1. 溜渕功史, 山田安之, 石垣祐三, 高木康伸, 中村雅基, 前田憲二, 岡田正実, 2009: 宮古島近

海における固有地震的地震活動, 地球惑星科学連合 2009 年大会（S149-004）, 平成 21
年 5 月. 

2. 溜渕功史, 山田安之, 石垣祐三, 高木康伸, 中村雅基, 前田憲二, 岡田正実, 2009: 琉球弧で

見つかったいくつかの固有地震的地震活動, 地球惑星科学連合 2009 年大会（S149- 
P005）, 平成 21 年 5 月. 

3. 溜渕功史, 仰木淳平, 上地清市, 山田安之, 中村雅基, 前田憲二, 岡田正実, 高木康伸, 石垣

祐三, 2009: 沖縄地方の固有的な地震に関する研究, 平成 21 年度沖縄管内気象研究会, 
平成 21 年 11 月. 
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３．研究評価 

 
３．１．気象研究所評議委員会 

 
役割 

気象研究所評議委員会は、気象研究所長に対し「気象研究所の長期研究計画の策定に関する助言」

及び「気象研究所が実施する研究課題の評価に関する報告」を行うため、平成 7 年 12 月に設置さ

れた委員会であり、気象業務に関する研究について広く、かつ高い見識を有する研究所外の外部有

識者により構成されている。 
また、安全・安心な生活の実現に向け重点的に実施すべき研究（重点研究）の外部評価を実施す

るため、評価対象となる研究の分野にあわせ、評議委員の中から「評価分科会」の委員を選出して

外部評価を実施している。 
 
平成 21 年度気象研究所評議委員名簿（所属、役職等は平成 21 年 4 月 1 日現在。五十音順、敬称略） 
委員長 田中正之  東北大学 名誉教授 
委 員 岩崎俊樹  東北大学大学院理学研究科 教授    
    蒲生俊敬  東京大学海洋研究所 教授 
    川辺正樹  東京大学海洋研究所 教授 
    木村富士男 筑波大学大学院生命環境科学研究科 教授    
    小泉尚嗣  （独）産業技術総合研究所 活断層・地震研究センター  

地震地下水研究チーム長 
    佐藤 薫  東京大学大学院理学系研究科 教授 
    田中 佐  山口大学大学院理工学研究科 教授 
    泊 次郎  元 朝日新聞社 編集委員 
    中島映至  東京大学 気候システム研究センター長 
    藤吉康志  北海道大学低温科学研究所 教授    
    古川信雄  （独）建築研究所 国際地震工学センター長 
    安成哲三  名古屋大学 地球水循環研究センター 教授 
    渡辺秀文  東京大学 地震研究所 教授 

 
平成 21 年度の開催状況 

平成 21 年度は、次のとおり第 30 回～第 31 回の評議委員会及び臨時会を開催した。 
・第 30 回評議委員会 平成 21 年 9 月 18 日 
・第 31 回評議委員会 平成 22 年 3 月 1 日 
・第 31 回評議委員会（臨時会） 平成 22 年 3 月 16 日 

 
第 30 回評議委員会 

日 時： 平成 21 年 9 月 18 日（金） 10:00～12:30 
場 所： 気象庁 大会議室 
出席者 
（評議委員） 

田中正之 委員長、岩崎俊樹 委員、蒲生俊敬 委員、川辺正樹 委員、木村富士男委員、 
小泉尚嗣 委員、佐藤 薫 委員、泊 次郎 委員、中島映至 委員、藤吉康志 委員、 

- 120 - - 120 -
- 120 -

- 121 -
- 121 - - 121 -

研
究
評
価



3. 研究評価                                  3.1. 気象研究所評議委員会 

 
渡辺秀文 委員 

（気象研究所） 
気象研究所長、企画室長、研究評価官、各研究部長（8 名）、他関係官 

 
議事次第 
１．所長挨拶 
２．委員紹介 
３．事務局報告 
独立行政法人気象研究所への移行について（現状報告） 

４．議題 
(1) 気象研究所評議委員会委員長の選出について 
(2) 気象研究所評議委員会運営要綱の改正について 
(3) 今後の評議委員会及び評価分科会の実施について 
(4) 計画中の研究への助言について 

５．その他 
 

会議経過 
 委員の互選により田中正之委員に委員長に就任いただいた。 
 気象研究所評議委員会運営要綱の改正について、事務局から説明を行った。質疑を実施した

のち、改正について了解いただいた。 
 平成 21 年度中に事後評価を実施する特別研究「東海地震の予測精度向上及び東南海・南海

地震の発生準備過程の研究」、中間評価を実施する特別研究｢マグマ活動の定量的把握技術の

開発とそれに基づく火山活動度判定の高度化に関する研究｣については、評価分科会（地震火

山分野）で実施することが了解された。 
 独立行政法人への移行を目指して作業を行っているものの、平成 22 年度当初から国立試験

研究機関として研究を実施しなければいけない事態に備えて、現在計画中の平成 22 年度よ

り開始する研究について助言をいただいた。この助言については、気象研究所をめぐる今後

の動向によっては、事前評価として用いたい旨説明し、事前評価として利用する場合は事前

に照会するということで了解いただいた。（後日 10 月 14 日に事前評価として利用する可能

性が高いことを連絡し、あらためて意見の照会を行い、11 月 4 日に事前評価として利用する

ことを前提とした「総合所見」としてとりまとめた。） 
 
第 31 回評議委員会 

日 時： 平成 22 年 3 月 1 日（月） 13:15～15:45 
場 所： 東京管区気象台 第 1 会議室 
出席者 
（評議委員） 

田中正之 委員長、川辺正樹 委員、小泉尚嗣 委員、佐藤 薫 委員、田中 佐 委員、 
泊 次郎 委員、中島映至 委員、古川信雄 委員 

（気象研究所） 
  気象研究所長、企画室長、研究評価官、各研究部長（8 名）、他関係官 

 
議事次第 
１．所長挨拶 
２．議題 

(1) 独立行政法人への移行の中止について（報告） 
(2) 特別研究に関わる事前評価結果について（報告） 
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(3) 特別研究に関わる中間評価結果について（報告） 
(4) 特別研究に関わる事後評価結果について（報告） 
(5) 次期「気象研究所中期研究計画」について 
(6) 平成 22 年度に実施する重点研究について ～特別研究に伴う関連研究課題の再整理～ 

３．その他 
 

会議経過 
・ 気象研究所の独立行政法人への移行の中止について事務局から報告を行った。 
・ 平成 22 年度より開始する特別研究課題 2 題について、第 30 回評議委員会でいただいた助言

を事前評価としてまとめたこと、いただいた助言をもとに研究計画に若干の修正を加えたこ

とについて事務局から報告を行った。 
・ 平成 21年度に中間評価を実施した特別研究の評価結果について、事務局から報告を行った。 
・ 平成 21年度に事後評価を実施した特別研究の評価結果について、事務局から報告を行った。 
・ 独立行政法人への移行が中止になったことにより、平成 21 年までを対象とした現行の中期

研究計画に続く平成 22 年度以降の中期研究計画が今年度中に必要となったため、その案を

提案しご助言をいただいた。 
・ 独立行政法人への移行が中止になったことにより、平成 22 年度以降も特別研究を実施する

ことに伴い研究課題の再整理を行うことについて事務局より提案し、助言をいただいた。 
 

第 31 回評議委員会（臨時会） 

日 時： 平成 22 年 3 月 16 日（火） 10:00～12:00 
場 所： 気象庁 地震火山部会議室 
出席者 
（評議委員） 

田中正之 委員長、岩崎俊樹 委員、蒲生俊敬 委員、木村富士男 委員、渡辺秀文 委員 
（気象研究所） 
  気象研究所長、研究評価官、各研究部長（5 名）、他関係官 

 
議事次第 
１．所長挨拶 
２．議題 

(1) 独立行政法人への移行の中止について 
(2) 次期「気象研究所中期研究計画」について 
(3) 特別研究実施に伴う関連研究課題の再整理について 

３．その他 
 

会議経過 
・ 冒頭、委員長より、本臨時会開催の趣旨が、第 31 回評議委員会の議題について会議に出席

できなかった委員の方からもご助言をいただくことであると、会議出席者に説明がされた。 
・ 気象研究所の独立行政法人への移行の中止について事務局から報告を行った。 
・ 第 31 回評議委員会にてご助言をいただいた次期「気象研究所中期研究計画」について、事

務局より内容を説明しご助言をいただいた。 
・ 同じく、第 31 回評議委員会にてご助言をいただいた、特別研究実施に伴う関連研究課題の

再整理について事務局より説明し、ご助言をいただいた。 
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3. 研究評価                             3.2. 気象研究所評議委員会評価分科会 

 
３．２．気象研究所評議委員会評価分科会 

 

役割 

 気象研究所評議委員会評価分科会は、気象研究所が実施する重点研究課題の外部評価を行うため

に設置されている委員会である。評価分科会の構成員は、評価の対象となる研究課題に応じて、気

象研究所評議委員から選出される。 

 

開催状況 

 平成 21 年度は、外部評価の対象とした研究課題の中間評価及び事後評価について、第 30 回評議

委員会の審議を踏まえ、地震火山分野の評価分科会を 1 回開催し、計 2 課題を評価した。分科会の

開催については下記の通り。 
 
評価分科会（地震火山分野） 

日 時： 平成 21 年 12 月 9 日（水） 13:30～16:00 
場 所： 気象庁 3 号庁舎 3023 会議室 
出席者： 
（委員） 

 古川信雄 分科会長、小泉尚嗣 委員、田中正之 委員長、泊 次郎 委員、渡辺秀文 委員 
（気象研究所） 

 気象研究所長、企画室長、研究評価官、地震火山研究部長、他関係官 
 

議事次第 
１．気象研究所長から挨拶 
２．分科会長の指名 
３．評価 

(1)中間評価 
・マグマ活動の定量的把握技術の開発とそれに基づく火山活動度判定の高度化に関する研究 
(2)事後評価 
・東海地震の予測精度向上及び東南海・南海地震の発生準備過程の研究 

４．その他 
 

中間評価 

「マグマ活動の定量的把握技術の開発とそれに基づく火山活動度判定の高度化に関する研究」 

（平成 18～22 年度） 

総合評価 
研究を継続すべきである。内容の修正点は特にない。 

 
総合所見 

当初の目標どおりに、地殻変動に基づく火山活動度判定手法が開発されており、データ収

集と解析がなされている。火口を中心とした高精度、高密度な地殻変動観測とその詳細な解

析から、火山体内部のマグマの挙動がかなりの精度で把握できることを示す研究であり、火

山活動度の信頼性の高い判定のための貴重な知見が得られつつあると認められる。このため、

計画どおり研究を推進することが望ましい。 
得られた成果は、気象庁が発表する火山活動評価にも逐次活用されているようであり評価

できる。 
研究の最終年度では、観測項目別の時間分解能や安定性の違いなど、連続観測による監視

と SAR 干渉解析などのリモートセンシングによる監視の長所・短所を検討し、今後どのよ
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3. 研究評価                             3.2. 気象研究所評議委員会評価分科会 

 
うに気象庁として火山監視を行うべきかという提言を述べるとともに、気象研究所としての

貢献について一定の見解を出すことが望まれる。 
副課題ごとの所見は以下のとおり。 
副課題１では、伊豆大島を中心とした地殻変動観測データの有限要素法による解析手法の

開発はおおむね順調に進捗しているようである。 
伊豆大島の地殻変動モデルに関する研究においては、今後、必ずしも大きくはない緩やか

な変動データからより確実な情報を得るためにデータの処理方法を工夫する必要があろう。

また、稠密で多項目の地殻変動観測網が構築されていることから、膨張収縮イベント等の発

生状況にもよるが、今後は各観測データを統合した、伊豆大島の地殻変動モデルが構築され

ることを期待している。モデルの検討にあたっては、地震活動との関係を詳細に調べること

が望まれる。 
これまで得られた成果については、気象庁が行っている火山活動評価にも活用されており

評価できる。特に、2008～2009 年にかけて噴火した浅間山について、噴火前に活動が活発

化しているという判断材料を提供し、気象庁が噴火前に噴火警戒レベルを引き上げ事前に警

戒を呼びかけることに貢献している。このように社会的に役立つ成果が出ていることについ

て、もっと PR すべきである。 
御嶽山・霧島山での小規模な水蒸気爆発に先駆して検知された地殻変動の変動源のふるま

いを推定できたことは、従来予知が困難とされてきた水蒸気爆発の予測のための重要な知見

であり、今後の研究に期待したい。 
副課題２では、現在のところ理論的なマグマ上昇モデル完成までには至っていないが、初

歩的なモデルであってもそれが構築されれば、今のところ活動が活発ではない火山において

も活動評価に適用可能となるので、さらなる努力と創意に期待している。 
将来的には副課題１で観測された地殻変動やそこから推定される圧力源や収縮源の移動が、

現実のマグマの上昇・移動とどのように関連しているのかを説明できるようなモデルを構築

していくことを期待している。 
 

事後評価 

「東海地震の予測精度向上及び東南海・南海地震の発生準備過程の研究」（平成 16～20 年度） 
 

総合評価 

優れた研究であった。 

 
総合所見 

東海地震の予測精度向上や東南海・南海地震の発生準備過程の正確な把握は社会的要請の

極めて高い、気象業務の遂行にとって不可欠かつ緊急の課題である。本研究は、良く焦点の

絞られた一連の観測、解析、シミュレーションを組み合わせることで、懸案の課題に対する

より高度な科学的知見が数多く得られている。 
毎月定期的に東海地震に関わる地震活動等を評価し、会見で結果が公表されている地震防

災対策強化地域判定会委員打合せにおいて、発生した東海地域のスロースリップ現象の発生

位置の特定に本研究のプレートの詳細形状が利用されたり、シミュレーションモデルが平成

21 年 8 月の駿河湾の地震が東海地震の発生時期に与える影響評価に活用されたりと、本研究

の成果は東海地震の監視業務に既に活用されているようであるが、その旨が国民に伝わるよ

う、もっと PR すべきである。 
本研究は、国民の期待が大きい地震予測に向けても着実な進展が見られており、残った課

題を取りまとめたうえで、引き続き地震予測に向けて研究を実施し、発展させてもらいたい。 
副課題ごとの所見は以下のとおり。 
副課題１は特に画期的な成果である。当初の目標どおり、プレートの詳細形状を明らかに
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3. 研究評価                             3.2. 気象研究所評議委員会評価分科会 

 
するとともに、それを副課題４の３次元シミュレーションに生かし、プレートの形状が巨大

地震の発生地点を決めていることを明らかにしたことは特筆に値する。 
副課題２において潮位記録を用い過去の長期的スロースリップ繰り返し発生の履歴を明ら

かにしたことは、大きな成果である。一方、精密制御震源装置を用いた地殻活動モニタリン

グに関しては、一定の成果を上げているものの課題が多く残っており、例えば気象現象によ

る影響を取り除くなどの研究を今後も継続して、実用に耐え得る技術に発展させることが望

まれる。 
副課題３において基線長 400ｍのレーザー式変位計を開発したことは、東海地震監視に新

たな観測手段を提供するものであり着実な成果である。 
副課題４のシミュレーションでは東海地域でのスロースリップの再現に成功、東南海・南

海地震の発生地点の再現に成功するなど学術的にも興味深い結果が出ている。 
今後も研究を継続し、東海地震、東南海・南海地震に関わる多くの観測事実を総合的に説

明できるモデルを早急に構築することが望まれる。 
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4. 刊行物・主催会議等                                      4.1. 刊行物 

 

４．刊行物・主催会議等 

 
気象研究所の研究成果は、気象庁の業務に活用されるほか、研究所の刊行物、研究成果発表会などを

通じて社会に還元している。 
また、関連する学会や学会誌などで発表することにより、科学技術の発展に貢献している。 

 
４．１．刊行物 

 

気象研究所研究報告（Papers in Meteorology and Geophysics） 

 研究成果の学術的な公表を目的とした季刊の論文誌（ISSN 0031-126X）。 
 気象研究所職員及びその共同研究者による原著論文、短報及び総論（レビュー）

を掲載している。主な配布先は、国の内外の研究機関・大学、気象官署などで、

国立国会図書館でも閲覧することができる。 
平成 17 年度からは 独立行政法人 科学技術振興機構が運営する科学技術情

報発信・流通総合システム“J-STAGE”に登録し、オンライン発行とした。 
J-STAGE URL: http://www.jstage.jst.go.jp/browse/mripapers 

 平成 21 年度は第 60 巻として計 1 冊を発刊し、次の論文を掲載した。 
 

第 60 巻 
・Mano, Y.,: Maximum information composite channels of a high-resolution satellite sounder 
・Mano, Y., T. Hashimoto and A. Okuyama: Verification of satellite-derived aerosol optical 

thickness overland with AERONET data 
・山本剛靖, 小林昭夫: 近畿地方北部で観測された地殻歪の長期的変化 
 

気象研究所技術報告（Technical Reports of the Meteorological Research Institute） 

 研究を行うなかで開発された実験方法や観測手法などの技術的内容や研究の結

果として得られた資料などを著作物としてまとめることを目的とした刊行物

（ISSN 0386-4049）。主な配布先は、国立国会図書館、国内の研究機関・大学、

気象官署などで、気象研究所ホームページ（http://www.mri-jma.go.jp/）でも閲

覧することができる。 
 平成 21 年度は、第 59～61 号を発刊した。 
第 59 号 「気象研究所共用海洋モデル（MRI.COM）第 3 版解説」 

（辻野博之, 本井達夫, 石川一郎, 平原幹俊, 中野英之, 山中吾郎, 安田珠幾, 石崎廣）  
  第 60 号 「栄養塩測定用海水組成標準の 2008 年国際共同実験報告」 
       （青山道夫, Carol Anstey, Janet Barwell-Clarke, François Baurand, Susan Becker, 

Marguerite Blum, Stephen C. Coverly, Edward Czobik, Florence D’amico, Ingela 
Dahllöf, Minhan Dai, Judy Dobson, Magali Duval, Clemens Engelke, Gwo-Ching 
Gong, Olivier Grosso, 平山篤史, 井上博敬, 石田雄三, David J. Hydes, 葛西広海, 
Roger Kerouel, Marc Knockaert, Nurit Kress, Katherine A. Krogslund, 熊谷正光, 
Sophie C. Leterme, Claire Mahaffey, 光田均 , Pascal Morin, Thierry Moutin, 
Dominique Munaron, 村田昌彦 , Günther Nausch, 小川浩史 , Jan van Ooijen, 
Jianming Pan, Georges Paradis, Chris Payne, Olivier Pierre-Duplessix, Gary Prove, 
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4. 刊行物・主催会議等                               4.1. 刊行物       

4.2. 発表会、主催会議等 

Patrick Raimbault, Malcolm Rose, 齊藤一浩 , 斉藤宏明 , 佐藤憲一郎 , Cristopher 
Schmidt, Monika Schütt, Theresa M. Shammon, Solveig Olafsdottir, Jun Sun, Toste 
Tanhua, Sieglinde Weigelt-Krenz, Linda White, E. Malcolm. S. Woodward, Paul 
Worsfold, 芳村毅, Agnès Youénou, Jia-Zhong Zhang,） 

  第 61 号 「強雨をもたらす線状降水帯の形成機構等の解明及び降水強度・移動速度の予測に関す

る研究」 
（大阪管区気象台、彦根地方気象台、京都地方気象台、奈良地方気象台、和歌山地方気

象台、神戸海洋気象台、松江地方気象台、鳥取地方気象台、舞鶴海洋気象台、広島地方

気象台、徳島地方気象台、予報研究部） 
 

 

４．２．発表会、主催会議等 

 
気象研究所研究活動報告会 

 気象研究所の研究活動や研究成果について、広く社会一般の方々の理解を促進することを目的として

開催するもので、気象研究所が進めている研究のうち、特に気象業務や国の施策に関係の深いものにつ

いて報告している。 

 平成 21 年度は、平成 21 年 9 月 30 日（水）に気象庁講堂（東京）で開催し、「解明して伝えたい 地

球のいま・未来」をテーマに、以下の 3題を報告した。 

 

局地的大雨の監視と予測に向けて 

報告者：鈴木 修（気象衛星・観測システム研究部）・斉藤和雄（予報研究部） 

コメンテータ：新野 宏 氏（東京大学海洋研究所 教授） 

火山活動の監視に気象学の知見・観測技術を応用 

  報告者：山里 平（地震火山研究部） 

  コメンテータ：鵜川元雄 氏（（独）防災科学技術研究所火山防災研究部 部長） 

気候変動への適応は国際的な課題～途上国の気候変動将来予測への支援～  

  報告者：鬼頭昭雄（気候研究部） 

  コメンテータ：沖 大幹 氏（東京大学生産技術研究所 教授） 

 

気象研究所研究成果発表会 

 気象研究所の研究成果を発表することにより、気象研究所の研究成果を広く一般に紹介し、社会的

評価を高めることを目的とした発表会で毎年 1 回開催している。 
 平成 21 年度は、平成 22 年 3 月 12 日（金）に気象研究所講堂で開催し、以下の研究成果について

発表した。 
 
報告題目 
・東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究 
・2008 年台風特別観測（T-PARC）結果 
・伊勢湾台風再現実験プロジェクト 
・相似地震の発生予測実験 
・地震波で地下の時間変動を監視する 
・温暖化による日本付近の詳細な気候変化予測 
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「台風の進路予測技術の高度化に関する国際会議」（海洋政策研究財団 平成 21 年度海外交流基金） 

台風は日本を含む東アジアの社会・経済に多大な影響を与えており、海上交通等においても大きな

リスクとなっている。そのため、台風の予測の改善は極めて重要であり、とりわけ近年では、進路予

測についての新たな研究が取り組まれている。 
気象庁気象研究所は、世界気象機関（WMO）が進める「観測システム研究・予測可能性実験

（THORPEX）」の一環として、昨年の夏、米国、韓国などと連携して台風特別観測実験（T-PARC2008）
を実施した。これらの成果を含めた台風の進路予測技術に関する国内外の最新の知見を集約すること

により、台風の進路予測技術の高度化に関する研究開発を国際的に推進するため、国内外の著名な専

門家を招へいし、11 月 30 日（月）～12 月 2 日（水）にかけて日本財団ビル（東京都港区赤坂）で「台

風の進路予測技術の高度化に関する国際会議」を開催した。この会議の冒頭では、台風予測技術の現

状と今後の展望を広く一般の方にも知っていただけるよう、国内外の第一線の専門家による基調講演

を行った（同時通訳付き）。 
 

【基調講演】11 月 30 日（月）午前 
・台風予報の現状と課題・・・・・・・ 佐々木 喜一 所長（気象庁予報部太平洋台風センター） 
・世界中の熱帯低気圧の予報精度・・・・ Martin Miller 博士（ヨーロッパ中期予報センター） 
・観測のツボの効用－2008 年台風特別観測から－・・・・ 

・・・・中澤 哲夫 博士（気象庁気象研究所台風研究部） 
・今後の世界気象機関の研究計画・・・・ David Parsons 博士（世界気象機関） 
 
【専門家会合】11 月 30 日（月）午後～12 月 2 日（水） 

 
環境研究機関連絡会成果発表会 

 「環境研究機関連絡会」とは、環境研究に携わる国立及び独立行政法人の研究機関が情報を交互に

交換し、環境研究の連携を緊密にするため平成 13 年に設置されたもので、現在、気象研究所を含む

12 機関が参加している。平成 21 年 11 月 11 日（水）に一橋記念講堂（東京都千代田区一橋）で第 7
回成果発表会を開催し、気象研究所は、以下のポスター発表を行った。 
① 西部北太平洋黒潮本流域における速い温暖化に対する海洋の生物地球化学的応答 
② 西部北太平洋における炭酸系観測データから推定した海洋酸性化の長期変化傾向 
③ 南極ウェッデルポリニアでの海洋深層二酸化炭素の大気への冬季放出 
④ 榛名山における山岳大気観測と平野観測の比較 
⑤ ４次元局所アンサンブル変換カルマンフィルタを用いたダスト・エーロゾルのデータ同化 
⑥ 全球ダストモデル改良のためのアジアを対象としたダスト解明研究 
⑦ 2009 年 7 月 27 日群馬県館林市で発生した竜巻の親雲と環境場の特徴 
⑧ 火山噴火に伴う降灰の量的予測に関する研究 
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5. 普及・広報活動                                                                       5.1. ホームページ 

5.2. 施設公開等 

５．普及・広報活動 

 
気象研究所では、研究の内容や業務について広く国民の理解を促進するため、気象研究所ホームペー

ジやパンフレットなどの媒体を通じて情報を発信している。 
また、施設の公開は気象研究所が独自に実施しているもののほか、他省庁の主催する行事への協力や

筑波研究機関連絡会、つくば市等の行事と連動し、効果的な普及･広報活動に努めている。 
 
５．１．ホームページ 

 
気象研究所のホームページは、気象研究所の研究活動や内容を内外に向けて積極的に発信することを

目的として、平成 7 年 12 月から運用している。 
 気象研究所ホームページは、気象庁のホームページや関連研究機関からリンクが張られており、平成

21 年度のアクセス件数は月平均*で約 16 万件であった。（*平成 21 年度は平成 22 年 2～3 月の平均値） 
 

 

 

ホームページアドレス：http://www.mri-jma.go.jp 

 

５．２．施設公開等 

 

一般公開（科学技術週間） 

気象研究所では、科学技術に関する国民の関心と理解を深めるため、科学技術週間＊の行事の一環と

して一般公開を行っている。この一般公開では研究・観測施設公開のほか、ビデオ放映やパネル展示に

よる業務紹介を行っている。 
平成 21 年度は 4 月 15 日（水）に一般公開を実施し、140 名の来場者があった。 

 
＊科学技術週間とは 
科学技術に関し、広く一般国民の関心と理解を深め、わが国の科学技術振興を図るために設定されている週間。例

年、発明の日（4 月 18 日）を含む週が科学技術週間として設定される。 
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お天気フェア 

気象研究所では、高層気象台、気象測器検定試験センターと共同で、毎年夏休み期間中に「お天気フ

ェア」を開催している。この「お天気フェア」では、研究・観測施設の公開やビデオ上映のほか、研究

部ごとに特徴を生かしたブースを設置し、実験や解説を行っている。さらに、例年行っており参加者か

ら好評を得ている、天気図の描き方と天気予報に関する講習会（天気図講習会）に加えて、平成 21 年

度は水戸地方気象台の協力を得て、気象研究所がある茨城県の天気予報を担当している予報官の講演会

を行った。 
なお、このお天気フェアは、つくば市主催の研究機関スタンプラリー「つくばちびっ子博士」の対象

イベントになっている。 
平成 21 年度は、8 月 5 日（水）に以下の内容で開催し、3,047 名の来場者があった。 

 
講演・講習会 
・ 「お天気予報官」のお話・・・・・・・・・・・水戸地方気象台 
・ 天気図講習会・・・・・・・・・・・・・・・・予報研究部 

実験・体験コーナー 
・ 雪と氷で遊ぼう ・・・・・・・・・・・・・・物理気象研究部 
・ マグニチュード体験 ・・・・・・・・・・・・地震火山研究部 
・ 雨粒の形を観察しよう ・・・・・・・・・・・環境・応用気象研究部 
・ 赤外線で温度を測る ・・・・・・・・・・・・地震火山研究部 
・ 海が二酸化炭素を吸収する ・・・・・・・・・地球化学研究部 
・ 空気砲で遊ぼう ・・・・・・・・・・・・・・企画室 
・ 地震の音を聞いてみよう！ ・・・・・・・・・地震火山研究部 
・ パラシュートってなあに？ ・・・・・・・・・高層気象台 
・ お天気クイズ ・・・・・・・・・・・・・・・気象測器検定試験センター 
・ 紫外線をチェックしよう ・・・・・・・・・・高層気象台 
・ 放球体験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ 雲を作ってみよう ・・・・・・・・・・・・・環境・応用気象研究部 
・ どっちが塩水？ ・・・・・・・・・・・・・・海洋研究部 
・ 浮かぶゴミ袋 ・・・・・・・・・・・・・・・企画室 
・ かんたん実験コーナー ・・・・・・・・・・・企画室ほか 
・ クイズラリー ・・・・・・・・・・・・・・・企画室ほか 
・ はれるんと写真をとろう ・・・・・・・・・・高層気象台ほか 
・ 地震体験車 ・・・・・・・・・・・・・・・・（協力）つくば市消防署 

DVD 上映（気象庁作成の「はれるんによる気象庁業務紹介」ほか） 
観測・研究施設見学 
・ 回転実験装置 ・・・・・・・・・・・・・・・物理気象研究部 
・ 低温実験施設 ・・・・・・・・・・・・・・・物理気象研究部 
・ 係留気球 ・・・・・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ ラジオゾンデ ・・・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ オゾンゾンデ観測 ・・・・・・・・・・・・・高層気象台 
・ 気象測器参考館 ・・・・・・・・・・・・・・気象測器検定試験センター 
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             5.3. 報道発表  
施設見学など 

定期的な一般公開（科学技術週間、お天気フェア）のほか、主として学校教育の一環として行なわれ

る校外授業や海外からの来訪者などを対象に、必要に応じて施設見学の対応を行っている。見学内容は、

見学の目的や実験の状況などを勘案し、その都度設定している。 
平成 21 年度は 46 件の見学を受け入れた。 

 
スーパーサイエンスハイスクール（SSH） 

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）は、文部科学省が「理科大好きプラン」の一環として行っ

ている取り組みで、気象研究所では平成 14 年度から協力を行なっている。平成 21 年度は SSH として

指定を受けている 7 校を受け入れ、研究官による講義、実験、施設の見学などを行った。 
 

・  8 月  3 日 学校法人静岡理工科大学静岡北高等学校 
・  8 月 11 日 神奈川県立西湘高等学校 
・  8 月 26 日 愛知県立岡崎高等学校 
・ 10 月 14 日 栃木県立宇都宮女子高等学校 
・ 10 月 15 日 石川県立金沢泉丘高等学校 
・ 10 月 21 日 岐阜県立岐山高等学校 
・ 10 月 22 日 群馬県立桐生高等学校 

 
 

５．３．報道発表 

 

気象研究所の研究活動の内容を含んだ気象庁の報道発表 （定例のものは除く） 
平成 21 年  7 月 24 日 新設観測点の緊急地震速報への活用等について 
平成 21 年 10 月  9 日 温暖化の観測・予測及び影響評価統合レポート「日本の気候変動とその影響」

の作成について 
平成 21 年 10 月 27 日 国土地理院電子基準点観測データ（ＧＰＳデータ）の活用による気象庁メソ

数値予報の改善について～水蒸気データをとりこむことにより、予報精度が

向上します～ 
平成 21 年 10 月 30 日 「台風の進路予測技術の高度化に関する国際会議」の開催について 

      ※報道発表資料は気象庁ホームページを通じて公表されている。 
 
気象研究所の報道発表 

平成 21 年 6 月 1 日  人工降雨に関する集中観測実験の実施について －科学技術振興調整費による

「渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究」－ 
概要：気象研究所が科学技術振興調整費により行っている「渇水対策のための

人工降雨・降雪に関する総合的研究」の一環として、四国地方（高知県

及び香川県）にて人工降雨に関する集中観測実験を、平成 21 年 6 月 2
日～22 日に実施することのお知らせ。 

平成 21 年 7 月 28 日  平成 21 年 7 月 27 日に群馬県館林市で発生した突風について（気象庁機動調

査班による現地調査の報告）（前橋地方気象台との共同発表） 
概要： 平成 21 年 7 月 27 日 14 時過ぎに群馬県館林市で発生した突風によると

思われる被害について、前橋地方気象台の職員と気象研究所の研究官が
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5. 普及・広報活動                           5.3. 報道発表  5.4. 国際的な技術協力 

                                           5.5. その他 
気象庁機動調査班として現地調査を行った。その結果、館林市に被害を

もたらした突風は竜巻であったことがわかった。 
 

 

５．４．国際的な技術協力 

 

国際連合気候変動枠組条約の非附属書Ⅰ締約国では、第 2 次またはさらに高次の国別報告書の提出

に向けた準備を進めているところが多くある。このため、当該国では、気候変動への適応の基盤とな

る気候変化の将来予測について、的確に行う技術の習得を望んでいる。（独）国際協力機構（JICA）

は、気候変動が地球規模の課題であることから、途上国での取り組みは欠かせないと判断し、技術支

援として気候変動への適応能力強化に関する研修に取り組んでいる。気象研究所は JICA に協力し、

気候変化の将来予測に係る技術支援を行う受け入れ機関として研修を実施した。主なものは以下のと

おり。 
・メキシコ国国別研修「気候変動予測」コース 
・アジア地域「気候変動への適応にかかる能力強化」研修 

また、気象研究所における気象観測研究の知見等を活かした研修受け入れも行っている。主なもの

は以下のとおり。 
  ・日中気象災害協力研究センタープロジェクト「境界層観測」コース（JICA による） 
さらに、地震火山分野にあっては、1995 年以来、（独）建築研究所が行う「国際地震工学研修グロ

ーバル地震観測コース」において、地震波解析による核実験識別法の講義等を行うことを通じて、包

括的核実験禁止条約の枠組み推進に貢献している。 
 

 
５．５．その他 

 

研究の成果として得られたプログラムを、申請に応じて研究機関、教育機関に提供し、成果の普及

に努めた。 

・地殻変動解析支援プログラム MICAP-G 

北海道大学、カーネギー研究所（米国）、(独)宇宙航空研究開発機構及び東京大学地震研究所で

利用 
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6. 成果発表                                    6.1. 論文等（平成 21 年度） 

６．成果発表 
 
 気象研究所の職員が平成 21 年度に発表した論文を 6.1 節、口頭発表の一覧を 6.2 節に、個人別に五十

音順で掲載した。また、気象研究所年報（平成 20 年度）において成果発表の一覧に不備があったことか

ら、平成 20 年度に発表したものを 6.3 節、6.4 節にあらためて掲載した。 
 論文等には、原著論文のほか、報告書、著書、翻訳、解説などの著作物について、単独・共著の区別な

く掲載した。但し、口頭発表に伴う著作物のうち学会予稿集など簡易なものについては除いている。 
 口頭発表には、学会や会議で行った発表・講演のうち、気象研究所職員が筆頭者となっているものを一

覧として掲載した。 
 
６．１．論文等（平成 21 年度） 
 
 各著作物の情報は、整理番号、著者、刊行年、論文タイトル、掲載誌、掲載巻・頁の順に掲載している。

整理番号の後ろに「*」を付した著作物は、査読付き論文であることを示している。 
 
 
青木重樹 1* 碓井勇二, 青木重樹, 林元直樹, 下山利浩, 野坂大輔, 吉田知央, 2010: CMT 解析

の自動処理とその高度化, 験震時報, 73, 169-184. 
青木輝夫 1* Lyapustin, A., M. Tedesco, Y. Wang, Te. Aoki, M. Hori and A. Kokhanovsky, 

2009: Retrieval of snow grain size over Greenland from MODIS, Remote 
Sens. Environ., 113, 1976-1987, doi:10.1016/j.rse.2009.05.008. 

 2 青木輝夫, 2009: 積雪のエージング効果, 天気, 56, 479-480. 
 3* Kuchiki, K., Te. Aoki, T. Tanikawa and Y. Kodama, 2009: Retrieval of snow 

physical parameters using a ground-based spectral radiometer. Appl. Opt., 
48, 5567-5582. 

 4 青木輝夫, 2009: 雪氷面放射過程, AESTO News, 12, 7-8. 
青梨和正 1* Eito, H. and K. Aonashi, 2009: Verification of Hydrometeor Properties 

Simulated by a Cloud-Resolving Model Using a Passive Microwave Satellite 
and Ground-Based Radar Observations for a Rainfall System Associated 
with the Baiu Front, J. Meteor. Soc. Japan, 87A, 425–446. 

 2*  Ushio, K., T. Sasashige, T. Kubota, S. Shige, K. Okamoto, K. Aonashi, T. Inoue, 
N. Takahashi, T. Iguchi, M. Kachi, R. Oki, T. Morimoto and Z. Kawasaki, 
2009: A Kalman filter approach to the Global Satellite Mapping of 
Precipitation (GSMaP) from combined passive microwave and infrared 
radiometric data, J. Meteor. Soc. Japan, 87A,137-151. 

 3*  Kubota, T., S. Shige, K. Aonashi and K. Okamoto, 2009: Development of 
nonuniform beamfilling correction method in rainfall retrievals for passive 
microwave radiometers over ocean using TRMM observations, J. Meteor. Soc. 
Japan, 87A, 153-164. 

 4*  Kida. S., S. Shige, T. Kubota, K. Aonashi and K. Okamoto, 2009: Improvement 
of rain/no-rain classification methods for microwave radiometer observations 
over ocean using a 37-GHz emission signature, J. Meteor. Soc. Japan, 87A, 
165-181. 

青山道夫 1 Aoyama, M., Y. Hamajima and T. Kawano, 2010: Cesium-137 in deep water in 
the Pacific Ocean, Low-level Measurement of Radionuclides and Its 
Application to Earth and Environmental Sciences, ISBN 978-4-924861-23-7, 
9-13. 

 2 Povinec, P. P., M. Aoyama, K. Hirose and R. Breier, 2010: Radionuclide tracers 
in the Indian Ocean, Low-level Measurement of Radionuclides and Its 
Application to Earth and Environmental Sciences, ISBN 978-4-924861-23-7, 
14-22. 

 3* Igarashi, Y., Y. Inomata, M. Aoyama, K. Hirose, H. Takahashi, Y. Shinoda, N. 
Sugimoto, A. Shimizu and M. Chiba, 2009: Possible change in Asian dust 
source suggested by atmospheric anthropogenic radionuclides during the 
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2000s, Atmospheric Environment,43(18), 2971-2980. 
 4 五十嵐康人, 猪股弥生, 高橋宙, 篠田佳宏, 田中泰宙, 青山道夫, 千葉長, 2009: 

2006 年春季につくばで観測したダスト事象の解析―黄砂と近傍からの風塵―, 
天気, 56(7), 495-507. 

 5* Aoyama, M., Y. Hamajima, M. Fukasawa, T. Kwano and S. Watanabe, 2009: 
Ultra low level deep water 137Cs activity in the South Pacific Ocean, Journal 
of Radioanalytical and Nuclear Chemistry, 282(3), 781-785, doi:10.1007/ 
s10967- 009-0253-x. 

 6* Hirose, K., Y. Igarashi, M. Aoyama and Y. Inomata, 2009: Depositional 
behaviors of plutonium and thorium isotopes at Tsukuba and Mt. Haruna in 
Japan indicate the sources of atmospheric dust, Journal of Environmental 
Radioactivity, 101(2), 106-112, doi:10.1016/j.jenvrad.2009.09.003. 

足立アホロ 1* Adachi, A. and T. Kobayashi, 2009: A nonclassical gust front and a solitary 
wave embedded within a typhoon as observed with Doppler radar and wind 
profiler, J. Meteor. Soc. Japan, 87, 57-82. 

安藤 忍 1 安藤忍, 上野寛, 2010: 平成 20 年(2008 年)岩手・宮城内陸地震調査報告 地殻変動, 
気象庁技術報告, 132, 20-27. 

 2 安藤忍, 2010: だいち/PALSAR を使った桜島の噴火前後における地殻変動および

火砕流の検出, 火山噴火予知連絡会会報, 100, 95-98. 
 3 安藤忍, 2010: だいち/PALSARの干渉SARによる十勝岳62-2火口の地殻変動, 火

山噴火予知連絡会会報, 101, 25-27. 
 4 安藤忍, 2010: だいち/PALSAR の干渉SAR でみた吾妻山の地殻変動, 火山噴火予

知連絡会会報, 101, 33-35. 
五十嵐康人 1 五十嵐康人, 2009: 富士山におけるエアロゾル観測とその課題, エアロゾル研究, 

24(2), 90-96. 
 2* Igarashi, Y., Y. Inomata, M. Aoyama, K. Hirose, H. Takahashi, Y. Shinoda, N. 

Sugimoto, A. Shimizu and M. Chiba, 2009: Possible change in Asian dust 
source suggested by atmospheric anthropogenic radionuclides during the 
2000s, Atmospheric Environment,43(18), 2971-2980. 

 3 五十嵐康人, 猪股弥生, 高橋宙, 篠田佳宏, 田中泰宙, 青山道夫, 千葉長, 2009: 
2006 年春季につくばで観測したダスト事象の解析―黄砂と近傍からの風塵―, 
天気, 56(7), 495-507. 

 4 五十嵐康人, 2009: 黄砂, 黄砂, 古今書院, 81-87. 
 5* Inomata, Y., Y. Igarashi, M. Chiba, Y. Shinoda and H. Takahashi, 2009: Dry 

and wet deposition of water-insoluble dust and water-soluble chemical 
species during spring, Atmospheric Environment, 43 4503-4512. 

 6* Hirose, K., Y. Igarashi, M. Aoyama and Y. Inomata, 2010: Depositional 
behaviors of plutonium and thorium isotopes at Tsukuba and Mt. Haruna in 
Japan indicate the sources of atmospheric dust, Journal of Environmental 
Radioactivity, 101(2), 106-112, doi:10.1016/j.jenvrad.2009.09.003. 

 7* Inomata, Y., Y. Igarashi, M. Mikami, T.Y. Tanaka and M. Chiba, 2009: Seasonal 
and yearly variations of dust deposition in Tsukuba: Possible linkage with 
variations of dust emission over the Asian continent, SOLA, 5,153-156. 

 8* Kikawada, Y., K. Oda, R. Yamauchi, M. Nomura, T. Honda, T. Oi, K. Hirose, 
and Y. Igarashi, 2009: Anomalous Uranium Isotope Ratio in Atmospheric 
Deposits in Japan, Journal of Nuclear Science and Technology, 46(12), 1094- 
1098. 

 9* Zhang, Y., J. Zeng, M. Yamada, F. Wu, Y. Igarashi and K. Hirose, 2010: 
Characterization of Pu concentration and its isotopic composition in a 
reference fallout material, Science of the Total Environment, 408(5), 1139- 
1144. 

 10* Suzuki, I., Y. Igarashi, Y. Dokiya and T. Akagi , 2010: Two extreme types of 
mixing of dust with urban aerosols observed in Kosa particles: ‘After’ 
mixing and ‘on-the-way’ mixing, Atmospheric Environment, 44, 858-866. 

 11 千葉長, 猪股弥生, 五十嵐康人, 長岡和則, 2009: 降雨時の高ガンマ線線量率事象
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の背景について(2007年1月と12月に観測された高ガンマ線線量率事象の発生

メカニズム ), Proceedings of the Tenth Workshop on Environmental 
Radioactivity, 110-114. 

石井雅男 1* Rodgers, K. B., R. M. Key, A. Gnanadesikan, J. L. Sarmiento, O. Aumont, L. 
Bopp, S. C. Doney, J. P. Dunne, D. M. Glover, A. Ishida, M. Ishii, A. R. 
Jacobson, C. L. Monaco, E. Maier-Reimer, H. Mercier, N. Metzl, F. F. Perez, A. 
F. Rios, R. Wanninkhof, C. D. Winn and Y. Yamanaka, 2009: Using altimetry 
to help explain patchy changes in hydrographic carbon measurements, J. 
Geophys. Res., 114, C09013, doi:10.1029/2008JC005183. 

 2* Nemoto, K., T. Midorikawa, A. Wada, K. Ogawa, T. Sukeyoshi, H. Kimoto, M. 
Ishii and H. Y. Inoue, 2009: Continuous observations of atmospheric and 
oceanic CO2 using the moored buoy in the East China Sea:Variations during 
the passage of typhoons, Deep-Sea Research II, 56, 542-553, doi:10.1016/j.dsr 
2.2008.12.015. 

 3* Takahashi, T., S. C. Sutherland, R. Wanninkhof, C. Sweeney, R. A. Feely, D. W. 
Chhipman, B. Hales, G. Friederich, F. Chavez, C. Sabine, A. Watson, D. C. E. 
Bakker, U. Schuster, N. Metzl, H. Y. Inoue, M. Ishii, T. Midorikawa, Y. Nojiri, 
A. Kortzinger, T. Steinhoff, M. Hoppema, J. Olafsson, T. S. Arnarson, B. 
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response to Typhoons Tina and Winnie in 1997 and their relations to sudden 
variations of pCO2, CAS/JSC WGNE Res. Activ. Atmos. Oceanic Modell., 39, 
8.07-8.08. 

 3 Wada, A., N. Usui, K. Sato and Y. Kawai, 2009: The impact of pre-existing 
oceanic condition on the ocean response to Typhoon Hai-Tang in 2005, CAS/ 
JSC WGNE Res. Activ. Atmos. Oceanic Modell., 39, 8.09-8.10. 

 4 Wada, A. and Y. Kawai, 2009: The development of diurnally-varying sea- 
surface temperature scheme. Part I. Preliminary numerical experiments, 
CAS/JSC WGNE Res. Activ. Atmos. Oceanic Modell., 39, 9.07-9.08. 

 5 Wada, A. and Y. Kawai, 2009: The development of diurnally-varying sea- 
surface temperature scheme. Part II. Idealized numerical experiments, CAS/ 
JSC WGNE Res. Activ. Atmos. Oceanic Modell., 39, 9.09-9.10. 

 6 Wada, A., N. Kohno and N. Usui, 2009: Numerical predictions for Typhoon 
Hai-Tang in 2005 by an experimental atmosphere-wave-ocean coupled 
model, CAS/JSC WGNE Res. Activ. Atmos. Oceanic Modell., 39, 9.11-9.12. 

 7* Wada, A., N. Usui, K. Sato and Y. Kawai, 2009: Comment on "Importance of 
pre-existing oceanic conditions to upper ocean response induced by Super 
Typhoon Hai-Tang" by Z.-W. Zheng, C.-R. Ho and N.-J. Kuo, Geophys. Res. 
Lett., 36, L09603, doi:10.1029/2008GL036890. 

 8* Wada, A., 2009: Idealized numerical experiments associated with the intensity 
and rapid intensification of stationary tropical cyclone-like vortex and its 
relation to initial sea-surface temperature and vortex-induced sea-surface 
cooling, J. Geophys. Res. Atmos., 114, D18111. 

 9* Wada, A., H. Niino and H. Nakano, 2009: Roles of Vertical Turbulent Mixing in 
the Ocean Response to Typhoon Rex (1998), Journal of Oceanography, 65, 
373-396. 

 10 和田章義, 伊藤耕介, 石川裕彦, 2009: 第１回北西太平洋における熱帯低気圧海洋

相互作用に関する国際ワークショップ報告, 天気, 56, 807-813. 
 11 和田章義, 川合義美, 碓氷典久, 2010: 海面水温日変化が台風強度予測に与える影

響, 台風災害の歴史と教訓―伊勢湾台風から 50 年―, 78-83. 
 12 和田章義, 2009: 台風海洋相互作用と台風強度予測, W-PASS NEWS, 4, 2-3. 
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６．２．口頭発表（平成 21 年度） 

 

本節には、平成 21 年度に気象研究所の職員が筆頭者として行った講演、口頭発表などを個人別に掲載し

ている。 
 
青木重樹 ・三角ダイヤグラムを用いたメカニズム解分布の変化の統計的検出, 日本地球惑星科学連合

2009 年大会 
・ 客観的小三角分割手法による三角ダイヤグラムを用いたメカニズム解分布の変化の統計的

検出, 日本地震学会 2009 年度秋季大会 
青木輝夫 ・フィルタ上エアロゾルサンプルの複素屈折率虚数部の測定, 日本気象学会 2009 年度春季

大会 
 ・Long-term variations of snow impurity concentrations and albedo in Sapporo, 日本地球

惑星科学連合 2009 年大会 
 ・札幌の積雪中炭素及びダスト濃度変化, 日本雪氷学会/日本雪工学会 
 ・積雪不純物が気候に与える効果を見積もるためのモデル開発, 「両極異変が全球気候変動

へ及ぼす遠隔作用についての観測的研究」研究集会 
 ・Snow albedo retrieval from satellite data using physically based snow albedo model, 

GCOM PI Workshop 2010 
 ・Effect of BC in snowpack on radiation budget in Sapporo, Japan, International 

Workshop “Frontiers of Black Carbon Studies” 
 ・気候モデリングのための積雪変態・アルベドモデル, 積雪の構造と変質に関するワークシ

ョップ 
・ 多層積雪アルベド物理モデル, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 

青梨和正 ・GCOM-Wとマイクロ波降水強度リトリーバルアルゴリズムの開発, 日本気象学会2009年
度春季大会 

・ マイクロ波輝度温度の非静力雲解像モデルの同化のためのNeighboring Ensemble 法, 日
本気象学会 2009 年度春季大会 

 ・マイクロ波輝度温度を雲解像モデルへ同化するEnsembleに基づく変分同化法(EnVA), 日
本気象学会 2009 年度秋季大会 

・ マイクロ放射計の高周波の輝度温度とその前方計算法の開発, 日本気象学会 2009 年度秋

季大会 
・ 非球体固体降水粒子のマイクロ波特性の導入による高速な RTM の改良, 名古屋大学地球

水循環研究センター平成 21 年度共同研究集会 
・ Displaced Ensemble を用いたマイクロ波放射計輝度温度の変文法的同化法, 名古屋大学

地球水循環研究センター平成 21 年度共同研究集会 
・ Displaced ensemble variational assimilation method to incorporate microwave 

radiometer data into a cloud-resolving model, The 5th WMO Symposium On Data 
Assimilation 

・ Improvement of forward calculation of microwave brightness temperatures by 
introducing microwave properties of non-spherical frozen particles, 11th Specialist 
Meeting on Microwave Radiometry and Remote Sensing of the Environment 

・ Displaced Ensemble variational assimilation method to incorporate microwave imager 
data into a cloud-resolving model, 11th Specialist Meeting on Microwave Radiometry 
and Remote Sensing of the Environment 

青栁曉典 ・The Development of a Single Layer Urban Canopy Scheme for the Japan 
Meteorological Agency Nonhydrostatic Mesoscale Model., The 7th International 
Conference on Urban Climate 

 ・ドップラーライダー観測による都市域地表面の粗度長及びゼロ面変位高の推定, 第 27 回
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レーザセンシングシンポジウム 
・ NHM用単層都市キャノピースキーム導入前後の地上気温検証, 第11回非静力モデルに関

するワークショップ 
・ 人工排熱･建物構造・粗度長が都市域の地上気温に与える影響について－単層都市キャノ

ピースキームを導入したNHM による感度実験－, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 格子状ブロック群の実効アルベド／実効射出率を考慮した放射平衡温度, 日本気象学会

2009 年度秋季大会 
青山道夫 ・Ultra low level deep water 137Cs activity in the south pacific ocean., 8th International 

Conference on Methods and Applications of Radioanalytical Chemistry 
・ 国際的な海水中栄養塩データのコンパラビリティ（比較可能性）は、何故気候変動の研究

に必要か？ ラボ内部のコンパラビリティから国際的なコンパラビリティへ, 第 5 回オ

ートアナライザーシンポジウム 
・ 太平洋深層海水の 137Cs濃度の超低レベル測定, 第46回アイソトープ・放射線研究発表会 
・ Circumpolar Ocean Synthesis, Decadal Variations of the Ocean’s Interior Carbon 

Cycle : Synthesis and Vulnerabilities 
・ Global nutrient data synthesis for WOCE and CLIVAR data based on Reference 

Material for Nutrients in Seawater, PICES-2009 Understanding ecosystem dynamics 
and pursuing ecosystem approaches to management 

・ CESIUM-137 In Deep Water in the Pacific Ocean, International Workshop on 
Low-level Measurement of Radionuclides and Its Application to Earth and 
Environmental Sciences 

・ Radionuclide Tracers in the Indian Ocean, International Workshop on Low-level 
Measurement of Radionuclides and Its Application to Earth and Environmental 
Sciences 

・ 西部北太平洋黒潮本流域における速い温暖化に対する海洋の生物地球化学的応答, 第 7 回 
環境研究機関連絡会成果発表会 

・ 海洋環境における人工放射性核種の長期挙動の研究 －北太平洋における137Csの3次元分

布－, 第 51 回環境放射能調査研究成果発表会 
・ 海洋中炭素循環変動の実態把握とメカニズム解明に関する研究, 平成 21 年度気象庁施設

等機関研究報告会 
・ Global nutrients data synthesis based on the cruises with Reference Material of 

Nutrients in Seawater, 2010 Study Group on Nutrients Standards (SGONS) Meeting 
・ 栄養塩標準国際共同実験の成果およびIOC-ICES SGONSの活動, 2010年度日本海洋学会

春季大会 
足立アホロ ・1.3GHz ウィンドプロファイラーによる雨滴粒径分布の抽出(第 2 報), 日本気象学会 2009

年度春季大会 
・ Observational study of a gust front triggered by vertical momentum transport within a 

typhoon, The 8th International Symposium on Tropospheric Profiling 
・ A nonclassical gust front embedded with a typhoon as observed with Doppler radar 

and Wind Profiler, International Symposium on Rader and Modelin Studies of the 
Atmosphere 

・ 雲・降水レーダーシミュレーターの開発（NHM データへの応用）, 日本気象学会 2009 年

度秋季大会 
足立恭将 ・海面表層スキームの全球大気モデルへの導入とそのインパクト実験, 日本気象学会 2009

年度春季大会 
安藤 忍 ・気象研究所におけるALOS利用状況とALOS/PALSARおよびALOS-2への期待, ALOS-2

利用ワークショップ 1 
・ 干渉SAR 画像でみた全国の活火山（2）, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
・ ALOS/PALSAR により検出されたニューギニア付近の地震に伴う地殻変動, 日本地球惑
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星科学連合 2009 年大会 
・ The Ground Deformation associated with the Eruption of Tungurahua Volcano, 

Ecuador detected by InSAR analysis, 平成 21 年度京都大学防災研究所特別教育研究経

費（拠点形成）研究集会「高分解能レーダー・リモートセンシングによる災害観測の革

新」 
・ ALOS「だいち」からみた Sarychev Peak 火山 -2009 年 6 月噴火-, 2009 年度日本火山学

会秋季大会 
・ 縞模様から探る火山活動 ～人工衛星がとらえる地殻変動～, 日本科学未来館 友の会

DAY イベント 
五十嵐康人 ・つくばにおけるダスト沈着量の季節・年々変動：アジア大陸におけるダスト放出量変動と

の関連, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
・ 山岳におけるエアロゾル観測とその課題－富士山の話題を中心にして－, 北海道大学 低

温研研究集会「大気圏と生物圏の相互作用：大気化学を中心として」 
・ サイクロンを利用した表土分粒の試み： 数 μm ダストのグラム分取, 第 26 回エアロゾル

科学・技術研究討論会 
・ モンゴル東部・南部の表土中の人工放射性核種から推定した黄砂発生地域の変動, 第 3 回

日本海域環境シンポジウム 地球環境地域学の創成を目指して 
・ モンゴル東部の表層土の放射性同位体分析－実際の黄砂に近い粒径画分での予備的結果, 

全球ダスト動態解明研究会 
・ モンゴル表土中の人工放射性核種と降水量との関係から推定した黄砂発生地域の変動, 第

11 回「環境放射能」研究会 
・ 放射性降下物の長期変動と再浮遊に関する研究, 第 51 回環境放射能調査研究成果発表会 

石井雅男 ・東経 137 度における表面全炭酸濃度の増加と酸性化, 2009 年度日本海洋学会春季大会 
・ 亜熱帯モード水におけるCO2の増加傾向, 東京大学海洋研究所共同利用研究集会「北太平

洋亜熱帯モード水の物理・化学・生物過程」 
・ Trend of DIC increase and oxygen decrease in the western North Pacific subtropical 

gyre, The 8th International Carbon Dioxide Conference 
・ 東経137度の海洋表層・中層における全炭酸増加と酸性化, 2009年度日本海洋学会秋季大

会 
・ Introduction to the Carbon Data Synthesis Workshop, PICES-2009 Annual Meeting, 

W10 Carbon Data Synthesis Workshop 
・ Repeat lines 137°E, and the equator by MRI/JMA, PICES-2009 Annual Meeting, W10 

Carbon Data Synthesis Workshop 
・ PACIFICA (Pacific Carbon) Data Synthesis Activity, GO-SHIP (Global Ocean 

Ship-based Hydrographic Investigations Panel) International Planning Meeting 
・ Trend of DIC increase and acidification in the interiorof the western North Pacific 

subtropical subtropical gyre, 2010 Ocean Sciences Meeting 
・ 西部北太平洋における海洋酸性化, 2010 年度日本海洋学会春季大会 
・ PACIFICA（太平洋の炭素）データ統合活動について, 2010 年度日本海洋学会春季大会 
・ Trend of DIC increase in the western North Pacific subtropical gyre during 1994-2008, 

Decadal Variations of the Oceans Interior Carbon Cycle: Synthesis and  
Vulnerabilities, PICES 2009 Annual Meeting 

石井正好 ・Decadal hindcast and prediction experiments with a coupled atmosphere-ocean GCM, 
MIROC, CLIVAR WS Earth-system initialization for decadal predictions 

 ・Argo と歴史的海洋貯熱量変化, 日本海洋学会シンポジウム「Argo の進むべき方向性」 - 
Argo による研究成果と今後の展望- 

石原幸司 ・地球温暖化に伴う気温変化の正規性を利用した都道府県別評価, 日本気象学会 2009 年度

秋季大会 
・ CMIP3 マルチ気候モデルにおける全球平均および帯状平均気温の再現性評価, 日本気象
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学会 2009 年度秋季大会 
石原正仁 ・気象庁現業レーダーによる局地的大雨の監視の現状と展望 －2008年夏季の 3つの局地的

大雨を対象として－, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・Modernization of the JMA, Weather radar network, Seminar on weather radar  

opertion, Pukyong National University 
 ・The monitoring and nowcasting systems for severe Weather operated in Japan 

Meteorological Agency - Current status and future plans -, International Symposium 
on Observation and Modeling Studies of the Atmosphere 

石元裕史 ・放射計算のためのスス粒子モデルの作成, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
・ 地上多波長マイクロ波放射計による雲域での温度・水蒸気 1D-Var リトリーバル, 日本気

象学会 2009 年度秋季大会 
・ 2DP データを用いた雪片形状の推定, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 

猪上華子 ・2007 年 12 月 31 日 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱, 日本気象学会 2009 年度

春季大会 
・ High resolution X-band Doppler radar observation of low-level misosyclones along the 

convergence line, The 5th European Conference on Severe Storms 
・ 2009年7月27日群馬県館林市で発生した竜巻の親雲と環境場の特徴, 日本気象学会2009

年度秋季大会 
・ Environmental atmospheric conditions and characteristic features of the parent storm 

of Tatebayashi tornado, observed north of Tokyo, Japan on 27 July 2009, Conference 
on MCSs and high-impact weather/climate in East Asia (ICMCS-VII). 

岩切一宏 ・近距離に注目した既往の距離減衰式の検討－緊急地震速報への適用性評価, 日本地球惑星

科学連合 2009 年大会 
・ 最大速度の距離減衰式を用いた震度観測点の観測点補正値の改良, 日本地震学会 2009 年

度秋季大会 
・ Hi-net 下山周辺における地震計アレイを用いた森町弾性波アクロス信号の解析, 日本地震

学会 2009 年度秋季大会 
・ Hi-net 下山周辺における地震計アレイを用いた森町弾性波アクロスの信号解析, アクロス

ワークショップ「アクロス技術の現状と今後の展望」 
・ Study on attenuation relations focused on near source region -Evaluation of their 

applicability for earthquake early warning-, The 2nd International Workshop on 
Earthquake Early Warning 

上清直隆 ・ハイパースペクトル赤外サウンダの再編成チャネルの有効性について, 日本気象学会

2009 年度秋季大会 
上野 充 ・環境風の鉛直シアーと台風コア域内地上風分布, 日本気象学会 2009 年度春季大会 

・ QuikSCAT データで見た台風コア域内の降水と地上風非対称の関係, 日本気象学会 2009
年度秋季大会 

・ Possible control of near-surface wind distributions in typhoons by environmental 
vertical wind shear, 4th Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 

碓氷典久 ・渦解像海洋データ同化システムの表現する混乱水域の特徴, 2009 年大槌シンポジウム 
・ 基礎編 第１章、第２章のポイント解説, 2009 年海洋データ同化夏の学校 
・ 非ガウス統計を考慮した拘束条件を用いた3次元変分法の改良, 2009年度日本海洋学会秋

季大会 
・ Improving strategies with constraints regarding non-Gaussian statistics in MOVE 

/MRI.COM, The 5th WMO Symposium on Data Assimilation 
内山明博 ・気象研のスカイラジオメーターに関する活動（校正、解析法改良）, 極地スカイラジオメ

ーター観測標準化会合 
永戸久喜 ・TRMM/PR・TMI 観測データを用いた JMA-NHM 雲微物理過程の検証，第 11 回非静力

学モデルに関するワークショップ 
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・ TRMM/PR・TMI 観測データを用いた JMA-NHM 雲微物理過程の検証，日本気象学会

2009 年度秋季大会 
・ TRMM/PR・TMI観測データを用いた JMA-NHM雲微物理過程の検証，名古屋大学地球

水循環研究センター平成 21 年度共同研究集会 
遠藤洋和 ・CMIP3 マルチモデルにおける熱帯対流圏上層の定在波とウォーカー循環の強さの関係,

 日本気象学会 2009 年度春季大会 
・ CMIP3 マルチモデルにおけるヤマセの季節性の再現性と将来変化, 第７回「異常気象と長

期変動」研究集会 
・ CMIP3 マルチモデルにおけるヤマセに関連した大規模循環場の再現性と将来変化, 日本

気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 過去 100 年の日降水量データによる梅雨の季節進行の長期変化, 日本気象学会 2009 年度

秋季大会 
・ Future changes of cool northeasterly winds bringing unusual Northwest Pacific 

summer in CMIP3 multi-model experiments, The 22nd Conference on Climate 
Variability and Change  

大竹和生 ・Techniques of using data from OBS stations for EEW, The 2nd International Workshop 
on Earthquake Early Warning 

 ・よくわかる緊急地震速報, 第 2 回データ科学ワークショップ（科学情報学研究会） 
尾瀬智昭 ・CMIP3モデルの西太平洋降水変動再現性と温暖化予測, 日本気象学会2009年度秋季大会 
小野木茂 ・1.3GHz ウィンドプロファイラーの下層測風性能の改善〜最下層データに生じるノイズの

新しい除去方式〜, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
小畑 淳 ・大気メタン急激増加に対する気候炭素循環モデルの応答―1000 倍増加に対する数十年規

模の応答について―, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・Climate-carbon cycle model study in MRI/JMA, WMO Pre-CAS Technical Conference 

on "Environmental Prediction in the Next Decade: Weather, Climate, Water and the 
Air We Breathe" 

折笠成宏 ・ドライアイスシーディングに伴う山岳性降雪雲の微物理構造の変化（その２）, 日本気象

学会 2009 年度秋季大会 
 ・How does Asian dust storm affect the microphysical structures of orographic snow 

clouds?, 18th International Conference on Nucleation and Atmospheric Aerosols 
勝間田明男 ・原子時計式海底地震計の可能性, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 

・ 長基線レーザー伸縮計の開発と試験観測結果, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
・ 中国地方のモホ面深さ, 日本地震学会 2009 年度秋季大会 
・ 北海道東方・千島列島域における地震の震源決定のための走時計算法の検討, 日本地震学

会 2009 年度秋季大会 
・ アクロス信号の走時とプレート境界面反射点の推定, アクロスワークショップ「アクロス

技術の現状と今後の展望」 
加藤輝之 ・下層水蒸気場を表現する高度について～気圧面から絶対高度の気象学へ～, 日本気象学会

2009 年度春季大会 
・ SiB を用いた 2005 年度冬季の積雪量予想実験, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
・ 平成 21 年 7 月中国・九州北部豪雨および 8 月 8～10 日四国・岡山・兵庫での豪雨の発生

要因, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 2009年7月27日群馬県館林市で観測された竜巻の発生環境場について～雲解像モデルに

よる再現結果から～, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 西日本で見られる積乱雲の雲底高度の高度別出現頻度～雲解像モデルの予想結果から～, 

日本気象学会 2009 年度秋季大会 
蒲地政文 ・Introduction to ocean data assimilation, Seminar on Ocean Data Assimilation, Taiwan 

National Sun Yat-sen University 
 ・Fundamentals of data assimilation, Seminar on Ocean Data Assimilation, Taiwan 
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National Sun Yat-sen University 
 ・Adjoint method (1), Seminar on Ocean Data Assimilation, Taiwan National Sun Yat-sen 

University 
 ・Adjoint method (2), Seminar on Ocean Data Assimilation, Taiwan National Sun Yat-sen 

University 
 ・Summary of ocean data assimilation, Seminar on Ocean Data Assimilation, Taiwan 

National Sun Yat-sen University 
 ・Application of ocean data assimilation, Seminar on Ocean Data Assimilation, Taiwan 

National Sun Yat-sen University 
 ・Recent developments of JMA-MRI operational assimilation/prediction system MOVE/ 

MRI.COM, GODAE Ocean View Science Team Meeting 
 ・Introduction to ocean data assimilation, Seminar on Ocean Data Assimilation. South 

China Sea Institute 
 ・Fundamentals of data assimilation, Seminar on Ocean Data Assimilation, South China 

Sea Institute 
 ・Adjoint method (1), Seminar on Ocean Data Assimilation, South China Sea Institute 
 ・Adjoint method (2), Seminar on Ocean Data Assimilation, South China Sea Institute 
 ・Application of ocean data assimilation, Seminar on Ocean Data Assimilation, South 

China Sea Institute 
 ・ Singular Vector Analysis, Seminar on Ocean Data Assimilation, Institute of 

Atmospheric Physics 
 ・Application of singular vector analysis to the Kuroshio large meander, The 5th WMO 

Data Assimilation Symposium 
 ・海洋予測、GODAE での情報の流れ、成果と将来, 2009 年度日本海洋学会春期大会 シン

ポジウム「海洋情報の一元化と利用にむけて」 
 ・データ同化をめぐる国内外の動向、及び外国の夏の学校の紹介, 13 回データ同化夏の学校 
 ・データ同化による海洋情報の統合化, 日本海洋政策研究会第 1 回年次総会～総合的な海洋

政策の形成を目指して～ 
釜堀弘隆 ・2008 年夏期循環場と南西諸島の少雨, 日本気象学会 2009 年度春季大会 

・ 伊勢湾台風再現実験 —気象庁全球同化システムを用いた伊勢湾台風再解析—, 日本気象

学会 2009 年度秋季大会 
上口賢治 ・長期高解像度降水プロダクト APHRO_PR のための降水量推定手法の開発, 日本気象学会

2009 年度秋季大会 
川畑拓矢 ・豊島区雑司が谷豪雨に関するデータ同化実験, 日本気象学会 2009 年度春季大会 

・ RASS 観測データを用いた沖縄本島における小規模降水帯の同化･予報実験, 日本気象学

会 2009 年度春季大会 
・ 伊勢湾台風再現実験 ―気象庁メソ解析による再予報―, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 雑司ヶ谷豪雨に関するデータ同化・予報実験 -GPS 水蒸気データのインパクト-, 日本気

象学会 2009 年度秋季大会 
・ 気象庁メソ解析を用いた伊勢湾台風と高潮の再予報, 台風研究会 
・ GPS 視線遅延量を用いた雑司ヶ谷豪雨同化実験, 第 11 回非静力学モデルに関するワーク

ショップ 
・ Cloud resolving 4DVAR experiment of a local heavy rainfall event using GPS slant 

delay data, The 5th WMO International Symposium on Data Assimilation 
・ Assimilation Experiment of a Local Heavy Rainfall Event with a Cloud-Resolving 

4D-Var Assimilation System, International Symposium on Radar and Modeling 
Studies of the Atmosphere 

・ Radar data assimilation using a cloud-resolving 4D-Var, International Symposium on 
Radar and Modeling Studies of the Atmosphere 
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・ 雲解像４D-Var を用いた局地豪雨の同化・予報実験, メソ気象研究会 
・ Cloud-Resolving Nonhydrostatic 4D-Var Assimilation System (NHM-4DVAR), 

ISAR-NCU-2009 International School on Atmosphere Radars, Profiling, Modelling 
and Forecasting 

・ Improvement of the NHM-4DVAR, ISAR-NCU-2009 International School on 
Atmosphere Radars, Profiling, Modelling and Forecasting 

・ Re-forecast of Typhoon Vera - Intensity and storm surge -, ISAR-NCU-2009 
International School on Atmosphere Radars, Profiling, Modelling and Forecasting 

・ 気象庁メソ解析を用いた伊勢湾台風と高潮の再予報, 天気予報研究会 
・ Cloud-resolving 4D-Var with Radar and GPS data, The 3rd International Workshop on 

Prevention and Mitigation of Meteorological Disasters in Southeast Asia And Open 
Symposium on Meteorological Disasters and Adaptable Society in Asia-Pacific 

北畠尚子 ・台風 0813 号のアウターバンドとその中上層の環境, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
・ 等渦位面解析の台風への利用, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 

鬼頭昭雄 ・モンスーンとENSO のモデリングー過去・現在, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
・ 極端現象予測, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
・ 気象研究所地球システムモデルによる過去・現在・将来気候の研究, 気候変遷ミニ・ワー

クショップ 
・ 古気候モデリング：モンスーンとENSO, 地球科学輻合ゼミナール 
・ MRI initiative for climate change, Seminar on report of the second year result on the 

JICA regional training course "Capacity Development for Adaptation to Climate 
Change in Asia" 

・ Toward seasonal climate forecasting and climate projections in future, Tokyo Climate 
Conference:Better Climate Information for a Safe and Sustainable Society 

・ Projection of changes in future weather extremes using super-high-resolution global 
and regional atomospheric models in the KAKUSHIN program, 5th Japan-EU 
Workshop on Climate Change Research 

・ Projection of precipitaiton extremes in the Asian monsoon region, IAMAS-IAPSO- 
IACS 2009 Joint Assembly (MOCA-09) 

・ Projections of prcipitation extremes, tropical cyclones, extratropical cyclones and 
blockings, Workshop on "High - Resolution Climate Modeling " 

・ Projections of changes in future weather extremes using super-high-resolution global 
and regional atmospheric models in the KAKUSHIN Program, The 3rd World 
Climate Conference 

・ Climate change projection for adaptation, Forum for Centennial Strategy for Adapting 
Climate Change and Reducing Water-related Disaster Risks 

・ 気候変動への適応は国際的な課題～途上国の気候変動将来予測への支援～, 平成 21 年度

気象研究所研究活動報告会 
・ Future changes in extreme weather events projected by 20-km/60-km mesh global 

atmospheric models, 2009 Asisn Science Seminar "High-Impact Weather in 
Changing Climate" 

・ Climate change projection for adaptation, National Workshop on Adaptation to 
Climate Change in the Philippines :Development of Climate Change Scenarios 

・ Climate change projection for adaptation, Local Seminar in Indonesia on the JICA 
regional training course "Capacity Development for Adaptation to Climate Change in 
Asia - Climate Change Analysis" 

・ 超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の変化予測に関する研究：前期実験の結果, 
極端気象現象とその気候変動による影響評価に関するシンポジウム 

・ Projection of precipitation extremes in the Asian monsoon region, The 4th Japan- 
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China-Korea Joint Conference on Meteorology 
・ Present climate verification and future climate projections over Southeast Asia by an 

MRI 20km-mesh AGCM, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on 
Meteorology 

・ Future climate in the Gulf of Mexico as seen through the Earth Simulator, Wetland 
and Climate Change Latin America and the Caribbean Region 

・ 気候変動予測に関する国際的動向, 防災研究フォーラム 第 8 回シンポジウム「気候変動と

激甚化する自然災害」 
・ Climate modeling activity at MRI, The 12th International Specialist Meeting on the 

Next Generation Models on Climate Change and Sustainability for Advanced High 
Performance Computing Facilities 

楠 研一 ・Time Delays of Sprites Induced by Winter Lightning Flashes on the Japan Sea and in 
the Pacific Ocean, Chapman conference on the effects of thunderstorms and 
lightning in the upper atmosphere 

・ 2007年 12月 5日 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱, 日本気象学会 2009年度春

季大会 
・ 2008 年 1 月 25 日 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱（Ⅱ）－渦の特徴－, 日本気

象学会 2009 年度春季大会 
・ 小型ドップラー気象レーダーによる鉄道安全運行のための突風探知システムの基礎的研究, 

2009 年度台風災害の歴史と教訓に関する研究集会 
・ Wind gust and storm evolutions observed during the Shonai area reilroad weather 

project : A preliminary surveys, The 5th European Conference on Severe Storms 
・ 小型ドップラー気象レーダーによる鉄道安全運行のための突風探知システムの基礎的研究

－最終年度を迎えて－, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 2008 年 1 月 25 日 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱（Ⅲ）－上陸前後の竜巻渦

の立体構造の変化－, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
楠 昌司 ・20km 格子全球大気モデルによる近未来の梅雨変化, 日本気象学会 2009 年度春季大会 

・ Change in the East Asia summer monsoon projected by an atmospheric global model 
with 20-km grid size, Asia Oceania Geosciences Society 6th Annual General Meeting 

・ Changes in precipitation intensity of the East Asia summer monsoon projected by an 
atmospheric global model with 20-km grid, The 10th "General Circulation Model 
Simulations of the East Asian Climate"(EAC) Workshop 

・ Changes in precipitation intensity of the East Asia summer monsoon projected by an 
atmospheric global model with 20-km grid, Workshop and State key Laboratory of 
Numerical Modeling for Atmospheric Sciences and Geophysical Fluid Dynamics 
(LASG) Summer seminar 

・ Change in precipitation Extremes Indices due to Global Warming projected by a 20-km 

mesh global atmospheric model, The 6th International Scientific Conference on the 
Global Energy and Water Cycle and the Second Integrated Land Ecosystem- 
Atmosphere Processes Study Science Conference 

・ 梅雨時の降水強度の変化, 極端気象現象とその影響評価に関するシンポジウム 
・ Change in the East Asia summer monsoon projected by an atmospheric global model 

with 20-km grid, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
・ Modelo de proyeccion del clima de Japon, estudios de caso, メキシコ・ユカタン半島に

おける気候変動適応策策定支援プロジェクトによるセミナー 
・ Future change in precipitation intensity of East Asian summer monsoon, Predicting 

the climate of the coming decades 
・ Climate change projection by 20-km mesh global atmospheric model, International 

Seminar on Impact of Climate Change on Irrigation Systems 

- 164 -- 165 - - 165 -



6. 成果発表                                   6.2. 口頭発表（平成21年度） 

・ 地球温暖化で異常気象は増えるのか？, つくば市市民活動センター「最先端サイエンスの

やさしい講座」 
・ 気候モデルによる降水変化の把握と地域への影響, 平成 21 年度 農村工学研究所研究会 

農村総合研究会 
朽木勝幸 ・分光アルベドを用いた積雪中黒色炭素・ダスト濃度の推定, 日本気象学会 2009 年度春季

大会 
・ 積雪不純物濃度測定における濾過フィルターの違い, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 

工藤 玲 ・つくばのエアロゾル光学特性と地上放射強制力の最近 10 年間の変化傾向, 日本気象学会

2009 年度春季大会 
・ The Recent Trends of Aerosol Optical Properties and Surface Radiative Forcing at 

Tsukuba, Japan, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
・ 直達・散乱日射の地上観測からのエアロゾル光学特性の推定, 日本気象学会 2009 年度秋

季大会 
國井 勝 ・Intercomparison of Ensemble Prediction Systems in the WWRP B08RDP Project, The 

4th Workshop of WWRP B08FDP/RDP 
 ・Meso 4D-Var Application to B08RDP, The 4th Workshop of WWRP B08FDP/RDP 
 ・Mesoscale singular vector method and sensitivity analysis, The 4th Workshop of  

WWRP B08FDP/RDP 
 ・メソ特異ベクトル法を用いた感度解析, 日本気象学会 2009 年度春季大会 

・ Mesoscale Data Assimilation Experiment in Low Latitudes with GPS RO data, 日本気

象学会 2009 年度春季大会 
・ Mesoscale ensemble prediction system of MRI/JMA at the WWRP Beijing Olympic 

Research and Development Project (B08RDP) - System specification and verification 
-, 4th SRNWP Workshop on Short-range Ensemble Prediction Systems 

・ Mesoscale ensemble forecast experiment and sensitivity analysis over Japan area, 4th 
SRNWP Workshop on Short-range Ensemble Prediction Systems 

・ Mesoscale Data Assimilation of Myanmar Cyclone Nargis, 「東南アジア地域の気象災害

軽減国際共同研究」第三回国内ワークショップ 
・ Mesoscale ensemle forecast experiment and sensistivity analysis over Japan area, The 

4th Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
・ Intercomparison of ensemble prediction system in the WWRP B08RDP project, The 

4th Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
・ メソアンサンブル予報に対する初期摂動結合手法の試み, 日本気象学会 2009 年度秋季大

会 
栗原和夫 ・JMA-NHM によるインドの強雨の再現可能性, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
黒田友二 ・太陽活動の対流圏成層圏結合に及ぼす役割－南北両半球の比較－, 日本地球惑星科学連合

2009 年大会 
 ・成層圏突然昇温時に見られた対流圏環状モード予測可能性に対する大きな初期値敏感性, 

日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・High initial-time sensitivity observed for the tropospheric NAM predictability in the 

stratospheric sudden warming, American Meteorological Society meeting 
 ・Influence of stratospheric sudden warming and vortex intensification on the tropical 

troposphere, American Meteorological Society meeting 
 ・High initial-time sensitivity observed for the tropospheric NAM predictability in the 

stratospheric sudden warming, IAMAS-IAPSO-IACS 2009 Joint Assembly 
(MOCA-09) 

 ・Influence of stratospheric sudden warming and vortex intensification on the tropical 
troposphere, IAMAS-IAPSO- IACS 2009 Joint Assembly (MOCA-09) 

 ・High initial-time sensibility observed for the tropospheric NAM predictability in the 
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stratospheric sudden warming, American Geophysical Union 2009 Fall meeting 
 ・Influence of solar cycle and QBO modulation on the Southern Annular Mode, SOLARIS 

meeting, 
小林昭夫 ・潮位変化から推定される過去の豊後水道長期的スロースリップ, 日本地球惑星科学連合

2009 年大会 
・ 近畿地方北部で観測された地殻歪の長期的変化, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
・ 四国西部において 2005 年に発生した可能性のある小規模な長期的スロースリップ, 日本

測地学会第 112 回講演会 
小林隆久 ・雲・降水レーダーシミュレーターの開発, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 

・ 衛星で観測した雲光学的厚さと雲粒サイズに及ぼす降水の影響, 日本気象学会 2009 年度

秋季大会 
・ Space-borne measurements of changes in cloud optical thickness and cloud drop size 

associated with precipitation, International Geoscience and Remote Sensing 
Symposium (IGARSS 2009) 

・ Effects of precipitation on cloud optical thickness derived from combined passive and 
active space-borne sensors, European General Assembly 

小林ちあき ・北半球中緯度下部成層圏オゾントレンドにおける力学的要因の寄与, 日本気象学会 2009
年度秋季大会 

財前祐二 ・乾燥大気中における煤と硫酸塩の内部混合エアロゾル粒子, 日本気象学会 2009 年度春季

大会 
齋藤篤思 ・ダム集水域における固形降水の精確な計量（その２）, 日本気象学会 2009 年度春季大会 

・ 航空機搭載用氷晶核測定装置の開発, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 航空機搭載用氷晶核測定装置による観測～速報, 科振費「人工降雨・降雪」研究発表会 

齊藤和雄 ・MRI/JMA mesoscale ensemble prediction system, The 4th Workshop of WWRP 
B08FDP/RDP  

 ・Test of BGM and LETKF with lateral boundary perturbations, The 4th Workshop of 
WWRP B08FDP/RDP 

 ・2008 年夏季の日本域アンサンブル予報実験, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
・ Experiences of MRI/JMA at the WWRP Beijing Olympic Research and Development 

Project (B08RDP) - Initial and lateral boundary perturbations -, 4th SRNWP 
Workshop on Short-range Ensemble Prediction Systems. 

・ Ensemble Prediction of Myanmar Cyclone Nargis and the Associated Storm Surge, 
「東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究」第三回国内ワークショップ 

・ メソアンサンブル予報における BGM と NHM-LETKF -北京 2008RDP の再実験-, 第 11
回非静力学モデルに関するワークショップ 

・ Experiences of MRI/JMA at the WWRP Beijing Olympic 2008 Research and 
Development Project (B08RDP), The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on 
Meteorology 

・ Current and future studies at MRI toward the dynamical and probabilistic prediction 
of local heavy rain, International Symposium on radar and Modeling Studies of the 
Atmosphere 

・ メソアンサンブル予報における BGM 法と LETKF 法の比較(2) EnKF サイクルへの境界

摂動の影響, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ MRI/JMA toward the dynamical and probabilistic prediction of local heavy rain, The 

4th meeting, Working Group on Mesoscale Weather Forecasting Research 
・ 超高精度メソスケール気象予測の研究, 「防災･減災に資する気象･気候･環境予測研究」ワ

ークショップ 
・ Achievement of MRI for the International Research for Prevention and Mitigation of 

Meteorological Disasters in Southeast Asia, The 3rd International Workshop on 
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Prevention and Mitigation of Meteorological Disasters in Southeast Asia 
・ 東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究, 平成 21 年度気象研究所研究成果発表会 

坂井孝行 ・Prolate 楕円体圧力源による変位を正確に表すNewmanの解，日本火山学会 2009年度秋

季大会 
酒井 哲 ・室内実験によるエアロゾル偏光解消度の測定, 第 27 回レーザセンシングシンポジウム 

・ エアロゾル偏光解消度の測定―エアロゾルチャンバーを用いた室内実験―, 第 35 回リモー

トセンシングシンポジウム 
・ 室内実験によるエアロゾル偏光解消度の測定－ライダーデータの定量解釈に向けて－, 日

本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 2008/09 年夏季人工雨実験におけるライダー観測：エアロゾルキャラクタリゼーションと

航空機観測データによる検証, 第 14 回大気ライダー観測研究会 
・ ２波長・偏光ライダーによるエアロゾルキャラクタリゼーション-夏季人工降雨実験にお

ける航空機観測データとの比較, 科振費「人工降雨・降雪」研究発表会 
坂見智法 ・A cloud scheme including indirect aerosol effects on ice and liquid cloud particles in the 

MRI Earth System Model, CFMIP/GCSS Boundary Layer WG Workshop on 
evaluatioｎ and understanding of cloud processes in GCMs 

笹野大輔 ・高精度酸素センサーRINKO による断面観測, 2009 年度日本海洋学会春季大会 
・ Oxygen decrease in the western Pacific along 165°E, The 8th International Carbon 

Dioxide Conference 
・ 親潮・黒潮における溶存酸素の長期トレンド, 2009 年度日本海洋学会秋季大会 

澤 庸介 ・定期旅客便観測データを利用した圏界面付近の CO2動態の解析, 日本気象学会 2009 年度

春季大会 
・ Seasonal distribution and transport of CO2 in the tropopause region based on frequent 

observaions by commercial airliners, The 8th International Carbon Dioxide 
Conference 

・ Seasonal distribution and transport of CO2 in the tropopause region based on frequent 
observaions in the CONTRAIL project, The Extra-tropical UTLS Observations, 
Concepts and Future Directions Community Workshop 

・ CONTRAIL プロジェクトで観測された圏界面付近の CO2分布と輸送, 第 15 回大気化学

討論会 
柴田清孝 ・CMIP3 モデルによる 20 世紀ランにおける成層圏 ENSO のシグナル, 日本気象学会 2009

年度秋季大会 
 ・Structure of extreme NAM events in the simulation of a chemistry-climate model driven 

by observed forcings（化学‐気候モデルで再現された強い北半球環状モードの構造につ

いて）, 日本地球惑星科学連合会 JPGU Meeting 2009 
 ・化学‐気候モデルのシミュレーションが 2009『SPARC CCMVal レポート』・2010『WMO 

オゾン層破壊の科学アセスメント』 に果たす役割, 2009 年「オゾン研究連絡会」 
 ・成層圏化学における pathway_analysis の活用について, 第 15 回大気化学討論会 
 ・Duration of NAM in the simulation of a chemistry-climate model driven by observed 

forcings, EGU 2009 General Assembly 
 ・Global ozone signals associated with extreme NAM events as revealed with the MRI 

chemistry-climate model driven by observed forcings, IAMAS/IAPSO/IACS 2009 
Joint Assembly (MOCA-09) 

小司禎教 ・GPS 可降水量と降水の統計的関係、地球温暖化に伴う中緯度擾乱活動の変化について日本

型「GPS 気象学」の進展, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
・ GPS 可降水量のメソスケール数値気象モデルへのインパクト, 日本地球惑星科学連合

2009 年大会 
・ 局地豪雨予測に向けたGPS 解析の改良と同化実験案, 科学研究費補助金「局地豪雨予測の

ための先端的データ同化と雲解像アンサンブル手法に関する研究」研究集会 
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・ GPS Data Assimilation of Myanmar Cyclone Nargis, 「東南アジア域の気象災害軽減国

際共同研究」第三回国内研究集会 
・ GPS を利用した大雨の予測, 日本気象学会九州支部「気象教室」 
・ サイクロンNargis のGPS データ同化実験, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 2009 年 7 月 21 日山口豪雨のGPS 可降水量同化実験（序報）, 第 11 回「非静力学モデル

に関するワークショップ」 
・ Impacts of Nationwide and Global GPS PWV on Heavy Rainfall Prediction, 

International Symposium on radar and Modeling Studies of the Atmosphere 
・ Mesoscale Data Assimilation of GPS derived Precipitable Water Vapor for Myanmar 

Cyclone Nargis, International Symposium on radar and Modeling Studies of the 
Atmosphere 

・ GPS による大気計測と豪雨予測に関する研究, 日本気象学会関西支部 2009 年度第 1 回例

会 
・ GNSS Meteorology in Japan and Expectations for QZSS, The first Asia Oceania 

Region Workshop on GNSS 
・ Prediction of Heavy Rain and Typhoon Using Data Assimilation of GNSS Radio 

Occultation Ovservation, The 16th Session of the Asia-Pacific Regional Space Agency 
Forum 

・ Toward the Improvement of GNSS Remote Sensing, 科学研究費補助金「局地豪雨予測

のための先端的データ同化と雲解像アンサンブル手法に関する研究」研究集会  
・ Data Assimilation of GPS PWV for Myanmar Cyclone NARGIS, Third International 

Workshop on Prevention and Mitigation of Meteorological Disasters in Southeast 
Asia 

新藤永樹 ・地球温暖化に伴う中緯度擾乱活動の変化について, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
・ NHM による台風アンサンブル実験と擬似温暖化実験, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ 伊勢湾台風再現実験 —全球モデルによる進路予報—, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 

新堀敏基 ・火山灰移流拡散モデルによる量的降灰予測の検証, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
・ 2009 年 2 月 2 日浅間山噴火に伴う量的降灰予測 ―気象レーダーにより観測された噴煙

エコー頂高度の利用―, 2009 年度日本火山学会秋季大会 
・ 火山噴火に伴う降灰の量的予測に関する研究, 第 7 回環境研究機関連絡会成果発表会 
・ 火山灰の輸送シミュレーションと降灰予報, 平成 21 年度東京大学地震研究所共同利用（研

究集会）｢火山現象の数値計算研究｣ 
鈴木 修 ・2007,2008 年の竜巻等突風の発生の特徴－気象庁データベースを用いた速報解析－, 日本

気象学会 2009 年度春季大会 
・ 局地的大雨の監視と予測に向けて, 平成 21 年度気象研究所研究活動報告会. 
・ Statistics on tornado and other hazardous winds in Japan, 5th European Conference 

on Severe Storms 
・ Early Warning System for Tornado and other hazardous winds in Japan, International 

Forum on Tornado Disaster Risk Reduction for Bangladesh -To Cope with Neglected 
Severe Disasters 

・ 気象庁データベースを用いた最近の竜巻等突風の統計, 日本気象学会・日本風工学会等

15 学会共催､ 第 56 回風に関するシンポジウム 
・ 台風第 18 号に伴い発生した竜巻の発生環境について, 日本気象学会・日本風工学会等 15

学会共催､ 第 56 回風に関するシンポジウム 
清野直子 ・気象庁屋上における放射収支観測, 日本気象学会 2009 年度春季大会 

・ 東京における強雨事例のシミュレーション －2007 年 8 月の事例における都市の効果－, 
2009 年度日本気象学会秋季大会 

・ Urban Influences on Precipitation in the Tokyo Area: Numerical Simulation on a 
Heavy Rainfall Event, The 7th International Conference on Urban Climate 
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関山 剛 ・DATA ASSIMILATION OF CALIPSO AEROSOL OBSERVATIONS USING AN 
ENSEMBLE KALMAN FILTER, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on 
Meteorology 

 ・Aerosol Data Assimilation with an Ensemble Kalman Filter Using CALIPSO and 
Ground-Based Lidar Observations, IAMAS-IAPSO-IACS 2009 Joint Assembly 
(MOCA-09), 

 ・Aerosol Data Assimilation with an Ensemble Kalman Filter Using CALIPSO and 
Ground-Based Lidar Observations, The 5th WMO Symposium on Data Assimilation 

 ・ライダーによるエアロゾル観測をアンサンブル･カルマン･フィルタでデータ同化する, 第
15 回大気化学討論会 

瀬古 弘 ・LETKF を用いた日本域の豪雨再現実験, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
・ Data assimilation experiments of 'YAMASE' using GPS RO data, 日本気象学会2009年

度春季大会  
・ 局所アンサンブル変換カルマンフィルターやメソ 4 次元変分法を用いた日本域豪雨実験. 

第 3 回気象研究所・統計数理研究所共同ワークショップ 
・ 青森県のヤマセと強風の予報実験, 第 7 回青森県気象災害連絡会 
・ Data assimilation of Side-looking Radio Occultation by Observing System Simulation 

Experiment, The 4th FORMOSAT-3/COSMIC Data Users Workshop 
・ Mesoscale ensemble experiments of heavy rainfall in Japan area by using NHM- 

LETKF, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
・ Impacts of GPS radio occultation data of CHAMP and COSMIC on the precipitation of 

heavy rainfall and typhoon formation, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference 
on Meteorology 

・ Data Assimilation Experiments of the Kobe Thunderstorm by using NHM-LETKF, 
International Symposium on Radar and Modeling Studies of the atmosphere 

・ Estimation of Temporal Variation of Refractive Index using C-band Doppler Radar 
Equipped with Magnetron Transmitter, International Symposium on Radar and 
Modeling Studies of the atmosphere 

・ 都市部に大雨をもたらした雷雨の LETKF を用いたアンサンブル予報実験, 日本気象学会

2009 年度秋季大会 
・ 観測システムシミュレーション実験で見た COSMIC の横庵蔽観測のインパクト, 日本気

象学会 2009 年度秋季大会 
・ レーダー反射波の位相情報による屈折指数分布推定, 第 7 回天気予報研究会 
・ Data assimilation of Side-looking Radio Occultation by Observing System Simulation 

Experiment, The 3rd International Workshop on Prevention and Mitigation of 
Meteorological Disasters in Southeast Asia 

高木朗充 ・数値気象モデルを用いた対流圏補正により明かされた 2008 年からの浅間山の地殻変動, 
日本地球惑星科学連合 2009 年大会 

・ GPS基線解析における数値気象モデルを用いた対流圏補正－浅間山への適用－, 日本地球

惑星科学連合 2009 年大会 
・ 噴火準備期における伊豆大島の相対精密重力測定, 2009 年度日本火山学会秋季学会 

高橋 宙 ・黄砂時における粗大エアロゾル粒子の混合状態と吸湿特性, 日本気象学会 2009 年度春季

大会 
・ Diurnal Changes of Wind and Aerosol Concentration at Mt. Fuji, Japan, The 4th 

Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
・ 榛名山における山岳大気観測と平地観測の比較, 日本エアロゾル学会大会 
・ 榛名山における山岳大気観測と平野観測の比較, 第７回環境研究機関連絡会成果発表会 
・ ライダーおよび地上モニタリングによるエアロゾル動態解明 ３．榛名山と新穂高におけ

る山岳地上エアロゾル観測, 東アジアにおけるエアロゾルの植物・人間系へのインパク
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ト平成 21 年度第 2 回シンポジウム 
高薮 出 ・Overview of the research project of Multi-model ensembles and down-scaling methods 

for assessment of climate change impact, supported by MoE Japan, RCM2009 
 ・Introduction of research project of multi-model ensembles and down-scaling methods  

for assessment of climate change impact, supported by MoE Japan, The 5th Japan- 
EU workshop on climate research 

 ・力学的ダウンスケーリング手法の紹介, 第１回農環研気候変動影響PR セミナー 
 ・日本の気候はどこまで詳しく予測できるか, 一般公開シンポジウム「実感！地球温暖化」 
 ・ブリッジとしての力学的ダウンスケーリング研究, S-4/5・革新プロ合同ワークショップ－

影響評価研究での気候モデル出力の活かし方を考える－ 
田尻拓也 ・MRI 雲生成チェンバーによる吸湿性シーディング実験（その３） ～フレアー法～, 日本

気象学会 2009 年度春季大会 
・ MRI 雲生成チェンバーによる雲物理実験 ダスト粒子～雲粒・氷晶発生過程（序報）, 日

本気象学会 2009 年度秋季大会 
・ ダスト粒子を用いたMRI 雲生成チェンバー実験, 第 26 回エアロゾル科学・技術研究討論

会 
・ MRI 雲生成チェンバー実験に用いる粒子計測センサについて, 第 27 回レーザセンシング

シンポジウム 
・ 吸湿性フレアに関する室内実験, 科振費「人工降雨・降雪」研究発表会 

田中 実 ・20 世紀における日本付近の冬の気温とアリューシャン低気圧(PDO)・ENSO の関係,
日本気象学会 2009 年度春季大会 

・ The 20th Century Winter Temperature near Japan : Its Relationship to the 
Decadal Oscillation of the Aleutian Low and Siberian High, The 4th Japan- 
China-Korea Joint Conference on Meteorology 

田中泰宙 ・鉱物ダストおよび黒色炭素エーロゾル沈着を考慮した雪氷面アルベド 2 層モデルの開

発,日本気象学会 2009 年度秋季大会 
津口裕茂 ・2008年7月28日の兵庫県の豪雨～MSMの予測失敗の原因～, 日本気象学会2009年度春

季大会 
 ・2008 年 7 月 28 日に兵庫県南部に大雨をもたらした降水系の発生・発達機構について, 第

11 回非静力学モデルに関するワークショップ 
 ・2008 年 7 月 28 日に兵庫県南部に大雨をもたらした降水系の発生・発達機構について, 日

本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・Development Mechanism and Inner Structure of the Precipitation System inducing the 

Heavy Rainfall, Observed in the South Part of Hyogo, Western Japan on 28 July 
2008, Conference on Mesoscale Convective Systems (MCSs) and High-Impact 
Weather/Climate in East Asia (ICMCS-VII) 

辻野博之 ・震度座標モデルの結果を用いた等密度面解析における渦位方程式バランスの評価法につい

て, 2009 年度日本海洋学会春季大会 
 ・渦解像モデルの渦位分布とその渦フラックスについて, 2009 年度日本海洋学会秋季大会 
 ・Diagnosis of eddy fluxes in a hierarchy of high resolution models of the North Pacific, 

2009 WGOMD Workshop on Ocean Mesoscale Eddies  
 ・深度座標モデルの結果を用いた等密度面解析における渦位方程式バランスの評価法につい

て, 2009 年日本海洋学会春季大会 
坪井一寛 ・New development of a multi-components IR analyzer with LED, The 8th International 

Carbon Dioxide Conference 
 ・気象庁の温室効果ガス観測システムの更新, 第 15 回大気化学討論会 
露木 義 ・広域雲解像データ同化の開発，防災・減災に資する気象・気候・環境予測研究ワークショ

ップ 
出牛 真 ・21 世紀予測実験に基づいた成層圏における物質輸送特性の長期変動解析, 日本気象学会
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2009 年度秋季大会 
 ・Ensemble Kalman filter assimilation of atmospheric chemical constituents data with a 

MRI chemistry-climate model: OSS Experiments, The 5th WMO Symposium on 
Data Assimilation, 

徳野正己 ・台風再解析CI 数と中心気圧及び最大風速の関係, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・MTSAT-1R による火災域および火災温度の推定, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
鳥山暁人 ・気象研全球海洋データ同化システムMOVE/MRI.COM-G の改良, 2009 年度日本海洋学会

春季大会 
直江寛明 ・大気煤粒子の混合状態とその光吸収特性に及ぼす影響について, 日本気象学会 2009 年度

春季大会 
 ・The dynamical influences of the equatorial QBO on the winter stratospheric circulation 

in the Northern Hemisphere, 日本地球惑星科学連合会 JPGU Meeting 2009 
 ・生成された海塩エアロゾルのアルカリ度が消失する時間, 日本気象学会 2009 年度秋季大

会 
 ・The equatorial QBO influence on the northern winter extratropical circulation, 第 90

回アメリカ気象学会年次総会 可能性と統計に関する会議 
永井智広 ・GOSAT 検証のための南半球Lauder に於ける雲・エアロゾルのライダー観測, （社）日本

リモートセンシング学会第 46 回（平成 21 年度春季）学術講演会 
 ・ニュージーランド・ローダーにおけるGOSAT検証のためのエーロゾル・雲の観察, 第27

回レーザセンシングシンポジウム 
 ・CO2測定用 1.6μmDIAL 受信部の開発, 第 27 回レーザセンシングシンポジウム 
 ・CO2測定用 1.6μmDIAL 受信部の開発, 第 35 回リモートセンシングシンポジウム 
 ・二酸化炭素鉛直分布測定用 1.6μm 帯DIAL 受信部の開発, 日本気象学会 2009 年度秋季大

会 
仲江川敏之 ・JMA/MRI 結合モデル季節予測実験で再現された台風の気候値, 日本気象学会 2009 年度

春季大会 
 ・Potential Applicability of the Seasonal Climate Prediction to Water Resources 

Managements, WMO Tokyo Climate Conference 
 ・全球土地被覆データの水関連土地被覆に関する不確実性, 水文・水資源学会 2009 年研究

発表会 
 ・地球温暖化によるマクダレナ川流域の流量変化予測, 極端気象現象とその気候変動による

影響評価に関するシンポジウム 
 ・Review of the first stream of the research project of Multi-model ensembles and 

downscaling methods for assessment of climate change impact, supported by MoE 
Japan, ENSEMBLES Final symposium 

 ・気象庁における水循環観測のための衛星データ利用, EORC 水循環ワークショップ 
 ・Introduction to Climate Projection with Super High Resolution General Circulation 

Model, APWF Secretariat and ADB Joint International Workshop 
中里真久 ・Possible stretching mechanisms producing the tornado vortex in the mid-level, The 

13th Conference on Mesoscale Processes 
 ・３波長差分吸収ライダーによるオゾン及び二酸化硫黄の導出, 第 27 回レーザセンシング

シンポジウム 
 ・３波長差分吸収ライダーによるオゾン及び二酸化硫黄の同時観測, 第 15 回大気化学討論

会 
 ・竜巻予測パラメータ TVP を用いた竜巻渦内風ベクトル及び被害分布の推定, 日本気象学

会 2009 年度秋季大会 
 ・天頂観測用 X バンドレーダー及び FMCW 型Ka バンドレーダーによるシーディング有効

雲の観測, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
中澤哲夫 ・Tropical Cyclones, MJO and YOTC, WCRP/WWRP -THORPEX YOTC Implementation 
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Planning Meeting 
 ・ High-Impact Weather Forecast and Global Rainfall Maps for Urban Flood  

Management, ESCAP Expert group meeting on innovative strategies towards flood 
resilient cities in Asia-Pacific 

 ・Role of Scatterometer Data in Tropical Meteorology, - MJO and Tropical Cyclone 
Studies- 2009 Scatterometry and Climate Meeting 

 ・THORPEX Pacific Asian Regional Campaign(T-PARC) A New Direction for Typhoon 
Research/Forecast, 3rd THORPEX International Science Symposium 

 ・Tropical Cyclone Observation with Aircraft. Present Status and Prospects, 14th Annual 
US-Japan Meteorological Technical Exchange Meeting 

 ・Satellite Digital Data and Products for Tropical Cyclone Studies, WMO Second 
International Workshop on Tropical Cyclone Landfall Processes 

 ・伊勢湾台風再現実験 —概要—, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・全球客観解析データの地上風の強風発生確率, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・North western Pacific tropical cyclone ensemble track forecast research project, WMO 

15th session of CAS  
 ・THORPEX Pacific Asian Regional Campaign for typhoon targeting in 2008 over the 

western North Pacific, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
 ・Introduction of "the Northwestern Pacific Tropical Cyclone Ensemble Track Forecast 

Research Project, International Workshop on Advancement of Typhoon Track 
Forecast Technique 

 ・Impact of Special Observations for TC Track Forecasts in T-PARC 2008, International 
Workshop on Advancement of Typhoon Track Forecast Technique 

 ・THORPEX Pacific Asian Regional Campaign and Tropical Cyclone Structure-08, 
Toward better understanding of typhoon life cycle, WMO Technical Conference 
“Environmental Prediction into the Next Decade: Weather, Climate, Water and the 
Air We Breathe” 

 ・Lessons learnt from T-PARC, 8th GIFS TIGGE Working Group meeting 
 ・NW Pacific TC experiment, 8th GIFS TIGGE Working Group meeting 
 ・How does the global ensemble forecast data detect high-impact weather events?, The 

3rd International Workshop on Prevention and Mitigation of Meteorological 
Disasters in Southeast Asia 

 ・WMO/THORPEX activities on tropical cyclone, International Workshop on Typhoon 
Morakot 

 ・2008 年台風特別観測 (T-PARC) 結果, 平成 21 年度気象研究所研究成果発表会 
中野英之 ・全球渦非解像度 NPZD モデルにおける栄養塩及び生物化学過程の収支, 2009 年度日本海

洋学会秋季大会 
 ・ Biogeochemical Modeling in Meteorological Research Institute (MRI) / Japan 

Meteorological Agency, MAREMIP kickoff workshop 
中村誠臣 ・関東域での夏季不安定降水の NHM による再現性の評価, 日本気象学会 2009 年度春季大

会 
 ・浅い積雲対流の表現の解像度や境界層スキーム等への依存性についての非静力学モデル

（NHM）による比較実験, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
庭野匡思 ・札幌における冬季雪面熱収支, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・SNOWPACK によって再現された札幌の積雪状態, 日本雪氷学会/日本雪工学会 
 ・積雪アルベド物理モデルの高度化―積雪粒径計算過程の組み込み―, 日本気象学会 2009年

度秋季大会 
萩野谷成徳 ・館野の鉄塔データから推定した粗度長の長期変動, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・チベット高原ナム湖における熱・水循環過程の研究, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
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橋本明弘 ・雲・降水過程を考慮した噴煙‐降灰モデルの開発, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
 ・雲シーディングのための各種散布物質の有効性評価, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・雲過程を考慮した噴煙モデルの開発 Sarychev Peak 2009 年 6 月 12 日噴火事例への適用,

日本火山学会 2009 年度秋季大会 
 ・航空機による雲シーディング実験の高解像度数値シミュレーション, 日本気象学会 2009

年度秋季大会 
 ・雲過程を考慮した噴煙モデルの開発 Sarychev Peak 2009 年 6 月 12 日噴火事例への適用, 

東京大学地震研究所共同利用研究集会「火山現象の数値計算研究」 
 ・Numerical simulation of cloud seeding using high resolution regional model, Workshop 

on dynamical downscaling over Japan 
 ・4-ICE バルク法微物理過程の開発, 第 8 回降雪ワークショップ 
 ・雲解像モデルを用いた雲シーディング実験, 科学技術振興調整費「渇水対策のための人工

降雨・降雪に関する総合的研究」研究発表会 
林 修吾 ・東南アジア域および日本域における NHM と WRF-ARW による短期予報の統計的精度検

証 水平解像度 20km モデルと 1way ネストした 5km モデルでの結果, 日本気象学会

2009 年度春季大会 
 ・東南アジア域および日本域における NHM と WRF-ARW による短期予報の統計的精度検

証, 「東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究」第三回国内研究集会 
 ・Practical exercise for NWP by using DVD-NHM, The 5th KAGI21 International 

Summer School 
 ・東南アジア域と日本域における NHM と WRF-ARW による短期予報での日変化の再現性

検証 水平解像度 20km モデルに 1way ネストした 5km モデルでの結果, 日本気象学

会 2009 年秋季大会 
 ・東南アジア域と日本域における NHM と WRF-ARW による短期予報の精度検証, 熱帯気

候変動研究プログラムコロキウム 
 ・Statistical verification of short range forecasts by NHM and WRF-ARW over Southeast 

Asia and Japan Areas, The 3rd International Workshop on Prevention and 
Mitigation of Meteorological Disasters in Southeast Asia 

林 豊 ・沖合の波浪観測施設と海岸の検潮所で観測された津波の高さの比較, 日本地球惑星科学連

合 2009 年大会 
 ・不確定性を含む古地震活動履歴から平均活動間隔・地震発生確率等を推定する方法, 日本

地球惑星科学連合 2009 年大会 
 ・主要活断層帯の古地震発生履歴を説明する更新過程の統計モデルの比較, 日本地球惑星科

学連合 2009 年大会 
 ・Tsunami Coda and Tsunami Envelope, Asia Oceania Geosciences Society 6th Annual 

General Meeting 
 ・Comparison Between Tsunami Height Data Obtained by Offshore and Coastal 

Observation, Asia Oceania Geosciences Society 6th Annual General Meeting 
 ・GPS 波浪計の長周期波高を用いた沿岸津波換算値, 日本地震学会 2009 年度秋季大会 
 ・津波のコーダとエンベロープの遠地津波予測への活用可能性―その定義と 2006 年千島列

島沖地震津波への適用―, 第 56 回海岸工学講演会 
原 昌弘 ・全球SV 法によるメソアンサンブル予報実験, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
平田賢治 ・水晶振動式海底水圧計の過渡的熱応答, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
 ・The Fifth MODEL FOR THE TSUNAMI GENERATION OFF NORTHWEST 

SUMATRA DURING THE 2004 SUMATRA-ANDAMAN EARTHQUAKE, The 
2009 International Tsunami Symposium 

 ・RECENT OFFSHORE TSUNAMI OBSERVATIONS IN JAPAN, The Joint IUGG/ 
TC-NGDC/NOAA-IOC/UNESCO Technical Workshop 

 ・Integration of seafloor geodetic observation and offshore tsunami observation - toward 

- 172 -- 173 - - 173 -

成
果
発
表



6. 成果発表                                   6.2. 口頭発表（平成21年度） 

researches on tsunami forecast, 第 21 回海洋工学シンポジウム 
平原幹俊 ・拡散スキームが渦許容モデルの再現性能に与える影響, 2009 年度日本海洋学会春季大会 
 ・南半球環状モードの西風偏差に対する太平洋深層循環の応答, 2009 年度日本海洋学会秋季

大会 
 ・渦を表現するモデルにおけるサブグリッド輸送のパラメタリゼーション, 2010 年度日本海

洋学会春季大会 
弘瀬冬樹 ・局所的な高間隙水圧を考慮した東海地域の長期的スロースリップイベントの再現, 日本地

球惑星科学連合 2009 年大会 
 ・Earthquake Occurrence Probability in Inland Japan by Applying the Gutenberg- 

Richter Model, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
 ・G-R モデルおよび改良 G-R モデルを用いた地震発生予測, 日本地震学会 2009 年度秋季大

会 
 ・東海地域の割れ残りとスロースリップイベントの再現, 日本地震学会 2009 年度秋季大会 
福井敬一 ・紫外域放射伝達モデルを利用したSO2放出量紫外リモートセンシング観測手法における誤

差要因の定量的評価, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
 ・ALOS/PRISMによる国内活火山における噴気のマッピングとモニタリング, ALOS-3利用

ワークショップ１ 
 ・ALOS/PRISM を用いた噴気活動の評価に向けて, 2009 年度日本火山学会秋季大会 
藤井陽介 ・Quality Control and Diagnostic of Observation Data in Operational Ocean Data 

Assimilation Systems in JMA, 2nd GODAE Ocean System Evaluation Workshop 
 ・OSE Experiments Using the JMA-MRI ENSO Forecasting System, 2nd GODAE 

Ocean System Evaluation Workshop 
 ・海洋大循環モデルアジョイントコードのデータ同化への活用, 第 58 回理論応用力学講演

会 
 ・準結合同化システムによる降水場の改善, 2009 年海洋データ同化夏の学校 
 ・Observing System Evaluation using the ocean data assimilation and prediction  

system, MOVE/MRI.COM, OceanObs'09 
 ・Application of singular vector analysis to the Kuroshio large meander, The 5th WMO 

Symposium on Data Assimilation  
 ・気象庁における海洋データ同化システムの現状と特異ベクトルを用いた黒潮大蛇行の解 

析, 統計数理研究所 2009 年度共同利用共同研究集会 
藤部文昭 ・都市気温とその経年変化率の曜日依存性, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・Urban warming in Japanese cities and its relation to climate change monitoring, The 

7th International Conference on Urban Climate 
 ・Day-of-the-week variations and their long-term trends of urban temperature in Japan, 

The 7th International Conference on Urban Climate 
 ・極端な豪雨の再現期間推定精度に関する検討と問題点, 極端気象現象とその気候変動によ

る影響評価に関するシンポジウム 
 ・近年の豪雨、大雨の発生傾向, 第 32 回メソ気象研究会・気象災害委員会共催発表会 
 ・日本域の地上気温の長期格子点データに含まれる都市バイアスの検討, 日本気象学会

2009 年度秋季大会 
別所康太郎 ・突風環境下における高層ゾンデ連続観測 －概要－, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・Reanalysis of Typhoon Vera Project in JMA/MRI : ReVera, International Workshop on 

Advancement of Typhoon Track Forecast Technique 
 ・T-PARC におけるドロップゾンデ観測と台風周辺環境の解析, 日本気象学会 2009 年度秋

季大会 
 ・冬季日本海側における突風の大気環境について, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・ Dropsonde operation of Falcon in T-PARC and the analyses of surrounding  

environment of typhoons, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on 
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 ・伊勢湾台風再現実験プロジェクト, 平成 21 年度気象研究所研究成果発表会 
保坂征宏 ・陸面モデルHAL の開発, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
星野俊介 ・Rapid Scan による詳細大気追跡風データの台風解析への利用（序報）, 日本気象学会 2009

年度春季大会 
 ・T-PARC で算出された大気追跡風データの精度検証, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・Intercomparison of Dvorak parameters in the tropical cyclone datasets over the  

western North Pacific, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on 
Meteorology 

干場充之 ・Uncertainty of anticipation of seismic intensities-A study of fluctuation of anticipated 
seismic intensities by the method of current Earthquake Early Warning -, The 2nd 
International Workshop on Earthquake Early Warning  

 ・最大動の出現時間について－緊急地震速報におけるより迅速なM推定を目指して－, 日本

地球惑星科学連合 2009 年大会 
 ・P 波部分の最大振幅の遅れについて, 東京大学地震研究所共同利用研究集会 
 ・最大振幅推定の区間長が P 波部分から推定するマグニチュードに及ぼす影響について, 日

本地震工学会 2009 年度大会 
 ・Effect of time window length for maximum amplitude estimation on P wave 

magnitude: application for Earthquake Early Warning, American Geophysical 
Union 2009 Fall Meeting  

 ・最大振幅推定の区間長がＰ波マグニチュードに及ぼす影響について，日本地震学会 2009
年秋季大会 

前田憲二 ・静岡県西部の群発的地震活動と地球潮汐による応力変化との関連, 日本地球惑星科学連合

2009 年大会 
 ・静岡県西部の地震クラスターの活動と応力変化，東京大学地震研究所特定共同研究（A）

研究集会 
眞木貴史 ・輸送モデルにおける鉛直輸送過程の評価検証について, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・オンライン輸送モデルの開発と航空機観測データ等による検証について, 日本気象学会

2009 年度秋季大会 
 ・Development of On-line Tracer Transport Model and Validate of Vertical Tracer 

Transport against Aircraft Data, The 8th International Carbon Dioxide Conference 
 ・Kosa event analysis by Japan Meteorological Agency, Shenyang Meeting of Working 

Group(I) for Joint Research of DSS among China, Korea, and Japan 
 ・Research and operational SDS modeling associated with JMA, Workshop on the 

Implementation of the WMO SDS-WAS Asia Node 
益子 渉 ・2008 年 1 月 25 日 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱（I）－数値シミュレーショ

ンによる解析（序報）－, 日本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・Structure and evolution of numerically simulated misocyclones along a snowband over 

the Shonai region on 25 January 2008, The 13th Conference on Mesoscale Processes 
 ・2006年台風第13号に伴う竜巻の数値シミュレーション －ミニスーパーセルに伴う竜巻

の発生機構（II）－，日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・庄内平野に突風をもたらした気象擾乱の数値シミュレーション, ｢鉄道における突風災害

防止のためのセンシング・予報技術」に関するシンポジウム 
増田一彦 ・ハイパースペクトル赤外サウンダとマイクロ波サウンダの複合利用, 日本気象学会 2009

年度春季大会 
 ・ボロノイ型氷晶粒子の散乱分布関数, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
松枝秀和 ・Long-term observation of carbon dioxide in the upper troposphere using a JAL airliner 

from 1993 to 2009, The 8th International Carbon Dioxide Conference 
 ・Atmospheric observations of MRI toward constraining global and regional carbon 
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budget, The 1st East-Asia Workshop on Climate Change - Greenhouse Gases Watch 
and Activity - 

松本 聡 ・Utilization of Ocean Reanalysis Data for Climate Variability Analysis of the North 
Pacific Intermediate Water, OceanObs'09 

 ・海洋再解析データを用いた北太平洋中層における長期変化の解析, 2009 年度日本海洋学会

春季大会 
真野裕三 ・高波数分解能の衛星サウンダーにおける透過率のチャネル間相関, 日本気象学会 2009 年

度秋季大会 
馬淵和雄 ・Numerical investigation of relationship between climate and carbon cycle in the East 

Asian terrestrial ecosystem, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
 ・BAIM2 を導入した地域気候モデルにより再現された陸域炭素収支の季節変化の特徴, 日

本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・Numerical investigation of relationship between climate and carbon cycle in the East 

Asian terrestrial ecosystem, The 8th International Carbon Dioxide Conference 
 ・アジア域熱帯林減少の地域的なエネルギー・炭素収支への影響（3）－エネルギー収支の

時間的変動推移について－, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・Mutual utilization between remote sensing data and numerical simulation on the land 

surface processes, International Symposium on Estimation of Ocean and Land 
Primary Production by Satellite 

 ・Utilization of Climate Model Simulation Data toward Contribution to GCOM-C, 
GCOM PI Workshop 

三上正男 ・モンゴル草原における黄砂発生の生物物理過程 －2008 年長期観測速報－, 日本気象学

会 2009 年度春季大会 
緑川 貴 ・Estimation of long-term trend of pH based on the variations of carbonate parameters 

observed in the western North Pacific, The 8th International Carbon Dioxide 
Conference 

 ・北太平洋西部の海洋表層における酸性化の長期的変化傾向, 2009 年度日本海洋学会秋季大

会 
 ・北太平洋亜熱帯域における海洋酸性化, 2010 年度日本海洋学会春季大会 
 ・西部北太平洋における炭酸系観測データから推定した海洋酸性化の長期変化傾向, 第７回

環境研究機関連絡会成果発表会 
村上茂教 ・氷期気候系のエネルギー論・その２，日本気象学会 2009 年度春季大会 
 ・氷期気候系における大気エネルギー論, 第 32 回極域気水圏シンポジウム 
 ・氷期気候系におけるエネルギー変換の空間分布, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
村上正隆 ・Japanese Cloud Seeding Experiments for Precipitation Augmentation (JCSEPA) 

Preliminary results from summertime weather modification program, Weather 
Modification Association Annual Meeting 

 ・暖候期四国上空における雲・エアロゾル特性（その１）, 日本気象学会 2009 年度春季大

会 
 ・暖候期四国上空における雲・エアロゾル特性（その２）, 日本気象学会 2009 年度秋季大

会 
 ・The influence of Asian dust particles on the microphysical structures of orographic  

snow clouds, IAMAS-IAPSO-IACS 2009 Joint Assembly (MOCA-09) 
 ・エアロゾル・雲の微物理構造に関する航空機観測, 第 26 回エアロゾル科学・技術討論会 
 ・ Weather Modification -Scientific Basis and Present Status of Precipitation 

Enhancement Technology-, 2009 Asisn Science Seminar "High-Impact Weather in 
Changing Climate" 

村崎万代 ・SST の高分解能化が日本域の気候再現実験に与える影響, 日本気象学会 2009 年度春季大

会 
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村田昭彦 ・高解像度非静力学モデルによる台風0815号の発生過程の解析, 日本気象学会2009年度春

季大会 
 ・A mechanism for heavy precipitation associated with typhoon Meari (2004), The 4th 

Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
毛利英明 ・乱流速度場の大スケール揺らぎにおける対数正規性, 日本流体力学会年会 2009 
 ・乱流２点速度和の統計的特徴, 日本物理学会 2009 年秋季大会 
 ・乱流２点速度和の統計的特徴, 乱流の動力学的記述と統計力学的記述の相補性 
本井達夫 ・南極ウェッデルポリニアでの海洋深層二酸化炭素の大気への冬季放出, 2009 年度日本海洋

学会春季大会 
 ・1985 年冬季の利尻・礼文島への流氷接岸, 2009 年度日本海洋学会秋季大会 
 ・北極点における多年海氷の維持機構, 第 32 回極域気水圏シンポジウム 
 ・Sensitivity of ocean mixed-layer features in the North Pacific and its marginal seas to 

paleosalinity, American Geophysical Union 2009Fall Meeting  
 ・日本海サハリン南西沿岸の湧昇冷水はオホーツク海冷水帯の水の起源となり得るか？, 

2010 年度日本海洋学会春季大会 
安田珠幾 ・大気海洋結合モデルによる季節予測実験におけるエルニーニョ現象後のインド洋海面水温

の上昇, 2009 年度日本海洋学会春季大会 
 ・CMIP3 multi-model comparison on the interannual variability of the upper ocean heat 

content in the tropical Pacific, IAMAS-IAPSO-IACS 2009 Joint Assembly 
(MOCA-09) 

 ・大気海洋結合モデルによる季節予測実験におけるエルニーニョ現象後のインド洋海面水温

の上昇, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・熱帯太平洋における海洋平均構造とENSO 特性の将来変化, 日本気象学会 2009 年度秋季

大会 
 ・Assessment of the upper ocean climatology in CMIP3 climate models, 2010 Ocean 

Sciences Meeting  
 ・WCRP CMIP3 マルチモデルにおける海洋表層平均構造の再現性評価, 2010 年度日本海洋

学会春季大会 
山内 洋 ・気象研究所 C バンド固体素子二重偏波ドップラーレーダー, 日本気象学会 2009 年度春季

大会 
 ・重量式および転倒ます型雨量計を用いた光学式ディスドロメータの精度検証, 日本気象学

会 2009 年度秋季大会 
山崎明宏 ・福岡での 2009 年春季エアロゾル光学特性集中観測期間中の炭素成分分析結果, 日本気象

学会 2009 年度秋季大会 
山里 平 ・近年の様々な火山地殻変動―異常未経験火山における活動評価に向けて―, 日本地球惑星

科学連合 2009 年大会 
 ・気象観測技術等を活用した火山監視・解析手法の高度化に関する研究, 「地震及び噴火予

知のための観測研究計画」成果報告シンポジウム 
 ・マグマ活動の定量的把握技術の開発とそれに基づく火山活動度判定の高度化に関する研 

究, 「地震及び噴火予知のための観測研究計画」成果報告シンポジウム 
 ・火山活動の監視に気象学の知見・観測技術を応用, 平成 21 年度気象研究所研究活動報告会 
山田芳則 ・連続の式または質量フラックス保存の式を束縛条件として RHI データから鉛直面内の風

の場を算出する方法（その 2）―変分法による内挿処理とスプライン微分の導入―, 日
本気象学会 2009 年度春季大会 

 ・ひょうをもたらした積乱雲の内部構造に関するドップラーレーダー解析, 日本気象学会

2009 年度春季大会 
山中吾郎 ・渦解像モデルにおける西部北太平洋亜熱帯前線の十年規模変動, 2009 年度日本海洋学会春

季大会 
 ・大気海洋結合モデルに対する海洋短波吸収スキームのインパクト, 日本気象学会 2009 年
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村田昭彦 ・高解像度非静力学モデルによる台風0815号の発生過程の解析, 日本気象学会2009年度春

季大会 
 ・A mechanism for heavy precipitation associated with typhoon Meari (2004), The 4th 

Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
毛利英明 ・乱流速度場の大スケール揺らぎにおける対数正規性, 日本流体力学会年会 2009 
 ・乱流２点速度和の統計的特徴, 日本物理学会 2009 年秋季大会 
 ・乱流２点速度和の統計的特徴, 乱流の動力学的記述と統計力学的記述の相補性 
本井達夫 ・南極ウェッデルポリニアでの海洋深層二酸化炭素の大気への冬季放出, 2009 年度日本海洋

学会春季大会 
 ・1985 年冬季の利尻・礼文島への流氷接岸, 2009 年度日本海洋学会秋季大会 
 ・北極点における多年海氷の維持機構, 第 32 回極域気水圏シンポジウム 
 ・Sensitivity of ocean mixed-layer features in the North Pacific and its marginal seas to 

paleosalinity, American Geophysical Union 2009Fall Meeting  
 ・日本海サハリン南西沿岸の湧昇冷水はオホーツク海冷水帯の水の起源となり得るか？, 

2010 年度日本海洋学会春季大会 
安田珠幾 ・大気海洋結合モデルによる季節予測実験におけるエルニーニョ現象後のインド洋海面水温

の上昇, 2009 年度日本海洋学会春季大会 
 ・CMIP3 multi-model comparison on the interannual variability of the upper ocean heat 

content in the tropical Pacific, IAMAS-IAPSO-IACS 2009 Joint Assembly 
(MOCA-09) 

 ・大気海洋結合モデルによる季節予測実験におけるエルニーニョ現象後のインド洋海面水温

の上昇, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・熱帯太平洋における海洋平均構造とENSO 特性の将来変化, 日本気象学会 2009 年度秋季

大会 
 ・Assessment of the upper ocean climatology in CMIP3 climate models, 2010 Ocean 

Sciences Meeting  
 ・WCRP CMIP3 マルチモデルにおける海洋表層平均構造の再現性評価, 2010 年度日本海洋
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山崎明宏 ・福岡での 2009 年春季エアロゾル光学特性集中観測期間中の炭素成分分析結果, 日本気象

学会 2009 年度秋季大会 
山里 平 ・近年の様々な火山地殻変動―異常未経験火山における活動評価に向けて―, 日本地球惑星

科学連合 2009 年大会 
 ・気象観測技術等を活用した火山監視・解析手法の高度化に関する研究, 「地震及び噴火予

知のための観測研究計画」成果報告シンポジウム 
 ・マグマ活動の定量的把握技術の開発とそれに基づく火山活動度判定の高度化に関する研 

究, 「地震及び噴火予知のための観測研究計画」成果報告シンポジウム 
 ・火山活動の監視に気象学の知見・観測技術を応用, 平成 21 年度気象研究所研究活動報告会 
山田芳則 ・連続の式または質量フラックス保存の式を束縛条件として RHI データから鉛直面内の風

の場を算出する方法（その 2）―変分法による内挿処理とスプライン微分の導入―, 日
本気象学会 2009 年度春季大会 
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山中吾郎 ・渦解像モデルにおける西部北太平洋亜熱帯前線の十年規模変動, 2009 年度日本海洋学会春
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 ・大気海洋結合モデルに対する海洋短波吸収スキームのインパクト, 日本気象学会 2009 年
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 ・Discrepancies between observed and OGCM-simulated anomalies in recent SSTs of 

the tropical Indian Ocean, OceanObs'09 
 ・気象研北太平洋渦解像モデル（NPERM5）における亜熱帯前線の長期変動およびモード

水との関連, 2010 年度日本海洋学会春季大会シンポジウム 
 ・2006 エルニーニョの衰退過程, 2010 年度日本海洋学会春季大会 
行本誠史 ・温暖化による日本付近の詳細な気候変化予測, 平成 21 年度気象研究所研究成果発表会 
吉川澄夫 ・地震活動静穏化を説明する 2 つの物理モデル, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会 
吉田康宏 ・森町アクロス送信信号から求めた伝達関数の周波数依存性, 日本地球惑星科学連合 2009

年大会 
 ・Seismic transfer function obtained by ACROSS signal with wide frequency range, The 

9th SEGJ International Symposium Imaging and Interpretation 
 ・東海臨時観測で見た森町アクロスの信号の解析, 日本地震学会 2009 年度秋季大会 
 ・地震波で地下の時間変動を監視する, 平成 21 年度気象研究所研究成果発表会 
吉村 純 ・Global warming projection with a super-high-resolution AGCM - Tropical cyclones and 

precipitation , The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
吉村裕正 ・エントレインメント率に幅を持たせたセミラグランジュ積雲スキーム, 日本気象学会

2009 年度春季大会 
和田章義 ・台風発達期における台風Hai-Tang(2005)と海洋との相互作用, 日本気象学会 2009 年度春

季大会 
  ・海面水温日変化が台風強度予測に与える影響, 台風研究会 
  ・海面水温日変化が台風強度予測に与える影響, 日本気象学会 2009 年度秋季大会 
 ・The ocean response to Typhoon Hai-Tang in 2005 and its influence, International 

Workshop on Tropical Cyclone-Ocean Interaction in the Northwest pacific 
 ・Preliminary numerical experiments for Typhoon Hai-Tang in 2005 by Typhoon-wave 

-ocean coupled model, The 4th Japan-China-Korea Joint Conference on Meteorology 
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６．３．論文等（平成 20 年度） 
 
 平成 20 年度に気象研究所の職員が発表した論文等について、気象研究所年報（平成 20 年度）に多数の

記載漏れがあったので、本節に再掲載する。 
各著作物の情報は、整理番号、著者、刊行年、論文タイトル、掲載誌、掲載巻、頁の順に掲載している。

また、整理番号の後ろに「*」を付した著作物は、査読付き論文であることを示している。 
 
青木重樹 1* 山崎明, 青木重樹, 吉田康宏, 小林昭夫, 勝間田明男, 阿部正雄, 森脇健, 大河原斉揚, 
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 2 吉田康宏, 青木重樹, 迫田浩司, 2008: 1.4 近地地震波形解析による震源過程, 気象庁
技術報告, 131, 18-22. 
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天気, 55, 538-547. 
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間セミナー参加報告, 雪氷, 70, 441-446. 
 3 青木輝夫, 2009: 積雪の光学特性とリモートセンシングに関する研究‐2008 年度日

本気象学会賞受賞記念講演‐, 天気, 56, 5-17. 
 4* Nakajima, T., H. Murakami, M. Hori, T. Y. Nakajima, H. Yamamoto, J. Ishizuka, 

R. Tateishi, Te. Aoki, T. Takamura, M. Kuji, N. D. Duong, A. Ono, S. Fukuda 
and K. Muramatsu, 2009: Overview and science highlights of the ADEOS-Ⅱ
/GLI project, J. Remote Sens. Soc. Japan, 29, 11-28. 

 5* Aoki, Te., M. Hori and K. Stamnes, 2009: ADEOS-Ⅱ/GLI snow/ice products and 
the scientific implications, J. Remote Sens. Soc. Japan, 29, 124-132. 

青山道夫 1* Hirose, K., M. Aoyama, Y. Igarashi and K. Komura, 2008: Improvement of 137Cs 
analysis in small volume seawater samples using the Ogoya underground 
facility, Journal of Radioanalytical and Nuclear Chemistry, 276(3), 795-798. 

 2* Hirose, K., Y. lgarashi and M. Aoyama, 2008: Analysis of the 50-year records of 
the atmospheric deposition of long-lived radionuclides in Japan, Applied 
Radiation and lsotopes, 66, 1675-1678. 

 3* Inomata, Y., M. Aoyama and K. Hirose, 2009: Analysis of 50-y record of surface 
137Cs concentrations in the global ocean using the HAM-global database, 
Journal of Environmental Monitoring, 11, 116-125, doi:10.1039/b811421h. 

 4* 猪股弥生, 五十嵐康人, 千葉長, 青山道夫, 廣瀬勝己, 2009: 再現期間を用いた降水

時における高ガンマ線線量率の異常値判定, Radioisotopes, 58, 37-42. 
 5* Inomata, Y., Y. Igarashi, M. Chiba, M. Aoyama and K. Hirose, 2008: Return 

period of enhanced gamma ray dose rates: regional differences observed in 
Japan, Journal of Environmental Monitoring, 10, 837-841. 

 6 Aoyama, M. and K. Hirose, 2008: Radiometric determination of anthropogenic 
radionuclides in seawater, Analysis of Enviromental Radionuclides (P. Povinec 
Ed), 11, 137-162, ISBN 978-0-08-044988-3. 

 7* Aoyama, M., H. Goto, H. Kamiya, I. Kaneko, S. Kawae, H. Kodama, Y. Konishi, K. 
Kusumoto, H. Miura, E. Moriyama, K. Murakami, T. Nakano, F. Nozaki, D. 
Sasano, T. Shimizu, H. Suzuki, Y. Takatsuki and A. Toriyama, 2008: Marine 
biogeochemical response to a rapid warming in the main stream of the 
Kuroshio in the western North Pacific, Fisheries Oceanography, 17(3), 206-218, 
doi: 10.1111/ j.1365-2419.2008.00473.x. 

 8* Kouketsu, S., M. Fukasawa, I. Kaneko, T. Kawano, H. Uchida, T. Doi, M. Aoyama 
and K. Murakami, 2009: Changes in water properties and transports along 
24_N in the North Pacific between 1985 and 2005, Journal of Geophysical 
Research, 114, C01008. doi:10.1029/2008JC004778. 
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同研究成果報告書, 25-33. 
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石元裕史 ・ 地上設置型多波長マイクロ波放射計を用いた温度・水蒸気の 1D-Var リトリーバル, 日本

気象学会 2008 年度春季大会 
・ AIRS 輝度温度データを用いた上部対流圏の湿度測定, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 

猪上華子 ・ 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱―2007年12月2日にXバンドドップラーレー

ダーで観測されたmisocyclone の特徴―, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 2007 年 12 月 2 日にドップラーレーダーで観測された misocyclone の構造, 日本気象学会

2008 年度秋季大会 
岩切一宏 ・ Analysis of seismic ACROSS signal at Morimachi using seismic array installed near 

Mt. Fuji Shizuoka Airport, 7th General Assembly of Asian Seismological Commission 
and Seismological Society of Japan, 2008 Fall meeting 

・ 富士山静岡空港における小規模アレイ観測による森町弾性波アクロス信号の解析結果, 研
究集会「アスペリティのマッピングとモニタリング（EARS)」シンポジウム 2008 年度集

会 
上野 充 ・ 数値モデルで得られた台風中心軸の傾斜と気温変化(続報）, 日本気象学会 2008 年度春季

大会 
・ 台風検証データとしての気象庁メソ解析利用の試み, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
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碓氷典久 ・ 基礎 5（問題 5.1-7）および関連発表－黒潮の消長に関する解析－, 2008 海洋データ同化セ

ミナー 
・ 2004 年黒潮大蛇行の消滅過程, 2008 年度日本海洋学会秋季大会 
・ Reproducibility of Currents and water masses in the North Pacific subarctic region in 

MOVE/MRI. COM, GODAE Final Symposium 
内山明博 ・ Integraing Nepheloｍeter の改造, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ 福岡での 2008 年春季エアロゾル光学特性集中観測, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
永戸久喜 ・ 衛星搭載マイクロ波放射計による降水リモートセンシングへの適用に向けた雲解像モデル

の降水粒子予測特性の検証と改善の検討, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ Velification of hydrometeor properties simulated by a cloud resolving model using 

passive microwave satellite and ground-based radar observations for a rainfall system 
associated with the Baiu front, 4th Workshop of the International Precipitation 
WorkingGroup(IPWG） 

・ Verification of hydrometeor properties simulated by a cloud resolving model using 
passive microwave satellite and ground-based radar observations for rainfall systems 
observed around the Okinawa islands, 4th International Workshop on Precipitation 
Retrieval Algorithms Using Satellite Microwave Radiometer, Radar and IR Data 

・ Verification of hydrometeor properties simulated by a cloud resolving model using 
passive microwave radiometer and radar observations, International Workshop on 
radar and modeling studies of snowfall: Precise observation and modeling of solid 
precipitation 

遠藤洋和 ・ ヤマセに関連した大規模循環場の将来変化について, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 全球大気モデルによる気候値再現性の水平分解能依存性, 日本気象学会 2008 年度秋季大

会 
大泉三津夫 ・ NHM 地域気候モデルの降積雪特性, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ マルチモデルアンサンブル実験での地域気候モデルの降積雪特性, 日本気象学会 2008 年

度秋季大会 
尾瀬智昭 ・ エルニーニョに伴う西太平洋降水変動のCMIP3モデルによる再現性, 日本気象学会2008

年度春季大会 
・ 夏季北西太平洋降水特性の気候モデルによる再現性（2）, 日本気象学会 2008 年度秋季大

会 
小野木茂 ・ 1.3GHz ウィンドプロファイラーによる雨滴粒径の抽出(序報）, 日本気象学会 2008 年度

秋季大会 
折笠成宏 ・ 航空機による山岳性降雪雲の直接観測（その 2）－雲の相からみた統計的特徴－, 日本気

象学会 2008 年度春季大会 
・ ドライアイスシーディングに伴う山岳性降雪雲の微物理構造の変化, 日本気象学会 2008

年度秋季大会 
勝間田明男 ・ スロースリップ検知のための長基線レーザー伸縮計の開発, 日本地球惑星科学連合 2008

年大会 
・ 定時データ解析による日本列島下のモホ不連続面深さの推定(3), 日本地球惑星科学連合

2008 年大会 
・ インドネシアにおける津波警報のための早期震源パラメーター決定, 日本地球惑星科学連

合 2008 年大会 
・ 弾性波アクロス送信波のフィリピン海プレート境界反射点, 日本地球惑星科学連合 2008

年大会 
加藤輝之 ・ 2006 年 11 月 7 日に発生した北海道佐呂間竜巻の雲解像モデルによる再現, 日本気象学会

2008 年度春季大会 
・ 暖候期での人工降雨のための有効雲の出現頻度分布調査―水平分解能 1km 雲解像モデル

の結果から―, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
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・ 竜巻をもたらす積乱雲の発生環境場に関する統計的研究, 日本気象学会 2008 年度春季大

会 
・ Heavy rainfall over the Baiu frontal zone around Japan - Relation with cloud-top 

heights of cumulonimbi -, WMO 4th International Workshop on Monsoons (IWM-IV) 
・ 2008 年梅雨明け後の豪雨・熱雷の発生要因, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ 竜巻をもたらす積乱雲の発生環境場の気候学的変動, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ 暖候期の九州・四国地方における 5km-NHM と 1km-CRM との非断熱加熱鉛直分布の比

較, 第 10 回非静力学モデルに関するワークショップ 
・ 豪雨・雷・竜巻等の激しい気象の発生メカニズム, シンポジウム「豪雨・雷・竜巻等の激

しい気象の実態に迫る」 
蒲地政文 ・ 国内外の動向, 2008 海洋データ同化セミナー 
釜堀弘隆 ・ JRA-25に表現される地上気温と衛星導出植生分布との比較, 日本気象学会2008年度春季

大会 
・ 中国華南地方の降水量変動と熱帯太平洋海面水温との関係, 日本気象学会 2008 年度秋季

大会 
・ 再解析に表現される台風のコンポジット解析（その 4）―台風場の降水量の年々変動と、

そのGPCP-1DD との比較―, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
上口賢治 ・ 日降水諸統計量の水平解像度依存性について, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ 雨量計に基づいた高分解能グリッド日降水データの作成―APHRO データセット（0.25 お

よび 0.5 度水平分解能）―, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 日本における高解像度日降水量グリッドデータ（APHRO-JP)の作成について, 日本気象学

会 2008 年度秋季大会 
川畑拓矢 ・ NHM-4DVAR による首都圏豪雨データ同化実験, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ NHM-4DVAR への increment 法の導入, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
北畠尚子 ・ 週間アンサンブル予報における台風進路に対する環境場の影響, 日本気象学会 2008 年度

春季大会 
・ 日本本土に上陸した台風の地上風分布と三次元構造, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 

北村祐二 ・ Germano の恒等式を用いたサブグリッドスケールのフラックスの評価, 日本気象学会

2008 年度秋季大会 
鬼頭昭雄 ・ GCM 研究の最前線, 気候変動将来推計情報の水文分野での利用促進シンポジウム 

・ WCRP CMIP3 マルチモデルデータによる地上気温の年々変動と日々変動の将来変化, 日
本気象学会 2008 年度春季大会 

・ Impact of climate change on precipitation and river flow, Symposium on Science and 
Practice of Basin-scale Water Policy for Population Upsurging Asia 

・ Effects of BIOME interaction on 6ka and 21ka climate in the MRI CGCM, PMIP2 
Workshop 

・ Climate projections over Amazon with the 20km and 60km mesh AGCM, Assessment 
of the Prospects and Identification of Implications of Amazon Dieback Induced by 
Climate Change, 2nd Meeting of Science Team and Blue Ribbon Panel 

・ 地球温暖化の科学的評価, 気象大学校 特修課程「気象業務論」 
・ PMIP 6ka/21ka 実験における ENSO/モンスーン, マルチプロキシー法による寒冷圏の古

気候・古環境研究の発展の方向性 
・ Impact of climate change on Asian monsoon characteristics, WMO 4th International 

Workshop on Monsoons (IWM-IV) 
・ High resolution modeling of monsoons in the future, The 2nd Pan-WCRP Monsoon 

Workshop(PWM-2) 
・ Mid-Holocene climate in the MRI CGCM2 with BIOME interaction, PAGES Global 

Monsoon Symposium 
・ Projection of the change in future weather extremes using super-high-resolution 

- 198 -- 199 - - 199 -

成
果
発
表



6. 成果発表                                   6.4. 口頭発表（平成 20 年度） 

atmospheric models, The 12th U.S.-Japan Workshop on Global Change 
・ 地球温暖化予測の最前線, 平成 20 年度国土交通先端技術フォーラム 
・ Resolution dependence of climate change projections of Indian summer monsoon, Asia 

Oceania Geosciences Society 2008 Conference 
・ The use of the Earth Simulator in climate projections over Amazon, The risk of 

climate-induced Amazonian forest dieback in the 21st century, Side Event of SBSTA28 
・ The use of the Earth Simulator in climate projections over Amazon, Implementation of 

adaptation to climate change activities in Latin America, Side Event of SBSTA28 
・ Projection of the changes in future weather extremes using super-high-resolution 

atmospheric momdels, International Workshop on Anthropogenic Impacts on Asian 
Monsoon 

・ Projection of the changes in future weather extrems, Forum on Climate Change and 
Science and Technology Innovation 

・ The Earth Simulator, capabilities and limitations and Projection of the change in 
future weather extreme using super-high-resolution atmospheric models, Assessment 
of the Prospects and Identification of Implications of Amazon Dieback Induced by 
Climate Change 

・ Water cycle projection in Asia by super-high-resolution climate model, The 2nd GEOSS 
Asia-Pacific symposium 

・ How is the climate of Japan changing and projected to change, UK-Japan Workshop on 
Climate Modelling and Business Risk 

・ Climate modeling for adaptation to climate change in Asia, The 3rd GEOSS 
Asia-Pacific Symposium:Data sharing for a Transverse GEOSS 

・ Climate modeling activity in Japan, The 3rd GEOSS Asia-Pacific Symposium:Data 
sharing for a Transverse GEOSS 

・ Use of a 20-km mesh GCM in climate change projections in Latin America, The 9th 
International Conference on Southern Hemisphere Meteorology and Oceanography 

・ Climate change projection in Latin America by global 20-km and 60-km mesh 
atmospheric model, International Seminar on Adaptation to Climate Change 

・ Projection of change in extremes by very high resolution atmospheric models, IPCC 
Working Group Ⅱ Scoping Meeting: Possible Special Report on“Extreme Events and 
Disasters: Managing the Risks” 

・ Projection of the change in future weather extremes using the MRI/JMA super-high- 
resolution models, Joint IPCC-WCRP-IGBP Workshop: New Science Directions and 
Activities Relevant to the IPCC AR5 

・ MRI Earth System Model, Joint IPCC-WCRP-IGBP Workshop: New Science 
Directions and Activities Relevant to the IPCC AR5 

・ Climate change projection for adaptation, Seminar 2: Climate Change Master Plan for 
Energy Pricing Fluctuation and Food Security 

・ Climate change projection for adaptation, JMA Seminar 
楠 研一 ・ 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱―事例解析 080108（序報）―, 日本気象学会

2008 年度春季大会 
・ 空港気象ドップラーレーダーを用いた非降水エコー出現特性の調査（序報）, 日本気象学

会 2008 年度春季大会 
・ 庄内平野で観測された冬季突風と気象じょう乱について―概要―, 日本気象学会 2008 年

度秋季大会 
・ 2008 年 8 月 14 日に庄内平野付近で観測されたマイソサイクロン, 日本気象学会 2008 年

度秋季大会 
・ A climatology of clear-air echoes from the operational C-band Doppler radar in Japan, 
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Fifth European Conference on Radar in Meteorology and Hydrology 
・ An overview of the Shonai area railroad weather project and early outcome, 5th 

European Conference on Radar in Meteorology and Hydrology 
・ The MRI portable X-band Doppler radar for severe weather observations -Status and 

Applications-, 第 20 回風工学シンポジウム 
・ 温暖化過程の台風における激しい重力波の発生メカニズム, 台風に伴う強風、豪雨などの

気象災害の被害軽減に関する研究集会 
・ 庄内平野で観測された冬季突風と気象じょう乱について, レーダー研究会 
・ 庄内平野における突風観測, レーダー研究会 
・ 至近距離落雷による雷被害事例について, 日本大気電気学会第 80 回研究発表会 

楠 昌司 ・ 20km格子全球大気モデルによる地球温暖化時の梅雨変化予測, 日本気象学会2008年度春

季大会 
・ CMIP3大気海洋結合モデルによる梅雨期の降水強度の再現性, 日本気象学会2008年度春

季大会 
・ 60km格子全球大気モデルによる将来気候実験で再現された熱帯低気圧発生数のSSTと初

期値依存性について, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ 60km 格子全球大気モデルのアンサンブル実験による梅雨の変化, 日本気象学会 2008 年

度秋季大会 
・ STOP！地球温暖化 今私たちにできること～世界・日本の気候はどうなるの～, 地球温暖

化防止講演会 
・ 地球温暖化を知ろう！, 化学と音楽の響宴 2008 レクチャー＆コンサート 
・ Change in the East Asia summer monsoon projected by an atmospheric global model 

with 20-km grid size, The Asia Oceania Geosciences Society 5th Annual Meeting 
・ Change in the East Asia summer monsoon projected by an atmospheric global model 

with 20-km grid size, The 1st International Conference: From Deserts to Monsoons 
・ Precipitation intensity of East Asian summer monsoon simulated by CMIP3 models, 

The European Geosceinces Union General Assembly 2008 
・ Global Warming Projection by an Atmospheric Global Model with 20-km grid, 

Seminario Iberoamericano de Escenarios de Cambio Climatico 
・ 超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の変化予測に関する研究, TX テクノロジ

ー・ショーケース in つくば 2009 
・ Future Change in Precipitation Intensity of Baiu Rain Band Simulated by CMIP3 

models, The 11th Pacific Science Inter-Congress 
・ Climate Change Projections by using Earth Simulator, South East Asian Regional 

Workshop on Development of Climate Change Scenario 
・ Global Climate Change through Super Computer Model, International Seminar on 

Impact of Climate Change on Irrigation Systems 
朽木勝幸 ・ 南極域の衛星リモートセンシングに対するサスツルギの効果, 日本気象学会 2008 年度春

季大会 
・ 全天分光日射計による積雪物理量の推定, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ MODISデータを用いた南極点における氷床表面ラフネスの推定, 日本気象学会2008年度

秋季大会 
・ 全天分光日射計から推定された札幌・芽室における積雪物理量, 雪氷研究大会（2008・東

京） 
工藤 玲 ・ 地上放射観測から推定したエアロゾル光学特性と地上放射強制力, 日本気象学会 2008 年

度春季大会 
國井 勝 ・ WWRP 北京オリンピック 2008 予報実証／研究開発プロジェクト（メソ解析の適用と降水

同化）, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 気象庁非静力学モデルに対する特異ベクトルの計算（第 5 報）, 日本気象学会 2008 年度
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秋季大会 
・ WWRP 北京オリンピック 2008 年予報実証/研究開発プロジェクト（2008 年本実験、メソ

解析の適用と降水同化）, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
栗田 進 ・ 都市ビル群の風下領域における境界層の 2 層構造, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
栗原和夫 ・ 雲解像領域大気モデルの高解像度化と温暖化による極端現象の変化予測, 日本気象学会

2008 年度春季大会 
黒田友二 ・ 太陽活動の北大西洋振動変調に及ぼすオゾンの役割, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ 成層圏の変動が季節予報に及ぼす影響について, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
小林昭夫 ・ Long-term slow slip events in the Bungo Channel deduced from tidegauge data, The 

7th General Assembly of Asian Seismological Commission and Seismological Society of 
Japan, 2008 Fall meeting 

・ 潮位記録を用いた地殻上下変動推定のための津村による海域区分の検証, 日本地球惑星科

学連合 2008 年大会 
・ 三ケ日観測点における地下水の汲み上げによる体積歪変化, 日本地球惑星科学連合 2008

年大会 
小林隆久 ・ 衛星で観測した雲光学的厚さと雲粒サイズに及ぼす降水の影響, 日本気象学会 2008 年度

秋季大会 
・ Effects of precipitation on cloud optical thickness derived from combined passive and 

active space-borne sensors, International Radiation Symposium 2008 
・ Cloud properties in rain formation process observed by space - Borne active and 

passive sensors, 5th European Conference on Radar in Meteorology and Hydrology 
・ Relation between cloud optical thickness and precipitation derived from space-borne 

measurements, SPIE Asia-Pacific Remote Sensing 
財前祐二 ・ 宝達山（能登半島）でのエアロゾル混合状態, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
齋藤篤思 ・ 氷晶核測定装置を用いた氷晶核数濃度の測定（その３）, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ 小規模シーディング実験において散布される吸湿性粒子, 日本気象学会 2008 年度秋季大

会 
齊藤和雄 ・ WWRP 北京オリンピック 2008 予報実証／研究開発プロジェクト（その 3 2008 年本実

験に向けて）, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 気象庁非静力学モデルによるダウンスケールアンサンブルと BGM 法の開発（その 3 境

界値摂動の導入）, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ WWRP 北京オリンピック 2008 年予報実証/研究開発プロジェクト（2008 年本実験、概要）, 

日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ 気象庁メソモデルによる BGM 法の開発と NHM-LETKF への境界値摂動の影響, 日本気

象学会 2008 年度秋季大会 
・ ミャンマーサイクロンNargis のアンサンブル予報実験と高潮シミュレーション, 第 10 回

非静力学モデルに関するワークショップ 
・ NHMによるBGM法の開発とNHM-LETKFへの境界値摂動の影響, 第10回非静力学モ

デルに関するワークショップ 
・ The WWRP Beijing Olympic 2008 RDP Tier-1 meso-EPS experiment at MRI/JMA, 

AOGS2008 
・ Typhoon formation and development experiment with a high resolution global model  

and a mesoscale model, AOGS2008 
・ Meso-4DVAR application in B08RDP, 3rd meeting WWRP Working Group on 

Mesoscale Weather Forecasting Reserach 
・ Mesoscale Ensemble Prediction & WWRP B08RDP Project, NWP/Nowcast Training 

Workshop on Quantitative Precipitation Forecast  
・ Numerical simulations of Cyclone, Heavy Rain, and Intercomparison of NHM and 

WRF - International Research Project for Prevention and Mitigation of Meteorological 
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Disasters in Southeast Asia -, NWP/Nowcast Training Workshop on Quantitative 
Precipitation Forecast  

・ Future Strategies on NWP Development in HKO, NWP/Nowcast Training Workshop 
on Quantitative Precipitation Forecast  

・ Development of a mesoscale ensemble prediction system for the WWRP Beijing 2008 
Research and Development Project, The 2nd THORPEX-ASIA Science Workshop 

・ Sensitivity Analysis using the Mesoscale Singular Vectors, The 2nd THORPEX-ASIA 
Science Workshop  

・ Ensemble Forecast Experiment of Cyclone Nargis, The 2nd International Workshop on 
Prevention and Mitigation of Meteorological Disasters in Southeast Asia  

・ Introduction to Non-Hydrostatic Model of MRI/JMA, The 2nd International Workshop 
on Prevention and Mitigation of Meteorological Disasters in Southeast Asia 

斉藤 秀 ・ 西部北太平洋亜熱帯域の pH 減少傾向, 2008 年度日本海洋学会秋季大会 
坂井孝行 ・ 回転楕円体圧力源による変位を表す経験式（第 2 報）－FE 解析結果に最小二乗法を適用

しての係数決定－, 日本火山学会 2008 年度秋季大会 
・ 桜島昭和火口2008年噴火で発生し爆発的に伴う空振, 日本地球惑星科学連合2008年大会 

酒井 哲 ・ ライダーと直接サンプリングによるエアロゾル比較観測実験, 日本気象学会 2008 年度秋

季大会 
・ 2008 年夏季人工降雨実験におけるライダー観測（速報）, 日本気象学会 2008 年度秋季大

会 
・ 多波長時代における衛星サウンダーデータの処理長・偏光ライダーによる対流圏エアロゾ

ル観測, 第 25 回レーザセンシングシンポジウム 
・ Dual-wavelength and polarization-sensitive lidar for Japnese cloud seeding 

experiment for precipitation augmentaiton(JCSEPA), 24th International Laser Radar 
Conference 

・ ライダーと直接サンプリングで測定したエアロゾル光学特性と微物理特性の比較, 第 26
回レーザセンシングシンポジウム 

・ ライダーで観測されるエアロゾル光学特性について, 第 13 回気象リモートセンシング利

用研究会 
・ 2008 年夏季人工降雨実験における 2 波長ライダー観測, 第 34 回リモートセンシングシン  

ポジウム 
・ ライダーと直接サンプリングによるエアロゾル観測：ライダーパラメータとエアロゾル微

物理特性の比較, 第 34 回リモートセンシングシンポジウム 
・ 偏光・2 波長ライダーによるエアロゾル・雲微物理構造の観測, 科振費「人工降雨・降雪」

研究発表会 
・ ライダーと直接サンプリングによるエアロゾル質量濃度／後方散乱係数比の観測, 2009 年

第 1 回ダスト研究会 
・ 2008 年度人工降雨実験におけるライダー観測, 第 13 回大気ライダー観測研究会 

坂見智法 ・ 気象研究所地球システムモデルにおけるエアロゾル－雲相互作用の開発, 日本気象学会

2008 年度秋季大会 
佐々木秀孝 ・ 地域気候モデル検証用降水データについて, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
笹野大輔 ・ 高精度酸素センサーRINKOによる観測, 平成20年度三官庁海洋業務連絡会海洋測器専門

委員会 
澤 庸介 ・ 定期旅客便CO2観測により推察された対流圏から下部成層圏への輸送経路, 日本気象学会

2008 年度春季大会 
・ Seasonal variations of CO2 mixing ratios in the tropopause region based on frequent 

observations by commercial airliners, 10th Scientific Conference of the International 
Global Atmospheric Chemistly Project 

柴田 彰 ・ Intercomparison of SST retrieved from AMSR-E and WindSat, International 
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Geoscience and Remote Sensing Symposium 
小司禎教 ・ 地上 GPS：準リアルタイム解析可降水量の連続同化実験, 日本気象学会 2008 年度春季大

会 
・ 2008 年 7 月 28 日のGPS データ同化実験（序報）, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ Data Assimilation Experiments of GPS Radio Occultation Data into Numerical 

Weather Prediction Models in Japan, FORMOSAT3/COSMIC Workshop 
・ Data Assimilation of Precipitable Water Vapor Derived from GPS network in 

Southeast Asia, The 2nd International Workshop on Prevention and Mitigation of 
Meteorological Disasters in Southeast Asia 

新藤永樹 ・ 全球モデルと領域非静力学モデルを用いた台風発生・発達実験, 日本気象学会 2008 年度

春季大会 
・ 全球モデルと領域非静力学モデルを用いた台風発生・発達実験（Ⅱ）, 日本気象学会 2008

年度秋季大会 
杉 正人 ・ A possible mechanism of the changes in tropical cyclone frequency and intensity due to 

global warming as indicated by GCMs, 1st International Summit on Hurricanes and 
Climate Change 

・ 高解像度再解析データJRA-25を用いた台風の発生過程の解析, 日本気象学会2008年度春

季大会 
鈴木 修 ・ メソサイクロン検出アルゴリズムの改良―レーダーデータ中の渦パターンの追跡・同定機

能の導入―, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 2008 年 3 月 25 日に相模湾で発生した海上竜巻-スーパーセルライクストームの解析-, 日

本気象学会 2008 年度秋季大会 
清野直子 ・ 関東における強雨事例のシミュレーション―都市キャノピースキーム導入のインパクト―, 

日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ Regional simulation of dust storm in the Taklamakan Desert, 3rd International 

Workshop on Mineral Dust 
瀬古 弘 ・ 竜巻の発生パラメータのアンサンブル予報実験, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ NHM-LETKF を用いた日本域アンサンブル予報実験, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ LETKF を用いた B08RDP 実験と日本域の豪雨再現実験, 日本気象学会 2008 年度秋季大

会 
・ 非勢力学モデルで再現したムンバイ豪雨, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ NHM を用いて再現したムンバイ豪雨, 科学技術振興調整費研究 「科学技術協力の戦略的

推進」 東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究 第 2 回国内ワークショップ 
・ 線状降水帯の構造と維持機構,2008 年度日本気象学会関西支部第 2 回例会（四国地区）  
・ 非静力学モデルで再現したムンバイ豪雨, 第 10 回非静力学モデルに関するワークショッ

プ 
・ LETKFを用いた日本域の豪雨再現実験, 第10回非静力学モデルに関するワークショップ 
・ 局所アンサンブル変換カルマンフイルターやメソ解析をもちいた日本域豪雨実験, 第６回

天気予報研究会 
・ Development of a mesoscale ensemble prediction system for WWRP Beijing 2008 

research and development project, The 2nd THORPEX-ASIA Science Workshop 
・ Structure of the Regional Heavy Rainfall System that Occurred in Mumbai, India, on 

26 July 2005. 2nd International Workshop on Prevention and Mitigation of 
Meteorological Disasters in Southeast Asia 

・ Mesoscale Ensemble Experiments on Potential Parameters for Tornado Formation, 
2nd International Workshop on Prevention and Mitigation of Meteorological Disasters 
in Southeast Asia 

・ Mesoscale Ensemble Experiments on Heavy Rainfalls in Japan Area using LETKF , 
2nd International Workshop on Prevention and Mitigation of Meteorological Disasters 
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in Southeast Asia 
・ 局所アンサンブル変換カルマンフィルターやメソ４次元変分法を用いた日本域豪雨実験, 

第 3 回沼口敦さん記念シンポジウム 
高木朗充 ・ GPS 時間変化から推定する圧力源パラメータ伊豆大島への適用, 日本地球惑星科学連合

2008 年大会 
高山博之 ・ Estimation of a-b Value by Comparing Simulated Crustal Movement with GPS 

Observation, The 7th General Assembly of Asian Seismological Commission and 
Seismological Society of Japan, 2008 Fall meeting 

・ シミュレーションと GPS 観測による南海トラフ沿いの地域の地殻変動の比較, 日本地球

惑星科学連合 2008 年大会 
田尻拓也 ・ エーロゾル・雲粒子センサーの非球形粒子検出特性について（その 2）－MRI 雲生成チャ

ンバー雲物理実験より－, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 四国・高知における雲のモニタリング観測（2008 年）夏季人工降雨実験観測中の大気環境

場について, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ MRI雲生成チェンバーによる雲物理実験 混合雲における氷晶発生過程について（その2）, 

日本気象学会 2008 年度秋季大会 
田中泰宙 ・ 火山起源硫酸塩エーロゾルのシミュレーション：20 世紀の火山起源エーロゾルによる放射

収支への影響, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
田中 実 ・ 20 世紀における日本とアジア地域の夏の気温とアジアモンスーン・太平洋高気圧・PDO

の関係, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
千葉 長 ・ 気圧の季節変化について, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ 山岳によって誘起された定常内部重力波（JRA-25 再解析データ 26 年平均場), 日本気象学

会 2008 年度秋季大会 
忠鉢 繁 ・ Total ozone amounts over the Antarctic in the polar night period, Quadrennial Ozone 

Symposium 2008 
辻野博之 ・ 北太平洋高解像度モデルにおける渦フラックスの評価, 2008 年度日本海洋学会秋季大会 
出牛 真 ・ 気象研究所全球化学気候モデルを用いた 2007 年 5 月 8 日、9 日の広域的な光化学オキシ

ダント汚染の再現実験, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
時枝隆之 ・ 北太平洋移行領域の直接通気層の経年変動性, 2008 年度日本地球化学会第 55 回年会 
直江寛明 ・ 気液平衡を過程した液相化学反応モデルの開発, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ 遠洋大気中における海塩粒子と低濃度SO2 について, 第 14 回大気化学討論会 
・ 北半球冬季にQBO が中高緯度へ与える力学的な影響, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ Dynamical Impacts of Stratospheric QBO on the Extratropical Atmosphere, 2008 AGU 

Fall Meeting 
永井智広 ・ 1.6μm 帯二酸化炭素鉛直分布観測 DIAL 用高精度受信部の開発, 日本気象学会 2008 年度

秋季大会 
・ ライダーによる成層圏エーロゾルの長期モニタリング, 第 25 回レーザセンシングシンポ

ジウム 
・ CO2鉛直分布観測用 DIAL のための 1.6μm 用受信系の開発, 第 25 回レーザセンシングシ

ンポジウム 
・ ライダーによるCO2鉛直分布の測定, 第 12 回気象リモートセンシング学会 
・ CO2鉛直分布観測用 DIAL のための 1.6μm 用受信系（Ⅱ）, 第 26 回レーザーセンシング

シンポジウム 
・ 人工降雨実験のための 2 波長ライダーの開発―光/電波、電動型/受信型、各種測器を用い

たシナジー観測のなかで, 第 26 回レーザーセンシングシンポジウム 
・ ラマンライダーを用いた地球温暖化気体の観測可能性の検討, 第 16 回リモートセンシン

グフォーラム 
・ 1.6μm CO2 DIAL の開発と検証計画, 第 13 回大気ライダー観測研究会 

仲江川敏之 ・ 早明浦ダム流域における渇水対策のための季節予報の利用可能性, 日本気象学会 2008 年
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度春季大会 
・ JRA-25 で解析された陸面水文過程の再現性, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 力学的季節予測決定論的情報の経済価値の評価-利根川上流域の渇水予測を例として-, 日

本気象学会 2008 年度秋季大会 
中里真久 ・ Xバンド及びKaバンドレーダーを用いたシーディング有効雲の観測, 日本気象学会 2008

年度春季大会 
・ 竜巻予測パラメータの統計的検証, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 竜巻を伴う鉛直渦の引き伸ばしメカニズム, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ Xバンド及びKaバンドレーダーを用いたシーディング有効雲の観測 －高知県鏡ダム観測

サイトにおける夏季集中観測速報－, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ 成層圏オゾンライダーで観測されたオゾン鉛直分布の季節変化, 第 25 回レーザセンシン

グシンポジウム 
・ ライダーで観測された対流圏オゾンの季節変化の特徴, 第 13 回大気化学討論会 
・ Seasonal variation of the tropospheric ozone vertical distribution over Tsukuba 

observed by a DIAL, 24th International Laser Radar Conference 
・ 誘導ラマン散乱を利用した大気微量成分ライダー計測に関するフィージビリティースタデ

ィ, 第 34 回リモートセンシングシンポジウム 
中澤哲夫 ・ TRMM 降水量変動 高度変更の影響か年々変動か？, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ 気象庁週間アンサンブル予報データの Nargis 予報結果について, 日本気象学会 2008 年

度秋季大会 
中野英之 ・ 海洋大循環モデルと粒子追跡法を用いた太平洋 137Cs の解析, 2008 年度日本海洋学会秋季

大会 
・ Mechanism of the Kuroshio Current System, SCOR’s 50th Anniversary Symposium 
・ Alternating zonal jets in a series of high-resolution OGCMs, 2008 AGU Fall meeting 
・ Problem of Western Boundary Current Separation, 2008 AGU Fall meeting 

中村誠臣 ・ 解像度を変えたNHMによる夏季関東域での再現実験 その2, 日本気象学会2008年度春

季大会 
・ 関東域での夏季不安定降水の NHM による再現性の評価, 日本気象学会 2008 年度秋季大

会 
・ GCSS-ARMによるNHMの物理過程パラメタリゼーションの特性評価, 第10回非静力学

モデルに関するワークショップ 
萩野谷成徳 ・ 西チベット改則における長期熱収支観測-地表面での地中熱流量推定-, 日本気象学会 2008

年度春季大会 
・ 中国域の蒸発量マップ作成, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ A climatological estimate of heat and water fluxes over the Tibetan Plateau, 

International Conference on Land Surface Radiation and Energy Budget 
橋本明弘 ・ 雲シーディングの効果と広域影響評価―3 次元雲解像モデルを用いた人工降雪実験―, 日  

本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 融階層雲に関する基礎的数値実験, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ ヨウ化銀を用いた地上シーディングに関する数値実験, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ 黄砂エアロゾルと上層雲の関係に関する微物理的粒子追跡モデルを用いた解析, 日本気象 

学会 2008 年度秋季大会 
・ Cloud seeding experiment with three-dimensional cloud resolving model for winter 

orographic cloud in Japan, The 15th International Conference on Clouds and 
Precipitation 

・ 雲解像モデルによる夏季固体降水の表現, 第 10 回非静力学モデルに関するワークショッ

プ 
林 修吾 ・ 東南アジア域および日本域における NHM と WRF による予報結果のモデル間相互比較, 

日本気象学会 2008 年度春季大会 
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・ NWP Comparison Between NHM and WRF in Southeast Asia, AOGS2008 
・ Introduction of NHM: JMA operational and research meso-scale model, 

CSIR/CMMACS Seminor 
・ Introduction of new interface and visualization tool of NHM, The 2nd International 

Workshop on Prevention and Mitigation of Meteorological Disasters in Southeast Asia 
・ Statistical Verfications of Short Term NWP by NHM and WRF-ARW around Japan 

and Southeast Asia, The 2nd International Workshop on Prevention and Mitigation of 
Meteorological Disasters in Southeast Asia 

・ 熱帯域と日本域における 20km 解像度NHMとWRF-ARW の統計的予報精度検証, 第 10
回非静力学モデルに関するワークショップ 

林 豊 ・ 日本沿岸で観測された 2006 年千島列島沖地震津波のコーダ部の挙動特性, 日本地球惑星

科学連合 2008 年大会 
・ Extraction of the 2004 Indian Ocean tsunami signals from satellite altimetry data and 

tsunami detectability of the altimetry mission, The Asia Oceania Geosciences Society 
5th Annual Meeting 

・ Characteristics of tsunami Coda observed in Japan due to the 2006 Kuril Islands 
earthquake, The Asia Oceania Geosciences Society 5th Annual Meeting 

・ Extraction of the 2004 Indian Ocean tsunami signals from satellite altimetry data and 
tsunami detectability of the altimetry mission, The 6th lnternational Workshop on 
Remote Sensing for Disaster Management Applications 

原 昌弘 ・ WWRP 北京オリンピック 2008 年予報実証/研究開発プロジェクト（全球ターゲット SV
による初期値・境界値摂動の作成）, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 

・ WWRP 北京オリンピック 2008 年予報実証/研究開発プロジェクト(2008 年本実験の検証、

他センターとの比較）, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
平原幹俊 ・ 非等方的調和型粘性・拡散スキームと渦許容モデルにおける黒潮流路の再現性, 2008 年度

日本海洋学会秋季大会 
・ 格子内速度勾配を用いた移流フラックス補正, 九州大学応用力学研究所共同研究「海洋大

循環の力学、とくに中深層循環におよぼす海岸、海底地形の影響に関する研究」研究集会 
廣瀬勝己 ・ つくばと棒名山における降下物中のプルトニウムとトリウム同位体について, 2008 年度日

本地球化学会第 55 回年会 
・ つくばにおける降下物中のプルトニウムとトリウム同位体の長期変動, 2008 年度日本放射

化学会年会・第 52 回放射化学討論会 
・ Anthropogenic radionuclides in the central South Pacific: result of the SHOTS project, 

South Pacific Environmental Radioactivily Association Conference 
・ Deposition behaviors of plutonium and thorium isotopes observed in Japan: 

comparison between MRI and Mt. Haruna, Seventh International Conference on 
Nuckear and Radiochemistry 

弘瀬冬樹 ・ Simulation of the Recurrence of Long-term Slow Slip Events in the Tokai Region with 
Locally Elevated Pore Pressure, The 7th General Assembly of Asian Seismological 
Commission and Seismological Society of Japan, 2008 Fall meeting 

・ Deepening of low-frequency earthquakes on the Philippine Sea slab at the both ends of 
belt-like destribution in SW Japan, The 7th General Assembly of Asian Seismological 
Commission and Seismological Society of Japan, 2008 Fall meeting 

・ 東海地方の長期的スロースリップイベントの再現-その 3-, 日本地球惑星科学連合 2008 年

大会 
・ 東海地域の深部低周波地震の深さ分布と東海地震震源域, 日本地球惑星科学連合 2008 年

大会 
福井敬一 ・ 地殻変動源推定への火口地形の影響―霧島山新燃岳山頂部における GPS 観測を事例に―, 

日本火山学会 2008 年度秋季大会 
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・ Volcano deformation detected by GPS observation on the crater rim of Shinmoe-dake, 
Kirishima volcano, Japan and estimation of pressure source by FEM, International 
Association of Volcanology and Chemistry of the Earth's Interior 2008, General 
assembly 

・ 霧島山新燃岳山頂部における GPS 観測で捉えた地殻変動と有限要素法を用いた変動源推

定―変動源推定への火口地形の影響―, 日本地球惑星科学連合 2008 年大会 
藤井陽介 ・ MOVE システムの最近の開発と準結合同化による大気の解析, 2008 海洋データ同化セミ

ナー 
・ 海洋・気象のデータ同化で用いられる最小値探索アルゴリズム（降下法）について, 第 2

回気象研究所・統計数理研究所共同ワークショップ 
・ 気象庁エルニーニョ予測システムによる観測システム評価（OSE), 2008 年度日本海洋学

会秋季大会 
・ OSE-OEES activities using the ocean date assimilation and prediction system 

MOVE/MRI. COM, GODAE Final Symposium 
・ Singlar vector analysis of the Kuroshio large meander, Asia Oceania Geosciences 

Society 2008 
・ Coupled Ocean and Atmosphere Analysis by Assimilating Ocean Ovservation Data to a 

Coupled Model, Asia Oceania Geosciences Society 2008 
・ 背景誤差分散共分散行列の逆行列を必要としない前処理付き降下法（POpULar）の変分

解析への適用, 日本地球惑星科学連合 2008 年大会 
藤部文昭 ・ 日本における極端豪雨の再現期間の評価, 日本気象学会 2008 年度春季大会 

・ アメダス地点における気温の経年変化率と風速の経年変化率の関係, 日本気象学会 2008
年度秋季大会 

・ 東京都心における暖候期午後の短時間降水の増加傾向―118 年間の毎時資料による解析―, 
日本気象学会 2008 年度秋季大会 

・ 強風の極値統計における特異事例と地形要因との関連, 第 20 回風工学シンポジウム 
・ Long-term change and spatial anomaly of warm season afternoon precipitation in 

Tokyo, AMS 89th Annual Meeting 
・ 最近の我が国における大雨の変化特性, TX テクノロジー・ショーケース in つくば 2009 

ミニシンポジウムⅡ「温暖化と防災」 
別所康太郎 ・ 8年間の散乱計観測による台風域内の海上風分布の統計解析, 日本気象学会2008年度春季

大会 
・ Statistical analysis of surface wind distribution of typhoons Western North Pacific 

observed by scatterrometer for 9years, 28th Conference on Hurricanes Tropical 
Meteorology of the American Meteorological Society 

星野俊介 ・ 1987 年以降の気象庁と JTWC のドボラック法による台風強度推定の比較, 日本気象学会

2008 年度春季大会 
干場充之 ・ Tsunami Warning, Earthquake Information and Earthquake Early Warning in Japan 

-Development of recent 15years-, World Observatories Forum 
・ 地震波散乱理論を背景とした統計的グリーン関数のエンベロープ表現とその地域性, 日本

地球惑星科学連合 2008 年大会 
・ How precise can we anticipate seismic intensity? -A study of fluctuation of anticipated 

seismic intensity by the method of current earthqauke early warning-, The 7th 
General Assembly of Asian Seismological Commission and Seismological Society of 
Japan, 2008 Fall meeting 

・ どこまで地震は正確に予測できるか？現在の研究地震速報の方法における予測震度のばら

つきに関する一考察, 日本地震工学会 2008 年度大会 
前田憲二 ・ Simulated Seismicity Rate Variation Related to the Long-term Tokai Slow Slip, The 

7th General Assembly of Asian Seismological Commission and Seismological Society of 
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Japan, 2008 Fall meeting 
・ 地震サイクルシミュレーションによる東海地震震源域および周辺における地震活動度変化

の評価, 日本地球惑星科学連合 2008 年大会 
益子 渉 ・ 2006年台風第13号に伴う竜巻の数値シミュレーション―ミニスーパーセルに伴う竜巻の

発生機構―, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ Numerical simulations of a tornadogenesis in a mini-supercell asssociated with 

typhoon Shanshan on 17 September 2006, 24th Conference on Severe Local storms 
・ 2006 年台風第 13 号に伴う延岡竜巻の数値シミュレーション, 第 31 回メソ気象研究会 

増田一彦 ・ 能動・受動センサの複合利用による降水域での氷晶雲の特徴抽出, 日本気象学会 2008 年

度春季大会 
・ Ice cloud properties over precipitation area derived from a combined use of active and 

passive satellite sensors, International Radiation Symposium 2008 
松枝秀和 ・ 定期航空機によるフラスコサンプリングで観測された一酸化炭素濃度の変動, 日本気象学

会 2008 年度春季大会 
・ 接地境界層内の大気ラドン観測による生態系呼吸量の評価, 日本気象学会 2008 年度秋季

大会 
・ 定期航空機を利用した二酸化炭素濃度の観測とその意義, 2008 年度日本地球化学会第 55

回年会 
・ 接地境界層内の大気ラドン観測による生態系呼吸量の評価, 日本気象学会 2008 年度秋季

大会 
・ 期航空機観測による上空の温室効果気体の濃度変動, 第 14 回大気化学討論会 
・ JAL 観測の概要, GOSAT データ校正・検証・利用に関するワークショップ 
・ 地球観測による二酸化炭素増加の実態と今後の動向, 第 22 回環境工学連合講演会 

松本 聡 ・ 同化データからみた海洋の長期変動解析, データ同化夏の学校 
・ Ocean Climate and Water Mass Variabilities in the Ocean Reanalyses, Asia Oceania 

Geosciences Society 5th annual Meeting 
真野裕三 ・ ライダーによる非球形エアロゾル粒径分布の推定, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
馬淵和雄 ・ アジア域熱帯林減少の地域的な水・炭素収支への影響に関する新たな数値実験について, 

日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ アジア域熱帯林減少の地域的なエネルギー・炭素収支への影響（11）, 日本気象学会 2008

年度秋季大会 
・ 陸域生態系モデル（BAIM2)を導入した気候モデルにおける衛星データ利用の可能性, 

JAXA/EORC ASL セミナー 
緑川 貴 ・ 炭酸系データに基づいた海洋表屈の酸'性化の推定, 2008 年度日本海洋学会秋季大会 

・ 北太平洋西部における海洋表層炭酸系の変化傾向, 2008 年度日本地球化学会第 55 回年会 
村上正隆 ・ 物理的予測因子を用いたシーディング効果判定法の試み―2D シーディング数値実験の結

果を用いて―, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 四国における人工降雨実験観測の概要, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ 山岳性降雪雲のシーディング実験の X バンドレーダによる検証, 日本気象学会 2008 年度

秋季大会 
・ 渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究, 奥利根流域降雪調査検討会 
・ 国内外における人工降雨・降雪の取り組み, 人工降雨勉強会 
・ 意図的・非意図的気象改変, 日本気象学会夏期特別セミナー 
・ 人工降雪研究の現状, メソ気象研究会 
・ Japanese Cloud Seeding Experiments for Precipitation Augmentation(JCSEPA), The 

17th Joint Conference on Planned and Inadvertent Weather Modification/weather 
Modification Association Annual Meeting 

・ 人工降雨研究の最前線, 公開シンポジウム「変わりゆく気候と水資源」―沖縄の渇水と人

工降雨について考える 
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・ 大気・雲環境とシーディング効果に関する航空機観測, 科振費「人工降雨・降雪」研究発

表会 
・ 本プロジェクト以前の人工降雨・降雪研究, 科振費「人工降雨・降雪」研究発表会 

村崎万代 ・ JRA-25 の 20km ダウンスケーリングデータによる冬期の日降水量の年々変動, 日本気象

学会 2008 年度春季大会 
・ JRA-25の20kmダウンスケーリングデータによる夏季降水量の変化, 日本気象学会2008

年度秋季大会 
村田昭彦 ・ 積雲対流パラメタリゼーションにおける雲量の影響（第二報）, 日本気象学会 2008 年度

春季大会 
・ 発生期の台風の数値シミュレーション ―全球モデルの非静力学モデルによる再現性の違

い―, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ Error induced from cloud amount in cumulus parameterizations, 28th Conference on 

Hurricanes and Tropical Meteorology 
毛利英明 ・ 乱流の大スケール変動における対数正規性, 日本物理学会 2008 年秋季大会 

・ 格子乱流の生涯と統計法則, 日本物理学会 2008 年秋季大会 
・ 乱流速度場の大スケール揺らぎにおける対数正規性, 京大 数理研 共同研究集会「乱流の

多重性・階層性とその数理的構造」 
・ 乱流の大スケール変動における対数正規性, 九州大学応用力学研究所平成 20 年度共同利

用研究集会「乱流現象及び多自由度系の動力学、構造と統計法則」 
本井達夫 ・ 南極ウェッデルポリニアに伴う深い鉛直対流混合の海洋地球化学的証拠―海洋深層二酸化

炭素の大気への冬季大量放出と夏季光合成炭素消費―, 2008 年度日本海洋学会秋季大会 
・ 1974 年ウェッデルポリニアにおける深い対流の地球化学的証拠と海面二酸化炭素分圧の

見積もり, 平成 20 年度 極域気水圏・生物圏合同シンポジウム 
・ Spreading of injected 137Cs fallout from the subarctic Atlantic to the Antarctic deep 

ocean, SCAR/IASC IPY Open Science Conference 
・ Sea-ice flow from the Okhotsk Sea to the Pacific Ocean through the Nemuro Strait in 

2008, PICES Workshop on the Okhotsk Sea and Adjacent Waters 
安田珠幾 ・ WCRP CMIP3 マルチモデルデータにおける熱帯太平洋表層貯熱量変動とENSO の関係, 

日本気象学会 2008 年度春季大会 
・ 20 世紀後半における全球海面水位トレンドの熱膨張成分, 日本気象学会 2008 年度春季大

会 
・ WCRP CMIP3マルチモデルデータにおける21世紀後半の熱帯太平洋表層貯熱量変動, 日

本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ CMIP3 multi-model comparison on the interannual variability of the upper ocean heat 

content in the tropical Pacific, 2008 AGU Fall Meeting 
・ Linear Trend of Global Mean Sea Level due to Thermal Expansion during 1960 

-2001:OGACM Experiments, 2008 Western Pacific Geophysical Meeting 
・ Basin-Scale Interdecadal Variability in the North Pacific and Its Future Change, 

International Workshop on the North Pacific Ocean Observation Strategy for Carbon 
Cycle and Climate Change 

・ First Baroclinic Rossby Radius in CMIP3 models, International Workshop on Global 
Change Projection: Modeling, Intercomparison, and Impact Assessment 

柳野 健 ・ 渡良瀬川の流出解析におけるダム調節効果について, 日本気象学会 2008 年度春季大会 
山内 洋  ・ 2008 年 1 月 1 日羽田空港周辺で発生したドライ・ダウンバースト, 日本気象学会 2008 年

度春季大会 
・ X バンドレーダーでとらえた人工降雪シーディングの効果, 日本気象学会 2008 年度春季

大会 
・ 四国における人工降雨実験と同期した地上・リモートセンシング観測(速報）, 日本気象学

会 2008 年度秋季大会 
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山崎明宏 ・ 福岡でのエアロゾル光学特性 2008 年春季集中観測期間中の炭素成分分析結果, 日本気象

学会 2008 年度秋季大会 
山崎 明 ・ Aftershock observation of the 2004 off the Kii Peninsula earthquake using ocean 

bottom seismometers, The 7th General Assembly of Asian Seismological Commission 
and Seismological Society of Japan, 2008 Fall meeting 

・ Seismic activity around the Nankai trough axis south off the Kii Peninsula obtained by 
ocean bottom seismometers, The 7th General Assembly of Asian Seismological 
Commission and Seismological Society of Japan, 2008 Fall meeting 

・ 絶対観測室内の磁気異常とその時間変化について, 日本地球惑星科学連合 2008 年大会 
・ 海底地震計の海底電磁気観測への活用について, 平成 20 年度 Conductivity Anomaly 研

究会（SGEPSS 分科会）「比抵抗構造推定のための陸域・海域観測に関する研究集会」 
・ Detailed seismicity around Nankai Trough determined with ocean-bottom 

seismographs, The Japan-Indonesia bi-lateral joint workshop on Subduction processes 
and related topics along the Sumatra-Java arc 

山里 平 ・ Characteristics of Low Frequency Earthquakes beneath the Summit Caldera of 
Miyakejima Volcano, Japan, The 7th General Assembly of Asian Seismological 
Commission and Seismological Society of Japan, 2008 Fall meeting 

・ 空気振動及び地震動から推定する噴火の強度, 日本地球惑星科学連合 2008 年大会 
山中吾郎 ・ 最近のインド洋海面水温トレンドに見られる観測とモデルの不一致, 2008 年度日本海洋学

会秋季大会 
行本誠史 ・ CMIP3 モデルにおける北半球環状モード（NAM）の再現性, 日本気象学会 2008 年度春

季大会 
・ 気候システムのモデル化から地球システムのモデル化へ―地球温暖化予測モデルの現状と

今後の展望―, 2008 年第 42 回夏季大学 
吉川澄夫 ・ The physical background and reproducidility of the seismic quiescence, The 7th 

General Assembly of Asian Seismological Commission and Seismological Society of 
Japan, 2008 Fall meeting 

・ 地震発生前の静穏化をどのように解釈するか, 日本地球惑星科学連合 2008 年大会 
吉田康宏 ・ 静岡県森町から送信されているアクロス信号の解析 ―伝達関数の特徴―, 日本地球惑星

科学連合 2008 年大会 
・ 天竜船明トンネルに設置した地震アレイによる森町アクロス送信信号の解析,  日本地球

惑星科学連合 2008 年大会 
・ The temporal change in travel time detected by seismic ACROSS transmitter at 

Morimachi, The 7th General Assembly of Asian Seismological Commission and 
Seismological Society of Japan, 2008 Fall meeting 

・ Characteristics and Temporal Change of Green Function Acquired by Seismic 
ACROSS Signal from the Morimachi Transmitting Station, 2008 AGU Fall meeting 

吉村 純 ・ 台風にともなう降水量に関する地球温暖化の影響―20km 格子全球大気モデルを用いた実

験結果―, 日本気象学会 2008 年度秋季大会 
・ 日本における地球温暖化懐疑論の現状, 日本地球惑星科学連合 2008 年大会 

和田章義 ・ 海洋貯熱量変動に見られる台風活動モードと台風経路の関係, 日本気象学会 2008 年度秋

季大会 
・ 海面水温日変化スキームの開発と大気海洋結合モデルへの適用, 日本気象学会 2008 年度

秋季大会 
・ 数値モデルを用いた台風通過時の海洋応答に関する研究, W-PASS 台風ワークショップ 
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7. 受賞等                                           7.1. 受賞 

7.2. 学位取得 

 

７．受賞等 

 
ここでは、気象研究所の職員が平成 21 年度に受けた他機関からの表彰、及び取得した学位の一覧を

掲載している。 
受賞には、受賞者の氏名、賞の名称、表彰した機関名、表彰年月日を掲載している。 

学位取得には、学位取得者の氏名、学位名、学位授与大学、取得年月日及び学位取得の対象となった論

文名を掲載している。 
 
７．１．受賞 

 
小林昭夫   2008 年度日本地震学会論文賞、（社）日本地震学会、平成 21 年 5 月 17 日 
 
辻野博之   2010 年度日本海洋学会日高論文賞、日本海洋学会、平成 22 年 3 月 28 日 
 

７．２．学位取得 

 
上野 充 
学  位：博士（理学）（九州大学、平成 21 年 3 月 25 日） 
学位論文：Effects of Environmental Vertical Wind Shear on the Azimuthal Wavenumber-One 

Inner-Core Structures of Typhoons（台風のコア域波数１非対称構造に対する環境風の

鉛直シアーの影響） 
 
小畑 淳 
学  位：博士（理学）（東京大学、平成 21 年 5 月 25 日） 
学位論文：Study of coupled climate-carbon cycle system by numerical modeling: oceanic 

interannual variability and response to freshwater discharge into the North Atlantic
（数値モデルによる気候炭素循環結合系の研究：海洋の経年変動及び北大西洋への淡水

流入に対する応答について） 
 
小司禎教 
学  位：博士（理学）（京都大学、平成 22 年 3 月 23 日） 
学位論文：Accurate Estimation of Precipitable Water Vapor Using Ground-Based GPS 

Observation Network and its Data Assimilation into a Mesoscale Numerical Weather 
Prediction Model（地上 GPS 観測網を用いた可降水量の高精度推定とメソスケール数値

気象予報モデルへのデータ同化） 
 
林  豊 
学  位：博士（工学）（東北大学、平成 22 年 3 月 25 日） 
学位論文：遠地地震津波のコーダ波の減衰特性に関する研究 
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8. 研究交流                                        8.1. 外国出張等 

 

８．研究交流 

 
 ここでは、気象研究所の職員が平成 21 年度に外国出張等により出席・参加した海外で行われた国際

会議・研究集会・講演、気象研究所が平成 21 年度に他機関から受け入れた研究者及び海外研究機関か

らの来訪者の一覧を掲載している。 
 
８．１． 外国出張等 

 
青梨和正 ・ 第 5 回 WMO データ同化シンポジウム出席、オーストラリア、H21.10.3～H21. 10.11 

・ 米国降水観測計画サイエンスチーム会合等出席、米国、H21.10.23～H21.11.1 
青山道夫 ・ 第 8 回放射化学の方法と応用に関する国際会議、米国、H21.4.8～H21.4.24 
 ・ PICES（北太平洋海洋科学機構）第 18 回総会における講演、韓国、H21.10.22～H21. 

10.25 
・ 南太平洋横断航海の栄養塩標準使用について研究打合せ、米国、H21.10.13～H21.10. 

17 
・ IOC 専門委員会会議主催及びイギリス政府海洋センターにおける講演、イギリス・フ

ランス、H22.3.17～H22.3.27  
足立アホロ ・ 第 8 回対流圏プロファイリングに関する国際シンポジウム出席、オランダ、H21.10.17

～H21.10.25 
石井雅男 ・ モンテベリタ ステファノフランスキーニセンター国際シンポジウム「海洋内部にお

ける炭素循環の１０年変動：統合と脆弱性」参加、スイス、H21.7.12～H21.7.19 
・ 第 8 回国際二酸化炭素会議参加、ドイツ、H21.9.12～H21.9.20 
・ 北太平洋海洋科学機関 2009 年年次総会参加、韓国、H21.10.22～H21.10.28 
・ 全海洋船舶型海洋観測プログラム国際計画委員会及び 2010 年海洋科学研究集会参加、

米国、H22.2.20～H22.2.27 
石井正好 ・ CLIVAR ワークショップ「十年規模気候変動予測のための地球システムモデルの初期

値化」参加、オランダ、H21.11.3～H21.11.8 
石原正仁 ・ 韓国気象庁気象レーダー観測網の近代化に関するセミナー参加、韓国、H21.9.24～

H21.9.26   
猪上華子 ・ 第 5 回欧州シビアストーム会議出席、ドイツ、H21.10.11～H21.10.18 
 ・ 第 7 回東アジア域でのメソ対流系・顕著現象・気候に関する国際会議出席、韓国、

H21.11.10～H21.11.14 
上野 充 ・ 第 1 回台風委員会研修研究調整部会（TRCG）技術フォーラム出席、韓国、H21.5.11

～H21.5.16   
碓氷典久 ・ 第 5 回 WMO データ同化シンポジウム出席、オーストラリア、H21.10.3～H21.10.10 

・ 第 2 回国際 GODAE（全球海洋データ同化実験）サマースクール「海洋の観測・同化・

予測に関する国際サマースクール」参加、オーストラリア、H22.1.9～H22.1.23 
 ・ 2010 年海洋科学研究集会参加、米国、H22.2.21～H22.2.28 
内山明博 ・ ニーオルスン観測所の現地調査、ノルウェー、H21.9.8～H21.9.17 
 ・ ハワイ島における日射計検定観測（機器の撤収）、米国、H21.11.30～H21.12.4 
 ・ 放射計の比較観測及びエアロゾル光学特性測定装置の設置、中国、H22.3.16～H22.3. 
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遠藤洋和 ・ 第 90 回アメリカ気象学会年次総会出席、米国、H22.1.16～H22.1.23 
尾瀬智昭 ・CFMIP/GCSS 境界層ワーキンググループ・ワークショップ出席、カナダ、H21.6.7～

H21.6.14 
 ・ 第 3 回世界気候会議出席、スイス、H21.8.30～H21.9.5 
折笠成宏 ・ 第 18 回核形成・大気エアロゾル国際会議出席、チェコ、H21.8.9～H21.8.16 
加藤輝之 ・ 第 7 回東アジア域でのメソ対流系・顕著現象・気候に関する国際会議出席、韓国、

H21.11.10～H21.11.14 
蒲地政文 ・海洋データ同化に関する特別授業、台湾、H21.4.20～H21.4.24 
 ・第 1 回全球海洋データ同化実験オーシャンビュー科学委員会及び WMO/IOC 合同海

洋・海上気象専門委員会海況予報エキスパートチーム会合出席、フランス、H21.6.7
～H21.6.14 

 ・ 大気物理学研究所「データ同化セミナー」参加、中国、H21.7.22～H21.7.25 
 ・ 第 5 回 WMO データ同化シンポジウム出席、オーストラリア、H21.10.3～H21.10.11 
 ・ 南シナ海海洋研究所及び大気物理学研究所「データ同化セミナー」参加、中国、H21. 

12.7～H21.12.13  
釜堀弘隆 ・ 第 6 回アジアモンスーン年ワークショップ出席、中国、H21.11.29～H21.12.2 
上口賢治 ・ 第 6 回アジア・大洋州地球科学学会年次総会（AOGS2009）出席、シンガポール、

H21.8.10～H21.8.16 
 ・ 第 90 回アメリカ気象学会年次総会出席、米国、H22.1.16～H22.1.23 
川畑拓矢 ・ 第 5 回 WMO データ同化シンポジウム出席、オーストラリア、H21.10.3～H21.10.11 
 ・ 2009 年大気レーダー、プロファイリング、モデリング及び予報に関する国際学校出

席、台湾、H21.11.18～H21.11.22 
北村祐二 ・ 米国地球物理学連合 2009 年秋季大会参加、米国、H21.12.13～H21.12.20 
鬼頭昭雄 ・ 気象学・大気科学国際協会、国際海洋物理学協会、国際雪氷圏科学協会合同研究大会

（MOCA-09）参加、カナダ、H21.7.20～H21.7.25 
 ・ 高解像度気候モデルに関するワークショップ出席、イタリア、H21.8.9～H21.8.15 
 ・ 第 3 回世界気候会議出席、スイス、H21.8.30～H21.9.5 
 ・ JSPS-KOSEF アジア学術セミナー参加、韓国、H21.10.5～H21.10.6 
 ・ JICA アジア地域気候変動研修現地ワークショップ参加、フィリピン・インドネシア、

H21.10.18～H21.10.23 
 ・ 気候変動基本計画ワークショップ出席、タイ、H22.1.17～H22.1.20 
 ・ ラテンアメリカ・カリブ地域の湿地と気候変動に関するワークショップ出席、メキシ

コ、H22.3.15～H22.3.19 
楠 研一 ・ 第 5 回欧州シビアストーム会議出席、ドイツ、H21.10.11～H21.10.18 
楠 昌司 ・ 第 6 回アジア・大洋州地球科学学会年次総会（AOGS2009）出席、シンガポール、

H21.8.10～H21.8.14 
 ・ 第 10 回東アジアモンスーンの大循環モデル実験ワークショップ及び大気科学と地球

流体力学の数値モデル国家重点実験室による夏のシンポジウム出席、中国、H21.8.17
～H21.8.21 

 ・ 第 6回全球のエネルギー水循環に関する国際科学会議及び第 2回陸域生態系と大気の

相互作用過程の統合研究科学会議出席、オーストラリア、H21.8.23～H21.8.30 
 ・ 気候変動適応策策定支援プロジェクト・セミナー出席及び平成 21 年度科学技術研究

員派遣事業「気候変動の将来シナリオの予測」への派遣、メキシコ・ブラジル、H21.11. 
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16～H21.12.21 

 ・ 近未来気候予測会議出席、米国、H22.1.10～H22.1.16 
 ・ 第 2 回気候変動が灌漑施設に与える影響に関する国際セミナーヘの出席、タイ、H22. 

2.22～H22.2.24 
工藤 玲 ・ ハワイ島における日射計検定観測（機器の設置）、米国、H21.11.2～H21.11.8 
 ・ エアロゾルと放射の観測、中国、H22.3.8～H22.3.16  
國井 勝 ・ 第 4 回 WWRP 北京 2008 予報実証実験/研究開発プロジェクトワークショップ参加、

中国、H21.4.20～H21.4.24 
 ・ ECMWF におけるアンサンブル予報に関する打合せ及び第 4 回 SRNWP 短時間アン

サンブル予報ワークショップ参加、イギリス、H21.6.21～H21.6.27 
 ・ 第４回 FORMOSAT-3/COSMIC データ利用に関するワークショップ参加、米国、

H21.10.26～H21.10.31 
 ・ 高解像度アンサンブルデータ同化に関する打ち合わせ、米国、H22.3.7～H22.3.11 
黒田友二 ・ 第 17 回大気海洋流体力学会議及び第 15 回中層大気会議合同研究集会参加、米国、

H21.6.7～H21.6.14   
 ・ 気象学・大気科学国際協会、国際海洋物理科学協会、国際雪氷圏科学協会合同研究大

会（MOCS-09）参加、カナダ、H21.7.18～H21.7.31  
 ・ 米国地球物理学連合 2009 年秋季大会参加、米国、H21.12.13～H21.12.20 
 ・ SOLARIS ワークショップ参加及びベルリン自由大学、アルフレッドウェーゲナー極

域海洋研究所との研究交流、ドイツ、H22.3.8～H22.3.18 
高薮 出 ・ 第 2 回ルンド地域気象モデルワークショップ「地域気候モデルの２１世紀のチャレン

ジ」（RCM2009）参加、スウェーデン、H21.5.5～H21.5.10 
小林隆久 ・ ヨーロッパ地球物理連合 2009 年総会出席、オーストリア、H21.4.19～H21.4.25 
 ・ 地球科学・リモートセンシング国際シンポジウム 2009 参加、南アフリカ、H21.7.12

～H21.7.19 
斉藤和雄 ・ 第 4 回 WWRP 北京 2008 予報実証実験/研究開発プロジェクトワークショップ参加、

中国、H21.4.20～H21.4.24 
 ・ ECMWF におけるアンサンブル予報に関する打合せ及び第 4 回 SRNWP 短時間アン

サンブル予報ワークショップ参加、イギリス、H21.6.21～H21.6.27 
 ・ 東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究打ち合わせ、ベトナム、H21.10.5～H21. 

10.10 
 ・ 第 4 回 WWRP メソスケール天気予報研究作業部会会合出席、オランダ、H21.11.30

～H21.12.4 
酒井 哲 ・ 気象データ等の検証利用のための観測装置の整備調整、ニュージーランド、H21.10.5

～H21.10.13 
佐々木秀孝 ・ カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス研究所との共同研究、米国、H21.9.1

～H21.12.17 
笹野大輔 ・ 第 8 回国際二酸化炭素会議参加、ドイツ、H21.9.12～H21.9.20 
 ・ 白鳳丸 KH-09-5 次航海乗船、南アフリカ、H21.12.16～H22.1.29 
澤 庸介 ・ 第 8 回国際二酸化炭素会議参加、ドイツ、H21.9.12～H21.9.20 
 ・ 中高緯度上部対流圏下部成層圏における観測、理解、将来の方向性に関するワークシ

ョップ参加、米国、H21.10.18～H21.10.24 
柴田清孝 ・ ヨーロッパ地球物理連合 2009 年総会出席、オーストリア、H21.4.18～H21.4.26 
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 ・ 化学－気候モデル検証活動（CCMVal）2009 年ワークショップ及び成層圏過程とそ

の気候影響（SPARC）2009 レポート主執筆者会議出席、カナダ、H21.5.31～H21.6.7 
 ・ 気象学・大気科学国際協会、国際海洋物理科学協会、国際雪氷圏科学協会合同研究大

会（MOCS-09）参加、カナダ、H21.7.18～H21.7.30 
 ・ SPARC2009 レポート全体会議出席 、スペイン、H21.11.7～H21.11.14 
 ・ 米国地球物理学連合 2009 年秋季大会参加、米国、H21.12.13～H21.12.20 
 ・ ニュージーランド国立水・大気圏研究所における研究打合せ、ニュージーランド、

H22.2.14～H22.2.21 
 ・ SOLARIS ワークショップ参加及びベルリン自由大学、アルフレッドウェーゲナー極

域海洋研究所との研究交流、ドイツ、H22.3.8～H22.3.18 
小司禎教 ・ FORMOSAT-3/COSMIC 観測システムシミュレーション実験ワークショップ出席、

台湾、H21.9.2～H21.9.5 
 ・ 第 1 回アジア－オセアニア領域における全球航法衛星システムに関するワークショ

ップ及び第 16 回アジア－太平洋宇宙機関フォーラム会合出席、タイ、H22.1.25～
H22.1.30 

新藤永樹 ・ 第 2 回ハリケーンと気候変動に関する国際サミット出席、ギリシャ、H21.5.30～
H21.6.7 

鈴木 修 ・ 第 5 回ヨーロッパ激しい局地的気象現象に関する会議、ドイツ、H21.10.11～H21.10. 
16 

 ・ 国際フォーラム「バングラデシュにおける竜巻災害リスク軽減」出席、バングラデシ

ュ、H21.12.12～H21.12.15 
関山 剛 ・ 気象学・大気科学国際協会、国際海洋物理科学協会、国際雪氷圏科学協会合同研究大

会（MOCS-09）参加、カナダ、H21.7.19～H21.7.31 
 ・ 第 5 回 WMO データ同化シンポジウム出席、オーストラリア、H21.10.3～H21.10.10 
瀬古 弘 ・ 第 4 回 FORMOSAT-3/COSMIC データ利用に関するワークショップ参加、米国、H21. 

10.26～H21.10.31 
田尻拓也 ・ エアロゾル・雲過程に関する最新の室内実験動向調査及び意見交換、ドイツ・スイス、

H21.11.15～H21.11.21 
田中泰宙 ・ 米国地球物理学連合 2009 年秋季大会参加、米国、H21.12.13～H21.12.20 
津口裕茂 ・ 第 7 回東アジア域でのメソ対流系・顕著現象・気候に関する国際会議出席、韓国、

H21.11.10～H21.11.14 
辻野博之 ・ 「気候変動とその予測可能性（CLIVAR）」海洋モデル開発ワーキンググループ出席、

イギリス、H21.4.26～H21.5.3 
坪井一寛 ・ 第 8 回国際二酸化炭素会議参加、ドイツ、H21.9.12～H21.9.20 
出牛 真 ・ 第 5 回 WMO データ同化シンポジウム出席、オーストラリア、H21.10.3～H21.10.10 
徳野正己 ・ JST-JICA「インドネシアの泥炭における火災と炭素管理」に関する火災検出と予測

グループとの研究打合せ及び「衛星画像解析のためのグランド・トルースデータ」の

調査、インドネシア、H21.8.30～H21.9.5 
直江寛明 ・ 第 90 回アメリカ気象学会年次総会出席、米国、H22.1.16～H22.1.23 
仲江川敏之 ・ 陸面モデリング、データ同化と予測可能性に関する ECMWF/GLASS ワークショップ

出席及び ENSEMBLES 最終シンポジウムでの研究成果発表、イギリス、H21.11.8
～H21.11.20 

 ・ アジアにおける気候変化予測、影響評価、適応に関するワークショップ出席、フィリ
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ピン、H22.3.24～H22.3.25 

中里真久 ・ 第 13 回メソスケールプロセスに関する国際会議出席、米国、H21.8.16～H21.8.22 
中澤哲夫 ・ 第 8 回全球降水観測計画（GPM）ワークショップ出席、フランス、H21.6.15～H21.6.20 
 ・ 熱帯対流活動年計画策定ワークショップ参加、米国、H21.7.12～H21.7.17 
 ・ ESCAP 主催 アジア太平洋域で洪水に強い都市をめざす革新的戦略の専門家グルー

プ会合参加、タイ、H21.7.20～H21.7.24 
 ・ 散乱計気候ワークショップ参加、米国、H21.8.18～H21.8.23 
 ・ 第 3 回 THORPEX 国際科学シンポジウム及び T-PARC データ管理ワークショップ参

加、米国、H21.9.8～H21.9.20 
 ・ 第 2 回熱帯低気圧の上陸過程に関する国際ワークショップ参加、中国、H21.10.18～

H21.10.23 
 ・ 米国降水観測計画サイエンスチーム会合等及び THORPEX 国際運営委員会第 8 回会

合参加、米国・ドイツ、H21.10.25～H21.11.7 
 ・ 世界気象機関大気科学委員会第 15 回会合及び環境予測に関する会合参加、韓国、H21. 

11.15～H21.11.22 
 ・ 気候変動の台風発生数・強度変化への影響の評価に関する専門家チーム会合出席、中

国（マカオ）、H21.12.13～H21.12.16 
 ・ ESCAP/WMO 台風委員会第 42 回会合参加、シンガポール、H22.1.24～H22.1.29 
 ・ THORPEX GIFS-TIGGE作業グループ第8回会合出席、スイス、H22.2.21～H22.2.26 
 ・ 台風研究に関する国際ワークショップ参加、台湾、H22.3.24～H22.3.27 
中野英之 ・ 海洋生態系モデル相互比較国際プロジェクト開始ワークショップ出席、イギリス、

H21.10.27～H21.11.1 
萩野谷成徳 ・ 熱・水収支解析に関する講習会及び境界層分野科学ワークショップ参加、中国、H21.6. 

10～H21.6.21 
 ・ 熱・収支解析に関する講習会及び境界層分野科学ワークショップ参加、中国、H22.1.25

～H22.2.5 
橋本明弘 ・ 雲シーディングのモデリングに関する共同研究、米国、H21.6.2～H21.7.29 
林 豊 ・ 第 6 回アジア・大洋州地球科学学会年次総会（AOGS2009）出席、シンガポール、

H21.8.10～H21.8.16 
平田賢治 ・ 国際測地学地球物理学連合/津波小委員会、米国海洋大気庁/地球物理学データセンタ

ー、UNESCO/政府間海洋学委員会の合同ワークショップ及び 2009 年国際津波シン

ポジウム参加、ロシア、H21.7.12～H21.7.19 
 ・ 日本－インドネシア二国間の研究協力に関する研究打合せ、インドネシア、H21.7.14

～H21.7.17 
 ・ スマトラ北西沖調査航海参加、インドネシア、H21.10.24～H21.11.22 
藤井陽介 ・ 第 2 回全球海洋データ同化実験（GODAE）観測システム評価ワークショップへの参

加及び研究発表、フランス、H21.6.3～H21.6.7 
 ・ 海洋観測のための国際シンポジウム（OceanObs'09）参加、イタリア、H21.9.20～

H21.9.27 
 ・ 第 5 回 WMO データ同化シンポジウム出席、オーストラリア、H21.10.3～H21.10.10 
別所康太郎 ・ 第 3 回 THORPEX 国際科学シンポジウム参加、米国、H21.9.13～H21.9.20 
干場充之 ・ 米国地球物理学連合 2009 年秋季大会参加、米国、H21.12.13～H21.12.20 
眞木貴史 ・ 日中韓モンゴル黄砂共同研究作業グループ会合出席、中国、H21.6.18～H21.6.20 
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 ・ 第 8 回国際二酸化炭素会議及び大気トレーサー輸送モデル相互比較計画会合出席、ド

イツ、H21.9.13～H21.9.21 
 ・ SDS-WAS アジアノード実施のためのワークショップ出席、韓国、H21.10.27～H21. 

10.31 
益子 渉 ・ 第 13 回メソスケールプロセスに関する国際会議出席、米国、H21.8.16～H21.8.22 
松枝秀和 ・ 第 8 回国際二酸化炭素会議参加、ドイツ、H21.9.12～H21.9.20 
 ・ 第 1 回気候変動に関する東アジア・ワークショップ参加、韓国、H21.12.7～H21.12.9 
松本 聡 ・ 海洋観測のための国際シンポジウム（OceanObs'09）参加、イタリア、H21.9.20～

H21.9.27 
馬淵和雄 ・ 第 8 回国際二酸化炭素会議参加、ドイツ、H21.9.12～H21.9.20 
三上正男 ・ 第 4 回アジアンダストと海洋生態系に関するワークショップ参加、韓国、H21.5.19

～H21.5.22 
 ・ モンゴル バヤンウンジュールにおける黄砂飛散観測、モンゴル、H21.6.8～H21.6.27 
 ・ 鉱物ダストとその気候・環境への影響に関する国際ワークショップ参加、中国、H21.8. 

16～H21.8.20 
 ・ オーストラリア共同研究者との野外風洞実験、オーストラリア、H21.9.12～H21.9.27 
 ・ 韓国ソウル大学における研究打合せ、韓国、H21.9.2～H21.9.3 
 ・ SDS-WAS アジアノード実施のためのワークショップ出席、韓国、H21.10.27～H21. 

10.31 
緑川 貴 ・ 第 8 回国際二酸化炭素会議参加、ドイツ、H21.9.12～H21.9.20 
村上正隆 ・ 米国気象改変協会年次総会出席及び DMT社及び Radiometric社における最新の技術

動向調査、米国、H21.4.19～H21.4.26 
 ・ 気象学・大気科学国際協会、国際海洋物理学協会、国際雪氷圏科学協会合同研究大会

（MOCA-09）参加、カナダ、H21.7.18～H21.7.23 
 ・ JSPS-KOSEF アジア学術セミナー参加、韓国、H21.10.6～H21.10.8 
 ・ DMT 社における CAPS プローブ動作不良に関する技術検討、米国、H21.10.18～H21. 

10.23 
 ・ WMO 主催「気象変革に関する専門家会合」出席、アラブ首長国連邦、H22.3.21～

H22.3.26 
本井達夫 ・ 米国地球物理学連合 2009 年秋季大会参加、米国、H21.12.13～H21.12.19 
安田珠幾 ・ 気象学・大気科学国際協会、国際海洋物理学協会、国際雪氷圏科学協会合同研究大会

（MOCA-09）参加、カナダ、H21.7.19～H21.7.26 
 ・ 2010 年海洋科学研究集会参加、米国、H22.2.21～H22.2.28 
山崎明宏 ・ ニーオルスン観測所の現地調査、ノルウェー、H21.9.8～H21.9.17 
 ・ ハワイ島における日射計検定観測（機器の設置）、米国、H21.11.2～H21.11.8 
 ・ ハワイ島における日射計検定観測（機器の撤収）、米国、H21.11.30～H21.12.4 
 ・ 放射計の比較観測及びエアロゾル光学特性測定装置の設置、中国、H22.3.8～H22.3.24 
山中吾郎 ・ 海洋観測のための国際シンポジウム（OceanObs'09）参加、イタリア、H21.9.20～

H21.9.27 
和田章義 ・ 台風海洋相互作用に関する国際ワークショップ及び韓国海洋研究所におけるセミナ

ー出席、韓国、H21.4.26～H21.4.30 
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（平成 20 年度 追加分） 

 気象研究所年報（平成 20 年度）の 8.1 節において、下記の会議・研究集会への参加の記載が漏れて

いたので掲載する。 

 
猪上華子 ・第 5 回欧州レーダー気象水文学会議、フィンランド、H20.6.29～H20.7.4 
上野 充 ・第 5 回アジア・大洋州地球科学学会年会（AOGS2008）、韓国、H20.6.20～H20.6.21 
蒲地政文 ・数値海洋モデルと予測のための国際ワークショップ、台湾、H20.4.22～H20.4.26 
 ・天気解説と予報に関する中央気象局 2008 コンファレンス、台湾、H20.9.8～H20.9.   

11 
鬼頭昭雄 ・世界銀行との共同研究打合せ会合、ブラジル、H20.11.11～H20.11.17 
楠 研一 ・第 5 回欧州レーダー気象水文学会議、フィンランド、H20.6.29～H20.7.4 
鈴木 修 ・第 24 回シビアローカルストームに関する国際会議、米国、H20.10.26～H20.11.4 
忠鉢 繁 ・国際オゾンシンポジウム 2008、ノルウェー、H20.6.27～H20.7.7 
萩野谷成徳 ・第 5 回アジア・大洋州地球科学学会年会（AOGS2008）、韓国、H20.6.17～H20.6.21 
林 豊 ・第 5 回アジア・大洋州地球科学学会年会（AOGS2008）、韓国、H20.6.15～H20.6.21 
 ・第 6 回災害管理リモートセンシング国際ワークショップ、イタリア、H20.9.10～H20. 

9.14 
廣瀬勝己 ・放射能化学に関する第 7 回国際会議、ハンガリー、H20.8.24～H20.8.31 
福井敬一 ・国際火山学・地球内部化学協会総会 2008、アイスランド、H20.8.17～H20.8.24 
益子 渉 ・第 24 回シビアローカルストームに関する国際会議、米国、H20.10.26～H20.11.2 
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8. 研究交流                                        8.2. 受入研究員等 

 

８．２． 受入研究員等 

 
外国人特別研究員制度（独立行政法人 日本学術振興会） 

 外国人特別研究員事業は、諸外国の若手研究者に対し、我が国の大学等において日本側受入

研究者の指導のもとに共同して研究に従事する機会を提供する事業である。この事業は個々の

外国人特別研究員の研究の進展を援助するとともに我が国及び諸外国における学術の進展に資

することを目的としている。 
 平成 21 年度はこの制度により次の 1 名の研究者を受け入れた。 
 
Dr. Sun-Hee SHIN 

期   間: H21.9.1～ 
研究課題名: 気候モデルの大気境界層過程の改良とその現在気候・将来気候予測へのインパ

クト 
      （平成 21 年度科学研究費補助金 特別研究員奨励費） 
受入研究部: 気候研究部 

 
客員研究員 

 当所の研究の効率的な推進に資することを目的とし、当該研究に関する高度の専門知識を有

し、当該研究を円滑に実施する能力がある研究者を客員研究員として受け入れている。 
 平成 21 年度は次の 25 名を受け入れた（外国人特別研究員制度による受入を除く）。 
 
黒田 徹 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: 東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究 

受入研究部: 予報研究部 
 
小寺邦彦 

  期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: 太陽紫外線とオゾン変化の力学的上下結合と気候変動に果たす役割の解明 

受入研究部: 気候研究部 
 
荒川 理 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: アジアの水資源への温暖化影響評価のための日降水量グリッドデータの作成 

受入研究部: 気候研究部 
 
杉 正人 

期    間: H21.5.15～H22.3.31 
  研究課題名: 超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の変化予測に関する研究 

受入研究部: 気候研究部 
 
末吉雅和 

期    間: H21.5.15～H22.3.31 
  研究課題名: マルチ気候モデルにおける諸現象の再現性比較とその将来変化に関する研究 

受入研究部: 気候研究部 
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神代 剛 
期    間: H21.10.1～H22.3.31 

  研究課題名: 地球システムモデルの高精度化に関する研究 
受入研究部: 気候研究部 

 
山下克也 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: 渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究 

受入研究部: 物理気象研究部 
 
大竹秀明 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: 渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究 

受入研究部: 物理気象研究部 
 
石崎安洋 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: 温暖化影響評価のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケーリングの

研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 

 
石崎紀子 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: 温暖化影響評価のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケーリングの

研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 

 
岡田菊夫 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: 大気エーロゾル粒子の性状とその変動過程に関する研究 

受入研究部: 環境・応用気象研究部 
 
佐藤康雄 

期   間: H21.4.1～H22.3.31 
研究課題名: 温暖化への対応策検討に資する日本域の温暖化予測に関する研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 

 
内野 修 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: ライダーによるエーロゾル・雲・微量気体観測技術の高度化に関する研究 

受入研究部: 気象衛星・観測システム研究部 
 
高谷美正 

期   間: H21.4.1～H22.3.31 
研究課題名: シビア現象の監視及び危険度診断技術の高度化に関する研究 
受入研究部: 気象衛星・観測システム研究部 
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8. 研究交流                                        8.2. 受入研究員等 

 
新井健一郎 

期   間: H21.4.22～H22.3.31 
研究課題名: 高精度センシング技術を用いた、列車運行判断のための災害気象の監視・予測

手法の開発 
受入研究部: 気象衛星・観測システム研究部 

 
下瀬健一 

期   間: H21.4.22～H22.3.31 
研究課題名: 高精度センシング技術を用いた、列車運行判断のための災害気象の監視・予測

手法の開発 
受入研究部: 気象衛星・観測システム研究部 

 
西橋政秀 

期   間: H21.4.22～H22.3.31 
研究課題名: 高精度センシング技術を用いた、列車運行判断のための災害気象の監視・予測

手法の開発 
受入研究部: 気象衛星・観測システム研究部 

 
岡田正實 

期   間: H21.4.1～H22.3.31 
研究課題名: 震源精度向上と地震活動情報の高度化に関する研究 
受入研究部: 地震火山研究部 

 
西川史朗 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: ネスティング手法を用いた高精度海洋モデルの開発 

受入研究部: 海洋研究部 
 

坂本 圭 
期    間: H21.4.1～H22.3.31 

  研究課題名: ネスティング手法を用いた高精度海洋モデルの開発 
受入研究部: 海洋研究部 
 

千葉 長 
期    間: H21.4.1～H22.3.31 

  研究課題名: 民間航空機を活用したアジア太平洋域上空における温室効果気体の観測に関

する研究 
受入研究部: 地球化学研究部 

 
猪股弥生 

期    間: H21.4.1～H22.3.31 
  研究課題名: 環境における人工放射能をトレーサーとした物質循環に関する研究 

受入研究部: 地球化学研究部 
 

Dickson, Andrew Gilmore 
期    間: H20.10.24～H22.3.31 

  研究課題名: 海洋における炭素・栄養塩・酸素データの国際的なコンパラビリティ確立と変 
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動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 
 

David Hydes 
期    間: H20.10.24～H22.3.31 

  研究課題名: 海洋における炭素・栄養塩・酸素データの国際的なコンパラビリティ確立と変

動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 
 

Jae Ryoung OH 
期    間: H20.10.24～H22.3.31 

  研究課題名: 海洋における炭素・栄養塩・酸素データの国際的なコンパラビリティ確立と変

動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 
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8. 研究交流                                8.3. 海外研究機関等からの来訪者等 

 

８．３．海外研究機関等からの来訪者等 

 
招聘研究者 

 
Dr. Sun-Hee Shin（韓国 釜山国立大学） 

期   間: 平成 21 年 2 月 1 日～平成 21 年 8 月 31 日 
用   務:  21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Dr. Paul Lawson（アメリカ スペック社） 
期   間: 平成 21 年 5 月 16 日～平成 21 年 5 月 21 日 
用   務: 初期氷晶測定技術に関する打合せ 「渇水対策のための人工降雨・降雪に関す

る総合的研究」（科学技術振興調整費） 
担当研究者: 村上正隆 
 

Mr. Luis Alfonso Lopez Alvarez（コロンビア 水文・気象・環境研究所） 
Mr. Fidel Alberto Pardo Ojeda（コロンビア 水文・気象・環境研究所） 
Mr. Oscar Vinicio Chimborazo Guerron（エクアドル 国立気象水文研究所） 
Mr. Leo Erick Pereyra Rodriguez（ボリビア水文・気象庁） 

期   間: 平成 21 年 9 月 28 日～平成 21 年 10 月 16 日 
用   務: 「高精度・高分解能気候モデルの開発」による予測結果の解釈についての研修

（世界銀行） 
担当研究者: 鬼頭昭雄 仲江川敏之 

 
Dr. William D.Hall（アメリカ 大気科学研究センター） 

期   間: 平成 21 年 10 月 2 日～平成 21 年 11 月 30 日 
用   務: 共同研究「3 次元数津モデル及びリモートセンシングを応用した山岳域の降雪

量分布の推定と水資源管理手法等に関する研究」の実施 
担当研究者: 村上正隆 
 

Dr. Prashant Goswami（インド 数値モデリングシミュレーションセンター） 
期   間: 平成 21 年 10 月 26 日～平成 21 年 10 月 31 日 
用   務: 人工降雨のための地上設置型発煙装置による雲シーディングに関するモデリ

ングについての意見交換 「渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合

的研究」（科学技術振興調整費） 
担当研究者: 橋本明弘 
 

  Prof. Bin Wang（アメリカ ハワイ大学） 
期   間: 平成 21 年 11 月 1 日～平成 21 年 11 月 25 日 
用   務:  21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

  Prof. Yuqing Wang（アメリカ ハワイ大学） 
期   間: 平成 21 年 11 月 29 日～平成 21 年 12 月 19 日 
用   務:  21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Dr. William D.Hall（アメリカ 大気科学研究センター） 
期   間: 平成 22 年 1 月 14 日～平成 22 年 3 月 31 日 
用   務: 「渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究」（科学技術振興調整

費） 
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担当研究者: 村上正隆 

  Prof. Jens Hesselbjerg Christensen（デンマーク気象庁） 
期   間: 平成 22 年 1 月 24 日～平成 22 年 1 月 30 日 

  Prof. Masao Kanamitsu（アメリカ スクリプス研究所） 
期   間: 平成 22 年 1 月 22 日～平成 22 年 1 月 29 日 

  Prof. Raymond W.Aritt（アメリカ アイオワ州立大学） 
期   間: 平成 22 年 1 月 24 日～平成 22 年 1 月 30 日 

  Prof. Lipiang Sun（アメリカ コロンビア大学国際気候予測研究所） 
期   間: 平成 22 年 1 月 24 日～平成 22 年 1 月 28 日 

  Prof. L.Ruby Leung（アメリカ パシフィックノースウェスト国立研究所） 
期   間: 平成 22 年 1 月 24 日～平成 22 年 1 月 28 日 

  Dr. Christopher Lawrence Castro（アメリカ アリゾナ大学） 
期   間: 平成 22 年 1 月 24 日～平成 22 年 1 月 28 日 

  Dr. Kei Yoshimura（アメリカ スクリプス研究所） 
期   間: 平成 22 年 1 月 24 日～平成 22 年 1 月 28 日 

  Dr. Philippe Lucas-Picher（デンマーク気象庁） 
期   間: 平成 22 年 1 月 24 日～平成 22 年 1 月 30 日 
用   務: 国際ワークショップ「日本域の力学的ダウンスケーリング」での発表・議論 

「地球温暖化にかかわる政策支援と普及啓発のための気候変動シナリオに

関する総合的研究 サブ課題 3 温暖化影響評価のためにマルチモデルアンサ

ンブルとダウンスケーリングの研究」（地球環境研究総合推進費） 
担当研究者: 高薮 出 

 
Prof. Congbin Fu（中国科学院） 
Prof. Zhiwei Han（中国科学院） 
Dr. Deming Zhao（中国科学院） 
Dr. Xiong Zhe（中国科学院） 
Ms. Jia Wu（中国気象科学研究院） 

期   間: 平成 22 年 1 月 27 日～平成 22 年 1 月 30 日 
Dr. Shuyu Wang（中国科学院） 
Ms. Ying Yang（中国科学院） 
Dr. Jianping Tang（中国 南京大学） 
Ms. Hongxia Gao（中国 南京大学） 
Dr. Igor Markovich Shkolnik（ロシア Voeikov Main Geophysical Observatory） 

期   間: 平成 22 年 1 月 24 日～平成 22 年 1 月 30 日 
用   務:  RMIP（東アジアにおける地域気候モデルの比較実験）PhaseⅢ 
担当研究者: 栗原和夫 
 

  Prof. In-Sik Kang（韓国 ソウル国際大学） 
期   間: 平成 22 年 2 月 24 日～平成 22 年 3 月 16 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Prof. Tianjun Zhou（中国科学院） 
期   間: 平成 22 年 2 月 24 日～平成 22 年 3 月 6 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Dr. David C. Rogers（アメリカ 大気科学研究センター） 
期   間: 平成 22 年 3 月 28 日～平成 22 年 4 月 1 日 
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8. 研究交流                                8.3. 海外研究機関等からの来訪者等 

 
用   務: エーロゾル・雲核・氷晶核の航空機観測技術に関する打合せ 「渇水対策のた

めの人工降雨・降雪に関する総合的研究」（科学技術振興調整費） 
担当研究者: 村上正隆 
 

Dr. Jorgen B. Jensen（アメリカ 大気科学研究センター） 
期   間: 平成 22 年 3 月 29 日～平成 22 年 4 月 2 日 
用   務: 巨大雲核の雲降水への影響と巨大雲核測定技術に関する打合せ 「渇水対策の

ための人工降雨・降雪に関する総合的研究」（科学技術振興調整費） 
担当研究者: 村上正隆 
 
 

JICA 研修受け入れ 

 

平成 21 年度 中華人民共和国 国別研修 「境界層観測１・２」コース 

「日中気象災害協力研究プロジェクト」 

期   間: 平成 21 年 5 月 18 日～平成 21 年 5 月 25 日 
Mr. SUN Ji-Hua (孫 績華) 
Mr. QIN Ning-Sheng(秦 寧生) 

担当研究者: 萩野谷成徳  
 

平成 21 年度 集団研修 アジア地域「気候変動への適応にかかる能力強化」コース 

期   間: 平成 21 年 5 月 22 日～平成 21 年 6 月 19 日 
 Ms. FERDOUSI Nazlee（バングラデシュ  

南アジア地域協力協会（SAARC）気象研究センター） 
 Mr. MAKMUR Erwin Eka Syahputra（インドネシア 気象地質庁） 
 Ms. SOLIS Ana Liza Solmoro（フィリピン 大気地球物理天文サービス庁（PAGASA）） 

Mr. CHAOWIWAT Winai （タイ チュラロンコーン大学） 
Mr. TRAN Trong Dinh （ベトナム 気象水文環境研究所） 

担当研究者: 鬼頭昭雄 楠昌司 佐藤康夫（客員研究員） 

 

平成 21 年度 メキシコ国 国別研修 「気候変動予測」コース 

期   間: 平成 21 年 9 月 28 日～平成 21 年 10 月 16 日 
Mr. MENDEZ PEREZ Juan Matias（メキシコ 国立自治大学） 
Mr. MONTERO MARTINEZ Martin Jose（メキシコ水技術機関） 
Mr. ZERMENO DIAZ David Maximiliano（メキシコ 国立自治大学） 

担当研究者:  鬼頭昭雄 仲江川敏之 

 

集団研修「気象業務能力向上」 

期   間: 平成 21 年 10 月 21 日～平成 21 年 10 月 23 日 
・（気候情報コース） 

Mr. TAMANG Tayba Buddha（ブータン水文気象局 気象部門 技術者） 
Ms. TEP Phollarath（カンボジア 気象局気候部門 副部門長） 
Ms. ERDENEBADRAKH Munkhjargal（モンゴル気象水文局  

気候変動・環境研究センター 研究官） 
Ms. WAR War Thein（ミャンマー気象水文局 気象センター 予報官） 
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8. 研究交流                                8.3. 海外研究機関等からの来訪者等 

 

・（短期予報コース） 
Mr. KHAN Mohammad Abdur Rahman（バングラデシュ気象局  

暴風警報センター 気象官補） 
Mr. SHARMA Sajiva Nand（フィジー気象局 予報センター 航空技術官） 
Ms. DAVARY ADALATPANAH Fatemeh（イラン気象局 情報技術部 

 データ処理センター長） 
Mr. MENDIS Murukkuwadura Meril Prasantha（スリランカ気象局 

バンダラナイケ国際空港気象台 気象官） 
担当研究者: 中村誠臣 田中実 上野充 徳野正己 別所康太郎 毛利英明 三上正男  

増田一彦 上清直隆 石元裕史 真野裕三 
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* 世界気象機関（WMO）に属する委員会等 
 
 

９．委員・専門家 

 
 ここでは、平成 21 年度に気象研究所の職員が外部機関から委嘱を受けた委員・専門家（平成 21 年度

以前からの継続を含む）について、個人別に五十音順で掲載している。 
 

９．１．国際機関の委員・専門家 

 
青木輝夫  ・気象学・大気科学国際協会（IAMAS）* 国際放射委員会（IRC）委員 
 
 
青山道夫  ・国際連合教育科学文化機関政府間海洋学委員会と国際海洋調査探検機構共同の栄養塩

標準に関する専門委員会 議長（chair of the Joint IOC-ICES study group on 
nutrient standards） 

 
五十嵐康人 ・気候と大気研究に応用される自然放射性核種の発生と計測に関する専門家国際会議科学

諮問委員 
 
上野 充  ・台風委員会（TC）* 台風研究調整グループ（TRCG）委員 
      ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR） 耐風・耐震構造専門部会 専門部

会委員 
・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR）耐風・耐震構造専門部会作業部会 D
委員 

 
 
尾瀬智昭  ・世界気候研究計画（WCRP）* 気候の変動性及び予測可能性研究計画（CLIVAR） 季

節から数年スケールの気候予測に関する作業部会（WGSIP）委員 
      ・気候情報・予測サービス（CLIPS）* 季節内・季節・年々の予測のための研究ニーズ

に関する専門家チーム 委員 
 
蒲地政文  ・全球気候観測システム（GCOS）* 気候のための海洋観測パネル（OOPC） 全球海洋

データ同化実験オーシャンビュー科学運営チーム（GOVST） 委員 
      ・WMO/IOC 合同海洋・海上気象専門委員会（JCOMM） 現業海況予報システムに関

するエキスパートチーム（ET-OOFS） 委員 
 
鬼頭昭雄  ・気候変動に関する政府間パネル（IPCC）「気候と水に関する技術報告」リードオーサ

ー 
 
斉藤和雄  ・世界天気研究計画（WWRP）* メソスケール天気予報研究作業部会（WGMWFR）

委員 
      ・世界天気研究計画（WWRP）北京 2008 研究開発プロジェクト（B08RDP）* 国際

科学運営委員会（ISSC）委員 
 
柴田清孝  ・世界気候研究計画（WCRP）* 成層圏気候影響研究計画-科学運営委員会（SSG-SPARC）  

報告書リードオーサー 
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* 世界気象機関（WMO）に属する委員会等 
 
 

瀬古 弘  ・世界天気研究計画（WWRP）北京 2008 研究開発プロジェクト（B08RDP）* 国際技

術サポートチーム（ITeST）委員 
 
辻野博之  ・世界気候研究計画（WCRP）* 気候の変動性及び予測可能性研究計画（CLIVAR）海

洋モデル開発作業部会（WGOMD）委員 
 
仲江川敏之 ・気候情報・予測サービス（CLIPS）* 気候と水に関するラポーター 
 
中澤哲夫  ・世界天気研究計画（WWRP）* THORPEX 国際運営委員会（ICSC-THORPEX） 

委員 
      ・世界天気研究計画（WWRP）* THORPEX アジア地域委員会 議長 
      ・第Ⅱ地区協会（RAⅡ） WWRP-THORPEX に関するラポーター 
      ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR） 耐風・耐震構造専門部会 幹事会委

員 
 
三上正男  ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR）耐風・耐震構造専門部会作業部会 D

委員 
      ・Aeolian Research Associate Editor 
 
村上正隆  ・世界天気研究計画（WWRP）* 気象改変専門家チーム 委員 

 
吉川澄夫  ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR） 耐風・耐震構造専門部会 専門部会

委員 
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9. 委員・専門家                                 9.2. 国内機関の委員・専門家 
 
９．２．国内機関の委員・専門家 

 

青木輝夫 ・（社）日本気象学会 第 35 期山本・正野論文賞推薦委員会委員 

 ・（社）日本気象学会 第 35 期 SOLA 編集委員 
 ・（学）東海大学情報技術センター 地球環境変動観測ミッション（GCOM）委員会委員 

 ・（社）日本雪氷学会 理事 

 ・国際放射委員会事務局 国際放射委員 

 ・筑波大学 博士論文審査に係る予備審査委員 

 ・筑波大学 学位論文審査委員会委員 
青梨和正 ・（学）東海大学情報技術センター 地球環境変動観測ミッション（GCOM）委員会委員 
青栁曉典 ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 
青山道夫 ・茨城県 茨城県東海地区環境放射線監視委員会調査部会専門員 

 ・（社）日本アイソトープ協会 理工学部会常任委員会常任委員 

 ・（社）日本アイソトープ協会 理工学部会超低レベル放射能測定専門委員会専門委員長 

 ・第 46 回アイソトープ・放射線研究発表会事務局 第 46 回アイソトープ・放射線研究

発表会運営委員会幹事 
 ・第 47 回アイソトープ・放射線研究発表会事務局 第 47 回アイソトープ・放射線研究

発表会運営委員会幹事 
五十嵐康人 ・（社）日本アイソトープ協会 「第 47 回アイソトープ・放射線研究発表会」運営委員 

 ・（財）日本分析センター 平成 21 年度環境放射線等モニタリングデータ評価検討会委

員 
石井雅男 ・（独）海洋研究開発機構 地球観測システム構築推進プラン「海洋二酸化炭素センサー

開発と観測基盤構築」研究運営委員会委員 

 ・情報・システム研究機構国立極地研究所 情報・システム研究機構国立極地研究所運

営会議南極観測審議委員会重点研究観測専門部会（Ⅷ期）委員 

 ・日本学術会議事務局 日本学術会議委員 

石井正好 ・（独）海洋研究開発機構 招聘主任研究員 

石崎 廣 ・海洋気象学会 理事 

 ・東京大学気候システム研究センター 研究協議会委員 

石原正仁 ・（社）日本気象学会 第 35 期気象用語検討委員会委員 

 ・（社）電波産業会 ウィンドプロファイラレーダの多重化技術に関する調査検討会委 

員 

・（財）河川情報センター X バンドレーダ分科会委員 

・（独）防災科学技術研究所 研究開発課題外部評価委員 

・（社）日本地球惑星科学連合 環境・災害対応委員 

・（株）東洋設計 NEDO からの受託事業「次世代風力発電技術研究開発事業（自然環

境対応技術等（落雷保護対策））」のうち落雷保護対策検討委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象災害委員会委員長 
・（社）日本気象学会 第 35 期理事 

石元裕史 ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 

行本誠史 ・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員 

上野 充 ・（独）土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会委員 

 ・（独）土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会日本
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9. 委員・専門家                                 9.2. 国内機関の委員・専門家 
 

側専門部会委員/作業部会Ｄ委員 

内山明博  ・（学）東海大学情報技術センター EarthCARE/CPR 委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員 

・（独）国立環境研究所 平成 21 年度地球温暖化観測推進ワーキンググループ委員 
永戸久喜  ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期総合計画委員 

尾瀬智昭  ・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の変

化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

      ・日本学術会議事務局 日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・
WCRP 合同分科会 特任連携会員 

・日本学術会議事務局 日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・   

WCRP 合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 

勝間田明男 ・（財）震災予防協会 震災予防協会編集委員会委員 

     ・（社）日本地震学会 日本地震学会代議員 
加藤輝之  ・筑波大学 連携大学院方式に関わる教員（客員准教授） 

     ・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員 

蒲地政文  ・文部科学省国際総括官 日本ユネスコ国内委員会自然科学小委員会調査委員 

      ・（独）水産総合研究センター中央水産研究所 運営費交付金プロジェクト研究「わが国

沿岸周辺域の高解像度生態系予測システムの開発」評価委員 

      ・（独）海洋研究開発機構 地球観測システム構築推進プラン「インド洋観測研究ブイネ

ットワークの構築」研究運営委員会委員 

      ・（財）リモート・センシング技術センター 海洋・宇宙連携委員会委員 

      ・（独）海洋研究開発機構 地球情報研究センターアドバイザー 

釜堀弘隆  ・日本学術会議事務局 日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・
WCRP 合同分科会 MAHASRI 小委員会委員 

上口賢治  ・（社）日本気象学会 第 35 期電子情報委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

鬼頭昭雄  ・（独）海洋研究開発機構、（財）地球・人間環境フォーラム、（財）地球産業文化研究所 

IPCC 国内連絡会メンバー 

・筑波大学 筑波大学計算科学研究センター共同研究員 

・（独）海洋研究開発機構 IPCC 第 5 次評価報告書に向けての国内連絡会準備会メンバー 
・日本学術会議事務局 日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・      

WCRP 合同分科会 PAGES 小委員会委員 
・日本学術会議事務局 日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・   

WCRP 合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 
・京都大学大学院理学研究科 非常勤講師 
・筑波大学 連携大学院方式に関わる教員（客員教授）  
・国際日本文化研究センター 平成 21 年度国際日本文化研究センター共同研究員 
・（社）日本気象学会 第 35 期 SOLA 編集委員 
・（財）電力中央研究所 電力中央研究所「研究評価委員」 
・（独）国立環境研究所 平成 21 年度スーパーコンピュータ研究利用専門委員会委員 
・（独）国立環境研究所 地球温暖化研究検討会（温暖化研究者フォーラム）委員 
・（独）国立環境研究所 平成 21 年度地球温暖化観測推進ワーキンググループ委員 
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9. 委員・専門家                                 9.2. 国内機関の委員・専門家 
 

・（株）日水コン 「温暖化の観測・予測及び影響評価統合レポート（仮称）」専門委員会

委員 

・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の変

化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・（独）海洋研究開発機構 次世代スーパーコンピューター戦略プログラム 分野３「防

災・減災に資する地球変動予測」運営委員会委員 
楠 研一  ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 

・（社）電気学会 自然災害の予測と監視のための電磁界技術調査専門委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象災害委員会委員 
楠 昌司  ・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の変

化予測に関する研究」研究運営委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期気象研究ノート編集委員 

・（財）日本水土総合研究所 「平成 21 年度海外農業農村開発地球温暖化対策調査事業（か

んがい施設温暖化適応策検討調査）検討委員会」委員 
栗田 進  ・（財）環境科学技術研究所 微量元素葉面挙動調査検討委員会委員 

栗原和夫  ・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の変

化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・（財）日本水土総合研究所 平成 21 年度農業水利基本問題検討委員会委員 

小林隆久  ・（学）東海大学情報技術センター EarthCARE/CPR 委員会委員 
齊藤和雄  ・（社）日本気象学会 第 35 期学会賞推薦委員 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期 SOLA 編集委員 
・（独）海洋研究開発機構 21 世紀気候変動予測革新プログラム「地球システム統合モデ

ルによる長期気候変動予測実験」研究運営委員会委員 

・（独）海洋研究開発機構 次世代スーパーコンピューター戦略プログラム 分野３「防

災・減災に資する地球変動予測」運営委員会委員 

櫻井孝雄  ・（財）国際科学振興財団 つくば WAN 研究交流委員会委員 

澤 庸介  ・日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
・（財）日航財団 地球環境観測推進委員会委員 

柴田清孝  ・（独）国立環境研究所 客員研究員 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員 
・（学）東海大学情報技術センター 静止大気ミッション検討委員会委員 
・日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
・武蔵大学 非常勤講師 

小司禎教  ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 
鈴木 修  ・日本風工学会 日本風工学会評議員 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期気象災害委員会委員 
      ・（株）伊藤忠テクノソリューションズ 「5GHｚ帯等レーダの周波数有効利用技術に係

る調査検討会」委員 
清野直子  ・（社）日本気象学会 第 35 期気象研究ノート編集委員 
関山 剛  ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

高橋俊二  ・茨城県 茨城県東海地区環境放射線監視委員会調査部会専門員 

高薮 出  ・水文・水資源学会 編集出版委員 

・（株）日水コン 「温暖化の観測・予測及び影響評価統合レポート（仮称）」専門委員会
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委員 

田中泰宙  ・（社）日本気象学会 第 35 期 SOLA 運営委員 

津口裕茂  ・（社）日本気象学会 第 36 期選挙管理委員 

辻野博之  ・文部科学省「２１世紀気候変動予測革新プログラム」「高解像度気候モデルによる近未

来気候変動予測に関する研究」運営委員会委員 
・日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期 SOLA 編集委員 

露木 義  ・（独）日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員 
      ・日本ユネスコ国内委員会自然科学小委員会 IHP 分科会 IHP 分科会トレーニング・コ

ース WG 委員会委員 
      ・（独）海洋研究開発機構 次世代スーパーコンピューター戦略プログラム分野３「防災・

減災に資する地球変動予測」運営委員会委員 
徳野正己  ・英国国立ウェールズ大学大学院 非常勤講師（客員講師） 
      ・（社）日本気象学会 第 35 期気象研究ノート編集委員 
永井智広  ・（独）理化学研究所 客員研究員 

      ・首都大学東京システムデザイン学部 検収員 

      ・（社）計測自動制御学会計測部門リモートセンシング部会 部会運営委員 

      ・レーザレーダ研究会 レーザレーダ研究会運営委員 

仲江川敏之 ・東京大学生産技術研究所 「土壌・積雪水当量の全球解析及び気候変動への影響に関す

る研究」研究員 

・（社）土木学会 水工学委員会水文部会委員 

・水文・水資源学会 国際誌編集委員会委員 

・水文・水資源学会 研究調整委員会委員 

・大学共同利用機関法人人間文化研究機構 平成 21 年度総合地球環境学研究所共同研究

員 

・国土交通省河川局 「水災害分野の気候変化への適応策に関する国際貢献のあり方 WG」

に関する委員 

・（社）国際建設技術協会 日本の河川管理技術の海外展開に関する意見交換会メンバー 

中里真久  ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 
中澤哲夫  ・（学）東海大学情報技術センター 地球環境変動観測ミッション（GCOM）委員会委員 

・（独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会日本側

専門部会委員 

・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会日本側

専門部会幹事会委員 

・（独）海洋研究開発機構 平成 21 年度第 1 回地球観測システム構築推進プラン「海大陸

レーダーネットワーク構築」研究運営委員会委員 

・日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
庭野匡思  ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

萩野谷成徳 ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

橋本明弘  ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期総合計画委員 
林 修吾  ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

林 豊   ・文部科学省 地震調査研究推進本部専門委員 
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平田賢治  ・（独）海洋研究開発機構 招聘主任研究員 

・（独）土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会日本

側専門部会作業部会Ｈ委員 

・（財）沿岸技術研究センター 津波防災情報の検討 WG 及び東北における津波防災情報

連絡協議会委員 
藤部文昭  ・（独）防災科学技術研究所 大型降雨実験施設運用委員会委員 

・国際都市気象学会（IAUC） ICUC（第 7 回国際都市気象会議）実行運営委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期常任理事 

・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期総合計画委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期電子情報委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期各賞候補者推薦委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象災害委員会委員 

・日本風工学会 第 17 期編集・広報委員会委員 

・日本気象予報士会 日本気象予報士会表彰審査委員会委員 

・筑波大学 連携大学院方式に関わる教員（客員教授） 

・第 21 回風工学シンポジウム運営委員会 第 21 回風工学シンポジウム運営委員会委員 

・（社）環境情報科学センター 平成 21 年度モデル地域における未利用水有効活用検証に

関する業務検討委員会委員 

・（社）環境情報科学センター 平成 21 年度ヒートアイランド現象による環境影響等に関

する調査業務検討委員会委員 

別所康太郎 ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 
干場充之  ・（独）建築研究所 建築研究所研究評価委員会地震工学分科会委員 

     ・（社）日本地震学会 日本地震学会代議員 

      ・京都大学防災研究所 非常勤講師 

     ・（財）地震予知総合研究振興会 研究委員会委員 

      ・（社）日本地震学会 強震動委員会委員 

前田憲二  ・文部科学省 地震調査研究推進本部専門委員 

      ・文部科学省 地震調査研究推進本部地震調査委員会地震活動の予測的な評価手法検討小

委員会委員 

松枝秀和  ・（独）国立環境研究所 平成 21 年度地球温暖化観測推進事務局ワーキンググループ委員 

・（財）日航財団 航空機による地球環境観測推進委員会委員 

・大学共同利用法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所 平成 21 年度総合地球環境

学研究所共同研究員 
馬淵和雄  ・日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
三上正男  ・（独）土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会作業

部会 D委員 

・（独）科学技術振興機構 科学技術論文発信・流通促進事業アドバイザー委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期総合計画委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期電子情報委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期 SOLA 編集委員長 

・（社）日本気象学会 第 35 期国際学術交流委員 
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・（社）日本気象学会 第 35 期教育と普及委員 

・（独）土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会日本

側専門部会委員 
・（社）海外環境協力センター 「平成 21 年度黄砂問題調査検討事業」黄砂問題検討会委

員 

・（独）科学技術振興機構 科学技術論文発信・流通促進事業アドバイザー委員会開発分

科会委員 

・(独）科学技術振興機構 次期科学技術情報発信・流通総合システム開発のための技術

審査委員会委員 

・東京大学大学院理学系研究科 博士学位論文審査委員会委員 

緑川 貴  ・（社）国際環境研究協会 平成 21 年度地球環境研究企画委員会第 2 研究分科会委員 
村上正隆  ・（学）東海大学情報技術センター EarthCARE/CPR 委員会委員 

・（財）電力中央研究所 送電設備の雪害に関する研究委員会委員 

・東京大学気候システム研究センター 非常勤講師（客員教授） 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象用語検討委員 

・日本学術会議事務局 日本学術会議委員 

・東京大学大学院理学系研究科 博士学位論文審査委員会委員 

本井達夫  ・（財）電力中央研究所地球工学研究所 「海洋大循環モデルによる海水中人工放射性物

質濃度計算検討委員会」委員 

矢野敏彦  ・（学）東海大学情報技術センター 静止大気観測ミッション検討委員会委員 

      ・（独）水産総合研究センター 研究課題評価会議外部評価委員 

      ・筑波研究学園都市交流協議会 「国際化推進専門委員会」委員 

      ・（財）日航財団 航空機による地球環境観測推進委員会委員 

山内 洋  ・（社）日本気象学会 第 35 期気象災害委員会委員 

行本誠史  ・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員 

吉川澄夫  ・(独）土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会日本

側専門部会委員 

      ・国土交通省国土地理院 地震予知連絡会委員 
吉田康宏  ・（社）日本地震学会 日本地震学会代議員 

・（独）建築研究所 国際地震工学研修カリキュラム部会委員 
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